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　わたしは、赤ん坊ベイビーである。

　おぎゃあ、と泣いてみせれば可愛かわいげがあるのだろうが、そういう滑こつ稽けいな真ま似ねはしたくない。

　人間であるならともかく、文字通り〝鋼こう鉄てつの肉体〟であるわたしは、母に助けを求める場面など少ない。食事も排はい泄せつも必要ないし、生物でいうところの〝栄養源〟であるオロゴも、この場所には溢あふれるほど満ちている。しかも、理性的に振る舞い、成人のように思考出来る。

『赤ん坊』は『泣く』ものだとか、大陸共通語コモン・ランゲージと、カザル語のちがいとか。そういった知識は自然と湧わく。どういうことかというと、わたしには元となった人格が存在していて、その者の知識がゆっくりと蘇よみがえるのだ。

　その者は──生け贄サクリフアイス、と呼ばれている。

　わたしは、一人の人間を犠ぎ牲せいにして生まれたのだ……その知識が、今日、蘇った。

　足音が聞こえる。近づいてきて、わたしの入った箱を開ける。

「おはよう」

　女性の声だ。わたしはまだ、この声しか知らない。

「……わたしは誰だれを殺してしまったのだ？」

　箱を開ける途中で手が止まる。

「何の話をしているんだい？」

「生け贄サクリフアイスの件だ。わたしを作るために必要なのだろう？」

「知識返りが、もうそんなに進んだのかい」

　女性は再び手を動かし、箱の蓋ふたを除のける。強烈なぐらいの朝日が差しこんできて、レンズがハレーションを起こす。わたしはまだ、この機械の身体からだを巧うまく動かせない。チャームのいくつかは起動出来ないし、レンズの角度修正さえスムーズにいかないので光を反そらせない。

　だから目の前にある顔は、逆光で翳かげってしまってよく見えない。

「語ってはいけない掟おきてなんだよ。判わかっておくれ」

「ダズリリ──わたしは知りたいんだ」

「おまえがそれを知るかどうか決めるのは、太陽と精せい霊れいたちだよ。それに……」

　皺しわだらけの手が、わたしの金属表面はだを撫なでる。

「生け贄サクリフアイスが誰か知ったところで、おまえは何も出来ないだろう？」

　わたしの内部にあるスプリングが、キィと軋きしむ。

「…………そうだろうな……わたしは……しょせん拳銃にすぎない」

「自分を卑ひ下げする必要はないよ」

　そうだろうか……？

　ダズリリは慰なぐさめようとして言っているだけではないだろうか？

　わたしは道具だ。用途は、人を撃うつこと。誰だれのために、何のために生まれたのだろうか？　誰の手に収まって、どんな使命を果たすのだろうか……？

　何をするかなど、握った人間が決めることではないのだろうか……？

　そう思った瞬しゆん間かん──脳裏をよぎった光景がある。




　そこは朝日に照らされた涸かれ谷だに。美しい赤毛が風に流れている。赤毛の持ち主は少女だ。崖がけの岩に座っている。わたしの目覚めに気づいたようにふり向き、わたしを手に包むように持ち上げる。そして天使のような、心からの微笑ほほえみを、わたしに浮かべ────、

　何か言う。聞こえない。唇くちびるを読もうにも、言い切る前にその姿は薄うすれ──……、




　……──我に返る。目の前に笑顔はある。だが、少女ではない。老いたる我が母、ダズリリだ。いまの幻は、何だったのだろう……？　故障か？

「名前を教えることは出来ないが、〝彼〟の行動を語るのは、魔女マスクの掟おきてに反しないよ」

　わたしは箱から出され、部屋のほうに向けられた。

　手前には呪じゆ物ぶつの並んだウッドテーブルがあり、切り株の椅い子すが並んでいる。奥には石の釜かまがあり、壁かべ際ぎわには知識を記したメソ文明の石せき版ばんが積まれている。ダズリリの工房だ。

「二ヶ月前の朝──彼はそこの椅子に座った。そして、わたしにこう言ったんだよ。『自分をチャームガンにして欲しい』と」

「なぜだ？」

「悪しき循環サイクル・オブ・フエイトを断たつ、ため──と語っていた」

「……理解出来ない。説明してくれ」

「判わからない。それにいくつかの条件を出したよ」

「条件？」

「あのチャームが必要になる、これも必要になる、そんな風に語った。彼には見えていたのかもしれない。おまえが未来で何を達成し、そのためにどんな力が必要なのかも」

「未来は誰にも判らないのでは？」

　ダズリリの笑い声が聞こえた。

「そうだね。気のせいかもしれないよ」

　彼女はわたしをテーブルに置いて、自分の食事を準備している。干ほし肉にくと木の実を煮込んだスープをかき回している。呪術師ウイチヤシヤ・ワカンと呼ばれる者の装いはシンプルで、大おお鹿じかの革で作ったベルベットのワンピースを着て、腰を荒あら縄なわで止めるというものだ。モカシンと呼ばれる一枚革のブーツも履はいている。老いてはいるが、皺しわが寄る前は美しかったと思わせる容よう貌ぼうをしている。

「早くおまえに名前をつけてあげたいが、魔女マスクにはしきたりがある。精せい霊れいのお告げがあるまで名前をつけてはいけないと……」

「お告げはいつある？」

「さあ……すぐのときも、何年も先のときもあるよ」

「ずいぶんと気き紛まぐれな精せい霊れいだな」

「本当に」

　笑い声が響ひびいた。ダズリリが笑うと空気が和やわらぐ。わたしはダズリリが母だったことで、救われている。知識が蘇よみがえれば蘇るほど、この世界は痛みに満ちているのが判わかる。

　旅立てば、きっと絶望しかない。

「ダズリリ。わたしは……ずっと、貴方あなたと一緒に居たい」

　ダズリリは手を止め、わたしを見つめる。

「そうだね、同じ気持ちだよ。わたしの最高傑けつ作さく──」

　浮かんだ微笑ほほえみが、優しすぎる。この笑顔がわたしを癒いやし続けてくれるだろう。世界など、どうでもいい。大切なものさえ守れれば……それでいい。

　幸せな、この時間が────いつまでも続けばいい。そんな願いを、わたしは抱いている。もし神と呼ばれる者がいるなら、叶かなえて欲しい。

　他ほかには…………何も望まないから。
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　……──夢から覚めていく。

　余よ韻いんに浸ひたろうとしても、それはどんどん遠くなってしまう。

　わたしは見ての通り、人間ではなく拳けん銃じゆうだ。しかし夢を見る。

　この夢は過去の出来事を思い出させることによって、わたしを導みちびく。

　わたしに内蔵された機能チヤームの一つ、夢が導きとなる《精霊の旅スピリツト・ウオーク》だ。いま見た夢は、亡なき我が母の思い出だ。

　呪術師ウイチヤシヤ・ワカンにして、大いなる魔女マスク──炎の手フレーム・ハンド《ダズリリ》。

　彼女は養い手であるカダル族が滅ほろぼされたときに、運悪く脚あしを患わずらい、飢うえて死んでいった。

　だが、いまの夢はダズリリの〝死の場面〟ではなかった。

　過去のパターンだと、誰だれかの死に関かかわる夢を見たとき、現在の世界でも死に直面する。この考え方でいくとダズリリに危機が迫っている、というわけではなさそうだ。

　いま過ごしているこの世界は、わたしの過ごした世界の過去にあたる。死んだはずのダズリリも、この世界では──まだ生きている。




　会えるのだ。ダズリリに──。




　この夢は、そういう意味かもしれない。

　心が沸き立つのを感じながら、視覚装置ボルトレンズにオロゴを送る。

　最初に見えたのは、暖だん炉ろの火。揺らめくように暗い部屋を照らしている。床も壁も丸太を組み上げた山小屋のような建物だ。

　わたしのすぐ横で、主人マイ・マスターであるアリス・ヘイワードが眠っている。

　美人か？──などとは訊きかないで欲しい。色気づくには一億年早い。愛あい玩がん動物のあどけなさを思い描いてから、そのイメージをソバカスいっぱいの少女にしたら、間違いなくアリスだ。キュートだが、女扱いはしかねる。

　寝ているのは、ワラの上に毛皮を敷しいただけの粗野なベッドだ。童どう女じよのような愛らしくも色気のない顔で、口をくにゅくにゅさせながら寝返りを打つ。

「……ミスターは、もぉ……着替えのたびに、そんな見つめないでよぅ……」

　何やら不ふ穏おんな寝言を口走っている。

「拳銃ひとを覗のぞき魔ま扱いするな」

　どこにいようが、お気楽なヤツだ。

　ここは、グリーンフォーク。西部国境域スモーキー＆ロツクス北部の中では一番大きな街だ。

　前回の旅で《魔ま犬けん》スティールの陰いん謀ぼうを阻そ止しするため、《千里眼》の異い名みようを持つ伝説レジエンドの狙そ撃げき手、ロックフェローと対決した。そのとき、ロックフェローがスティールに弱みを握られていることが判明したのだ。スティールの魔の手から、ロックフェローが大切に想おもう人物、アメリア・マンソンを救い出す。これが彼との約束だ。

『世界など、どうでもいい。大切なものさえ守れれば……それでいい』

　生まれたてのわたしはそう考えていた。だが、あの頃ころには戻れない。《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》を〝スモーキー＆ロックスの正義の象徴〟として育て上げる使命があり、守るべき仲間も出来た。

　思考の途中で物音を耳にした。

　撃げき鉄てつを起こす音。廊ろう下か側ではない。窓の外だ。それもかなり近い。

　この部屋は二階。相手は屋根にいる。賞金稼ぎにしては念入りだな。にしても、敵がミスをしてくれて助かった。撃鉄を予あらかじめ起こしていたら、不意を突かれたろう。

　寝ているアリスへと囁ささやく。

（起きろ。敵だ）

「うみゅ……ん」

　寝返りを打って反対を向きやがった！　アホ主人マスターめ！

　ロッキーとアゴンロジは別の宿だし、バンプの部屋は離はなれている。どうする……？　大声を出すか？

　バチ、と空から撃うちの音がしたのでレンズを向け直す。

　信じられない光景が、そこにあった──。

　部屋の中に、人がいる。
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　少女だ。先住民に似ているが、その肌は褐かつ色しよくではない。白いが、大陸人コモンズの多くとはちがう色合いである。東洋の肌イエローだ。ジパングの娘だろう。年は一四くらいか。

　猫を思わせる尖とがった吊つり目めで抜け目なく警けい戒かいしている。足音も巧たくみに消している。

　鮮やかな黒髪をポニーテールにして、前髪を切り揃そろえている。

　胸はロッキーほど大きくもないが、ボディライン込みで考えるとバランスが良い。

　肢し体たいを包んでいるのはハカマと呼ばれるジパング製のボトムスと、ボタンなしの大おお襟えりシャツ。名前は確かウワゴロモだ。

　ボタンがないので思いっきり開いていて、サラシという白いバンドを巻いた胸が露あらわになっている。

　右手に、短たん筒づつモデルのタネガシマ火縄銃マツチロツクガンを握っている。

　わたしの知っている頃より幼くはあるが、こんなヤツ合衆国フロンテイア中探しても一人しかいない。

　わたしを見て、くにゅっとアヒル口にする。

「にしし……お宝めっけ。四五口径はカネになるんだよねえ♪」

　すう、と息を吸って──音もなくスキップしてくるジパング少女に、怒ど鳴なる。




「───ツバキィィイイイ──ッッ！　ここで会ったが運の尽きだッッッ！」




　少女の反応は劇げき的てきだった。一いつ瞬しゆんキョトンとして、すとんと腰を抜かして、白しろ目めに近いほど目を剝むいて、泣き叫び始める。

「ぎゃあああ拳けん銃じゆうがしゃべべべべべしゃべりああああああああああ！　あぎゃああああああああああ──ッ！　ひぎゃあああああああああああああああぎゃああああぎゃぎゅぎゅえいやああおばばばオバケェ──ッ！」

「おまえを呪のろい殺してやる！」

　涙と鼻水垂たれ流して痙けい攣れんするようにガクガク震ふるえ、逃げだそうとして歩けず、じたばたしている。こいつは、この手の話に弱い。

「……みすたぁ……あれ、だあれ？」

　アリスの声だ。目をこすりながら身を起こしている。

「伝説レジエンドだ」

「ほへぇっ？」

「《忍妖の駿盗クノイチ・ニンブルフツト》ツバキ・キリガクレ──撃たずの銃使いシヨツトレス・ガンスリンガーにて、今世紀最大の大泥棒──になる予定の魔弾の射手チヤーム・ガンナーだ」

「撃うた……ず??」

「そう。こいつの銃に弾たまは入っていない。そもそもこいつの銃はマッチロック式だから、撃げき鉄てつに火ひ口ぐちを入れなければならないが、入っていないだろう」

「？？？？　えっと……撃たないと敵倒せないよね？」

「そうでもない。そして強いぞ。おまえにとってアゴンロジに次ぐ第二の師し匠しようだからな」

「師匠って……え？」

　前の世界でこのツバキは、大アリスにある技を伝授した。これが《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》の名を大いなる伝説に押し上げた地じ盤ばんとなったと言える。

　つまり、ツバキがいたからこそ、大アリスはあれほど強かった。

　時期はちがえど、この小アリスもいずれ通らなければならない道だ。

「こうなったからには、付きあって貰もらうぞ。アリスが伝説レジエンドになるには《スネイク》が絶対必要だからな」

「蛇スネイク……？」




　　　　†




　夜が明けて朝食を摂とって、移動開始。

　グリーンフォークは山小屋風の建物が多い。主要な産業は畜産と狩り。保存用の加工肉も特産品だ。街の大通りにも羊がいる光景は、ここぐらいのものだろう。

　テラスの手すりやその屋根に様々な動物の毛皮が吊つるされ、干してある。一番高級なビーバーの皮は、盗まれないようにベランダで干してある。

　皮なめし用の木枠がそこかしこに置いてあり、女たちがナイフで肉を削そぐ作業や、皮に動物の脳を塗ぬりつける作業をしている。ブレイン・テイニングといって、皮に脳を塗ると柔らかくなるのだ。

　わたしたちは大通りを歩いている。行商人の大型馬車が多いため、その轍わだちで道はデコボコしている。歩きにくいのだろう。バンプがしかめっ面つらをしている。こいつの名はサイラス・キング──バンプは通称だ。彫ほりが深くてハンサムで、しかも着ているのは牧師の服カソツク。初対面の者の目にはさぞや高こう潔けつな人物に映るだろう。だが、こいつは間違いなく悪ワ党ルだ。

　そもそも〝ぶっ殺しバンプ〟なんて呼ばれる人間に、マトモなヤツがいるはずがない。

「泥道が多くて気にくわねえ。ブーツが汚れちまう」

「水が豊かなのはいいことだろう？　南に行けば土埃スモークで汚れる」

「土は払えば済むけどよ。泥は……」

　通りがかった馬が泥を跳はね上げ、ブーツが汚れた。バンプはそいつを睨にらみつけたが──胸のバッチを見て目をそらす。

　郡保安官シエリフのバッチだ。一番若いシェリフが、馬を降りて寄ってくる。

「見た顔だ」

「知らねえな」

「ゆうべ、どこにいた？」

「色々とな。なんで聞く？」

「答えろ」

　奥にいる、老シェリフが酒焼けした重い声で割って入る。

「そいつはほっておけ」

「ですが……」

「おまえの腕では止められない相手だ」

　若いシェリフは不満そうに退さがる。老いたほうは帽子を取ってバンプに挨あい拶さつする。

「お屋や敷しきの高い塀へいを走って乗り越える、人間離ばなれした盗ぬす人びとに心当たりはないかね？」

　おおっと……ツバキの追っ手か。妙みように静かにしていると思ったが。

　バンプは首をふる。

「そうかい。どうも。あとその荷物は何だね？」

　老いたシェリフが見ているのは、バンプが肩にかついでいる、大きい布ぬの袋ぶくろだ。中には猿さる轡ぐつわしたツバキが詰まっている。目を留とめられてしまった──。

「子こ鹿じかを撃うったけどな。シェリフの許可がいるのかよ？」

「いいや。足止めしてすまなかった」

　シェリフたちは去っていく。バンプは緊きん張ちようを解く。

「そういえば、ゆうべどこ行ってたの？」

　アリスの問いかけに、バンプはなぜか目をそらす。

「……ちょっとな」

「訊きくな、アリス」

　マイ・マスターはむくれて唇くちびるを尖とがらせる。

「なんでよ？　怪しいじゃない」

　イケメンが夜に出歩く目的など一つしかないだろうに。お子様め。

「それより、この通りストリートの名前って、どっかで聞いたことがあンだけどよ……」

「モッジス・ストリートか」

「確か……何かの店が」

　バンプの足が止まったので、アリスが不思議そうに視線を辿たどる。

「あ……っ」

　バンプが見ているのは、ベラード・モッジスという看かん板ばんの出ている店だ。店名の下に、派手な赤い文字で、『大好評！　ベルボーイ・バッファロー・ジャーキー』と書いてある。

　…………ヤバイ、本店だ。ここにあるのを忘れていた……。

　以前、バンプはジャーキー中毒で、未来の世界でこのバッファロー・ジャーキーを食べ続けてぶくぶく太り、やがて太りすぎが原因で命を落とすのだ。

「ねえ、バンプ……あっちの通りを歩かない？」

　アリスが気を遣っても、返事がない。視線は本店のショーウインドウの向こうにある、大人買い用の木箱にそそがれている。音が聞こえるぐらい物もの凄すごい量のツバを呑のみこんでいる。

「……おい、バンプ……やめろよ？」

「…………判わかってるさ、ミスター。もちろん……」

　風向きが変わって、店から上がる煙けむりがこっちに流れてくる。ジャーキーに使うスパイスの香りが満まん載さいだ！　バンプが目を剝むいている。その目が一いつ瞬しゆんで血走っている。

「ハァアアアアア──ジャァアアアア──キィィィイイイイイイ──ッ！」

「わああっ、ミスターァ！　バンプから、ドス黒いオーラみたいの出てる！」

「バンプを動かせッ！」

　アリスはバンプの服を引っぱるが、ビクともしない。バンプの口から流れちゃいけないものが大量に流れ、唸うなり声を上げながら店に接近する。

　店のドアに手をかける、まさにその瞬間だ──。

「毎度どうも！」

　未来のバンプみたいな樽たる腹ばらの紳士が、召めし使つかいをぞろぞろ連れて店を出る。大人買い用のデカイ木箱も全部持っているので、店内の商品はゼロだ。店主がドアに『ＣＬＯＳＥＤへいてん』のプレートを下げると、バンプの顔が正気に戻り、「ああああ……」と半泣きになりながら両りよう膝ひざをつく。

「……た、助かったぁ……？」

「助かったな──」

　バンプはしょんぼりとしながら立ち上がり、店をあとにする。

「……おい、バンプ」

「大丈夫だぜ、ミスター。バッファロー・ジャーキーはスッパリやめたんだッ！」

　そうは見えなかったがな……。

　羽は音おとが聞こえた。アリスの肩に、白いフクロウが留とまる。

　フクロウが言う。

「おい、チャームガン」

「まだ話すな！　アリス、裏通りに入れ」

　通行人の視線を浴びながら歩いて、人通りの少ない路地に入る。

「少しは人の目を気にしろ。フクロウが話したら街中パニックだぞ」

　アリスが呆あきれた口調で言う。

「ミスターがそれ言うんだ……」

　……まあ、そうだが。

　このフクロウは、アズールという魔女マスクの使い魔フアミリアーで、連れん絡らく用に飛ばしている。話をしているのはフクロウ自身でなく、魔ま女じよアズールだ。

「闇の主マスターダークは見つかったか？」

　その名を聞いた途と端たんに、スプリングがきつく軋きしむ。闇の主マスターダーク。このアズールが予言した、災わざわいを為なす者の名だ。三週間前、アズールはこう語った。

『百ひやく獣じゆうを率ひきい、たった一発の刻紋弾エンブレムド・バレツトで街を灰にし、スティールを下げ僕ぼくのように跪ひざまずかせていた。闇やみ色いろのローブを纏まとい、フードの下には獣じゆう骨こつの仮面をつけていた。魔女だ。かつてない力を秘めたその者は、軍勢からこう呼ばれていた。闇の主マスターダーク、と──』

　すっかり意気消しよう沈ちんした顔のバンプがため息混まじりに言う。

「その話、ミスターから聞いたけどよ。ちょっと、お伽とぎ噺ばなし臭くせえっつーかよ……」

　フクロウは目を細める。

「我われとて街を一発で灰に変えるチャームなど聞いたこともない。だが、予言をこの目で視みたのは確か」

「黒のシリーズなら、そんな恐ろしい芸当も可能だろう。だが、百獣というのは妙みようだな。魔女マスクが操れる使い魔フアミリアーは二、三がせいぜいだ。何十人もの魔女が必要になる」

「我の予言を疑うか！」

「……いや、そういうわけではないが。闇の主マスターダークの件に取りかかる前に、ロックフェローとの約束があるし、闇の主マスターダークの件についての手がかりがない。それほど大がかりな軍勢なら、どこかで兆ちよう候こうがあってもおかしくないのだが」

「今回来た目的が、それである。ヒントが見つかった」

「何だとッ？」

「シャギーを覚えておるか？」

「おまえのいる聖地に侵入してくる半はん人じん半はん獣じゆうのバケモノか」

「あれを送っている魔女マスクを捕まえてチャームで記憶を掘り出したのだがな」

　チャームで記憶を掘る、だと？　非人道的な臭においがプンプンするチャームだな。方法を詳しく訊きかないほうが良さそうだ。

「どうも《結社》なる組織が絡からんでいるらしい」

「結社──？　聞いたことがあるな」

　ビッグホーン牧場で聞いた言葉が、脳裏に呼び起こされた。

『女王さ。《結社》が何と言おうが彼女は僕の物だ』

「……ジギー・ロックウェルか」

「でな──どうも、シャギーは悪夢を見せ、危機感を煽あおる力を備えるらしい」

「危機感？　誰だれの危機感だ？　何のために危機感を煽る？」

「我われが知るか」

「…………。で、それのどこがヒントだ？」

「うつけモノめ。その《結社》とやらが闇の主マスターダークの──、」

「待て待て。飛ひ躍やくしすぎだぞ。ジギーが闇の主マスターダークの手下というのは考えにくい。ヤツは確かに怪しいが、スティールとは明確に対立している。あのスティールが下げ僕ぼくのように傅かしずいている相手に、ヤツがつくとは思えん」

「せっかくヒントを運んできてやったのに、その言いぐさは何であるか！　なんと非スタイリッシュな連中だ！」

　アリスがフクロウのアタマをなでなでする。

「いーこだから怒らないの、アズちゃん」

「ヘンな呼び方をするでない！」

　フクロウはクチバシを剝むいて威い嚇かくすると、空に舞い上がる。

「とにかく、闇の主マスターダーク探しを優先せよッ！」

「そう言われてもだな……」

　飛び去っていくアズちゃんフクロウが見えなくなってから、アリスたちは再び歩き始める。

「優先しなくていいのかなあ？」

「手がかりがない、と言ったろうが」

「スティールを追えばいいんじゃねえのか？　下僕なら、主人のところにいるだろ？」

「ゾォードとの戦いを思い出せ、バンプ。変幻自在に居所をくらましたろう」

　バンプはチッと舌を鳴らす。

「確かにな」

「あれは側近であるスティールの手て際ぎわだ。あいつの居い所どころが判わかるなら、わたしも手は打つ」

　アリスが手をぽんと叩たたく。

「アメリアさんを攫さらったのがスティールなんだから、アメリアさんの足取りを追えば闇の主マスターダークって人も見つかるんじゃない？」

「──えっ」

「──えっ？」

「なあに？　どしたの？」

「いや、おまえが〝ちょっと考えれば誰にでも判わかるマトモなこと〟を言ったから、驚きよう愕がくしただけだ……」

　バンプが十字を切る。

「不吉なことが起きなけりゃいいが」

「なにそれ、ムッッカつく！」

　ぷんぷんしながら早足で歩いていくアリスが辿たどり着いたのはグリーンフォークの北側。丘の上に、壮そう麗れいな石造りの建物がある。フォークス・ホテルという看かん板ばんが出ている。

　いわゆる高級ホテルだ。フロントに近づくと、泥だらけなアリスのブーツを見て、従業員がちょっと引きつっている。

「ロッキーの部屋は？」

「……はい？」

「ロクサーヌのお友達よ！　アリスがきたって言って」

　従業員はすっごいイヤそうな顔で、「伺うかがっております。２０３号室へどうぞ」と答える。

　エントランスを歩きながらアリスはおかんむりだ。

「なによっ、あの目。汚いものでも見るみたいに」

「実際、ブーツが汚いだろう」

「ミスター……静かにしたほうがいいぜ」

　メイドが向こうから歩いてきている。アリスが誰だれと話しているのか怪しんで、じろじろ見てくる。バンプのかついでいる袋詰めツバキがバタバタ暴れだすと、今度はそっちを見る。

　……確かに、この一団は怪しいな。

　通り過ぎて、階段を上る。二階は客室だ。

「廊ろう下かひろーい！　ながーい！　絨じゆう毯たんふかふか！」

「はしゃぐなアホ」

　アリスは廊下を駆かけて、２０３のプレートがついたドアの前で急ブレーキ。見つけた瞬しゆん間かんに開けて入る。

「おい、ノックぐらいしろ」

「やほーい！　ロッキー、きたよぉ！」




　……──アリスの笑顔が、凍りつく。




　ほら、やっちまったじゃないか……。

　部屋の奥にあるバスタブに、泡だらけになったロッキーがいる。バスタブには、ブラシで洗われている途中のアゴンロジが立っている。

　ロッキーの豊かすぎる胸ウオーターメロンが丸見えだし、アゴンロジのつるぺったんフラツト・チエストも丸見えだ。ロッキーの裸は二度目とはいえ、なんとも気恥ずかしい。

　しばらくロッキーまで凍っていたが、アゴンロジの一言で我われに返る。

「拭ふいれもいいきゃ？」

「きっ……きっ……きききき……」

「き？」

　ロッキーの顔は、湯ゆ気げが出そうなぐらい真っ赤になって──。




「きゃああああああああああああああああああああああああアアアアアァァァ──ッ!!」




　悲鳴が超音波すぎて、集音装置バレルマイクが壊こわれるかと思った。




　　　　†




「で、この子が──お師し匠しよう様ですの？」

　着替え終わったロッキーが、袋から出されたツバキを見て言う。

　まだ頰ほおが赤いし、喋しやべりながらもわたしをチラチラ見ている。

　こいつはロクサーヌ・ラヴォワ。ビッグホーン牧場の牧場主で、この土つち埃ぼこりにまみれたスモーキー＆ロックスで社交界用のドレスを着て暮らす、変わり者のお嬢じよう様さまだ。

　アリスが悩んでいる顔で答える。

「ミスターが言うには……そうみたい」

　抱っこされているアゴンロジのアタマに、ロッキーの豊かすぎる下乳が被かぶり、ふにゃっと潰つぶれている。重そうだ。

　アゴンロジはフェイスペイントをして毛皮のドレスをまとった先住民エルダーズ。得え物ものは牽けん引いんロープ付きのトマホークと、短たん弓きゆうだ。賢く気け高だかく、高い精神性を持つ戦士で、アリスの師匠でもある。

　そしてなにより、幼女でもある。

「お師匠様を、なにゆえにロープでぐるぐる巻きですの？」

　ツバキから銃を奪うばって、縛しばり上げてあるのだ。

「解ほどいてよォ！　ふぇぇえん──お願いだようっ」

　ツバキはしゃくり上げながら、懇こん願がんするような上うわ目め遣づかいをしてくる。

「可か哀わい想そう……」

「泣いておりますわ」

「よくみろ。噓うそ泣なきだ」

　ちっ、と舌を鳴らしてツバキが一いつ瞬しゆんで泣き止やむ。

「えっと……。これほど信用ならないのに、お師匠様でございますの？」

「ミスターの言うことを疑うわけじゃねえが、こいつが師匠ってのは想像つかねえな」

「牧師様！　銃に悪あく魔まが取り憑ついてる！　祓はらって！」

　バンプが牧師の格好をしているので、本物と思いこんだか。ニセ牧師なのだがな。

「は？　何言ってンだ……？」

「バンプ、わたしには悪魔が憑いている。いわゆる呪われた銃カースドガンだ。そうだな？」

　察してくれたらしい。バンプは笑みを浮かべると、澄すんだ声で語り始める。

「ええ、この銃は悪あく魔ま憑つきです。逆さからう悪い子は呪のろわれてしまうでしょう」

「呪わないでえええ！」

　ツバキが泣き顔で震ふるえているのを見たアリスが、駆かけ寄って抱きしめる。

「ミスター、ツバキちゃんを怖こわがらせるのやめてよ！　可か哀わい想そうじゃない！」

「こいつをかばうなんて、本当にアホだな。所持金を数えろ」

「はぁ？」

「いいから数えろ」

　カネの詰まった小袋を調べたアリスが硬直する。

「……あれぇ？　金貨が足りないよ……？」

「ツバキ」

　ちっ、と舌打ちしてツバキが手を開けると、金貨が床を転がっていく。縛しばられているというのに、まったく見事な手て際ぎわだ。

　アリスは口を開けたまま呆ぼう然ぜんとしている。

「で……本題に入ろう。ロッキー、情報は集まったか？」

　こいつに、とある人物について調べさせておいた。ロッキーは世間知らずなお嬢じよう様さまが幸いして、賄わい賂ろの払い具合が相場を超えている。それゆえに情報収集能力は抜群だ。まあ散財されるビッグホーン牧場にとっては、幸いどころか災わざわいかもしれないが。

　わたしが声をかけた途と端たん、いつもムスッとしているロッキーが、やたら明るい笑顔になった。

「わたくしの情報が必要でございますのよねッ？」

「ああ。そうだ」

「それはつまり、わたくしを必要としていることではっ？」

「ああ。そうなるかな」

　ロッキーの瞳ひとみがパッと輝かがやいたかと思うと、うふうふ笑い始める。毎回思うが、このやりとりは何なんだ……？

「任されたのが有能なこのわたくしですから、もちろん成果はございましたわ。教えてあげてもよろしくてよ？」

「…………。勿もつ体たいぶらずに話してくれ」

「アメリアは、二ヶ月前に姿を消した、らしいですわ」

　アメリア・マンソン──。スモーキー＆ロックス三大美人の一人で、《情熱の女神》と呼ばれている。苛か烈れつな性格と猛もう然ぜんとした気け高だかさを持つとされる娼しよう婦ふだ。グリーンフォークの女神を買うなら金貨を箱チエストいっぱいに詰めてこい、と言われている。

　この女に惚ほれてしまった男がいる。《千里眼》ロックフェローという伝説の狙そ撃げき手しゆで、前回の旅で死し闘とうを演じた相手だ。

　ロックフェローが敵に回った原因が、このアメリア。おそらくは《魔ま犬けん》スティールという男の陰いん謀ぼうで人質にされたのだろう。ロックフェローはアメリアの命を守るため、仕方なくわたしたちと戦った──。

　わたしはロックフェローに『アメリアを救う』と約束した。果たさなければならない。

「手がかりはあるのか？」

「金貨をタワーのように積んでいって、『これが倒れたら話はご破は算さんですわ』とやりましたら、二〇枚目でグラッときて、相手がジョー・コックスと叫びましたわ」

「……ジョーか」

　バンプがわたしを見て、困ったように肩をすくめている。

「何ですの？」

「《下水の凶犬アンダー・ダーテイドツグ》のジョー。ここのギャングの頭目ボスだ。容よう赦しやない野心家で知られている」

「関かかわりたくありませんわね……」

「居い所どころは言っていたか？」

　バンプが答える。

「ジャン・ジャックって酒場を拠点にしてるはずだぜ」

「よし。とりあえず、アリスとバンプで行ってくる。ツバキを頼んだぞ。宿は引き払って出発の準備をしておけ」

「縄なわは……」

「解ほどくな。いいか、そいつを解き放ったら、全財産、根こそぎやられると思え」

「根こそぎ……ですの？」

　ふと見ると、ツバキの位置がさっきとズレている。ロッキーに近づいているのだ。

「ロッキーもっと離はなれろ！」

「二バレッセルは離れておりますわよ？」

「射しや程てい内だ」

　慌あわててロッキーが横にズレる。動くと胸がたぷんたぷんして、抱かれているアゴンロジのアタマがぐらぐら揉もみ押されている。

　ちっ、とツバキが舌打ちしている。やっぱり狙ねらっていたか。油断も隙すきもあったもんじゃない。




　　　　†




　グリーンフォーク西地区は坂になっていて、貧民が多く、ボロな家屋が連つらなっている。その中心にジャン・ジャックの看かん板ばんが見える。通りには昼間から何の仕事もなさそうな連中が群れて、わたしたちに不ふ穏おんな目を向けている。

　グリーンフォーク市民は通常、ライフルかショットガンを所持している。猟りよう銃じゆうとして用いるためだが、ここの連中はちがう。ほとんどが拳けん銃じゆうを所持している。

　アリスが怖こわ々ごわと言う。

「ねぇ……なんか、目が怖いんだけど」

「ビビるンじゃねえよ。つけこまれンぞ」

「って言われても……」

　五人ほど寄ってくる。用心棒、だろうな。先せん陣じん切っているヒゲの男は、良く手入れされた拳銃を二挺ちよう下げている。

「牧師が何の用だ？」

　バンプは笑顔になり、爽さわやかな声を作る。

「布教に参りまして」

「ここがどこだか判わかってやがるのか？　無法のグリーンフォーク、アンダー・ウエストだ。こちとら上の連中の下水を飲んで育ってる。神なんぞ信じるヤツはいねえよ」

　確かに水路は下水と思われる濁にごった流れだし、ハエがそこかしこに飛び交い衛えい生せい状態が悪い。

　神に見放された場所……だろうな。

「そういう場所だからこそ、神を信じることで……」

　バンプが言おうとすると、ヒゲの用心棒が拳銃に手をかける。バンプは口を開けたまま、油断ない目で男を睨にらんでいる。

　騒そう動どうの臭においを嗅かぎとった連中が、蜘く蛛もの子を散らすように逃げていく。

　アリスはそっと、わたしに手を添える。小声で制しておく。

（……まだだ。抜くな）

（でも……）

（バンプに任せろ）

　ゆっくりと、バンプの目が辺あたりを見回す。状況を把は握あくしている。おそらくバンプも気づいたろう。あばら屋の屋根に二人、酒場の窓に一人、ライフルを持ったヤツがいる。隠かくれる場所はないし、道がぬかるんでアリスが走れない。ことを起こすのは、分ぶが悪い。ここは口くち車ぐるまで凌しのげ。

　バンプはくすっと笑う。用心棒が眉まゆをひそめる。

「なんで笑いやがった？」

「いいえ、市長がわたしに護ご衛えいをつけないようにと勧すすめたのですが。こういうことですか」

「どういうことだ？」

「市長が大勢の郡保安官シエリフを集めておりまして」

　用心棒の眉がひくっとする。

「汚物は消毒するに限る、なんて言っておりましたが、まさかわたしが騒動の火種に使われるとは思いませんでしたよ……」

　バンプは聖書を地面に置き、両手を上げる。

「さあ、観念しましたよ。撃うって下さい。街の浄じよう化かに一役買いましょう」

　用心棒たちは困惑したように顔を見合わせている。

　ヒゲの用心棒が酒場のほうを見る。スイングドアが開き、出てきた男がジェスチャーで何か伝える。用心棒は、銃から手を離はなした。

「撃たないので？」

「……さっさと済ませて帰れ」

　用心棒たちが散っていく。ヒゲの男だけが酒場に入った。

（いまの、どゆこと？）

（ギャングの掃そう討とう作戦を臭におわせたのだ。牧師が撃たれたとなれば、その逮たい捕ほ劇げきで大勢の死者が出ても言いわけとしては順当だ）

（……言いわけまで必要なんて、市長さんって大変なのね）

　バンプが聖書を拾って歩き出したので、アリスも続く。

　ジャン・ジャックの酒場に入る。満席に近い店内の客が一斉にわたしたちを見る。居並ぶのは悪党っぽさが顔に出た連中ばかりで、場は緊きん張ちように張り詰め、いまにも誰だれかが抜きそうな雰ふん囲い気きになっている。さっきのヒゲの用心棒が使い込んだピースメーカーを抜くと、他の連中も一斉に抜く。バンプも抜いて、アリスも遅れてわたしを抜き──、

「よせ。しまえ」

　声をかけたのはカウンターで飲んでいる、暗あん褐かつ色しよくのスエード・コートを着た男だ。似ているのはカマキリ、か。細くて尖とがった顔立ちだ。肩越しにギラつく目を向けてきている。男に従って客たちが銃をしまう。パンプとアリスもしまう。

「……よぉ。バンプ」

「景気はどうだ、ジョー」

　バンプがカウンターの席に着くと、バーテンに指で合図して、バーボンを持って来させる。

（知りあいなの？）

（だろうな。裏の仕事をするには、その地域のギャングの許可がいる）

　客たちは解散してそれぞれ会話を始めている。バンプは飲みながらジョーと話している。

「知りてェことがあってな」

「どんなことだ？」

「アメリアの仕事を請うけたって聞いたぜ」

　ピク、とグラスを止め、ジョーは一いつ瞬しゆんだけバンプを見る。

「……そいつは話せねえ」

「貸しがあったよな」

「…………」

　ジョーがアリスを見る。

「まさか、あのちんちくりんドワーフイツシユが、テメェのいまの女か？」

　言い得て妙みようだが、聞いたアリスの顔がみるみる真っ赤になって、怒りだそうとしている。

（こらえろ）

　と、言いつつ──わたしも笑いをこらえているが。

　アリスは悔くやし涙を浮かべて、うーッと唸うなっている。バンプは軽く笑い飛ばした。

「赤ん坊を抱く趣味はねえよ……」

（──ッ、ッッッ！）

　アリスが頰ほおを膨ふくらませている。バンプ、よせ。それ以上言うと、わたしが笑う。

「少し、やりたいことが出来てな」

「気をつけろよ。テメェが居た世界だから判わかっているたァ思うが、こっち側の敵と思われたら最後だぜ」

　バンプは笑みを消し、バーボンを一気に飲み干して、呟つぶやくように言う。

「忠告、ありがとよ」

「テメェが探している連中は、ジャックヒルズ蒸じよう留りゆう所しよにいる」

　ジョーの言葉に、バンプは一瞬きょとんとして、置こうとしていたグラスを眺ながめる。

「……この酒か？」

「ああ。その酒だ」

「蒸留所が、何でだ……？」

「話せねえよ。直接行きな。あと、連中に逆さからうな」

「は？」

　ジョーが、バンプに目を合わせる。その表情は真剣だ。

「ヤバい連中だ。いまは眠っているが、いずれ牙きばを剝むくだろう……」

　あのジョー・コックスが恐れる連中だと……ッ？

　詳しく問いただしたかったが、わたしが話しかけるわけにもいかない。それに、この話題を避さけるように、ジョーは店の奥へと引っこんでしまった。
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　ホテルでロッキーたちと合流する。バンプがツバキをかついできて、馬の尻しりに括くくり付ける。

　アゴンロジは鞍くらにあぐらを搔かいて座って、うとうと居眠りしている。

「どこに向かいますの？」

「ジャックヒルズ蒸留所だ。途中までアイアンハンドへの街道を通る」

　バンプは馬に鞭むちを入れて走らせる。皆がそれに続いた。アゴンロジの馬も命じられていないのに走りだしている。居眠り乗馬が出来るのは、世界広しといえど、こいつだけだろうな。

　グリーンフォークの街を出て、街道を行く。

　山間を縫ぬうような道だ。どこを向いても山だが、その山やま肌はだは緑豊かだ。草が生おい茂しげっているし、街道脇わきにも森がある。アリスの馬の前をリスが横切っていったし、空にはたくさんの鳥が飛んでいる。街道を縫うように水路が掘られていて、進路の先に見える農地を潤うるおしている。

　豊かすぎる自然──。

　スモーキー＆ロックス北部の連中は、自分たちが〝西部の者スモーキー〟と呼ばれるのを好まない。土埃スモークなんてこの土地では、ほとんど立たないからだ。自然の恵みを満まん喫きつ出来る反面、吹きつける寒かん風ぷうに耐えられないヤツはスモーキー北部には残れない。

　アリスが息をハァーとやり続けている。出てくる白い息が珍しいのだろう。楽しそうだ。

　こいつは砂さ漠ばくのほとりで育っている。合衆国北部まで足を運んで積もった雪も見せてやりたいが、いまはその時間もないか。

　街道の右側が切り立った崖がけに差しかかる。妙みような音を聞いた気がして見上げると、落石があった。かなり上から落ちてきて、崖でバウンドし、後ろからアリスへ向かって落ちてきたので警けい告こくを発しようとした瞬しゆん間かんに、アリスが反応する。凄すさまじい速度で石をかわすと、地面に落ちたそれを見て、上を見て、目をぱちくりしている。

「ふぉぇえ？　なに……？」

「判わからずによけたのか、この野生児め」

　ふと、気がつくと、バンプの後ろで縛しばられたままのツバキが、目を丸くしてアリスを見つめている。驚おどろくだろうな。小アリスは目で見たとか音を聞いたとか、そういう次元じゃないレベルで危険を認識し、脅きよう威いの速度で反応するときがある。

　バンプが声をかけてくる。

「なあ、アメリアの居場所にはスティールがいるンだよな？」

「その確率は高いな……」

「てことは、闇の主マスターダークってヤツもいるンじゃねえのか？」

「その確率は高いな……」

「勝てるのかァ？」

「その確率は…………低いな……」

　バンプの心配も尤もつともだ。相手は、一発で街を灰にする力を持っているらしい。

　おっと、能天気な笑顔を浮かべているヤツがいるぞ。

「勝てるよねえ？　だって、あたし成長したもん！」

「簡単にいくか。いまは、刻紋弾エンブレムド・バレツトが一発しかないのだ」

　刻紋弾エンブレムド・バレツト──。

　色ちがいの紋章が刻まれた、魔ま力りよくを帯びた弾丸のことだ。わたしたちチャームガンを使って撃うつことで、様々な魔ま法ほうの力を発はつ揮きする。

　この弾丸さえあれば、アリスたち魔弾の射手チヤームガンナーは軍隊を単独で撃うち滅ほろぼすことも可能だ。

「じゃあ、先にカラーズ探しに行こうよ！」

　カラーズは刻紋弾エンブレムド・バレツトの別称だ。アリスはそう呼ぶのを好む。

「アリスも見たでしょうに。スティールのコートの裏を」

「そういや、カラーズいっぱいあったよね……」

「きっとヤツは、スモーキー＆ロックス中の刻紋弾エンブレムド・バレツトを集めまくっている。こちらが探しても見つからないかもしれない」

「でも、それじゃいまの状況って、相手だけがカラーズばんばん使って、あたしたちボロ負けしちゃうってこと……？」

　ロッキーとバンプが青ざめる。

「〝ちょっと考えれば誰だれにでも判わかるマトモなこと〟を、アリスが気づきましたわッ！」

「ヤベェ雪が降るぜッ！」

「ハァァア──ッ!?　なんでロッキーまでミスターと同じこと言うのッ？　ホンット、ムッッカつくう！」

「とにかく刻紋弾エンブレムド・バレツトはあきらめろ。探すにも時間がなさすぎる」

「……──もってるよーん」

　バンプの後ろで縛しばられたままのツバキが、ドヤ笑みを浮かべている。

「何を、だ？」

「だっからぁ、カラーズだよぅ」

「…………」

「あら、信用出来ないのん？」

「おまえを信用したことなど、未来も現在も、金こん輪りん際ざいない」

「もし本当だったら、取引する？」

「そっちの条件を言え」

「縄なわを解ほどいてくれないかな？」

「逃げるに決まっている」

「そうかもね。でも、ツバキはちょっと興味あるかもだよ……その赤毛ちゃん。たぶん、持っているよね。ツバキと同じ才能──」

　おっと。ようやくこっちのツバキも気づいたようだな。

　前の未来では、サンダーロックヒルズという街で盗難の疑いをかけられて大ゲンカをしたアリスを見て、ツバキが助すけ太だ刀ちしたという出会いだった。まあ、その疑われた盗難というのも、ツバキの仕し業わざだったことがあとで判わかるのだが……。

　アリスの電でん撃げき的な立ち回りを見て、「惚ほれた！」と叫んで付きまとい、押しつけるように武術を指し導どうし始めたのが、弟子入りのきっかけだ。

　そのツバキが、アリスの能力に興味を示した……となれば、話は変わってくる。

　アリスがきょとんとした顔で、わたしを見てくる。

「あたし、ツバキちゃんと同じ才能持ってるの？」

「……まあ、待て。ツバキはどうしてそう思ったのだ？」

「いま落ちてきた石を、ツバキと同じ方法で察したし、避さける速さも人間技じゃないよね」

「同じ方法って……どんな？」

　アリスの問いかけには答えない。通り過ぎた崖がけにレンズを向ける。崖の上に潜ひそんでいる賞金稼ぎらしい男が立ち去っていく。

　同じ方法か──。まあ、どうせ学ぶことになる。ツバキはもう、アリスに興味津しん々しんだからな。

「ツバキの縄なわを解ほどけ」

「へっ？　いいの？　逃げちゃうよ？」

「大丈夫だ。未来のツバキは、大アリスを自分の唯ゆい一いつの弟子と認めた。きっと今回も認めるだろう。こいつは自分の技についてこられる、人を超えたケダモノを探していたのだ」

「……へ？　ケダモノってあたしッ？　それ酷ひどくない!?」

「すきゅなくとも、マトモではにゃいな」

「ムキィイイイイ──ッッッ！　なにそれっ、淑しゆく女じよに向かって失礼しちゃうわ！」

「さすがに、いまから淑女は手遅れだろう。あきらめろ……」

「ハァ!?　あたし淑女よねッ？　ねえ、アゴちゃん！」

「わりぇにふりゅな」

　アリスは「バンプ？」と同意を求めたが、サッと顔をそむけられ、「ロッキー？」と同意を求めるも、サッと顔をそむけられた。

「いいですよーだ！　ふんっ」

　唇くちびるを尖とがらせながらツバキの縄を解く。ツバキは地面に下りると大きく伸びをしている。

「……本当に逃げませんわね」

　寄ってきたロッキーの馬の尻しりに手をついて、アクロバティックに倒とう立りつすると、身をくるっと回して二人乗りする。ツバキのヤツ、ずいぶん大人おとなしいじゃないか。

「よし、出発しろ」

　一いつ行こうの馬は街道を疾しつ走そうしていく。泥濘ぬかるみはあるものの、道はなだらかで走りやすい。気持ちよく三〇分ほど経たった頃ころ、妙みような声が聞こえてきた。

「ちょ、ちょっと……何ですのッ」

「何って、何かなあ？」

「そ、そこ……、摑つかむところじゃありませんわ！」

　ロッキーの顔が赤い。よく見ると、ツバキはロッキーの胸を鷲わし摑づかみにしながら悪戯いたずらっぽく笑っている。全然、大人おとなしくはなかったか……。
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「お乳を摑まれるとどうなのかなあ？」

「そっ、そそそっ、そんな、はしたないこと言えま……きゃあああっ、なななにを揉もんでおりますのっ！」

「触ると溶けちゃう絶品の柔らかさ」

「人前で胸を語るのはおやめなさいませ！　あっ、あうッんん」

　バンプが苦笑いしている。お子様なアリスもさすがに、ちょっと顔を赤らめている。

「きゃうぅやっ、やめ……ミスター、止めてくださいませ……っ」

　わたしのレンズが向いたのに気づいたのだろう。赤い顔をさらに赤くして、わたしに掌てのひらを向けて「こっちを見ないで下さいませッ！」と言いだす始末。どうしろと言うのだ……。

「アリスでいいですわ、見てないでお助けなさいませ！」

「助けてって言われても……」

　ロッキーが甘い悲鳴を漏もらしてへたり始めた。

　まあ、ツバキは楽しんでいるようだし、しばらくは逃げる心配もないだろう。

　さっきから馬の走る振動が、揺りかごのように感じている。単調な道で馬に揺られながらアリスが居眠りしているのを、何度もわたしが窘たしなめたものだ。しかし、その気持ちも判わからないでもないな……。

　わたしは感かん応のう装置からオロゴを抜く。意識遮しや断だんをするまでもなく、待ち構えていたかのように睡すい魔まが意識を連れ去っていった──……。
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　サボテンについた朝あさ露つゆが、宙へと舞い上がる。サボテンをかすめたキックの風圧によって飛んだのだ。唸うなり声のような、異常な風かざ切きり音が発された。近くにいたキジの群れが一斉に飛び立ったほどだ。

　バックステップで避さけきり、その蹴けりをくり出したツバキを見て一いつ瞬しゆん怯ひるんだアリスだが、気合いを入れ直すと突とつ撃げきし、間かん断だんのない連続蹴りをツバキに見み舞まっているが、どれも空くうを切るばかり。狙ねらいは精せい確かくだし、詰め寄るスピードも申し分ないのだが。

　しかし、一言で分析するなら──相手が悪い。

　ツバキはジパング人である。だが、その事実が信じがたいと思えるほど白い肌の持ち主だ。その肌をサラシに包んだだけの上半身と、下にハカマを履はいただけの格好で舞うようなステップをくり返して、アリスのスネイクをかわし続けている。

　アリスよりは年下。二〇代中なか頃ごろぐらいの女で、胸以外は細身だ。

　どこにも筋肉がついていない、吹けば飛んでしまいそうな儚はかなげな肉体なのに、そのスピードはアリスのそれを上回る。

　二人はいま訓練中だ。わたしは鞍くらに乗せられて見守っている。

　アリスは動きやすいよう、シャツ一枚と下着だけの格好で戦っている。

「──遊んでいるでしょうッ？」

　唸うなりを上げる強烈な回転蹴げりをくり出しながら、苛いら立だつようにアリスが言った。

　ツバキはベニというジパング製の口紅リツプを塗ぬった唇くちびるを淡く笑えませたかと思うと、アリスの脚の下をスライディングでくぐって追撃をいなす。アリスはバックキックで蹴り上げたが、髪をかすめた程度で抜けられてしまう。

　さすがに堪こたえたらしい。アリスは足を止め、荒くなった息を整えながらツバキを睨にらむ。

「どうして当たらないのよ……」

　ツバキは〝大陸人コモンズ〟風に肩をすくめる。息の乱れはまったくない。

「どうしてかなあ？　赤毛ちゃんは強いよね。力も、スタミナも、ツバキより上だよね」

「勿もつ体たいぶってないで教えて。あたしの師し匠しようなんでしょう？」

「ジパングには、《殺気》って考え方があるんだよ」

「サッキ……？」

「相手を殺そうとする心。それがたぶん、ツバキには視みえるんだなあ」

「たぶん、ってなによ……」

「わっかんないよ。ツバキは最初からそうで、武術を教わったツバキの父上はそう言ってたから。答えは赤毛ちゃんが探して」

「……無責任な師し匠しようね」

　アリスは咳せきこみ、その場に膝ひざをつく。何度も深呼吸して何とかまた立とうとする。

「おい、アリス。少し休め」

「時間がないのよ、サラマンデル。バンプも死んだ。あたしが強くならないと、ゾォードは倒せない」

「そうだが、ムリをするな。身体からだを壊こわす」

「ムリぐらい、させてよ……」

「…………アリス……」

　ツバキは、ふっと笑う。

「赤毛ちゃんは、どうして強くなりたいわけ？」

「言ったでしょう？　ゾォードを倒すためよ」

「なら、たぶん赤毛ちゃんはツバキに一生勝てないんだなあ。たぶん、ゾォードにも。赤毛ちゃんの力はそっちじゃない。むしろ、モロ逆。憎めば憎むほど、弱くなる。すべてを許すことが、力の解放に繫つながる」

　憎むと弱くなる……？

　不意に、ロッキーの言葉を思い出した。

『憎むのをおやめなさい……アリス』

『わたくしにだって……判わかりますわ。復ふく讐しゆうが、あなたのすべてだと言うことくらい……でもね……それでは、誰だれも幸せになれないのでは……と、思うのですわ』

『慈悲を、見失わずにマーシイ・ユア・オウン・ハート──……』

　死に逝ゆくロッキーが残した言葉との、不思議な一致だった。

　その言葉はアリスの怒りを誘ったのだろう。立ち上がり、ツバキを睨にらみ据すえる。

「だったら、貴方あなたはどうなの？」

「ツバキ……？」

「どうしてカネにこだわるわけ？」

　ツバキは、アリスの目を見返しながら黙だまってしまった。

　表情から感情を読み取りにくい。こいつが感情を表すのは、怖い話ホラートークをしたときくらいだ。

「赤毛ちゃんはどう思う？　ツバキがカネにこだわるわけ」

「……さあ。がめついだけでしょ。ミスターはどう思うの？」

「わたし？」

　何でそんなことを訊きく、と言いかけたが口にはしなかった。ツバキの目はわたしに据すえられている。真剣な眼まな差ざしだ。何か《答え》を求めている──そんな目だ。

「わたしは……」

　考えたものの、ロクな答えが浮かばない。何かあるような気がする。銃口のちょっと手前まで出かかっている気がする。

「……判わからない」

　わたしの答えを聞いたツバキは、目を細めて微笑ほほえんだ。天使のように純粋な笑顔だ。

　妙みようなことが起こった。

　わたしの内部にあるスプリングが、キィ……と軋きしんだのだ。悪い予感がしたり、酷ひどいショックを受けたりすると、こうなるときがある。だが、いまのツバキの微笑みに、何があるというのだ……？

「だよね。うん。赤毛ちゃんの言う通り、がめついんじゃないかな？　ちょっと薪まきを集めてくるから、休んでなよ」

　鼻歌しながらツバキは歩いていく。

　五分ぐらい経たったろうか。アリスが上着を羽は織おりに行く。

「…………え………………」

　青ざめて、立ち尽くしている。

「どうした？」

「やられたわ。サラマンデル……」

　アリスがガンベルトを掲かかげる。その中に入っているはずの刻紋弾エンブレムド・バレツトが、無い──。
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　眠りから覚める。

　ツバキはあれきり帰って来なかった。永遠の別れとなったわけだ。あの日交わした不用意な言葉が、ツバキとの決別をもたらしてしまった。反省材料ではあるのだが、刻紋弾エンブレムド・バレツトの件を思い出すと、猛もう然ぜんと腹が立ってきた。

　夢の中で見たツバキは、いまのツバキではない。未来のツバキ、だ。まあ未来といっても、わたしにとっては過去である。わたしは未来の世界からやってきた銃なのだから。

「「「……ターンターン・タンブルウィード♪　タンタン・タンタン・タンブルウィード♪　まあるい、まあるいタンブルウィード♪」」」

　聴ちよう音おん装置にオロゴを入れた途と端たんにこれだ。何なんだ、タンブルウィードの歌か？　アリスとロッキーとツバキが手を取って、回るように踊りながら合唱している。

　踊りの輪の中心には、タンブルウィードが置いてある。

「「「みぃんな大好きタンブルウィード♪　貴方あなたは転がる、タンブルウィード♪　タンブル・タンブル・タンブルウィード♪」」」

　終わった途と端たんにみんなでタンブルウィードを取りあい、取った者が投げて攻撃出来るという遊びらしい。乱戦になって最後は抱きついてみんなでコケて笑っている。また妙みような遊びを教わってきたものだ。

　わたしはアゴンロジの膝ひざの上に置かれている。

「……おまえはやらないのか？」

「若いもにょに任せて休きゆう憩けいすゆ」

　おまえが一番若いんだがな……。

　夢の中のツバキは二〇代。こっちで踊っていたのは一〇代前半だ。

　つまり、夢の中のツバキは《将来こうなるであろうツバキ》であって、いま現在、わたしの目の前でロッキーの胸に顔をぐりぐりやりながら埋まい没ぼつして「おやめくだっ……きゃはははははは」と大笑いさせているチビなツバキには罪がない。とはいえ、同一人物ではあるのがとても恨うらめしい。あのとき取られたのは主力級も含めた刻紋弾エンブレムド・バレツトで、その後の戦せん闘とうでかなりの痛手を被こうむった。ツバキなんかに関わるんじゃなかった、と本気で思ったものだ。

　それにしても、ツバキ──すっかりアリスとロッキーの仲良しポジションに入りこんで馴な染じみまくっているな。

　思考を打ち切って状況を確認する。ここは街道から少し離はなれた丘だ。

　夕ゆう闇やみが忍び寄る頃ころ合あいか、焚たき火びも準備されているし、今日はここで野宿になる。見張りはわたしがすればいいか。明け方に少しだけ寝ておけば睡すい眠みんは足りるだろう……。

　アリスが寄ってきて、わたしを手に取る。

「……何だ？」

「薪まきが足りないって。バンプが」

「そうか。西に向かえ」

「は？　あっちのほうが木が多いよ？」

　アリスが指さしたのは、北側の斜面だ。豊かな森になっている。西は樹木も疎まばらな涸かれ谷だにだ。アリスが疑問に思うのも無理はない。

「カバノキバーチがあるから西でいい」

「……そうなんだ？」

　アリスは滑かつ空くうストライド走法で涸れ谷まで走り、樹きの前に立つ。地面を見回す。

「枝、あんま落ちてないよ？」

「樹皮を剝むけ」

「へ？　剝けるわけないでしょ？」

　とか言いながら手で剝いてみて、ぺりっと剝はがれて驚おどろいている。

「ほっ、剝むける剝ける」

「おまけに良く燃えるからな。今日の分は樹皮で充分だろう」

　ジャンプして上から剝はがして、ぶんぶん振って遊んでいる。

「おもしろい！」

「遊びじゃないぞ。って、おいッ！　退さがれ！」

「へあ？」

　咄とつ嗟さにバックステップしてから、キョロキョロしている。

「敵？」

「ちがう。藪やぶを良く見ろ」

　目を凝こらしているが、首をひねっている。

　何か思いついたらしく、屈かがんでわたしの脇わきにアタマを寄せて、わたしのレンズ視点で藪を見て、「あっ」と声を上げる。

　サソリが葉に乗っているのを、ようやく見つけたのだろう。

「ガーッて怒ってるね、サソリさん。刺されちゃうとこだった」

「だから言ったろう？」

「見えなかったんだってば。ほら」

　アリスはわたしを持ち上げる。上の葉が邪じや魔まになって見えない。

「ミスターが、あたしと同じものを見てるって思っちゃうけど、そうでもないよねぇ。ちょっと視点が変わると、なんだか別世界みたい」

「……確かにそうだな。おまえから見えないものもあるのか」

「そうそう！　だから、ミスターはあたしにもっと気を遣つかうべきだよね！　こっちからサソリが見えるから危ないよ、とか──おまえを心配しているんだ、とか言ったりね！　きゃーっ」

　何でぴょんぴょんしながら顔を赤くしてやがるんだ、アホが。

「断る」

「えええええっ！　そういうのしようよ！　あたし喜ぶよっ？」

「アホ言ってないで、樹皮を剝け」

「ねぇ、心配してるでしょッ？」

「…………」

「……でしょ？」

　おいおい、二度訊きくのか。スルーしている時点で察しろ。

「あー、はいはい。心配だ。樹皮を剝け」

　ぶーたれブー・パフオーマンスしつつ、乱暴に樹皮を剝き始める。

「ぜーんぜん、心こもってないよねっ!?」

　こめて貰もらえるような、女になれ。




　　　　†




　朝日が山岳の間から差しこんでいる。照らされた街道に、鹿しかの親子の姿がある。轍わだちの横の草を食はみ、ぴんと耳を立てている。アリスが伸びをする声に気づいて逃げていく。撃うとうとしていたロッキーが、鹿の子の姿をみてふっと微笑ほほえみ、ショットガンをしまう。

　焚たき火びは消えている。アゴンロジが食後の草をはむっているので、置いてある鍋なべは空からだろう。バンプは岩に腰掛けてまだ食べている。

　アリスが満足そうに寝っ転がって、ロリポップを舐なめ始める。

「おい、食事が済んでいるなら、そろそろ出発の準備だ」

　アリスがロリポップを抜き、手を上げる。

「はーい、先生！」

「わたしは先生ではない」

　アリスは急に堅かた苦くるしいしかめっ面をしながら、重々しく咳せき払ばらいして言う──。

「わたしは、ただの拳銃だアイ・アム・ア・ガン」

　声こえ真ま似ねをしやがった。

　次の瞬しゆん間かん、大だい爆ばく笑しようだ。バンプが食べていた豆のスープをブッと吹く。アゴンロジはわたしから顔をそらし、肩をぷるぷる震ふるわせている。

「似てっ、似てますわ！　きゃはははハァハァお腹なか痛いですわ」

　ロッキーはドレスが汚れるのも構わずに腹を抱えて転げ回っている。

「よく判わからないけど、似てる！」

　ツバキまで笑ってやがる。クソがフアツクアス。

「笑ってないで準備しろッ！」

「そうだぞ、おまえら準備しろッ！」

　アリスがまた声真似して爆笑継続させやがった──。

「ロリポップ禁止」

「えええええ──っ、噓うそ！　冗談だよ！　すぐ準備するからッ」

　慌あわてて転がっているロッキーを助け起こして準備させようとしている。

　……ったく、これから戦いに向かうってのに緊張感のない連中だ。

　アリスは毛布をまとめて馬に積み、アゴンロジからわたしを受けとると、鞍くらに乗ろうとした。

「ちょっとお待ちなさい。アリス」

「はぇ？」

　ロッキーが肩を怒いからせている。

「まさかその寝起き感溢あふれるボサボサ髪のまま、出発するつもりですの？」

　いいぞ、ロッキー。もっと言え。こいつを少なくとも『女』にしろ。

「ぇ……あの……」

「この前差し上げた櫛くしはどうしましたのッ？」

「そのぉ……ほら、やってるけど、仕上がりが良くない、みたいな……？」

　バンプがニヤつきながら言う。

「あの起きてすぐ、二回ほど櫛でカリカリやるヤツかよ」

「二回？　二櫛のことですのッ？」

「……ぁは」

「あは、じゃありませんわよ！　このおてんばトムボーイ！」

　ロッキーはアリスの首根っこを摑つかむと、岩に座らせ、櫛を出させ、鏡を渡して強制レッスンを始めた。

「早くお始めなさい」

「いやあああぁぁ──っ、櫛ってなんか痛いィ！」

　ロッキーが櫛を奪うばって首をホールドして解とかし始める。

「なんですの、この髪！　ガリガリッって言いましたわよ！　髪でガリッって、ありえませんわ！　しかも何ですの、この髪は！　髪同士が絡からみあってダマになってますわッ」

「イダダダ、ロッキーそこ通すと痛いィ」

「黙だまらっしゃいッッ！」

　鏡に、悪あつ鬼きのごときロッキーの顔が映ったのだろう。アリスは「ハヒィ」と泣きそうな顔でガマンを始めた。すごいな。解かし終えるまでに三〇分もかかったぞ。あいつの髪は岩か。

　仕上がりはもっとすごい。アリスじゃないくらいサラサラして性別がかろうじて女っぽく見えてしまう。アメーバーから人間になったぐらいの超進化だな。びっくりだ。

「この鏡は差し上げますから、今後は毎日その状態になるまで解かしなさいませ」

「ぇ……」

「いいですわねッッ？」

　また悪鬼顔されて、アリスはこっくんこっくん頷いた。




　　　　†




　正午になる頃ころには、北方に大地の爪アース・クロウが見える地形に出た。スモーキー＆ロックスの北に聳そびえる山脈だ。山々が覆おおい被かぶさるように連つらなっていることから、合衆国北部との明確な境界線になっている。そこに、珍しいものが見えた。

「不気味ですわね……」

　崖がけの中ちゆう腹ふくにある道に馬を進めながら、ロッキーが怖こわ々ごわとそれを眺めている。彼女の後ろに乗っているツバキにいたっては、真っ青な顔で震ふるえまくっている。

　崖がけの頂いただきに、立っている物がある。旗のポールの上に人の頭ず蓋がい骨こつを乗せるスカル・フラッグだ。旗は腐ってボロになっているので、よけいに不気味に見える。

「あそこに寄ろう」

「ギャアアア──ッ！　ヤダ！　絶対にヤダ！」

「落ち着け、ツバキ。あれは聖地を示すフラッグだ。オロゴの補充のために立ち寄ろう」

　アリスが不思議そうにスカル・フラッグを見上げている。

「なんで判わかるの？」

「カダル族の文化なら、大抵判る。わたしはカダル族の居きよ留りゆう地ち生まれだからな」

　バンプが感かん嘆たんの声を上げる。

「へぇ……ミスターはカダルの魔女マスクの出物か」

　アゴンロジが目を細めて言う。

「カダル族のダズリリ。異い名みようは《炎の手》──呪術師ウイチヤシヤ・ワカンの歴史上、最も火の精せい霊れいに精通しちゃ人物と言われていりゅ」

　道を回りこむ。坂をみつけたが、馬が通れる幅ではない。草の生えた棚たな地ちにスパイクを打って馬をつなぎ、歩いて聖地へと上がる。

　頂に、やはりあった。放射状に抉えぐれたような窪地だ。大陸人がソーサーと呼び、先住民エルダーズが火ひ皿ざらと呼ぶ地形。聞いた話によれば、ソーサーは隕いん石せきの落下跡地だ。どうやら隕石とオロゴは関係があるらしい。術チヤームを生み出すエネルギーとなるのが、オロゴ。そのオロゴを星がもたらす。

　バンプが先に行って、ソーサーの中心にある石の台座を眺めている。台座の近くに散乱した呪じゆ物ぶつらしき物を手に取る。ナイフのようだ。手に取った途と端たんに刃身がボロッと崩くずれ、バンプは顔をしかめて残りも棄すてる。

　スカル・フラッグにようやく慣れたのか、ツバキもソーサーに入って背伸びをしている。

「で、どうすンだ？　火でも起こして今晩はここに泊まるか？」

「泊まるが、その前に訓練だ。アリス、ツバキに金貨を一枚投げろ」

「う？　うん……」

　指でピンとはじいて渡す。ツバキはほくほくな笑顔で「まいど！」って言っている。

「バンプ、ツバキを一発ぶん殴ってみろ」

「ハァ……？」

　バンプはきょとんとしてから、ツバキのほうを見る。

「おいおい、いくらミスターの頼みだって、あんな小娘をぶん殴るような真ま似ねは……」




「───牧師さんはノロマすぎるから、ムリだよね」




　ツバキの一言が、空気を凍らせる。

「……なんだとォ？」

「駿盗ニンブルフツトの名を持つツバキちゃんには、指一本すら触れられないと思うよ？」

「だそうだぞ？　バンプ」

　バンプの眼光がギラついて、ぶっ殺しパンプ野郎の様相を呈し始める。

「上等だ。歯が二、三本欠けても文句はナシだぜ」

　ホルスターを外し、聖書と十字架を地面に置いてからツバキに近づいていく。

　腕をぶんぶん回してウォーミングアップしている。

　アリスが怖こわ々ごわと呟つぶやく。

「うわぁ……血を見るよ？」

　わたしには結果が見えているのだがな。

「ツバキのことだ。ほどほどにやってくれるさ」

　ロッキーが眉まゆをひそめる。

「どう考えても、ツバキさんがぶん殴られるほうですわ」

「それは……どうでありょふな」

　岩の上にあぐらを組んで座っているアゴンロジが、じっとツバキを観察している。

「ツバキさんが勝つとおっしゃりますの？」

「あにょ者は絶大な精せい霊れいに守しゆ護ごしゃれておりゅ」

　さすがアゴンロジ。ツバキの精霊体質にお気づきか。

　ツバキがタネガシマを出す。

「ヤツの銃は特殊なチャームガンで、物理的な弾たまを入れなくても撃てる」

「へ？」

「空から撃うちインスタント・クラフトと言ったところか」

　バンプは眉をひそめている。

「銃を使う気かよ」

「使うけど、撃たないもーん」

「は？」

　ツバキは、タネガシマの銃身の横にある、パネルのような物をスライドして動かす。パネルにジパング語が書いてある。『撃』の次が『防』、さらに『速』にして止める。

「撃つけど、牧師さんを撃つわけじゃないもーん」

「……イラッとくる小娘だぜッ！」

　ダッシュして拳こぶしをふりかぶってくるバンプを、ツバキは涼しげに眺めていたが──……、

　次の瞬しゆん間かん、三つのことが同時に起こった。

　空から撃うちする、バチンという音が響ひびいた──。

　ツバキの姿が、消えた──。

　バンプが、宙に飛んだ──。

　あの巨体が吹っ飛んだのだ。三バレッセルくらいしてから地面に落ちて転がって──崖がけの際きわギリギリで止まって、バンプを青ざめさせている。

「……………………何だァ…………？」

　痛みが襲おそってきたのだろう。バンプは腹を押さえて数回咳せきこんでうずくまったが、五秒くらいでまた立ち上がる。

「ざけンなよ、小娘が──」

　走っていって自分の銃を拾い上げる。

「おい、バンプ！」

「撃たねえよッ、心配すンな！」

　カートリッジを開けて全弾地面にバラ撒まく。

「だが、チャームガンは使わせて貰もらうぜ」

　バンプの拳銃──ヴォルカニック・リピーターの銃身横にあるドクロ・レリーフの目が赤く光る。こいつは強力なチャームを備えている。チャームガンを握れば、バンプの目は邪じや眼がんとなる。相手の精神を密ひそかに制圧し、ミスを連発させるのだ。

　ツバキは笑いながらパネルを操作して『速』を『代』に変えて空撃ち。残念だったな、バンプ。手の内バレているぞ。

　睨にらみながら前進していくバンプの目を正面から受け止め、にやにや笑っているツバキ。

　間合いに入ると鋭いパンチがくりだされたが、拳こぶしが触れた途と端たんにツバキの姿が煙となって消え、地面にウワゴロモを着た丸太が落ちる。

「──なッ!?」

　で、後ろから近づかれて二発目。バンプは背中にぶちかまされて吹っ飛んで、四バレッセルくらい転がってからようやく止まる。

「げふっ……」

　ツバキは上着を着ていない。サラシという白い布を胸に巻いた状態だ。あくびしながら丸太からウワゴロモを取ると、着始める。バンプが苦痛に唸うなりながら身を起こそうとしている。

「そこまでだ、バンプ。判わかったはずだ。格かく闘とう戦せんじゃ次元がちがう」

「クソ──ッ」

　ツバキは、うーんと伸びをしている。年こそ若いが、技の練れん度どは充分。どうやら早熟タイプだ。バンプでは準備体操程度か。

「……えっと、どうなっておりますの？」

「ヤツの銃は射撃用じゃない」

「ハイィ……？」

「ツバキが〝撃たずの銃使いシヨツトレス・ガンスリンガー〟とも呼ばれる所以ゆえんはそこにある。敵には、弾たまを撃うたない。ニンジュツと呼ばれるジパングのチャームを使うのだ。いまのは超高速移動のニンジュツ《霞駆カスミガケ》を使ってバンプの懐ふところに入りこみ、バンプの睨にらみつけをかわすため《身代わりカワリミ》を作った。そして、わたしには見えなかったが──ヤツがくり出した攻撃はおそらく……」

「蹴けりよ」

　アリスを見る。その目が、猛もう禽きんの鋭さを宿している。

「鞭むちみたいな蹴りだったわ……あんなの、見たことない……」

　やはりアリスの動体視力なら見えていたか。才能のスペックだけなら、こいつは確実に天才の部類に入る。才能を活かす脳ミソが足りないだけだ。

「鞭のようにしなり、変幻自在に軌道を変える一撃必殺の蹴り──、そいつがスネイクだ。本当はコブドーなんたらというジパング的名称があったはずだが、習った本人が忘れているので、わたしが命名した」

「ツバキちゃん、筋肉が全然ないのに」

　アゴンロジが説明する。

「筋肉れはにゃい。あにょ者は、恐おそりゅべき精せい霊れい体たい術じゆつの持ち主……」

「精霊体術？」

「おまえが走るとき、明らかに人間を超えた速度が出せるだろう？　わたしは滑かつ空くうストライド走法と呼んでいるが──あれも精霊体術の一種だ。オロゴを体内で消費し、筋肉を増幅する」

　アリスは自分の掌てのひらを見る。

「筋肉を……増幅……」

「ただし、アゴンロジが教えた精霊体術とはタイプがちがう。アゴンロジのほうはオロゴの消費を少なくした上で、効果を最大限に上げるタイプだ。ツバキの精霊体術はオロゴを多く使うが、爆ばく発はつ的な威力を発はつ揮き出来る」

「それで、ツバキちゃんを第二の師し匠しようって言ったのね……？」

「ああ。ツバキから教わった消費型の精霊体術とスネイクは、未来のおまえが伝説レジエンドとなる上で必要不可欠な要素だった。今回も、それを学んで貰もらうぞ」

　アリスはしばらく何かを考えて、ツバキへと視線を向ける。その眼まな差ざしは真剣だ。

「…………判わかった。やって見るね」

「良い子だ、ベイビー・アリス」

「あたしの活かつ躍やくを見たら、ベイビーなんて言えなくなるわよ」

　おっと……言ったな、アリス。その活躍とやらを、せいぜい期待してやろう。

　わたしをホルスターごとロッキーに渡し、帽子を取って防寒コートを脱ぐ。軽く身体からだをほぐしながらツバキの待つソーサーへと歩いていく。

　ツバキはアタマの後ろで腕を組み、鼻歌しながらアリスを見ている。

「金髪ちゃんも、いっぺんに来ていいよ？」

　ロッキーはぶんぶん首をふって参戦拒否する。

「相手はあたしで充分よ、ツバキちゃん。バンプのカタキも取るから」

「うぷぷ……勝つつもりなんだぁ？」

「───もちろんッ！」

　アリスの歩みは、途中から滑かつ空くうになる。

　急加速して滑空ストライド走法に移ったのだ。そして最高速のままスラロームを始める。切り返しは急だったり、突然緩ゆるくなったり、ジャンプを交えたり──進路がまったく読めない動き。こっちの小アリスが、戦いの旅で培つちかった一番成熟したテクニック──攪乱突撃トリツキー・チヤージ。

　正統派ストロング・スタイルの大アリスにはない持ち味の一つで、群れたザコ程度ならこの技一つで引っかき回すことも出来る。

　ツバキの口元にあったニヤニヤ笑いが消える。

「……ふぅん。ちょっとマシかなあ？」

　腕組みをやめて、タネガシマを構える。

「けどね、頼りすぎじゃないかなあ？　それってさあ……、」

　そう──この技に頼りすぎていたのだ。

「……読まれたら、終わりだよねッ？」

　当たりビンゴだ、ツバキ。小アリスの強さは《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》伝説の、未いまだ序章にすぎない。

　今度は、わたしにも見えた。

　ニンジュツ《霞駆カスミガケ》──ツバキは真後ろに銃口を向ける。タネガシマの側面にあるパネルは『速』になっている。このニンジュツは銃口を噴射口ブースターにする術だ。つまり銃口を後ろに向けることで、前に進むという反動推進の飛行ニンジュツである。その移動速度があまりに速いため、撃ったあとは瞬しゆん間かん移動でもしたように見える。

《霞駆カスミガケ》で飛んだ進路の先には走っているアリスがいて、その目が驚おどろきに染まり──、

　ツバキは飛びながら飛行の勢いを蹴けりに込めて──────蹴り飛ばすッ！

　………………はず、だった……。

「ッ、──!?」

　度ど肝ぎもを抜かれるなんて言葉は、銃であるこの身に相応ふさわしくないのは判わかっているが、敢あえて使わせて欲しい。

　当たるはずだった鞭蹴りスネイクが、空くうを切っているのだ──。

　アリスは身をのけぞらせて、紙かみ一ひと重えで蹴りをかわしている。

　スピード、キレ──どちらもツバキのそれに拮きつ抗こうしていなければ、こんな芸当は出来ない。

　消費型の精せい霊れい体たい術じゆつを一度見ただけで覚えてしまったというのか。

　そして何より、ツバキの動きを読んでいなくては、このスウェーバック・カウンターは仕掛けられないだろう。こいつはいままでの旅で、わたしの予想以上に成長しているのかもしれない。もしかしたらスネイクと体術を、驚おどろくほどの短期間で習得してしまうのかもしれない。

　ツバキの顔に、焦あせりが浮かぶ。猛もう禽きんのようなアリスの瞳ひとみに射すくめられたからだろう。そして、自分を上回ってしまうかもしれない《新たな才能》に直面したという、恐れも感じたろう。

　次にくる攻撃に備えて、ツバキは怯おびえるように両手で十字クロスブロックして──……‥




　ごぎん。




「はぎゃッ！　いだだだだだだ──」

　蹴けりをよけきった直後、アリスは後ろにコケて、後頭部を打った…………。

　ツバキだけでなく、一同放心状態。やっぱアホだ…………一いつ瞬しゆんでも、こいつをすごいと思ったわたしがバカだった。

「おーい。俺のカタキを取るんじゃねーのかよ」

「さすがアリス……安定のオチですわね」

「稲いな妻じゆまよ……わりぇはきしゃまの師匠を名乗りゅのが恥じゅかしい」

　アリスが涙混じりに起き上がって叫ぶ。

「待ってぇ！　いま丸い石を踏ふんだの！　ほら、この石！　だからノーカウントだよっ！」

「ほう、石のせいか。そうか、そうか。ツバキ、こいつは性しよう根ねまで叩たたき直さないとダメだ。ぶちのめしてやってくれ」

「うぷぷ。ラジャ♪」

「待って！　もっかい離はなれたところから……ぶぱッ」

　言葉の途中でスネイクくらって吹き飛んでいる。ったく、何がベイビー返上だ。アホ。

　この様子では、一人前になるまでしばらくかかりそうだな……。




　　　　‡




　アリスの寝息が聞こえ始める。ここは荒野。ノーフォーク砂漠の西せい端たんだ。わたしはレンズを天に向けている。豊かな色彩を宿した星空の下には、なだらかな地平線とサボテンの影がある。そのシルエットになった景色の中でいきなり人影が動いてぎょっとしたが、長いポニーテールがひるがえって誰だれだか判わかった。

「……なんだ、ツバキじゃないか。音もなく起きるな」

「サラマンデル」

「ん？」

　ツバキの人影が動く。おそらくこちらを向いたのだろう。

「使命が果たせない者の人生って……何なんだろう」

　いつもの子供っぽい口調ではない。二〇代──年相応な喋しやべり方だ。

「……いきなり重い話題だな。そいつは、わたしよりも……」

　コヨーテの声がしたので、言葉を中断した。遠い。おそらく丘の向こうを群れで移動している。こっちには来ないようだ。会話を再開したのは、ツバキのほうだ。

「もしゾォードを倒せず、アリスが死んだりしたら、サラマンデルはどうするのさ？」

「…………。そんな状況にはさせない」

「神様じゃないんだから、先のことなんか判わからないじゃん？　そうなったら、サラマンデルはどうやって生きていくの？　何を支ささえにする？」

「……普通の暮らしを」

「は？」

「わたしを生んだダズリリという魔女マスクがいる。もう死んでしまったが──彼女の元で暮らしていたとき、思った。ただ平和に、普通の暮らしがしたいと。使命や戦いなど忘れて、安らぎの中で過ごしたいと願った」

「安らぎ、かあ……」

　ツバキは長く息をついてから、地面に座る。毛布を寄せている。眠る気になったらしい。

「おまえにも使命があるのか？」

　問いかけは放っておかれた。答えにくかったか。……まあいい。見張りの時間が長引いてオロゴが貯たまらないから、さっさと寝てくれたほうが助かる。

「…………………………十本の刀」

「何だと？」

「ジパングから持ち出された封印の刀を探しているんだ。祖先から伝わる大事な護ご神しん刀とうなんだ。みつけないとジパングに帰れないって父上が言ってた」

「……そうか」

「ツバキはジパングを見たこともないし、行きたいと思わない。でもね、ジパングを語る父上の目は遠くて……優しくて……切なかった。子供心にも、故郷を思い焦こがれているのが判った。だから骨だけでも、帰してあげたくて……」

　話はそこで終わりだった。ツバキの寝息が聞こえてくる。

　使命が果たせない者の人生──か。ツバキの父親が、そうなのだろう。刀を見つけられずに新大陸で果てた。ツバキも、そしてアリスもまた、道半ばにして挫くじけそうになっている。

　使命を果たせない者の人生がどうなのか、と訊きかれればこう答える他ほかない。

　何の意味もない人生、と。

　だからこそ、そうならないよう───人は必死にあがいて、生きるのだ。




　　　　†




　……忘れていた思い出を、夢に見た。そして、忘れていたことを恥じた。

　あの夜、ツバキは告白の相手にわたしを選んだのだ。紛まがい物ものの笑顔と、噓うそと欺だましで固めた盗とう賊ぞくが、あの夜だけは秘めていた過去と、本心を語ったのだ。ツバキが去った日──わたしは裏切られたと感じた。だが、裏切ったのはわたし自身ではないのだろうか……？　朧おぼろげにだが、《精霊の旅スピリツト・ウオーク》がわたしに何をさせたいのかが、判わかってきた。

　各装置にオロゴを回す。見えて来たのは丘きよう陵りよう地帯。覆おおっているアスペン樹の森を割るように平地が開けて、そこに優雅な佇たたずまいを見せるニレの大樹がある。

　わたしはアゴンロジの膝ひざの上にいる。アゴンロジは草をくちゃくちゃ嚙かんでいる。薬草らしいのだが、シカじゃないんだから生で食うな。

「──たァッ！」

　かけ声一いつ閃せん──。

　アリスの声だ。ごつごつした岩の転がる丘陵を、アリスは滑かつ空くうストライド走法で駆け抜けている。ツバキを追いかけているのだ。間合いを詰めるとスネイク・モドキをくり出す。キレもスピードもイマイチなスネイクだ。当たるわけもなく、ツバキは後ろ手に指を組んでひょい　ひょいよけている。屈くつ辱じよく的なことに、ツバキはよけながら首をふって、アリスにポニーテール・ビンタをくらわしている。

「ちょっと、そのペチペチってヤツ、痛くないけどすっっごおおくムカつくんだけど!?」

「ふふーん。わざとだよォ？」

「ムッキィィィイイイ───ッ！」

　アリスはどんどんアタマに血を昇らせて、キックが大ぶりになっていく。これはダメだ。

　回転蹴げりで間かん隙げきなく攻め立てたのは良かったが、最後に勢いを消しきれず地に落ち、ガクンと両手をついたのが、アリス終了のお知らせだ。

　ツバキを見失ってきょろきょろする。

「──ッ、はうあっ!?」

「こっちだよ！」

　ツバキは、真上だ。顔を上げたが、遅い。アリスは打ち下ろしの踵かかとスネイクをくらって、　〝馬車の車輪に踏まれてベシャってなったカエル〟状態になって、動かなくなる。

　着地して、風圧で脱げかけたウワゴロモを直しながら告げる。

「戦いは、立ち回り也なり。これすなわち、力でも技でもなく──、」

「判断力か」

　答えたわたしを、ツバキは指さしてウインクする。

「赤毛ちゃんは、確かに強いけど〝動作をしているだけ〟なんだよね。そう育てちゃったミスターちゃんの責任もあるよね」

　言い返せない。アリスがそうなったのは、立ち回りをわたしが細かく指示し続けたせいなのだ。アリスは考えなくなり、スピードの向上やテクニックの習得だけに集中するようになった。

〝潰つぶれている〟アリスを見る。ツバキという師し匠しようの出現は、こいつにとってかなりの起き爆ばく剤ざいになったはずだ。言われずに動く大アリスよりも、言われなきゃ動けない小アリスのほうが、ツバキから学べることは多いだろう。

「それにしても、精せい霊れい体たい術じゆつが思ったよりマスター出来ていないな。何かコツはないのか？」

「んー……コツって言われてもなあ。例えば……」

「……う……ぎゅうう……ぅ……たとえ……ば……なに？」

　アリスが身を起こす。口元の血を拭ふいてから、考えこむように地面を見つめ、少しよろめきながらも立ち上がる。

「まだやるのか」

　悔くやし涙なみだをちょっとだけ浮かべて、鼻水をすすって、アリスは大きく頷うなずく。

　ナイスファイトだ、レディ。ツバキはちょっと嬉うれしそうな顔でため息をつく。

「例えば、ちょっと前にミスターちゃんと練習していた、見えない力で岩を動かすあれ」

「蜘蛛霊イクトミか？」

「そうそう、それっ！　原理は一緒なんだよね。力の焦点、力の向きと大きさベクトル、介かい在ざいする空間の正確な認識」

　そうか。言われてみれば蜘蛛霊イクトミと精霊体術は似ている。

「使う瞬しゆん間かんに鮮明なイメージを描かないと。ええと、設計っていうのかな？　いまの赤毛ちゃんは何をやるにもオロゴをぶち込んでいるだけ。垂たれ流しだから、オロゴが力にならないで、大半がムダに散ってるよ」

「…………設計ね。わかった。やってみる」

　アリスは深呼吸をすると、ファイティングポーズを取る。

「ロッキー。ツバキに金貨を」

「……いいですけど、ツバキさんはどうしてそんなにおカネが必要ですの？」

　うわッ───、ロッキーがさりげなくやりやがった……。

　ツバキの表情が、一瞬硬くなる。ショックが顔に出ている。ツバキの中にある〝剝むき出しの何か〟に触れてしまったのだ。このやりとりを失敗して、こいつはアリスの元を去ったのだ。

「いや、別にカネが惜しいわけではないだろう？　なあ、ロッキー。この話はやめ……、」

「惜しくはありませんが、おかしいですわ。いちいち金貨がなければ動かないなどと。そのような関係で、仲間と言えますの？」

　尤もつともなんだが、カンベンしてくれッ！　それを追及すると、ツバキは去ってしまう！

　焚たき火びの前にいるバンプが、魚を枝に刺して焼きながら、軽い口調で言い放つ。

「まあ、守しゆ銭せん奴どってヤツだろ」

　バンプゥゥゥウウウウウウウ───ッッ!!

　ツバキの瞳ひとみから、色が消える。ただ……それはほんの一いつ瞬しゆんなので、わたし以外には気づかなかったろう。こいつは表情を隠すから、傷つけた相手にも、傷つけたことを悟らせない。

　完全にダメな流れに持っていかれた。未来と同じように、こっちのツバキも去ってしまうのか……？　ツバキを宥なだめられそうな言葉を選んでいたとき、バンプが妙みような声を出した。

「へげッ、」

　バンプの後頭部に当たって、バウンドした物がある。

　回転草タンブルウイード、だ。枯れ草の丸い塊かたまりみたいな物で、スモーキー＆ロックスではしょっちゅう転がっている。アリスはそれをバンプに投げつけたのだ。

「……何だってンだよ、アリス」

「守銭奴って言い方、良くないよね？」

　ツバキがてへへ笑いしながらアタマを搔かく。

「赤毛ちゃん、ツバキは別に気にしてないし……」

　アリスはダッシュしてツバキの目の前に来て、目を細めてジィイイイっと顔を覗のぞきこむ。

「……なっ、なにかなぁ？」

「ツバキちゃんって、ミスターと同じだよね。表情ないけど思いっきり感情あるみたいな」

「ぇえッ？」

　出た。小アリスの〝突然察しが良くなる謎なぞの能力〟──こいつはわたしが落ちこんだときなども、いきなり見抜いてくる。

　ツバキは完全にあたふたしまくっている。逃げようとしてアリスに抱っこされている。ふり解ほどくのは簡単だろうが、なぜか大人おとなしく捕まっている。

「やっぱり謝あやまって。ツバキちゃん気にしてる」

　バンプは髪をぼりぼり搔きながら謝る。

「……ハァ……そっか。すまねえな」

　ロッキーも深くアタマを下げる。

「わたくしもですわね。ごめんなさいですわ」

　アリスがフンと鼻息荒くしながら「よろしい。許してあげます」とか言ってやがる。何様だ、こいつは。

「……赤毛ちゃん」

「ん？」

　ツバキはアリスに抱かれたまま、肩越しにふり返る。その頰ほおが、少し赤らんでいる。

「ありがと……」

　アリスは満面の笑顔を返す。何だかよく判わからないが、いまのやりとりで〝ツバキが居なくなる〟あの出来事を回避したのだろうか。

　視界の端で何かが動いたので視線を向けようとしたが、それよりも早くアリスが反応する。

「あっ！　いたッ、追いかけてツバキちゃん」

「へッ？」

　ツバキの手を引いて走りだす。アリスが追いかけているのは、ミチバシリロードランナー──地上の鳥だ。天敵であるコヨーテや猫でさえもあきらめる駿しゆん速そくで、アリスはこいつを見つけると走りだす。

「捕まえればいいのかなー？」

　タネガシマを出そうとしたツバキの手を、アリスが止める。

「ちがう！　追いかけっこするの」

　二人並んで走り、ロードランナーの後ろをぴったりついていく。ツバキは最初だけ速かったが、徐々にペースが落ちてくる。ツバキの精せい霊れい体たい術じゆつはスタミナの面で問題あるからな。

「ツバキちゃん、走り方──こう」

「う……うん」

　アリスが滑かつ空くうストライド走法の基本を伝授している間に、ロードランナーは森の茂みへと消えていった。

「…………あー……」

「……逃げちゃったねぇ。ごめん、赤毛ちゃん」

「いいよ！　追いかける意味無いし！」

「無いの!?」

「無いよっ！」

　二人は顔を見合わせて笑って、荒くなった息を鎮しずめるためにその場に座りこむ。

「相変わらず、アホばかりやっているな」

　アリスがムッとした顔をする。

「いたんだ、ミスター」

「ミスターちゃん、邪じや魔まだね。あっちの崖がけに投げちゃえば？」

「前にそれやって、アゴちゃんに物もの凄すごく怒られた」

「あのときは分解するかと思ったぞ」

「しちゃえばいいのに」

「しちゃえ、しちゃえ！」

「……おまえら、急に仲良くなったな」

「友達だもんね！　ぃえーい！」

　ぃえーい、のところでハイタッチしている。師し弟ていには見えないな。

　二人、手を握りあって草むらに寝転がって、舞い降りてくる木こ漏もれ日を見ている。アリスは目を輝かがやかせている。こいつにとっては珍しい光景だろう。空を覆おおうほどの森など、砂漠ばかりのスモーキー＆ロックス南部では滅めつ多たにない。北部だからこそ見られるのだ。

　ツバキがぽつりと聞いてきた。

「赤毛ちゃんは、強くなって何をしたいの……？」

　アリスはちょっと考えて、わたしを抜いた。

「ミスター、なんだっけ？　次は何するんだっけ？」

「……なぜ、わたしに訊きく」

「えー……だって、あたし使命とかよくわかんないし」

「ツバキはおまえに訊いているんだろうが」

「そーだよ。赤毛ちゃんはどうしたいの？」

「えっ……えーとぉ、うーん。あ、倒しちゃった人とお友達になりたい！」

「「ハァ？」」

　ツバキと同時に言ってしまった。本当にこいつの発言は判わからん。

「ゾォードを倒したときにね、ちがうって思って」

「ちがうだと？」

「優しい光が言ったの。包みこむように許して〝やり直しリローデツド〟させなさいって。あたしがしたいのは、それかなぁ？」

　ツバキがわたしを見ている。

「ミスターちゃん、この見た目からしてアタマ悪そうな子、何を口走ってるの？」

「まったく判らん。アホだアホだと思っていたが、とうとうイカレ始めたか」

「ちょっとォオ──ッ！　人が真ま面じ目めに答えたのに！　だったら、ミスターはどうなのよ！」

「は？　わたしだと？」

「使命、使命ってそのフレーズばっかり出すけど、それって何なの？」

「おまえを伝説の《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》の名に相応ふさわしいガンファイターにすることだ」

「それだけ？」

「スティールや闇の主マスターダークは、合衆国フロンテイア・コモンズに災いをもたらそうとしている。阻そ止ししなくては」

「どうして？」

「……は？」

「ミスターはいつも当然みたいに戦っているけど……あたし、なんかそれよくわかんない」

「明確だろう。わたしは正義の行いを……、」

「正義っていつも言っているそれ、ミスター自身が本当にやりたいことなの？」




　……──返答に詰まった。




　ゾォードを倒したあの日。わたしは達成の喜びを感じた。だが、同時に一いち抹まつの空くう虚きよさをも感じたのだ。銃生においての目的を、失ってしまった──と。

　ルーフやロックフェローとの戦いでは、おそらくわたしに正義は無かったのかもしれない。

　確かに『正義』とは口にしたし、その論理で戦いの地へと仲間を導いた。

　だが、動機の大半は──〝仲間をまた失ってしまう〟という恐怖だったのではないのか？

　わたしの半生、つまり未来の世界で、わたしは何人もの仲間を失っている。あの失敗が後悔を生み、そうさせないよう、わたしを突き動かしている。未来のような世界になるのは、わたしにとって耐えがたい恐怖だからだ。わたしの動機が《恐怖》によるものだとしたら、もし誰だれか大切な者を失ったとき、わたしはどうなってしまうのか……？

　スプリングが、ギィッと軋きしむ。

「……ミスター？」

「何でもない。ツバキはどうなんだ？」

「ほ？」

「強くなって何がしたいのか、おまえは答えていない」

　ツバキは静かに息をすると、答える。

「…………………………十本の刀。ジパングから持ちだされた封印の刀を……」

「ああ、それか」

「へあ？」

「護ご神しん刀とうを何十年も探して果てた父上とやらの骨を、ジパングに持ち帰るためには目的であるその刀が必要だって話だろう」

「あんで知ってるんだよう!?」

「わたしは未来から来た銃だからな」

「またまたぁ！　ツバキをからかおうたって、そうはいかないよ」

「証拠が欲しいか。ならくれてやろう。その目標とやらだがな、簡単に達成出来るぞ」

　ツバキは起きあがって、目を瞠みはる。

「へッ？　ええええッ？」

「父親が探し求めた十本の刀のうち九本は、ノーマンズエンド砂漠の向こうにあるマコシカ岩の地下、陥没水洞セノーテという場所にある。ケツアルクアトルという邪じや神しんを封じるために使われたが、いまはその役目を終えているので抜いても差し支つかえはない。そこに住むアズールという魔女マスクには、わたしから話をつけておくから、ジパングに持って帰れ。残念ながら残り一本は消滅したが、九本もあればジパングの連中も納得するだろう」

　ツバキは目を潤うるませ、ぽかあんと口を空けていたが、やがて呟く。

「…………………………噓うそでしょ……？　父上が一生かかっても見つからなかったのに」

　アリスが微笑ほほえむ。

「ミスターは魔法使いウイザードだからね。何でも判わかっちゃうんだよ？」

「わたしは、ただの銃だアイ・アム・ア・ガン」

　──ぷ、と笑ったヤツがいるぞ。アリスが顔をそむけて肩をぷるぷる震ふるわせている。絶対に許さない。

　ぷ、とツバキも吹き出したが、何とかこらえて──、

　しばしの沈黙……。




「………………………………………………………………わたしは、ただの銃だアイ・アム・ア・ガン」




　アリスのヤツ、声こえ真ま似ねしやがったッ！　二人で腹を抱えて転げ回って大笑いしてやがる。

「きゃはは、ハァー、おっかしい！　何度やっても笑っちゃうぅ」

「似てるぅ、ぶふっ初めて本物と較くらべたけど、似てるよぉおおお！　ひゃひゃひゃ、おな、おなか、いたた！」

　地獄に堕ちろ、クソガキどもビツチヤーズ・トウ・ヘル・ウイズ！
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　淡い月光の調べが、荒野を優しく染める。砂漠の夜は寒い。熱を帯びていた大地もなりを潜ひそめ、あれほど動き回っていた動物たちも死んだように眠っている。ホークアイが番をしている焚たき火びの音だけが響ひびいている。

　さっきまで交わされていたアリスとの会話は、わたしに重くのしかかっている。アリスが苦しんでいるのは理解出来る。だが、彼女は口にしたのだ。『復ふく讐しゆうより大事なものがあるんじゃないか』と──。ずっと復讐のみを糧かてに生きてきた、あのアリスが、だ。

　どう答えればいいのか、判わからなくなった。ただ黙だまっていた。やがて、アリスは哀かなしそうな微ほほ笑えみを浮かべて、横になる。

「今日は気の迷う日バツド・デイね。もう寝るわ」

　ホークアイが呟くように言う。

「そうしておけ。サラマンデルもな」

「わたしは眠らない。意識を遮しや断だんするだけだ」

「いや──眠れるはずだ。おまえは、そう作られたのだから」

「そう作られた？」

「いずれ判る」

　謎かけリドルのような問答に嫌いや気けが差したわたしは、レンズを天に向ける。火の爆はぜる音に混じって、微かすかに足音が聞こえる。見ると、アルマジロが草むらから出てくるところだった。

　反応したのはわたしだけでなく、ホークアイもだ。

　目を合わせてくる。こいつはわたしのレンズの動きを良く見ている。

「やたらと、わたしのことを知っているな？」

「おまえは、わたしだからだ」

「またそれか。いい加か減げんにしろ」

「おまえのことなら、大抵判る。長所も欠点も、弱点もな……」

「弱点だと？」

　茂みが鳴った。奥から蛇へびが出てくる。さっきのアルマジロを追っているのかもしれない。

　ホークアイも蛇を見ていたが、わたしに視線を戻す。

「冷静を装ってはいるが、おまえは傷つきやすい。心の深い場所に溜ためていくのだ。導火線に火がついたダイナマイトのようにな。そしていつか……許容量を超えた瞬しゆん間かん、爆ばく発はつする」

　スプリングがキィと軋きしむ。当たっていない、そう思ってはみたが、部品は正直だ。

「おまえはわたし、と言ったな。もしわたしが弱いなら、おまえの弱さにもなるのだぞ？」

「その通りだ───だが、わたしは涙を流せる。おまえは流せない」

「拳けん銃じゆうだからな」

　ホークアイは遠くを見つめるような目をして、ため息をつく。

「涙は人間にしか流せない。たったそれだけだ。それだけの差なのに、果てしないぐらいに大きい差だ。気をつけろ、サラマンデル──おまえは、自分が思っているよりも弱い。特に危ないのは、仲間の死だ。自じ暴ぼう自じ棄きになるな。乗り越えろ。その身に帯びた使命を貫け」

「もう死ぬ仲間は、おまえとアリスしかない」

「──いいや」

　ホークアイはたった一つ残された目で、わたしを見つめる。

　そのあまりに真剣な眼まな差ざしに、怯ひるみそうになる。

「悲劇は何度もくり返される。未来を超えた、その先でな……」

　また謎かけリドルか。思考回路カリオーブに発熱を感じた。オロゴを回しすぎたかもしれない。補修のために、わたしは意識遮しや断だんを開始した──……。
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　眠りで弱まっていた意識が、急速に覚かく醒せいしていく。わたしの夢は導きでもある。だが、なぜ《精霊の旅スピリツト・ウオーク》はいまさらホークアイの夢など見せたのだろうか。

　レンズがゆっくりと起動し、ぼんやりと景色が見え始める。最初に目に入ったのは、ねじくれた大木だ。Ｕ字に曲がって大地に沿い、そこから上に伸びている。

　ウェスタン・レッドシダーという樹きで、このへんに生はえるのは珍しい。

「なーんか、周りがどこまでも緑って落ち着かないよね？」

　アリスは横向きの幹みきをベンチ代わりにして座り、足をぶらぶらさせている。

「目が砂の色に慣れてしまっておりますわね」

　横にいるのはロッキーで、アゴンロジを抱っこしている。ロッキーのやたら大きな胸が被かぶる、いわゆる〝乳チチカブリ〟状態で、アゴンロジのアタマが重さでナナメになっている。ナナメになっても平気な顔なのが、アゴンロジらしい。

　しかし、なぜアゴンロジはアリスの予備のシャツを着ているんだ？　ぶかぶかだし、ボタンを留めないので襟えり元もとが全開で胸や肩が出まくっているし、袖そでがだるんだるんじゃないか。

　よく見たら、濡ぬれたアゴンロジの服が枝に下がっている。洗せん濯たくしたのか……。

「歩いていると、ぼふ、ぼふってなるヤツあるじゃない？」

「土煙スモーキーですわね」

「あれ無いと寂しい」

「あったらあったでブーツやドレスが汚れてイヤですけど、いまは懐なつかしいですわね」

　アゴンロジはナナメ状態でトマホークと薪まきを使い、クルミを割っている。ロッキーは割れたクルミから中身を取り出し、袋に入れる作業をしていて、アリスが袋の中身をそっと抜いて食べている。このアホ、ツバキの弟子になってから手て癖くせが悪くなっている気がする。

「おみゃいらホーミュチェックか」

「アゴちゃん、ごめん。いまのは判わからないわ」

「ホームシックですわよね」

「うみゅ」

　アリスが焦あせった顔をする。

「判るのっ？」

「師匠の言葉が判らないなんて、弟子の資格ありませんわね」

「出来のわりゅい弟子ら」

「えェー……」

　アリスが袋に手をさりげなく手を伸ばしたときに、ロッキーがジトッとした目で言う。

「破は門もんなさいませ」

「ええええっ？　ちょ、ちょと待ってよッ！　あたしはずっと、アゴちゃんの弟子で……」

　アリスは手をばたばたしてジェスチャーしたが、盗んだクルミを持ったままだぞ、アホ。

「あ──ッ！　何つまみ食いしておりますの、アリスッ！」

「わひゃッ、バレた……」

　ダッシュで逃げようとしたが、アゴンロジが投げたトマホークが、アリスの足元の地面にくいこみ、ロープで引っかけてコケさせられている。さすがお師匠様。弟子の習性をよくご存じだ。追ってきたロッキーにブーツで背中を踏まれ、「ぎゃふっ」と悲鳴を上げている。

「だって、ツバキちゃんにスリの方法教えて貰もらったから、使いたくてッ！」

「仲間にスリの技使うなんて、貴方あなたアホですのっ？　アホですわよねっ？　アホ以外考えられませんわよねっ？」

　ロッキー怒りの踏みつけスタンプ攻撃されて「ぎゃふぎゃふ」言っている。いやあ、アホ以外には何も残りそうにない残念なご主人様マイ・マスターだ。

「……まったくおまえら、暇ひまそうだな。バンプとツバキは？」

「あ。ミスターが起きた」

　もう一発踏もうとしていたロッキーが、スカートを押さえて真まっ赤かになっている。

　いや、もう遅いぞ。夢見がちな下着はほどほどにしようか、ロッキー。

　アリスが丘の麓ふもとから延びる一本道を指さす。アスペン樹の密生した山さん野やがあって、その手前に広い畑を持つ集落がある。工場のような建物がある。その脇に、倉庫と穀こく物もつ貯蔵庫サイロがある。

「おい！　ジャックヒルズ蒸じよう留りゆう所しよじゃないか！」

「えっ、あれが？」

「着いていたのかッ!?　なぜ、起こさなかった!?」

　起き上がったアリスが、ロッキーと目を見合わせる。

「だってミスター、良く寝てたし……バンプがあそこ精肉工場だから、食しよく糧りよう調達するって」

「そんな噓うそを信じたのか！」

　バンプの野郎──突入する前に、上等で知られるバーボンの味見と洒落しやれこみやがったのか。ツバキの狙ねらいは、大金になるプレミア貯蔵酒あたりか。バレなきゃいいが……。

　アリスがビクッとする。案あんの定じよう、銃声が鳴ったからだ──。

「……いまのって、まさか……ですわよね？」

「そうだよね。あはは……」

　笑い声が途と絶だえる。畑を、物もの凄すごい勢いで走っている人影に目を留とめたからだろう。

「大変！　ツバキちゃんとバンプ、追われてる！」

「アリス、アゴンロジは正面の崖がけを走れッ！　ロッキーは馬で回って来い！」

　アリスは滑かつ空くうストライド走法で丘を走り、崖を駆けおりていく。アゴンロジも追いついてくる。裸シャツだるんだるんのままだ。

「きゅぅーん！　アゴちゃんがひらひらして可愛かわいいよう」

　アリスは師匠を捕ほ獲かくして、ぎゅううう──っと抱き締しめている。

「それどころじゃないだろうがッ」

「はなちぇっ！」

　アゴンロジがだるんだるんの袖そででジタバタしている。よけい可愛いからやめろ。

　崖をヤギのように飛び下りている間に、ツバキが畑から森に逃げこむのが見えた。なぜ反撃しないのかと思っていたが、あのコソ泥め。樽たるを担かついでやがる。きっとプレミア貯蔵酒だ。バンプは逃げ遅れて大きな樽の陰かげに入って、ふらつきながら銃を構えている。反撃されて、樽が撃うたれている。ライフルを構えた一団が工場から出て来て、撃っているのだ。

「アリス、アホやってないであれを見ろッ！」

「えー……」

「えー、じゃないッ！　真ま面じ目めにやらないならツバキにロリポップをすらせて川に棄すてるぞ」

　アリスは青ざめた顔で師匠をリリースして、わたしを抜いて蒸留所を見る。

　アリスと視覚同調キヤストアイする。撃っている連中が見える。十字架の装飾された鉄の胸当てをして、兜かぶとを被かぶり、手てつ甲こうもしている。武装はライフルと──三角形の盾カイトシールド？　滑こつ稽けいな組み合わせだ。

「蒸じよう留りゆう所しよの人間ではないな。新十字軍ネオ・クルセイダーズだ」

「へ？　ねお、くるしゅうない？」

「アホが！　アホが！　アホがッ！」

「なんで三回言うのっ!?」

「なんで三回言わすんだ！　いい加か減げん、アホを卒業しろ！」

　ため息してから説明する。

「未来の世界では七年後の出来事になる。ベネディクトが、合衆国政府にアイアンハンドの領土権を主張する書しよ簡かんを送って、周辺の開拓民を追い出し始める。そしてマウント・デッドロックに城を築きずく」

「よく判わかんないけど……そのベネなんとかさんって、大地主なの？」

「法を無視して占領しているだけだ」

「ふーん……ヘンな人だね」

「ベネディクトは騎士国ランスランドの貴族で、先代が紅茶貿易会社を所有していて、茶会事件が起こったあと騎士国ランスランドが茶の独占貿易を始めたときに、莫ばく大だいな利益を得た」

「ちゃかいじけん？」

「アホが……自国のこんな有名な歴史すら知らないとは……」

「えっ？　有名……？」

「騎士国ランスランドの植民地政策に憤ふん慨がいした者が、ニューアークの港に停泊していた商船に積んであった高級品の紅茶をすべて海に投棄した。その事件をきっかけに、新大陸では独立戦争の気運が高まっていったのだ」

「ふーん。たぶん判った……」

　絶対判っていないだろ。

「で、ボンクラ御おん曹ぞう司しのベネディクトは濡ぬれ手てに粟あわで手にした、莫大な量の金きん塊かいとともに新大陸に渡ってきた。そして城を建て始め、最後には国を作ってしまった──」

「うっそぉ……合衆国の中に？」

「そうだ。急げよ。わたしの記憶よりも展開が早い。スティールが歴史を改変しているのかもしれない」

《魔ま犬けん》スティールはわたしと同じ〝未来からきた異い邦ほう人じん〟合衆国の歴史がどう動くか知っており、その知識を使って歴史を操作することも可能なのだ。

　蒸じよう留りゆう所しよの敷しき地ちには旗が立てられている。旗に描かれているのはベネディクトの家か紋もん、立ち上がる獅し子しの紋章だ。

「蒸留所を占領して侵攻拠点にしたのか……」

　バンプが樽たるから半はん身みを出して撃ち返すが、見当ちがいの方向だ。

「どちらにしても、バンプの野郎。それを知ってなお飲みやがったな。図ず太ぶといというか……」

「ただのアホよ」

「おまえが言うな」

「おみゃえが言ふにゃ」

「二人でツッコまないでよッ！　傷つくじゃない！」

　地形を確認する。手前、最短ルートは麦畑を突っ切る形か。敵はライフルなので平地は危険だ。右のコーン畑なら身を隠かくしながら接近出来る。灌かん漑がい用の水路が通っている。畑の手前から蒸じよう留りゆう所しよまで流れは続いている。使えそうだな。

「アゴンロジ、コーン畑から接近してバンプを援えん護ごだ。アリスはあの水路を走れ」

「水路走るの？　ミスター濡ぬれてもいいんだ？」

「アホ、絶対に濡らすんじゃないッ！」

「ムチャ言いすぎだってばッ」

「わたしを一いつ滴てき濡らすたびに、ポケットのロリポップが一つ減ると思え」

「横おう暴ぼう！　冷血！　極ごく悪あく非ひ道どう！」

「褒ほめる暇ひまがあるなら、走れ」

　ロッキーの馬が大回りして疾しつ走そうしてくる。あいつは道なりに行くだろうから、ちょうどアリスが着くぐらいに攻撃を始めるだろう。いい流れだ。

　師匠と弟子が別れて、アリスは水路を走る。溝みぞの深さ一・五バレッセル。水深は十フィンガーぐらいか。身を低くして走らせる。アリスの接近に驚おどろいたナマズが跳ねる。水路が真まっ直すぐになると、猛もう然ぜんと加速する。あまりに速い。水路のカーヴの向こうにいたカモの仲間ヒドリウイジエンが、アリスに跳び越されてから飛び上がる始末。以前よりも速くなっている。まるで低空飛行だ。心配になってアリスの体内オロゴを見ると、──減っている！

「スピードを落とせ！　精せい霊れい体たい術じゆつを使いすぎだ」

「ほえぇ？　なってたッ？」

「自覚ないのか……」

　ト、ト、ト、とつんのめりそうになりながら減速し、普通に走る。

「その先にある橋の下に隠れろ」

「え？　すぐ出ないの？」

「おまえが速すぎて目もく算さんが狂った。先にロッキーを撃うたせて注意を引かないと」

　橋の下まで行って、土手に背中をつける。聴ちよう音おん増幅する。銃撃戦が激しくなっている。アゴンロジのトマホークをくらって、敵が動揺したようだ。足音が二つ……コーン畑に向かっているな。刃やいばが肉を断たつ生々しい音がして一つ止まった。バンプが連射しているが、当たった気配はない。舌の回っていない声で「神の野郎フアツキン・ゴツド、敵を分身させやがって」なんてほざいている。完全に酔よっ払ってやがるな。

「……ミスター、トイレ」

　ぐわんぐわんとエコーして、絶叫じみた音量でアリスの声が聞こえた。

「聴音増幅しているときに話しかけるな！　そしてガマンしろ！」

　アリスは顔を赤らめながら太ももをくっつけ、モジモジしている。ったく、戦せん闘とう中に何考えているんだ。うちのマスターは。

「ここだけ深くて腰が冷えるんだけど……ちょっと移動していい？」

「ダメだ。ここにいろ」

「やだっ漏もれちゃうもん……」

「あ、こらッ動くな」

「ヘーキ、ヘーキ！　飛び出るとき、精せい霊れい体たい術じゆつ使ってダッシュすればいいでしょ？」

　アリスはわたしの制止も聞かずに移動し、水路の分かれ目まで行く。そこでようやく水路が浅くなった。工場の横あたりか……まあ仕方ないか。

　聴ちよう音おん増幅に戻ろうとしたときだ。

「……ミスター」

「だから聴音増幅するから話しかけ──ッ、」

　アリスの視線に気づいてレンズを向けた途と端たんに、戦せん慄りつした。

　分かれた水路の先にいるのだ……。

　クマ、が。しかもクマ界《最凶暴》で名高い灰色熊グリズリーだ。

　水路をふさぐぐらいの大物で、銃声に苛いら立だって完全に怒り狂った目をしている。

　相変わらずやってくれるな、史上最悪のアホめ。どんな悪運を使えば、こんな致命的アンラッキーを引き寄せられるのだ……ッ！

　アリスが震えふる始める。わたしのレンズがブレて見えなくなるぐらいに。

「ミ、ミミミ、ミミミス、ミスススタァ……」

「…………静かにしろ」

　グリズリーは低く唸うなりながらこちらを睨にらんでいる。

「わたしが四五口径で良かった。グリズリーを倒す望みはある、ということだ」

「かかか勝てるんだだよね？」

「こいつの突進は脚あしや胴体に当てるぐらいじゃ止まらない。急所を狙ねら……ッ、」

　グリズリーが口を開け、牙きばを剝むく。ヨダレが大量に流れる。

　睨みながら唸っている。焦あせったが──まだ威い嚇かくを続けてくれるらしい。

「ヒィィイイ……」

「ビビるな。睨め。グリズリーは獲え物ものの弱気を見て襲おそうか判断する」

「そ、そうだ、死んだフリはッ？」

「良く言われるが、あれは迷信だ。連中は鼻が利きくし、内臓を食ってみて新鮮なら、倒れている獲物も食べるぞ」

「ななな生々しいこといいいいい言わないでッ！」

　銃撃戦にショットガンの銃声が加わり、グリズリーの視線が一いつ瞬しゆんだけそれる。ロッキー到着か。いまが絶好のタイミングだが、どうにもそれどころではない。

「……いいか、グリズリーは急所を外はずしたら撃うたれても死なない。急所は、眉み間けん、喉のど、心臓だ。眉間を狙うなら正面真ま芯しんだ。ズレると頭蓋骨ではじかれる。喉は一番やりやすいが、立ち上がってくれないと狙ねらえない。心臓は左胸部、肋あばら三本目が目安だと未来のツバキが言っていたが、ジパングのハンターの話らしいのでグリズリーに通じるかは判わからない」

「えええええっと、全部外はずしたらナイフで刺せばいい？」

「あきらめろ」

「え……」

「クマも黒いほうなら、鼻を刺せば逃げていく。灰色のほうは、刺されたらよけい怒り狂う。心配ないぞ。ヤツが一回嚙かむごとに、どこかが〝もげる〟から抵抗なんてする暇ひまもない」

「いいいいいくよ」

「震ふるえるな。ちゃんと構えろ」

「だだだだって……ミスターの言葉が生々しすぎるから……」

「おまえの命はこの六発にかかって──、」

　グリズリーが咆ほう哮こうを上げて、突進してくるッッ！　アリスがパニクった顔でわたしを構える。外しそうだと思ったら案あんの定じよう外しやがった。弾たまは空に向かっている。

「しっかり狙えッ！」

　アリスの手が震えまくって、照しよう準じゆんどころではない。

「ホギャアアアアア──クマの顔、超怖いィィイイイ──ッ！」

「ビビると死ぬぞ！」

　もう一発撃うつが、ダメだ。へっぴり腰だった昔に戻っていやがる。

「これ以上撃つな！」

「どうすんのぉおおおっ!?　あたし、グリズリーにグリグリされちゃうぅ！」

「ゼロ距きよ離り射撃だ。格かく闘とうの要領でヤツの喉のどに銃じゆう口こうを突き入れて、撃て！」

「ヒギャアアアアア──ッ！　ムリ、そんなのムリだってば！　目の前であんな顔みたら、　恐コワ死しちゃう！」

「ヘンな造語を作る余裕あるなら大丈夫だ！　──ほら、来るぞ！」

　グリズリーが迫る。アリスはへっぴり内うち股またから咄とつ嗟さにファイティング・スタイルを取る。

「やだもう！　怖い怖い怖い怖い帰りたい！」

「いまさらショートリーフに帰ったって、いままで通りの生活は出来ないだろうが！」

「それは、そうだけど！　クマ怖いもん！」

「怖くてもがんばるしかないだろうが！」

「それは、そうだけど！　あたし女の子だもん！」

「女の子だからって、クマは手加減しないだろうが！」

「それは、そうだけど！　あたしが傷物になったら責任取ってよね！」

「責任取ってやるから、ガンファイターとしての意地を見せろ！」

「──ッ！」

　アリスは一いつ瞬しゆんだけ目を閉じた。再び開いたときには猛もう禽きんの鋭さを宿して、グリズリーを睨にらむ。

　目の前まで来たグリズリーが、跳び上がるように身を起こし、爪つめをふり下ろしてくる。

「喉のどだ、アリスッ！」

「女の子だからって……、」

　ジャンプして打ち上げパンチアツパーカツトをするように、我が銃口を毛むくじゃらの喉に突きつけ──、




「───ナメないでよッ、このヌイグルミテデイ・ベアッ！」




　撃うった──。

　水路に着水して滑すべって尻しり餅もちをつき、わたしを土手に落としてしまい、青い顔でふり返る。

　グリズリーが立っている。同じポーズで、ずっと立っている。

　やがて……、




　グリズリーは───大量の水しぶきを上げながら、水路に倒れた──。




「…………やった……？」

「うむ。良くやった」

「……責任…………取ってくれるよね……？」

　何で、顔を赤らめているんだ？　知恵熱でも出たか？　いや、こいつに知恵は無いか。

「判わかっている。責任取って、おまえを一人前のガンファイターに育ててやる」

「…………」

　アリスは何か言おうとして口を空けたまま放心状態になっている。

「どこですの？　ミスター、アリス──」

　土手の上にロッキーが寄ってきて、ぎょっとする。

「ちょっとアリス……貴方あなた、これ……」

「ロッキー……責任が……あは……はは……は……」

　引きつった笑顔のまま──ぷっつりと動きを止め、仰あお向むけに倒れる。水しぶきがかかりそうになってヒヤッとしたぞ。

「きゃああああ──っ、アリスッ!?」

　完全に魂たましい抜けているな。まあ、おまえがアリスをやっている限り、こういう日もあるさ。




　　　　†




　推論通り、蒸留所は新十字軍ネオ・クルセイダーズの拠点として占領されていたらしい。

「本当に助かりました。連中はうちの黒人従業員を殺すところだったんです。それをサイラス牧師が止めてくれまして」

　小太りのオーナーは、ツバキが盗んだ樽たるだけでなく、食しよく糧りようも譲ゆずってくれた。

　当のバンプは酔よっ払っていたので、その場で理性的な判断が出来たかどうか不明だ。どうせ、新十字軍ネオ・クルセイダーズにムカつくことを言われて撃うっただけだろうな……。

「この辺あたりを襲しゆう撃げきしておりますの？」

「それはもう……手当たりしだいに暴れておりまして、警けい戒かいしていたのですが。噂うわさではアイアンハンドを包囲しているとか、魔ま獣じゆうを連れているとか」

「魔獣だと？」

「ええ、弾たまが効かない獣けものが……」

　不意にオーナーは眉まゆをひそめながら、わたしたちを見回す。

「いまのは、どなたがお聞きなされたので？」

　……しまった。

「あ、あたし！　声帯模写、なんちゃって……」

「そ、そうですか？　そんな風に聞こえなかったのですが」

「気のせいですわ！」

「ハ、ハァ……それで、新十字軍ネオ・クルセイダーズの中に、すごい黒魔術を使う魔女ウイツチがいるとの噂が……」

「そいつの姿は？」

「黒いローブです……」

　オーナーが眉をひそめる。

「いまのは、どなたがお聞きなされたので？」

「──マズイぞッ！　おまえら急げ！」

　オーナーが目を剝むいて、腰を抜かす。

「うわあああああ──っ、銃が！　銃が喋しやべったァァァアアアッ!?」

「あーあ……やっちゃった」

「いいから急げ！　緊急事態だ」

　皆、馬に跨またがって走らせる。酔いが覚めきっていないバンプが遅れているので、ロッキーが併へい走そうしながら手た綱づなを取って二頭操る。

「どういうこと？」

「敵は、新十字軍ネオ・クルセイダーズではなかったということだ。アズールの言っていた百獣を率いる軍勢、闇やみ色いろのローブの魔女マスク──」

「まさか……」

「わたしも、その〝まさか〟であればいいと思っている」

　頭痛でもしているのだろう。バンプがこめかみを押さえながら聞いてくる。

「グリーンフォークで知り合いに会ったんだが、アイアンハンドの仕事は断れと言っていたぜ。もしかして関係あるか？」

「そいつは良い勘をしている。いまに狩られる」

「狩られる、だ？」

「罪人、異教徒、無信心者、先住民エルダーズ、ラテン人、黒人。そして何よりベネディクトに逆さからう者。神の浄化デイヴアイン・ビユーテイ──ベネディクトは自分の思想、行いをそう称したが、実際は大量虐ぎやく殺さつだ。騎き士しの格好をさせた連中で軍を作り、新十字軍ネオ・クルセイダーズと名乗って各地で虐殺を開始する」

「最悪ですわね……」

「スモーキー＆ロックスの暗黒時代ダークエイジと呼ばれる歴史だ。そして繫つながりが見えた。スティールは新十字軍ネオ・クルセイダーズを隠かくれ蓑みのにして、軍勢を準備している。拠点も同じだろう。おそらくはベネディクトの城に、アメリアが囚とらわれているし、スティールも闇の主マスターダークもいるだろう」

「そいつはすげえな。城を潰つぶせば、予言も潰せるってわけか」

「そして、もしこの考えが当たっているとすれば──……、」




「……──闇の主マスターダークによって灰にされる都市というのは、アイアンハンドだ」




　仲間たちが重苦しい表情になる。

　ようやく酔よいが覚めたらしいバンプが、額ひたいに汗を浮かべながら口を挟はさむ。

「とにかく急ごうぜ。アイアンハンドには、あいつが……」

「あいつ？」

「何でもねえよ」

　会話を打ち切って馬に向かっている。

　一行は出発した。蒸じよう留りゆう所しよからツイニー・ピークという山道を抜けていく。起き伏ふくが多く、激しいアップダウンをくり返す、尾お根ねと谷間の道だ。幹みきの真まっ直すぐな針しん葉よう樹じゆ、ダグラスファーの森が、斜面を覆おおっている。養分をたっぷり含んだ土ど壌じようには草や灌かん木ぼくが生おい茂り、緑がないのは岩場ぐらいのものだ。豊かな土地──なのに、妙みようだ。獣けものの声も、空に鳥が舞う姿もない。

「おかしい。静かすぎる……」

「そうね。動物もいないわ」

　今度はにわかに騒さわがしくなる。空を覆うほどの鳥の大群が西へと飛んでいく。種類はバラバラだ。水鳥もいればキジもいる。天敵の猛禽チヨウゲンボウが混じって飛んでいるのに一緒に飛んでいるし、チョウゲンボウも襲おそう様子はない。

「あやちゅらは、逃げちぇおりゅ」

「何からだ？」

　アゴンロジの目は、遠くを見つめている。

「わからにゅ。らが、この東で恐ろしいこりょが起こりゅと……」

「アイアンハンドの方角か。クソ、急げ」

　アリスたちは蛇だ行こうする山道を上っていく。峠とうげに差しかかったときだ。

　先頭のアゴンロジが馬を止めて、空に目を懲こらす。

「来りゅ……」

「へ？」




　ヲヲヲヲヲヲォ──────ン──……‥




　聞いたことのないような音が、遠くから響ひびき渡ってくる。

「……なに？　コヨーテの遠とお吠ぼえ？」

「ちがうな。ケモノじゃない。これは……」

　続いて───空に、光が走る。稲いな光びかりのようだが、それは波のような形の閃せん光こうで、拡ひろがって──消えて。天空が、反転するように闇やみ色いろへと変わる。

「……なんだァ？」

「魔ま術じゆつ……ですの？」

　続いて地面が揺さぶられる。馬が騒さわぎ、バンプがふり落とされて落馬する。

　轟ごう音おんとともに熱を含んだ強風が襲おそってきた。樹きが鞭むちのようにしなっている。折れた大木が空を舞い、家の屋根らしきものや牛まで飛んでいる。アゴンロジが落ちてきた大木に潰つぶされそうになって、馬を棄すて、潰れるギリギリで飛び退のいた。

「ボーッとするな！　岩いわ陰かげに入れ！」

　馬を降り、アリスたちは崖がけに逃げこむ。ツバキが悲鳴を上げて震ふるえているので、バンプがかついでくる。

「ミスター、どういうこったッ!?　このトチ狂った光景は何だッ!?」

「判るかッ！　わたしだって──、」

　アズールの予言が脳裏をよぎり、言葉を止める。

　───あの異常な光と、この熱風は──……、

　よせ。まだ推論だ。絶望には早い。

　銃声が聞こえた。アリスも反応してその方向を見たので、わたしは視覚同調キヤストアイする。峠とうげの麓ふもとから煙が上がっている。

「馬を捕まえて駆けつけろ！」

　アリスとロッキーは馬が近かったが、他ほかは遠くまで行ってしまったらしい。アリスの後ろにツバキが乗って、とりあえず三人で駆けつける。峠道を下りると集落が見えてきた。丸太小屋のような家屋と納な屋や、小牧場があり、家は燃えている。鶏を撃うち、牛に縄なわをつけている連中が七人いる。甲かつ冑ちゆう姿の新十字軍ネオ・クルセイダーズだ。奥では銃撃戦が行われていて、開拓民の男たちが集まって撃うち返しているものの、単発ライフルなので圧おされている。

「アリスとツバキは両サイドから接近。ロッキー、一人で足止め出来るかッ？」

「誰だれにものを言っておりますの！」

　ロッキーはショットガンをダブルで構え、正面へと馬を進める。咥くわえた手た綱づなを器用に引き、馬をスラロームさせてライフルの狙ねらいをそらしながら必殺距きよ離りまで接近。アリスたちは馬を飛び降りる。アリスは右サイド、ツバキは左サイドから猛もうスピードで距離を詰める。

　ロッキーが馬を走らせたまま射撃を開始する。一人目がさっそく撃たれた。胸当てに着弾した。金属の装そう甲こうに大穴が開いて、うずくまるように倒れる。

「《祝福された鎧よろい》が破られた──」

「きっと魔女ウイツチだッ！　呪のろいで神の鎧を破ったのだ」

「我らは神の騎き士しだ。怯ひるむな！」

　そんな薄うすい鉄板で、散弾シヨツトシエルくらったら貫通するだろうが。

　……いや、これが連中の〝教義〟か。そう教えれば、信者には反撃の動機が生まれる。

　新十字軍ネオ・クルセイダーズの隊長らしき黄金の全身甲冑の男が指示する。

「聖兵パラデイン、前へ！」

　甲冑を着て、大おお盾たてと投げ槍ジヤベリンを構えた連中が二〇人集まって横列を組む。おいおい……。

　ロッキーが引きつる。

「この時代に、槍やり……ですの？」

　隊長が叫ぶ。

「神の浄化デイヴアイン・ビユーティ！」

　聖兵パラデインが復唱する。

「「「「──神の浄化デイヴアイン・ビユーティ！」」」」

　隊長は、ロッキーに向けて剣ロングソードを突き出して叫ぶ。




「──全軍、突撃ィイイイ！」




「うぉおおおお──ッ！」

「異教徒を滅ほろぼせ！」

　突撃してきやがったッ！　ロッキーは馬を後退させ、身をひねる姿勢で撃ちまくる。盾を構えても、ロッキーはいともたやすく頭部に当て、脚あしに当てる。次々と倒れる。それでも連中は突撃をやめない。投げ槍が放たれる。槍の柄つかのところに火花が見える。あれは……、

「ロッキー、槍を迎撃しろッ！」

「──はい？」

「とにかく撃うて！　アリス、手前のヤツらを横から潰つぶせ！　ツバキ、テッポーミズだ！」

　降ってくる槍やりを睨にらむロッキーの表情が、気け高だかい威い圧あつ感を帯びる。




「───この女王に刃やいばを向ける《神》など、撃ち殺して差し上げますわ──」




　いつものロッキーを感じさせない、威い厳げんを含んだ声。瞳ひとみから人間らしい光こう彩さいも消える。

《女王クイーン》モード、覚かく醒せい───ショットガン・クイーンとしてのポテンシャルが完全に目覚めたのだ。

　電でん光こう石せつ火かのスピン・コッキングと共に、次々と迎撃する。着弾点で轟とどろきと閃せん光こうが発される。迎撃された投げ槍やりが空中爆ばく発はつしたのだ。アリスが驚おどろきに目を瞠みはる。

「──爆発してるぅッ!?」

「ダイナマイト槍だ。投げてないヤツを撃て」

「う、うん」

　アリスが聖兵パラデイン隊の側面から撃ちまくる。一発が投げ槍の柄つかに当たり、爆発を起こして三人巻きこむ。ツバキが反対側からショット──パネルを『撃』にしたタネガシマの銃口から高圧水撃が迸ほとばしり、聖兵パラデインたちはびしょ濡ぬれになりながら転倒し、転がされ、導火線の火を消される。

「神よオーマイガーッ、黒くろ魔ま術じゆつからお救い下さい！」

「黒魔術じゃないよ！　忍術の《鉄砲水》だよ！」

　アリスとツバキが挟はさみ打ちにする中、敵の何人かは攻撃を続ける。ロッキーへと槍が降りそそぐ。迎撃したが、はじかれて爆発して地面の泥を撥はね飛ばす。その泥がロッキーのドレスについた途と端たん──、

　ショットガン・クイーンがぞわり、と総そう毛け立だち、見たこともないぐらいヤバイ目をする。




「───二人、お退さがりなさい。わたくしが不ふ敬けいのツケを払わせますわ」




　アリスは青ざめ、鳥肌を湧わかせながら後退し、ツバキもあわあわしている。

「異教徒は独ひとりになったぞ！」

「剣を抜けッ！」

　ロッキーは馬を降りる。

　ショットガンを片方、天高く放り投げて、残った銃を猛速でリロード──。そして、落ちてきたらセットした銃を放り投げて、リロード──装そう塡てんする最後の一発は、胸の谷間に挟んであった散弾シヨツトシエルだ。




「最後の弾たまは───特別製スペシヤルですわよ」




　手に取って、キスして、込める。その弾に赤い紋もん章しようが見えた気がした。

「──なッ、刻紋弾エンブレムド・バレツトかッ？」

　ロッキーは悠ゆう然ぜんと落ちてきた銃をキャッチし、ゆっくり前進しながら、取り囲んでくる聖兵パラデインを仕留めていく。

「神の浄デイヴアイン・ビユーテイッ、」

「浄ビユー……、」

「神のデイヴアイ──ッ、」

　鬨ときの声も上げさせて貰もらえない。ダンスのような優雅な動きでスカートを舞わせ、全方位に反応して撃うちながら、ショットガン・クイーンは屍しかばねの山を築いていく。

　誰だれも逆さからえない。これは〝散弾シヨツトシエルによる死〟という──命令ギアス──だ。

《女王クイーン》モードの女王は射撃結界を有している。結界内のすべての敵は女王に把は握あくされ、後ろから近寄ろうが、素早く攻めようが、結末は同じ──的まとになるしかない。

　しかも相手が銃を持っていないので、ショットガン・クイーンはわざと接近させてから撃っている。ショットガンの近きん距きよ離り射撃は威い力りよくが半はん端ぱない。盾たてだろうが装そう甲こうだろうが紙くず同然だ。

　アリスが掠かすれ声で呟つぶやく。

「……何か、おかしいよ……？」

「何がだ？」

「ロッキーの目が……」

　確かに妙みようだ。撃てば撃つほど敵は減っていくが、ロッキーの瞳ひとみから生気の輝かがやきが抜けていく。いつもの、女王化ではない。それ以上の、深い闇やみを感じさせる虚うつろな瞳。撃つたびに動きが速く、的確になり、威厳に満ち、圧倒し───残ざん酷こくになる。

　最後の一人は悲ひ惨さんだ。剣を根元から撃ち折られ、両りよう脚あしを撃ち抜かれ、倒れ際ぎわに詰め寄られて、額ひたいへと銃口を突きつけられ、震ふるえ出す。

「……あ……ああ……」

「祈りなど届きませんわ。神ごとき、このわたくしがひれ伏させますもの───」

「よせッ、ロッキーッ！　ムダに殺すな」

　わたしの叫びを聞き届けず、女王は引き金を絞る。

「──うわあああああッ！」




　銃声が響ひびく──。




　男の頭上を、次々に何かがかすめ飛んでいく。悲鳴を上げて転げ回りながら、男が叫ぶ。

「……ヒィィイイイ──ッ、鎖くさり!?」

　氷で出来た鎖が、ロッキーの銃口から何十本も延びている。その鎖の先が死神のカマのようになっていて、駆けつけてきた聖兵パラデインの援えん軍ぐんを壊かい滅めつさせている。




　すべての敵が首を落とされているのだ──。




　氷のカマと鎖が一斉に砕けて、粉雪のように散って消える。

　アリスが呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「ミスター、いまのって……」

「わたしの知らない種類の刻紋弾エンブレムド・バレツトだ」

　おかしい。ロッキーは呪じゆ物ぶつの心臓を埋うめこまれて精せい霊れい体質になったものの、チャームガンを手に入れたわけではない。刻紋弾エンブレムド・バレツトを発動出来るわけがないのだ。

　オロゴのレンズに切り替える。

　──やはり、か。

　ロッキーの胸から銃を握る手へと、オロゴの流れが出来ている。

《大地を血に染める女王トラルテクートリ》の心臓が、通常のウインチェスター・ショットガンを強化し、チャームガンと似た構造を作り上げている。

　心臓が、ロッキーの肉体や銃にまで浸食している──というわけだ。

　聖兵パラデインの生き残りは失禁し、震ふるえながら後ずさる。

「…………あ……ああ……？」

「覚えておくといいですわ。慈じ悲ひを下したのは、神ではありませんわよ」

　聖兵パラデインは気絶した。アリスが青ざめている。顎あごから滑すべり落ちてきた汗がわたしのすぐ脇わきをかすめたが、それを抗議する気分になれない。

「ロッキー、強くない……？」

「強すぎる。それが問題だ」

「いつものロッキーじゃないよね？　見ててぞっとした……」

「あってはならない禍まが々まがしい強さを、あいつが持ち始めている」

「良くない強さ……だよね？　まるで、ゾォードみたいな……」

　重く、スプリングが軋きしむ。その名は、わたしの連想と重なったからだ。

「おまえは何も言うな。わたしが話をつける」

　心臓から流れるオロゴが弱まっていく。ロッキーのふりまくプレッシャーも消えていく。どうやら女王モードのときにしか、あれは出来ないようだな。

　蹄ひづめの音が聞こえて来て、見ると新たな新十字軍ネオ・クルセイダーズが集結している。

「聖竜撃兵ドラゴン・ガンナー、前へ！」

　騎き兵へいなのに、懲こりずに横列に並んで同じ動作で盾たてを構える。銃身が竜りゆうの頭部を模もしている妙みようなライフルを持っている。──マズイな。あれは見覚えがあるぞ。

　ロッキーが前に出ようとしたので、止める。

「おまえは森に隠かくれろ」

「何を言っておりますのッ？　戦えますわ」

「いいから、退さがれ！」

　ロッキーが眉まゆを吊つり上げて、リロードする。また命令無視か……ロッキーはこれがあるから扱いにくい。

「あんな妙な連中など、わたくしが一人で……、」




「浄化射撃ゴツドブレス・シヨツト、──ッテェ！」




　聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーが一斉に撃ってくる。猛もう烈れつな弾だん幕まくが三人に襲おそいかかり、ロッキーのドレスが大きく飜ひるがえり、火が点く。

「──え。火…………」

「ロッキー、ドレス燃えてるよッ！　消して！」

「え？　燃え……？　ええええッ!?」

　ロッキーは退がろうとしてつまずき、アリスが駆け寄ってドレスの火を踏んで消している。言わんこっちゃない。

　正式名は発火弾ドラゴンブレス。ある銃匠ガンスミスが、アイアンハンドの鉱山で鉄鉱石を掘るとき大量に取れるジルコン石を有効利用出来ないかと作った弾たまだ。鉛の代わりに弾頭に詰めたジルコン石は燃えやすく、炸さく薬やくの点火と同時に火の玉となって飛ぶ。

　また撃ってきた。火の粉が猛もう然ぜんと降りかかってくる。ロッキーはスカートをばふばふし、ツバキの髪には火が点ついてぶるんぶるん首を振って消そうとしている。燃えやすく、機動性のないドレス姿のロッキーはカモすぎる。

　ロッキーはドレスの火を消すと、リロードをしている。──まだ判わかっていないのかッ！

「言ったろうッ！　ロッキーは森に入れ」

「ですがッ……援えん護ごぐらいは……」




「───おまえは必要ない！　足手まといになりたいのかッ!?」




　言ってしまってから、何かイヤな予感に駆かられた。スプリングが軋きしんだが、その理由は思い浮かばなかった。ロッキーの表情が妙だ。怯おびえたような目をわたしに向ける。瞳ひとみに輝かがやきが失うせていて、まるで死んだような目をしている。

　わたしはいま、ロッキーに〝ここまでの顔〟をさせるようなことを言ったか……？

　ロッキーはうつむき、ショットガンを一いつ挺ちようしまって顔を押さえながら森へと走っていく。

　聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーのいるほうで、別の銃声が鳴る。バンプだ。崖がけを滑すべり下りてきて聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーを側面攻撃して、さらに現れたアゴンロジが、三人いっぺんにトマホークでなぎ払っている。

「隊列が崩くずれたぞッ！　接近して仕し留とめろ」

　ニュー師し匠しようと弟子のコンビが、滑かつ空くうストライド走法で猛接近。リーダーは、銀色のロングソードを振り回してアゴンロジに襲おそいかかっている。甲かつ冑ちゆう姿なのに意外と素早く、剣の切きっ先さきにある穴から針ニードルを発射してアゴンロジにバック転回避をさせている。いや待てアゴンロジ。バック転したら見える。

　リーダーが怒りの声を上げる。

「下着をつけぬとは破は廉れん恥ちな異教徒めッ！」

「そのにょうなものはしらぬ」

　アリスはツバキと手を組み、《霞駆カスミガケ》──あっという間に距きよ離りを詰め、回転するように動いている。超高速スピン・スネイクをくらった四人の男たちが、身体からだを〝く〟の字に折られて吹っ飛んでいく。二人が背中合わせに立つ頃ころには、聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーたちは全員地に伏している。

　アゴンロジが隊長の喉のどにトマホークを突きつけている。リーダーは兜かぶとを取られ、その青ざめた顔を曝さらされているが、強がりの笑みを何とか作ろうと努力している。

「逆さからってもムダだ。いずれ、貴様きさまらもベネディクト様の傘さん下かに入る」

「そんなわけないでしょ」

「見たであろう？　あの火の風を。あれは神の裁さばきだ。聖人ベネディクト様が、黒き天使を呼び出したのだ。その御み業わざによって傲ごう慢まんなる都市アイアンハンドは滅んだ」

　仲間の顔から血の気けが失われる。駆けつけてきたバンプも呆ぼう然ぜんと足を止めている。

　……──滅ほろんだ、だと？

　リーダーが、ひきつりながら叫ぶ。

「神しん獣じゆうよ、穢けがれた魔女ウイツチどもを滅ぼして下さい！」

　奥にあるブリストル・ブッシュの茂みが割れ、巨大なウルフが飛び出て来る。

　バンプが撃ったが、弾丸は毛皮で撥はね返された。ウルフの背には、マダラ模様がある。

「使い魔フアミリアーだ。おまえの出番だぞ、アリス。《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　チャームをスタンバイ。アリスはバックステップして距離を取りながら、素早く弾たまを詰めてゲートを閉じ、撃げき鉄てつを起こす。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──インスタント・クラフト、赤き燃やし尽くす風アシール・ウノレ》」

　これはチャームではない。製造術クラフトだ。わたしは通常の弾丸に刻印を刻む機能を有しているのだ。シリンダーが火を噴ふいて、高速回転を始める。

　アリスは精せい霊れい体たい術じゆつでさらにバックステップ。だが、ウルフに追いつかれる。さらにバックステップ。追い詰められる。牙きばが目の前だ。

「──ミスターッ！　もうッ、追いつかれッ、」

「待たせたな、ローストしてやれ」

　マイ・マスターが引き金を絞る。ウルフは口にくらって、炎を呑のみこんだ。体内を突き破るように炎が噴出して、派手に炎上しながら地面に転がった。

「勝ったつもりか。黒き天使様の御お力ちからは貴様きさまらなど、容易たやすく滅めつするぞ！　神の浄化デイヴアイン・ビユーテイ！」

　リーダーは自分の首に針を突き刺した。即効性の毒が塗ってあったのだろう。すぐに泡を吹いて絶命する。アゴンロジは重々しく首を振ってトマホークの血を払う。

　アリスが心配そうに訊きく。

「ねえ、ミスター。アイアンハンドを滅ほろぼしたとか言ってなかった……？」

「そうだな。すぐに確認しよう。その前に、ロッキー。あの刻紋弾エンブレムド・バレツトはどうした？」

「ツバキさんから買いましたわ」

　ツバキを睨にらむと、ごまかすように口笛を吹き始めやがった。

「散弾シヨツトシエルの状態で、か？」

「バンプに、弾薬変換のチャームをして貰もらいましたわ」

　バンプは高そうな金のブレスレットを素早く隠かくしやがった。

　こいつら買収されていやがる──クソッタレが。

「おい、ツバキ。まだ持っているなら、売れ」

「んー？　ないよー？」

　絶対、隠し持っているだろ。こいつめ……。

「とにかくだ……ロッキー、刻紋弾エンブレムド・バレツトを撃つのはやめろ」

「どうしてですのッ？　わたくしは、ただ……貴方あなたの役に立ちたくてッ！」

「わたしのことを思うなら、やめろ。おまえが思うより危険な行為だ。おまえは充分強い。それ以上など、望むな」

「……ッ！」

　ロッキーは何か言おうとして目を潤うるませ、顔を伏せる。

「………………判わかりましたわ」

　納得した？　もう一ひと悶もん着ちやくくらいあると身構えていたのに、妙みようだな。

　まあいい。いまはアイアンハンドの件を優先しなくてはならない。




　　　　†




　アリスとアゴンロジを斥せつ候こうとして送りこんだ。

　山登りをしてハンノキアルダーの森を隠かくれ蓑みのにして、高たか台だいから観察する段取りだ。密集して生えるこの細い樹木の森は、馬で通るには邪じや魔まになるが、身を潜ひそめるには最適だ。

　山の裏斜面から近づくと煙が霧きりのように漂ただよい始めた。空には火の粉こが舞っている。山火事も起きている。隠おん密みつを慎重にやらせながら、アイアンハンドを見下ろす場所に出る。

　アリスと視覚同調キヤストアイする。このチャームで、わたしはアリスの視界を借りて景色を見ることが出来る。アリスは視力が良いのでレンズで見るよりも鮮明になる。

　火山のような規模の黒こく煙えんが、最初に目に入る。

「…………あれが……街？」

「街だった、もの、だ」

　瓦が礫れきと灰と炎と、瓦礫と灰と炎と──他ほかには何もない。

　滅ほろびたのだ。住民は一人残らず死に絶え、街は地図から消えた。

　爆ばく心しん地ちの手前には、〝敵軍〟がいる。ピューマやウルフ、タイガーやライオン、バッファローといった猛もう獣じゆうが何百頭もいて、信じられないことに新十字軍ネオ・クルセイダーズの騎き士しと一緒に隊列を組んでいる。ただの軍ではない。魔軍、だ。

　チャームによって操られた使い魔フアミリアーたち。通常なら、魔女マスクがコントロール出来る使い魔は、多くてもせいぜい三、四体程度だ。これだけの使い魔を揃そろえるとしたら、少なくとも百人以上の魔女を揃えなくてはならない。

　アズールの予言が、現実になったのだ──……。




　　　　†




　バンプたちを待たせていた洞どう窟くつに着く。

「で、街の様子はどうだったンだ？」

　ロッキーとツバキも奥から歩いてくる。わたしたちが返事をしないので、いぶかしげな表情になっている。

「……どうなさいましたの？」

「悪いニュースがある」

　わたしはアイアンハンドで見た光景について伝えた。話が進むにつれ、三人の顔から血の気けが失うせていく。

　バンプが首をふりながら叫ぶ。

「ストップだ！　質問させてくれ。じゃあ、あの風は……」

「アイアンハンドを滅ぼした刻紋弾エンブレムド・バレツトの爆風だ。この時代だと、人口は三千人弱だろうな」

「そんな大量に死んだのかよッ!?　あんな一いつ瞬しゆんで、かッ？」

「死んだ」

　バンプは言葉を失い、聖水の瓶びんに入ったバーボンを呷あおり、飲み干して地面に叩たたきつけて割る。

「冗談じゃねえ……アイアンハンドには……あいつがッ！　畜生ダムドッ──」

「すまなかった、バンプ」

　バンプは近くの岩を拳こぶしで殴なぐりつけている。

「ゾォードは止められたってのに……こんなあっさりと大だい虐ぎやく殺さつを許しちまうなんて」

　バンプの言う通りだ。自分が不ふ甲が斐いない。

「新十字軍ネオ・クルセイダーズは南に向かっていた。進路にはビッグホーン牧場もある。ここからはいったん別れて行動するぞ。城に向かうのはアリス、アゴンロジ、ツバキだ。バンプはフォート・グレイギャップへ行き、このことをクラウン中将に伝えて欲しい。ロッキーはビッグホーン牧場に戻れ」

　ロッキーは顔色を変えて叫ぶ。

「──イヤですわッ！　絶対一緒に……、」

「ワガママを言っている場合じゃないだろうがッ!!」

　言ってしまってから、気づいた。あまりにも大きく怒ど鳴なりすぎていたことを。

　静まり返っている。ロッキーはたじろぎ、目に涙を浮かべている。

「…………ワガママ……」

「すまない。言いすぎたな……だが、状況を考えてくれ。いまおまえはビッグホーン牧場に戻り、家畜とカウボーイとその家族を避難させるべきだ。片づけたらすぐに合流すればいい」

「……わたくしがいなくても、平気なのですわね」

「そうは言ってない」

　ロッキーの瞳ひとみがアリスを捉える。その青い瞳に一いつ瞬しゆんだけ闇ダークネスがよぎったように感じ、わたしの銃身に悪お寒かんが走る。

　まただ……この感覚、前にもあった。

「……ロッキー？」

　アリスが不安そうに訊きくと、ロッキーの瞳から翳かげりが消える。

「いえ。なんでもありませんわ。ミスターがそう言うのでしたら従いますわ」

　あっさり引き下がった──？　いつも、散さん々ざん抵抗してきて押し通そうとするロッキーが……。

　違和感を感じながらも、ロッキーが出発準備に取りかかったので会話はお開きだ。

「ねえ、ロッキーがヘンじゃなかった？」

「気のせいだろう。おまえも準備しろ」

「そうかな……」

　アリスはもう一度ロッキーをふり返ってから、自分の馬のほうに行く。

　判わかっている。何かがおかしいことは──。

　だが、ベネディクトと魔ま軍ぐんが結びついた以上、事態は一刻一秒を争う。どこかの街を〝第二のアイアンハンド〟にさせてはならない。
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　月のない夜。空を覆おおっているのは雲ではなく。黒々とした灰だ。空から降ってきて、地面に積もり始めている。風は止やまず、鼻につく臭しゆう気きを運んでくる。

　街道には敵がいるかもしれないので、その手前の丘で野宿をしている。さすがに火は起こせず、暗すぎるのでランタンを一つだけ置いてある。アリスとロッキー、ツバキとアゴンロジは固まって眠っている。

　わたしは切り株の上に置かれている。見晴らし良くするためだ。

　奥に寝ていたバンプが身を起こす。

「見張りは？」

「わたしだ。あと二時間ある。寝ていて大丈夫だ」

「そっか……」

　わたしの元に来て、別の切り株に腰を下ろす。

「どうした？」

「いや、ミスターよォ……実はな。アイアンハンドに行くなって警けい告こくしたヤツの話をしたろう？　あれな、俺のアニキなんだよ」

　バンプにとって兄と言えば、劣等感の元げん凶きようだ。バンプは子供時代を牧師であった父親に連れられ、《新ラテン共和国ヌエボ・ラテイウム》で過ごした。なにかと優秀な兄に較くらべられ、嫌いや気けの差したバンプはワルどもとつるみ、犯罪にも手を染めた。ついには家である教会を追い出されたそうだ。

　そこからはギャングのメンバーとなり、用心棒となり、悪党フルコースをご堪たん能のうだ。

「いまは宣教師になってやがった。去年生まれた子供のこととか嬉うれしそうに話してやがンだ」

「……そうか」

「イヤなヤツだった。クソのようにアタマが固くて、いつか弾たまをぶち込んでやるって思ってたンだ。グリーンフォークの路地で、偶然会ったンだ。何年ぶりか覚えちゃいねえほど、久しぶりだったぜ。だけど怨うらみは覚えてる。撃うってやろうと思ってた。だけどよ……ミスターは言ってたよな……マリアが浮気したときも、エイミーのときも。許して、抱き締しめろてよォ」

「…………。兄を抱き締めたのか？」

「さすがに、そこまでしねえけどな。話そうと思ったンだ。話す気にもなれなかったがよ」

「で、親バカ話か」

「そうだよ。さすがに拍ひよう子し抜けしたけどな……こうやってアニキと笑いながら話を出来るのは、ミスターのお陰かげだと思ったぜ」

「わたしの？」

「ああ。ミスターと出会わなけりゃ、俺の感情表現はこの拳けん銃じゆうでしかなかった。間違ってるのは判わかってたが、その泥沼から抜け出せねえ毎日を過ごしてたンだ……あんたは俺の神様だ。救い出してくれた。泥沼から這はい上がる方法を教えてくれた……」

「買いかぶりすぎだぞ。で、その兄はグリーンフォークの教会に用事だったのか？」

「………………」

「バンプ？」

　彼の無ぶ骨こつな顔から、笑いが消える。ランタンをみつめながら答える。

「……ベネディクトだ。あいつの間違った神の教えを正すと言ってやがった……」

「まさか、アイアンハンドにいる〝あいつ〟というのは──、」

「アニキは出発直前だった。一足先にアイアンハンドに発たったンだよ」

「だから、おまえは……あんなに怒っていたのか…………」

　バンプの目から哀かなしみの色は消え去り、残ったのは憎ぞう悪おに満ちた野や獣じゆうのような眼光だけだ。

「ミスターのせいじゃねえ。俺も子供じゃねえンだ。アニキがどうなったか、想像もつく。やることなんざ一つだ。アイアンハンドで何か起きたなら、起こしたヤツに代だい償しようを払わせる。そういう話だろ？　なあ、ミスター」

　復ふく讐しゆうなど、やめておけ──。

　そう言いたかった。だが、大アリスに復讐を許したわたしが、バンプの憎しみを止めることなど出来ない。未来のこいつは、アリスに自制を促しながらも最さい期ごまで復讐の旅に付きあってくれた恩人だ。

「好きにしろ」

「ありがとよ、ミスター」

　バンプは腰を上げ、どこかに歩いて行く。

「おい……」

「アタマを冷やしてくるだけだ。心配ねえよ」

　憎しみが憎しみを呼び、連鎖していく──。

　この先に待つのは、壮絶な戦いしかないのだろう。わたしは、こいつらを戦わせることしか出来ない。心が痛む。戦わせたくない。戦いたくもない。だが、運命がそれを許さない。これは宿しゆく業ごうか？　あるいは自らが招いた因いん果がか？

　だが、戦いの運命に迷いを抱くのは筋違いというもの。わたしは拳銃なのだから。

　どんなに理屈をこねようが、この身は戦いの道具でしかないのだ。
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「Ｒ、Ｅ、Ｄ」

「えと、あーる……いー……でぃー……」

「何でＤを三角形にする？」

「もぉっ、読めればいいでしょッ！」

「Ｒの上は丸いのにか？」

「ミスター、さっきから細かいよっ！」

　アホとハサミは使いようだ。新聞を解読する、なんて公言するマイ・マスターだが、だからこそ扱いやすいときもある。アリスに文字を書いて貰もらっているのだが、普通に言ってもスペルが判わからないので、アルファベットを直接言っている。サーカスのチラシの裏に、珍ちん妙みような文字が並んでいる。読めることは読めるが、字のビジュアルがいちいちツッコミ待ちで腹立たしい。

「Ｂ、Ｕ、Ｄ」

「バッド？」

「それはＢＡＤだろうが」

「びー、えー、てぃ、じゃなかったっけ？」

「……おまえ、学校で何を教わってきたんだ」

「ちゃんとがんばったよ！　先生、最初のうちは『アリスちゃんはたくさん質問する良い子ね』って言ってたのに、だんだん質問すると『アリスちゃんは少し黙だまっていてね』って睨にらまれるようになって……」

　教えても教えても忘れてループするから、面倒になったんだな。判るぞ、先生。

「ところで、レッドは赤でしょ？　バッドは？」

　だから、バッドじゃないって言ったろうが空回りルーピイ野郎め。

「ＲＥＤとＢＵＤで、『ご機き嫌げんよう』という意味になる」

「うっそッ!?」

　噓うそに決まっているだろうが。思いっきり信じてやがる。まったく扱いやすくて助かる。

　全文書かせたとき、ちょうどバンプが来た。

「そろそろ出発すンぜ……」

　アリスが手を上げながら、嬉うれしそうに言う。

「レッド・バド！」

　バンプの眉まゆが困ったようにへにゃる。

「…………？　何だそりゃ」

「バンプ、電報を打ってくれ。宛あて先さきと、文面はそこに……」

　アリスから受けとったバンプが、さっと目を通し、アリスを見て、わたしを見る。

「……ミスター。マジでいいのかこれ？」

「頼んだぞ、バンプ」

　アリスはいぶかしげに目を細め、わたしを睨んでくる。

「ちょっと何なのよ、いまのやりとり……」

「誤字があったんだろう。いいから馬に乗れ」

　アリスが馬へと歩いていく間に、ロッキーが出発してしまった。

「あ、ロッキー……」

　言葉を返すどころか、こちらをふり返ることもなく、馬を疾しつ走そうさせて丘を下っていく。

「……やっぱりヘンじゃない？」

　わたしの感じた違和感は、どうやら本物だったらしい。

　ロッキーを怒らせたか、傷つけたか──どちらかをやらかしたのだ。だが、いまは関係修復の時間がない。合流してから謝罪するか……。
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　バンプと別れて、アリスとアゴンロジは馬を走らせる。ツバキはアリスの背中にしがみついている。まずは街道を離れて道なき道を疾走する。アイアンハンド周辺は丘きゆう陵りようと深い谷がくり返される地形で、樹木が多くサボテンは少ないものの、基本的に荒れ地だ。剝むき出しの岩肌が景色の中に常にある。封鎖された鉱山の入り口を横切る。アイアンハンドは鍛か冶じの街だった。良質な鉄てつ鉱こう石せきが採掘されるためだ。腕うで利ききの職人も多い。だが、その技は途絶えた……。

　二時間ほど走り、馬を木に繫つながせる。

「ここから先は歩くぞ」

　進路を指示すると、三人は身を低くして走り始める。速い。しかも、足音がほとんどない。これが、わたしの描いた勝利の方程式──サラブレット三頭態勢だ。アリス、アゴンロジ、ツバキ。三人とも隠おん密みつスキルに関してだけいえば、達人級だ。

　夕闇の中に、城が見えてきた。デッドロックの頂上に築かれた石の城じよう塞さい。注意深く城壁に近づく。アゴンロジがトマホークを投げて城壁に引っかけ、ロープを巻き上げて一いつ瞬しゆんで登り終える。そして残りの二人にロープを垂たらし、するする登らせる。

　城壁を進んでいく。隠かくれる場所が無くなると三人は胸きよう壁へきに手の力だけでぶら下がり、横スライドで移動して、新十字軍ネオ・クルセイダーズの見張りをやり過ごす。

「ジョーのヤツ、死守楼キープの警けい備び担当になったってよ。しかも最上階だ」

　見張り同士が話している。

（止まれ）

「クソ、鳥とり籠かごのアメリア様を見み放ほう題だいかよ……羨うらやましいぜ」

「おまえら、あんまり話していると騎き士しの連中にどやされるぞ」

「あんただって、スモーキー＆ロックス三大美女は見たいだろうよ？」

「そりゃあ、な……」

　笑い声が起こっている。どうやらこいつらは雇やとわれ兵か。重要な情報をべらべら喋しやべってくれて、こっちは助かるがな。

（進め）

　見張りたちから充分離れてから城壁通路に復帰し、階段を下りて大勢が馬車への詰み出し作業をしている食糧備蓄広場に入る。

　妙みようなものが目に入った。丘ほどもある大きさの、巨大甲かつ冑ちゆうだ。城壁からアタマがハミ出しそうになっている。一見彫ちよう像ぞうのようだが、可動部分がしっかり作られていて、いまにも動き出しそうだ。アゴンロジが青ざめる。

（……鉄巨人ら）

（刻紋石エンブレムド・ストーンを奪うばいにきたってヤツか）

　動いていないようなので、無視して通り過ぎる。あんな巨大な兵器を使われたら、太た刀ち打ち出来ないな。荷箱や樽たるを縫ぬうように動き、働いている連中の横や後ろを歩み抜ける。暗いので気づかないのもあるが、三人が別々のルートを通って誰だれも見つからないのは異常だ。

　広場を抜け、厩きゆう舎しやへ。ワラの山の中に三人飛びこむ。

（……ここからどこに向きゃうのら？）

（西に一番大きな建物があるだろう。あれが死守楼キープだ。最上階に向かえ）

（了解しちゃ）

　兵舎の屋根へと登ると、アゴンロジがトマホークを投げ、死守楼キープの壁にロープを張って登らせ、最後にアゴンロジが巻き上げ移動で追いかける。採光の小窓まで登とう攀はんして、アゴンロジが窓の鉄格子をトマホークで切り裂き、そこから侵入する。アゴンロジの先導で通路を進む。螺ら旋せん階段を上がり、最上階へ。かなり大きなドアがある。かんぬきが掛かっていて、二人が見張っている。今度は天井が広いのでアゴンロジがトマホーク移動で見張りの上に行き、ツバキとアイコンタクトして同時攻撃。危なげなく仕し留とめる。

　かんぬきを開け、ツバキとアゴンロジが二人がかりで少しだけ大扉を開ける。アリスは隙すき間まから中を覗のぞこうとしたので、視覚同調キヤストアイしようとしたときだ。




「───我が城にお越しいただきまして、光栄です。《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》よ──」




　幽ゆう鬼きのような不気味な声が響ひびき渡ると、大扉がツバキたちの手を離はなれて独ひとりでに開く。三人は大広間に曝さらけ出されて硬直する。

　目の前に二十人横隊、二列に並んだ聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーがいる。

　床は絨じゆう毯たんに覆おおわれ、天井には巨大な鳥とり籠かごが吊つるされ、その中に色っぽく華やかな容姿の女性が囚とらわれている。アメリア・マンソンだ。社交ドレスに身を包み、太い鎖のついた首輪をされ、逃げられないようにされている。その目は絶望に翳かげり、輝かがやきを失っている。

　奥に玉座があり、黄金の甲かつ冑ちゆうをまとった《城主キヤストラン》が座っている。未来の世界のベネディクトと同じ顔だが、血の気けの失うせた肌に虚うつろな目。まるで死者だ。

「……いまの声はスティールだな？　我が城、と言ったな」

「はい。申し上げました」

　幽ゆう鬼きじみた男が歩み出てくる。片腕は剣並みの刃渡りのハサミ。片目に懐かい中ちゆう時計を縫ぬいつけ、眼帯代わりにした異い貌ぼうの凶紳士──《魔ま犬けん》スティール・ボーマンだ。

「ベネディクトには人形になっていただきました」

「人形？」

「脳の一部を切除して、人を言いなりにさせるという未来の医術です」

　ベネディクトが壊こわれたような声を発する。

「ハ、ハハイ、スススティール様の言う通りデデデす。スススべて従イイイます」

　喋しやべりながらランダムに瞳ひとみが動く。完全に壊れてやがる。

「ロックフェローとの秘密のやりとりは、実は計算内でしてね。アメリアをエサにすれば、貴方がたをおびき寄せられると思いまして。ここで罠わなを仕掛けさせていただきました」

「罠をかけたのはいいが、おまえがここにいる必要はあるまい」

「もう、脚本は書き終えたのです」

「はぁ……？」

「合衆国フロンテイア・コモンズを手中に収める脚本を、ある御お方かたに提出したのです」

「闇の主マスターダークとやらか」

「ええ。偉大な魔女です。彼女になら、わたしの脚本を託せる。そして脚本さえ渡せば──わたしは、欲求を満たせる」

「欲求だと？」

「貴方あなたと戦いたいのですよ、サラマンデル。自らの肉体を用いて、ゾォードすら倒したという戦いの神しん髄ずいをこの目で確かめたいのです」

「最さい期ごまでおまえは変わり者だったな」

　スティールの口元に不敵な笑みが浮かぶ。

「貴方の命いのち乞ごいを聞くのが楽しみです。ご自身の命では何とも思わないでしょうから、アリス・ヘイワードの命をいただきますよ」

　スティールがハサミを鳴らす。

「大丈夫なの……？」

　アゴンロジがトマホークを両手に構える。いつも冷静なお師し匠しよう様の額ひたいに汗が浮かんでいる。

「やりゅしかありゅまい」

「逆に考えろ。これはベネディクトとスティールを一度に潰つぶすチャンスだと。ツバキ、アメリアを救い出せるか？」

「使わないと……ダメみたい、かな？」

「使う？」

　ツバキはお腹なかを手でつまみ、ぐいぐい押し上げ、パンパン叩たたく。その後喉のどをこすり上げ「うぺっ」と口から何かを吐き出す。

　それは銀色の紋章が刻まれた弾丸───刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。

　銀の《大群飛蝗ハエスト・ハーコタ》──青き《蝗虫ドラツガ》の改良版。撃うった対象を任意の場所へと瞬しゆん間かん転送出来るだけでなく、その周囲六バレッセル以内の者も一緒に転送する。

「貴重な刻紋弾エンブレムド・バレツトを、妙みような場所にしまうな！」

「細かいことはいいじゃん。あの人、どこに送るんだよ？」

「ダートラグの廃教会だ！　そこでロックフェローという人物と合流しろ」

　アゴンロジの鋭い声がかかる。

「くりゅぞ」

「浄化射撃ゴツドブレス・シヨツト──撃て！」

　聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーが発火弾を撃ち始める。命中率が悪いので弾だん幕まくは三人をかすめもしないが、火の玉のように飛んだ発火弾は、絨じゆう毯たんに落ちると閃せん光こうのような炎を発する。

「気をつけろッ！　この絨毯は易い燃ねん性せいの薬品を仕込んである」

「いねんせい[image: ]」

「異常なほど燃えやすいということだ！」

　聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーが撃ちまくると、あっという間に火の海が出来上がる。留とどまれば煙を吸って死ぬ。

「散れ！　動き続けて撃ちまくれッ」

　アゴンロジとツバキが煙の向こうに消える。アリスも反対方向に走る。煙のせいで視界不良だがおかまいなしの全力疾走だ。うっすら見える影に向かって撃ちまくる。

「稲妻いなずまよ、そりぇはわたちら！」

「あ、ごめんアゴちゃん……わっ」

　アリスの前を、ビュンと音を立てて通り過ぎたものがある。おそらく、ツバキだろう。アリスは突き飛ばされたようになって、よろける。

「……いたたた、ツバキちゃん胸にぶつかったよ！」

　遠くで「わざとだよ」という声が聞こえた。あの野郎。銃声があちこちで上がる。敵もムチャクチャに撃ってきて同士討ちをしている。これではいかんな。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　チャームをスタンバイする。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──採掘者の眼め》」

　アリスの目でもオロゴを見えるようにするチャームだ。視覚同調キヤストアイしてわたしも見る。

　煙の中でも、光る人影が透すけて見える。

「ほっ、あれが敵ッ？」

「そうだ。ベネディクトは洗脳のチャームで配下を操ることが出来る。そのオロゴだ」

　アリスは煙の中を駆け回りながら撃うちまくる。敵は見えないのに、こっちは見える。いい形だ。問題は──、

「アホ！　そっちは……」

　煙が晴れる。勢い余って煙の外に出てしまったのだ。本当にアホだな、こいつは！

　聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーが撃ってくる。

「神の浄化デイヴアイン・ビユーティ！」

「「「「──神の浄化デイヴアイン・ビユーティ！」」」」

「わわわわっ」

　撃ちまくられて、手前を火の海にされてアリスは急ブレーキ。後ろに逃げようとしたら、煙の中から剣を構えた聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーが出てきて──、

「わわわっ、わぁあああ──ッ!?」

「スネイクだ、アリスッ！」

　アリスはわたしの指示に従い、剣を紙かみ一ひと重えでかわしつつ踏ふみこんで、その頭部にスネイクのハイキックをくらわす。聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーはのけぞって倒れ、アリスはそいつを踏み台にしてジャンプ、火の海を避さけて逃げる。

　刃やいばの交わる金属音がする。煙の切れ目から、その対決が見えた。

　スティールとアゴンロジが対決している。嵐あらしのように叩たたきつけられるトマホークの縦じゆう横おう無む尽じんな遠えん隔かく攻撃を、スティールはハサミ一つで防ぎまくり、あの奇き妙みような拳けん銃じゆうで反撃する。撃げき鉄てつも起こさない。引き金を絞るだけで次の弾たまが出る。なんてイカサマな銃だ！

　アゴンロジは射撃に圧おされて後退を始めるが、煙の側そばまで引きつけて、煙の奥へと消えてから天井にトマホークを打ちこみ、急降下攻撃する。気づいたスティールが上に向けて撃つが、アゴンロジは今度は床にトマホークを打ちこみ、リールを巻いて落下軌き道どうを変えて射撃をかわし、弾たまが切れたところでスティールに接近して旋風のような回転トマホーク攻撃を加える。よし、巧うまいぞ──、

「ダメ、アゴちゃんッ！」

　アリスが正しかった。スティールの口元に笑みが浮かび──。

　その身体からだが分裂して、十二匹のコウモリとなって飛び去る。

「───なんりゃッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、すべてのコウモリがローマ時代に用いられた決闘剣カツツバルゲルに変わって猛もうスピードの直線飛行を始め、一斉に襲おそいかかって来る。

　アゴンロジは焦あせりで逡しゆん巡じゆんしたが、ギリギリで剣けん先さきをかわす。だが、最後の一発を避けきるにはステップが遅すぎた。腹に撫なで斬ぎりをくらって、血が飛び散る。

「アゴちゃああああんッ！」

　なんてこった──お師し匠しよう様、負傷とは。スティールめ。あんな隠かくし技わざを。

　蹲うずくまったアゴンロジを救ったのはツバキだ。首根っこを摑つかんで《霞駆カスミガケ》し、離り脱だつする。そして《霞駆カスミガケ》を連射して、鳥とり籠かごに取りつく。

「使うよ！　こっちにッ」

　ツバキはタネガシマの銃じゆう口こうに刻紋弾エンブレムド・バレツトを押しこんでいる。銀の《大群飛蝗ハエスト・ハーコタ》を使うつもりだ。駆けつけるアリスの前に、コウモリの大群が立ちはだかる。

　コウモリは、人間ステイールの姿になる。

「幕引きにはまだ早いですよ──」

　回転弾倉シリンダーのない、箱のようなカートリッジがついた奇き妙みような銃を、寝かせ撃ちサイドウエイ・シヨツトで向けてきている。どうやらやる気らしい。

「ツバキ、アゴンロジ！　行けッ！」

「しきゃし……」

「行けッ！」

　走りだそうとするアゴンロジの手を摑んでから、ツバキが銀の《大群飛蝗ハエスト・ハーコタ》を撃うつ。三人の姿が青い閃せん光こうの中にかき消える。聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーたちが、アリスを囲む。完全包囲だ。

「…………」

　アリスにかける言葉を探しているが、どうにも見つからない。逆境なんてレベルじゃない。

　これは───死し地ち、だ。味方はいない。手元に、この状況で使えるような刻紋弾エンブレムド・バレツトはない。倒すべき敵が、目の前にいる──ただそれだけのために、わたしはアリスを死地に立たせている。本当に愚おろかな銃だ、まったく……。

　だが、どうしてだろう──？　やれる、と思ってしまうのだ。このアリスと一緒なら──。

「……悪いな、アリス」

「いつものことでしょ、ミスター」

「ああ。そうだ……いつものことだな、アリス…………」

　スティールが冷たく笑む。

「戯ざれ言ごとはそこまでにしていただきましょうか。一いつ騎き打ちなどという気け高だかさにも憧あこがれますが、ここはわたしらしく行かせていただきますよ」

　聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーが一斉射撃の準備をする。

　さあ、マイ・マスター……逆転劇の時間だ。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　チャームをスタンバイする。

「正義なき者よ、銃弾の葬送曲レクイエムを聴け──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」

　わたしの思考が、アリスと《リンク》する。

　アリスを通じて肉体の感覚も、いまなら感じられる。頭は冴さえ渡り、視界はクリアとなり、出来ないことなど何一つ思い浮かばない。思考の完全同調──それがこのシンフォナイズ。最高の戦闘用アームドチャームだ。

　いまのわたしには判わかる。このアリスの肉体に、漲みなぎるエネルギーを。アリスはツバキの特訓に耐えながら、新たな力を培つちかってきた。彼女の筋肉はオロゴを吸って戦うよう進化している。

「アリス……奏かなでろ、勝利を」

　アリスは腰を落として、スタート・ダッシュの姿勢を取る。

　スティールは騎士国ランスランド風に礼をしたかと思うと、芝居がかった口調で告げる。

「───《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》よ。貴女あなたに相応ふさわしき最後ラスト・シヨツトを──ご堪たん能のうあれ」

　アリスが敵を睨にらむ。集中力を研とぎ澄すまし、その一いつ瞬しゆんを待つ。

　スティールがコートを撥はね上げる、その瞬間を。

「幕引きフイニツシユです！」

　時は来た───スティールのコートの裏にある大量の刻紋弾エンブレムド・バレツトが見えて──アリスの瞳どう孔こうが動く。その光景を瞬間記憶で脳裏に焼きつけ──得た情報を元に計算する。

　勝利への最短ルートを──……、

　───走れッ！

　オロゴを吸った筋肉が、爆ばく発はつするように動く。凄すさまじい量のオロゴが刹せつ那なにて消費される。空気は唸うなりを上げて、景色は〝流れる〟というより───〝飛ぶ〟──。

　ツバキがタネガシマを使わなければ出来ない超高速移動《霞駆カスミガケ》を、アリスは自らの肉体で行うスペックがあるのだ。




　アリスの目の前に、スティールがいる。




　いや、スティールの目の前に、アリスが移動したのだが、唐とう突とつすぎてそうは見えない。鼻と鼻が当たるような距きよ離りにいる。スティールは目を剝むいて、こっちを見ている。

　驚おどろいたろう──？

　これが、おまえの計算出来ない世界──────人間の可能性───だ。




　───スリ盗とれッ！




　見えない動きでアリスの手が動き、スティールのコートから必要な銃弾を抜き取り、ガンベルトに入れる。アリスの手て癖くせが悪くなったと怒っていたが、役に立つとは思わなかった。

　ようやく我に返ったスティールが、拳けん銃じゆうの引き金を絞ろうとする。その、カンマ何秒かの間に、次の指示を実行させる。

　───一番、《駿馬シユンカ・ワカン》──撃うてッ！

　青の《駿馬シユンカ・ワカン》──この刻紋弾エンブレムド・バレツトは、使えば敵がスローモーションになり、銃弾を目で見て避さけられるほどに、使い手の行動速度と神経速度を増幅させる。最強クラスの弾たまの一つだ。

　目にも留まらない早技でリロードを果たし、スティールが引き金を絞るのと同時にショット。

　スティールが一いつ瞬しゆん勝ち誇ったような顔をしたが、すぐに異変を悟ったようだ。

　ヤツは《駿馬シユンカ・ワカン》を使ったので、一方的に勝てると思ったのに、アリスも同じ速度で動いている。

　───一番、《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》──二番、《蝗虫ドラツガ》──撃てッ！

　赤の《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》を使えば弾数無限かつ、ガトリング砲を超える猛もう連射を叩たたきこめる。

　スティールも動く。ハサミで斬りかかって来たのだ。アリスはスウェーバックでかわしながらリロードし、一番を撃つ。バック転しながら空中で《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》の射撃を開始、聖竜撃兵ドラゴン・ガンナーたちを猛速連射でなぎ払う。その足が地に着くまでにザコどもを殲せん滅めつする。

　──二番、撃て！

　青の《蝗虫ドラツガ》の効果は、魔弾の射手チヤーム・ガンナーの記憶にある場所になら瞬間移動テレポート出来る、というものだ。景色が変わる。瞬間移動した先──そこはスティールの背後だ。

　素早くふり向くスティールに銃じゆう口こうを突きつける。ちょうど、右目にある眼帯代わりの懐かい中ちゆう時計を狙ねらっている。

　撃つ──。スティールがコウモリの大群になって逃げ散ったかと思うと、アリスを放射状に包囲する。その姿が、決闘剣カツツバルゲルに変わる。

　──そうだな、スティール。その姿になれば、勝てると思ったろう。その身を鉄とすれば、自分が傷つく心配もなく一方的に攻撃出来る。

　だが──その強力なチャームは、おまえの戦いを腐らせる元げん凶きようとなった。

〝これさえ使えば敵を倒せる〟なら、肉体を鍛きたえ、技を磨みがく必要もない。だからおまえは頭脳戦に専念したのだろう。完成されたチャームという優位が、おまえの敗因だ。

　十二本の決闘剣カツツバルゲルが一斉に襲おそいかかってくる。

　アリスは目を閉じて、わたしの指示を実行する。もはや、見る必要とて、無いのだ。

　──《駿馬シユンカ・ワカン》が切れる。




　……──────刃やいばが、キィ───ンと、澄すんだ音を立てる──。




　飛んできた十二本の決闘剣カツツバルゲルが、互いを突きあって、綺き麗れいな円形に組みあわさっている。

「スティール──これが、おまえに相応ふさわしい最後ラスト・シヨツトだ」

　アリスは剣の真下でわたしを構えている。その引き金を絞る。

　銃じゆう口こうから、真まっ赤かな光の筋が迸ほとばしり、組み合わさった決闘剣カツツバルゲルを円の形に一いつ閃せんする。

　赤き《光芒チエ・ガ・ソームク》───超高温の光の束たばを放つこの刻紋弾エンブレムド・バレツトなら、鉄であろうが何であろうが溶解してしまう。古代の剣が赤く溶け始め、融ゆう合ごうしあってドロドロになる──アリスは素早く転がって、垂たれてくる液化した鉄を避さける。

　悲鳴が聞こえる。スティールが元の姿に戻ったのだ。

「いぎゃァ、ヴぇいうぇァァアアアがひあッ──ッ！」

　肉体のパーツがぐちゃぐちゃになっている。頭部と腰が繫つながっていて、ハサミが体内に向かってくっついていて、腕がアタマから生はえ、脚あしの一部は胸にくいこんで、手の指は頰ほおから出ていて──もはや、この世のものではない。

　そのすべてが液化し、だんだん溶け始めている。

「……ぎひゥ…………やって……くれましたね……」

「その状態で、まだ喋しやべる余裕があるのか」

「いい気にならないで……いただき……たい。闇やみは深いのです……貴方あなたでは、勝てないのですよ……世界の、憎しみの、根源に…………」

「憎しみの根源だと？」

「それは……連鎖しているのです……宿命が重なりあい、絶対に止まらない。あの御お方かたこそ、真の悪しき運命の循環サイクル・オブ・フエイト──何度でも蘇よみがえり、世界を死で満たす《神》……」

　溶けた口元が、笑みらしきものを宿す。




「《冥府あまねく統べし闇の骨ミクトラン・テクートリ》──なの……で……す…………」




「何だと……ッ？」

　聖地であるマコシカ岩を旅したときに、アズールがメソ文明時代の彫刻を見せてくれたことがあった。彫刻は二つあった。炎の髪の天使が、手にした銃から螺ら旋せん状の炎を放つ彫刻──アズールはこれを《嘆く炎の乙女シヨロトル》と呼んだ。そしてショロトルと対たい峙じする怪物がいた。単眼ヒトツメの人骨が、黒い闇をまとっていて、周囲の生き物の命を絶えさせていた。

　それが《冥府あまねく統べし闇の骨ミクトラン・テクートリ》だ、とアズールは言った。敵だと。わたしの夢を司つかさどる、《精霊の旅スピリツト・ウオーク》はこいつに対抗するためのチャームだと言った。つまり、この人骨の怪物こそが、この悪あしき運命を紡つむぐ《真の敵》なのだ。

「《冥府あまねく統べし闇の骨ミクトラン・テクートリ》とは闇の主マスターダークのことか!?　答えろ、スティール！」

　答えられない。頭部まで溶けて、死んでしまったのだ。

　妙みようなことが起こった。スティールの骸むくろが、白い光の粒になって消えていく。

「……この光は…………？」

「あれ？　これって、どこかで見た気が……」

　答える暇はなかった。爆ばく音おんと共に、広間の壁が吹き飛ぶ。爆風をくらってアリスがよろめく。

「……な、なに？」

　煙が充満して何も見えないが、音がする。聞いたことのある、イヤな回転音だ。

「──伏せろ、アリス！」

　咄とつ嗟さに動いてくれて助かった。轟とどろきのような銃声が発され、煙の向こうから嵐あらしのような量の弾丸が飛んでくる。ガトリング砲だ。広間をくまなく掃そう射しやしている。まだ玉座に座っていたベネディクトが、この砲撃で穴だらけになる。煙の切れ目から、敵の正体が見えた。あの鉄巨人だ。顔のバイザーが上がり、その中に入っていたガトリング砲を連射している。

「な、なぁあああッ!?」

「この広間ごと殲せん滅めつするつもりだな。脱出するぞ！　一番、《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》──反対側を壊こわせ！」

　アリスは刻紋弾エンブレムド・バレツトを装そう塡てんし、射撃シヨツト。着弾した壁が砕け、床にまでヒビが入り、地割れが起こり、そこにあった骸むくろが階下に呑のみこまれていく。

　鉄巨人の頭部が離はなれたかと思うと、今度は腕を入れてきた。二の腕のカバーが開き、中から大砲キヤノンが出てくる。

「ヒィ──ッ！」

「外に飛べ！」

　アリスは壁の崩くずれた部分へと走り──空に、飛び出す。

　後ろで大砲キヤノンの大だい爆ばく発はつが起きて、爆圧で姿勢を崩し、回転しながら落ちる。
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「いやああああああっっ──」

「姿勢を立て直せ！」

　アリスは手て脚あしを広げて抵抗を作り、なんとか回転を止めようとしている。なかなか巧うまくいかなかったが、徐々に収まってくる。

　下を見る。高い。飛び出たのが崖がけ側だったので、地上まで八〇バレッセルくらいある。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──蜘蛛霊イクトミの見えざる手》ッ！　アリス、足場を作りながら落下の勢いを殺し続けろ！」

「すっっっごぉぉぉいッ、高いんだけどッッ!?　そんな何回も使うほどオロゴあるのッ!?」

「──ないッ！」

「ぎゃあああああああああああああ──死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ死ぬ！」

「落ち着け！　死なない程度まで節約して使って、落下速度を殺すんだ！」

「死ぬとか殺すとか、そーゆー表現やめてよねッ」

　おまえも死ぬ死ぬ言っていたろうが。アリスは精神集中して足場を作り、一いつ瞬しゆん着地してからまた落ち、さらに足場を作り、また落ち……をくり返していく。オロゴ感かん応のうのレンズに切り替える。どんどん残りオロゴが減っている。足りないな……これは……アウトコースか……？

　ダメだ、これでラストにしよう。残ったオロゴを銃身に蓄えて、最後まで使い切らないようにしておく。アリスがしばらく落ちて精神集中して『あれ？』という表情になる。

「……ん？　んんんんんッ!?」

　念動力サイコキネシスが発動しない。猛もうスピードで落下していく。

「ん──ッ!?　出ないっ!?　出ないっ!?」

「アリス、よく聞けよ」

「ほへッ？」

「いままで楽しかった……悪口も言ったが、可愛かわいさゆえだ。恨うらまないで逝いってくれ」

「イヤァァアアアアア──ッ！　それ、最さい期ごの言葉じゃないのッ？　ヤダヤダヤダッ、まだ死にたくないよう！」

　パニックになるアリスへと、声がかけられる。

「教えてやればよいものを。まったくタチの悪いチャームガンめ」

「ほへッ？」

　その声にアリスがふり返る。白いフクロウが飛んでくる。やはりこいつか。さっきから羽は音おとが聞こえていたので、そうだとは思っていたが。フクロウはチャームを唱となえてくる。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──白き雲ヴオーベソクウ》」

　ふわり、とアリスの身体からだが浮いて、風に乗って流されていく。

「えっ──浮いてる？　なにこれっ」

「重さを減らすチャームである」

「あっと、えと……このフクロウは、アズールさんだっけ？」

「然しかり。感謝の言葉はまだであるか？」

「あ……ありがとう」

「うむ。重い貸しだな。壮絶な恩返しを期待する」

「……ぇぇえ？」

「おまえはフクロウを通じてチャームが使えるのだな」

「判わかっていたから、焦あせっていなかったのではないのか？」

「推論では、な。わたしたちが竜たつ巻まきに飛ばされたときに『助けた』と言ったので、よくそんな芸当が出来るなと思っていたが、こういうことか」

「待て。黙だまれ」

　フクロウの目が鋭く走る。わたしにも、その理由は察知出来た。後方から大きな羽音が聞こえたのだ。レンズを向けると、腿赤鵟ハリスホークがこちらに迫ってきている。

「どうやら、助力はここまでになりそうである」

　白いフクロウが離り脱だつすると、ハリスホークがそっちを追う。アリスはゆっくりと落ちていき、谷に着地する。川は小さく、両側は絶壁に挟はさまれている。

「よし。下流に向かえ」

「…………」

「アリス……？」

　唐とう突とつに───アリスが倒れる。

　倒れるときに、わたしの握りグリツプに血が降りかかる。

「おいッ──!?」

「ごめんね……くらっちゃった……みたい」

　アリスの背に甲かつ冑ちゆうの破片が刺さっている。マズイぞ……こんな近くで気を失ったら最後だ！

「おいッ、アリス!?　返事をしろ！　意識を保つんだッ！」

「あそこにいたぞ！」

　崖がけの上に騎き士したちがいる。見つかってしまったらしい。

　足音がした。これが最さい期ごかと思いながらレンズを向けて、そこにいる人物を見た。

　驚おどろきのあまり、思考回路カリオーブが停とまるかと思った──。

　皺しわのある肌ばかり見てきた。骨ほね張ばって縮んだ背丈の〝彼女〟ばかり見てきた。だが、それでも昔の彼女は美人であったと信じて疑わなかったが、どうやら正解だ。

　一言で語るなら、それは癒いやしだ。微睡まどろむような印象のある双そう眸ぼうは、とてもゆるやかに眦まなじりまで流れてく。胸が牝め牛うしのように大きく、腰も張り出して、魔女マスクとして生涯独身を貫くには惜しすぎるボディをしている。羽根や色糸で華やかに彩いろどられたカザル族の民族ドレスに身を包み、蜘蛛の巣ドリーム・キヤツチヤーの杖つえを持っている。歩み寄ってくる。にっこりと笑って、わたしの表面を撫なでる。

「血石カリナイトとの合金かい。わたしも、同じ物を作ろうと考えていたよ……」

「ミスター……この人……知ってるの？」

　アリスが意識を取り戻したらしい。瞼まぶたを震ふるわせながらわたしを見ている。

「安心していい。彼女なら、おまえを助けてくれる」

　その言葉がまだ終わらないうちに、アリスは魂たましいが抜けたようにスッと眠りに落ちた。

　アリスの手から落ちたわたしを、女性が拾う。懐なつかしい感触。母の手だ。若く皺がない手だが、まちがいなく彼女の手だ……。

「おまえもオロゴを失っているだろう？　オンゴロナを呼ぶ前に早く意識遮しや断だんするんだよ。あとのことはわたしに任せておくれ」

　その言葉で安心してしまったのだろう。わたしは深い眠りに落ちていった──……。
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　そこは森の中だ。黒くねじくれた幹みきの──枯れ木ばかりの森に、甲かつ冑ちゆう姿の兵士が潜ひそんで、竜りゆうの形のライフルを構えている。霧きりが漂ただよい、視界は悪い。

　森の奥の窪地ソーサーに、血で不気味な円陣が描かれている。拘こう束そくされた少女たちが次々と殺されていく。生いけ贄にえだ。先住民エルダーズもいれば、大陸人コモンズもいる。ケモノに襲おそわれ、痛みと恐怖を与えられたのちに殺されていくのだ。これは、儀式だ。儀式を取り仕切っている人物は黒いボロボロのローブをまとい、獣じゆう骨こつの仮面をつけている。おそらく闇の主マスターダークだ。




　フラッシュアウト──。




　空を覆おおう黒こく煙えんによって砂漠が暗く染まっている。

　どこもかしこも、燃えているのだ。大地は炎を発しているものの、燃えているのは人間だけだ。騎き兵へい隊たいは、乗っている人間だけがズタズタに切り刻まれていく。主を失った馬は、ふり返ることもなく逃げ回る。砂漠は血の海となり、サボテンも赤く染まって、どこを向いても大量の屍しかばねが転がっている。進路の奥に砦とりでの防ぼう壁へきが見える。砦も燃えている。砦の門がバラバラに粉砕されていて、壁も崩くずれている。使われたのだ───黒き《切断キヤクサ》が。《終わりの地》、フォート・ウェンズリーで──。

　突撃を命じられた最前列の騎兵が、炎に巻かれて粉々になるのを見て、総崩れとなる。




　フラッシュアウト──。




　次に見えた光景は砦の中だ。アリスとジギーがいる。アリスの喉のどには細突剣レイピアの切きっ先さきが突きつけられているが、アリスは剣を押さえて刺せないようにしている。アリスはジギーにわたしを突きつけている。アリスの視線が動く。近くの防壁通路にロッキーがいる。何か叫んで、必死に訴えている。

　──ジギーを、かばっているのか…………？




　フラッシュアウト──。




　砦の広場にアリスが横たわっている。傷口を押さえている。負傷したようだ。手で押さえるその場所は───急所だ。アリスの顔から血の気けが失われている。




　ロッキーがそれを見ている。目に怒りが宿っている。総そう毛け立ち、その歯をくいしばっている。何かを叫ぶ。その瞳ひとみから青色が失われて、鈍く、暗くなる。そして、真まっ赤かに光り始める。

　心臓のある辺あたりから、赤い波のような光が放たれ、円えん環かんのように拡ひろがった。

　空が、闇やみに染まる。そして目が開く。空が、惑星のような大きさの目玉に覆おおわれたのだ。一つではない。無数にある。周囲の地面が割れる。地割れの底からマグマじみた赤い光が漏もれる。

　ロッキーの着ているドレスが黒く染まり──フォルムが変わっていく。

　漆しつ黒こくのレザーに、スパイクやビスを打った背徳的なドレスになる。ショットガンの形状も変わっていく。黒い金属へと変へん貌ぼうし、節を持ち、甲こう殻かくを持つ。

　ロッキーの背に、黒い翼つばさがひるがえり──……‥
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　‥……──目が、覚めた。あまりの悪夢に、しばらく考えることさえも出来なかった。

　第二の未来セカンド・フユーチヤーの夢だ。いまの現在が、辿たどり着く未来──真の予言の夢。つまり、事態を静観していては、あの悪夢が実現してしまうのだ。

　最悪すぎる。よりによって、フォート・ウェンズリーで《切断キヤクサ》が使われるとは。それにロッキーがなぜ、ウェンズリーにいたのだ……？　ビッグホーン牧場に行かせたはずなのに──。

　しかも、ジギーと一緒だ。用心するように言っておいたのに、なぜ接近を許している？

　判わからない。畜生ガツデムッ、どうなってやがるんだッ!?　すぐに動かなくては──ここはどこだ？

　辺りを見回して、愕がく然ぜんとした。わたしは棚の上に置かれている。周りに呪じゆ物ぶつが置かれた棚。レイアウトもまったく同じ。わたしが生まれて長い時を過ごした、あの棚が完全に再現されている。




　ここは───ダズリリの工房だ。




　アタマの中が真っ白になった……。

　アリスや仲間たちと過ごしたすべての旅が夢であったかのような、奇き妙みような感覚に襲おそわれた。

　だが、そうではないことに気づいた。

　わたしのレンズの周りに、カバーがない。それどころか、ところどころが断線して、嗅きゆう覚かくなどの感覚がなくなっているし、聴ちよう覚かくも微弱だ。レンズを後ろに動かして啞あ然ぜんとした。

　バラバラなのだ。パーツは取り外されていて、いくつかの部品が見当たらない。レンズとマイクが、頭脳である血石宝珠カリオーブに直結されている。しかもマイクは簡易用の性能が悪い代しろ物ものだ。

「……起きたのかい？」

　工房のドアが開いて、若い女性が入ってくる。集音が悪いので足音も察知出来なくて、もしこの身が動かせるなら、さぞかしビクッとしたろう。

「すまないね。補修をしていたんだよ」

「どこか故障していたのか？」

「部品の疲労が激しくて。特にスプリングが痛んでいたよ。危なそうなのは取り替えるのであと十年は保もつはずだ」

「それは……助かるが」

「まだ作業があってね。しばらくそのままだけど、いいかい？」

「ああ……」

「そう。よかったよ」

　彼女は微笑ほほえんで、奥にある毛皮のカーテンを上げる。アリスが眠っている。当て布で治療してある。食器が置いてあるので、食事も摂とっているのだろう。

「いきなりでビックリしたかい？　ここは、カダル族の保ほ留りゆう地ちで……」

「工房だろう。《緑の沼の火ひ皿ざら》の──」

「よくご存じだね」

　わたしの故郷だからな、お母上。口に出すとややこしい会話になりそうだ。

「カダル族は無事か？」

「鉄を着た大陸人コモンズが攻めてきて、多くが死んだよ。生き残りは山に避難して、この地に残っているのはわたしだけさ」

「脚あしに病やまいはないか？」

「は……？」

「答えてくれ」

「いいや、何ともないよ」

「そうか……」

　女性を観察する。どう見ても、彼女だ。呪術師ウイチヤシヤ・ワカンにして、近きん隣りんの魔ま女じよから炎の手フレーム・ハンドと呼ばれて畏おそれられた、献けん身しんと秩序の魔女マスク──。しかし、どう見ても、彼女じゃない。若すぎるのだ。明らかに二〇代の顔つきだし、きめの細かい肌も保っている。

「ダズリリ──だな？」

「おや。わたしを知っているなんて。どこかの工房でお目にかかったかい？」

「若すぎる……話では、老ろう婆ばだと……」

「わたしは一四五歳。この杖つえによって若さを保ってるのさ」

　そう言って、蜘蛛の巣ドリーム・キヤツチヤーの杖を見せてくる。

　ならば杖が壊こわれるのをを阻そ止しすれば、ダズリリはずっと生き続けてくれる。

　胸にじんわりとこみあがるコレは──《救い》──だろうか？　脚あしを患わずらって床板に倒れ、餓が死ししていく間もわたしのことばかり語り続け、苦しみや哀かなしみを匂におわせずに死んでいった、我が母。拳けん銃じゆうであるわたしには、何も出来なかった。死を看み取とること以外には、何も。静かな後悔を負って、今日まで過ごしてきたのだ。

「頼みがある」

「なんだい？」

「守るべき部族が去ったのなら、わたしと一緒に旅をしてくれないだろうか」

「…………唐とう突とつな申し出だね」

「失礼は承知の上だし、ムリを言っている自覚も……」

「別にムリではないよ」

「ムリではない？」

「いい、ってことさ。おまえにも興味があるしね」

「わたしに？」

「おまえの構造は、わたしが作ろうとしていた理想の銃そのもので、そのために必要だった技術的問題が、すべて解決されている」

　おまえの作品だから、当然そうだろうな……。

「そしてわたしには、絶対作れない」

「え……？　待ってくれ。いま作れないと言ったのか？」

「ああ。そうだよ。おまえの性能は高度すぎる。わたしのオロゴ限界量では、これほどの呪物クラフトを作ることは出来ない。この杖つえを折れば、話は別だけどね」

「杖を折る？」

「折れば、一時的にだけど大量のオロゴを集められるのさ」

　もし杖を折れば、ダズリリは老ろう婆ばになってしまう。

　わたしが生まれたとき、ダズリリが老婆だったのは、わたしを作るために杖を折ったからじゃないのか──？

　ホークアイの命だけじゃなく、ダズリリの若さまでも代だい償しようにして作られたのか。

　何て罪深い銃なんだ、わたしは……。

「改造をさせてくれないかい？」

「は？」

「おまえの内部に、呪力盤チヤームボードを挿いれるためのスペースが残されているのさ」

「チャームボードとは何だ？」

「おまえが使っている、例えば《視覚同調キヤストアイ》や《蜘蛛霊イクトミ》にボードがあってね」

「つまり内蔵チャームのことだな？」

「そうさ。内蔵するための挿入口スロツトがあって、銃の性能によってスロットの数や、挿そう入にゆうされるボードのオロゴ量に上限があったりするわけさ」

「簡単に言うと、内蔵チャームをいまより増やせるってことか？」

「そうだね。しかも、かなり強力な術を動かすスロットが、空からのままにされている」

「なぜだ……？」

「制作者が拡張を見込んでつけたようだね。ただ単に、挿いれるに相応ふさわしい呪力盤チヤームボードが無かったのかもしれないよ」

「おまえは、チャームボードを持っているのか？」

「いくつか候補はある。あとで見せるから、選ぶといい」

　ダズリリはわたしから取り出した聴ちよう音おん装置を調べている。オロゴを波は形けいにする宝ほう球きゆうに繫つないで、構造を解かい析せきして、それを石せき版ばんに書き留めている。その後ろ姿は何度も見た。長い時間、見た。

　若くはあるが、猫背気味の姿勢も、呪物クラフトやチャームの書かれた石版を前にしたときの、微動だにせず集中する様子も一緒だ。急に懐なつかしさが込み上がってきて、何とも表現出来ない心持ちになった。切ないような嬉うれしいような……ダメだ。言葉にならない。

　彼女はダズリリだ。わたしの目の前で死んでいった母だ。だが、いま、ここで生きている。

　小アリスが大アリスの幼い頃ころだと確信したときの、温かい気持ちが蘇よみがえってくる──。

　ふと、訊きいてみたいことを思いついた。

　死んだダズリリは、わたしに名をつけることなく死んでいったのだ。いまなら、〝そのときつくはずだった名前〟を確かめられる。

　不自然にならないよう、言葉を選んだ。

「ちなみに、わたしに名前をつけるとしたらどんな名前をつける？」

　ダズリリはふり返り、ちょっとだけ悩んでから、答える。

「そうだね。《炎アシール》がいいかと思うよ」

　───炎アシール、か。彼女らしい、シンプルなチョイスだな。

「未来のおまえも、同じ名前を付けたのだろうか」

　ダズリリが目を丸くする。

「未来？」

　わたしは白き《太陽神ツオハノアイ》の効果と、ここにくることになった顚てん末まつをかいつまんで話した。ダズリリは黙だまって聞いていた。

「……つまり、わたしを作ったのはダズリリ──おまえだ」

　話が終わると、ダズリリは静かな瞳ひとみでわたしを見て、アリスを見て──深く頷うなずいた。

「良くお聞き。夢は、導きだよ。唯一の希望を指し示す、気け高だかくも弱い光。従うんだ。たとえ望まない道であったとしても」

「望まない道……？」

　ダズリリは目を閉じて首を振り、作業に戻る。水晶を磨みがいて作ったルーペのようなものを覗のぞいて、聴ちよう音おん装置の構造を調べながら言う。

「《精霊の旅スピリツト・ウオーク》の呪力盤チヤームボードは、おまえの中ちゆう枢すうにあたる部分に組みこんであり、内部に小さい血石宝珠カリオーブを搭とう載さいしている。これは第二の頭脳と言ってもいい」

「わたし以外の意志、ということか」

「そうだよ。おまえは、夢を見るために作られた銃なんだよ。わたしが作者だとすれば、それは間違いない」

　懐なつかしい声だ。忘れかけていた声だ。重くなりかけていた心が、噓うそのように晴れていく。

　この世界では、ダズリリが生きている。生きているのだ。

　いまはただ、そのことを──喜ぼう。




　　　　†




「あだだだだだッ！」

　半裸のアリスが泣きながら悲鳴を上げる。ダズリリは容よう赦しやなく緑色の薬をアリスの背中に塗り込んで、湿しつ布ぷをする。マイ・マスターが背中に負った傷は、釣針草フツクグラスのトゲで縫ぬいあわされている。カエシのついたこのトゲは麻酔と消毒成分を含んでおり、呪術師ウイチヤシヤ・ワカンの治療に使われる。

「魔弾の射手チヤームガンナーがこれぐらいで音ねを上げてどうするんだい。魔女マスクを守る屈強の護ご衛えいのはずだよ」

「……そ、そうなのぉ？」

　アリスはわたしに訊きいてきた。

「昔の話だ。魔弾の射手チヤームガンナーは元来そういう役割をしてきた。魔女マスクが強力なチャームを詠えい唱しようし終わるまで時間を稼ぐというものだ。当時の刻紋弾エンブレムド・バレツトには貧弱なチャームしか込めることが出来ず、勝利を決定づけるほどの力は備えていなかったのだ」

「でも、いまのカラーズって強いよね？」

「強くなったことで、魔女マスクに依存せず戦えるようになった、というわけだ。魔弾の射手チヤームガンナーのほうが実戦では圧倒的に強くなってしまった。増長した魔弾の射手チヤームガンナーが魔ま女じよ狩りをして、弾たまを集めた歴史もある」

「弾を作るのは魔女マスクなのに、敬意を忘れてしまったのね。あたしはダズリリさんを守るわ」

　ダズリリは薬をしまいながら、笑い声を立てる。

「心配ない。昔だよ。とてもとても、昔」

「いまは製法が失われて、刻紋弾エンブレムド・バレツトが作れないからな」

　ダズリリがわたしをじっと見ている。

「……何だ？」

「その話は誰だれから聞いたんだい？」

「確か、本で読んだと思ったが」

　ダズリリの瞳ひとみはわたしからアリスへと移り、胸にかかっているペンダントへ向けられる。

「それは刻紋石エンブレムド・ストーン、というらしい」

「持っている、ってことは知っている、って意味かと思ったが、ちがうんだね」

「何を言っている……？」

「あとで説明するよ。それよりアリスとやら。早く傷を治しておくれ。食しよく糧りようの備蓄も多いわけじゃない。おまえが動けるようになって働いて貰わないと」

「うん！　がんばってゴロゴロして、治すね」

　ワラのベッドに、ぼふっと倒れこんでだらけた顔で寝ている。

「ふゅにゅらぁ……体術も射撃も練習しないでいいなんて、天国だよぅ」

　がんばりどころを、完全に間違えている。治ったらいままで以上にしごいてやる。

　ダズリリは棚に寄ってくると、わたしを持ち上げる。今日は一応、銃じゆう身しんに入っているので銃らしい外観だが、一部パーツが取り外されている状況は変わらない。

「……さて、試すよ」

「は？」

「おまえが眠っている間に、呪力盤チヤームボードの試作を入れておいたんだよ」

「そんなに早く作れるものか？」

「魔女マスクの中では早いほうだね」

「素晴らしいな。アリスが快かい復ふくするまでに改造を終えてくれると助かる」

「そいつは、安心しておくといいよ」

　ダズリリがわたしを持って出ていこうとすると、アリスが飛び起きた。

「ちょっと待ってッ！　あたしも行くから──、」

「アホがッ！　寝ていろと言ったばかりだろうが」

「でっ……でも！」

　アリスがちょっと涙ぐんでいる？

「なんか二人、通じあい過ぎててイヤなんだもんっ！　まるで、恋人同士がデートしに行くみたいな雰ふん囲い気きじゃないの！」

　……………………恋人？

　しばらく、沈黙が下りた。アリスが何を言っているのか、判わからなかった。いや、言葉の意味自体は理解出来ていたが、なぜそんな話になったのかが理解出来なかった。

　やがて、ダズリリが笑い出した。つられてわたしも大笑いだ。

「はははは……アリス……おまえッ、ははは……」

「なんなの、もうっ！　真剣なんだから笑わないでよ！」

「ごめんよ。アリスとやら。でもね、おまえの勘違いが可愛かわいくて、ついね……」

「おまえは寝ておけ。きっと、アホも寝れば治る」

「ゥゥウウウ──ッ！　バカにして！」

「大丈夫だ。この人はそういう存在じゃない。大切な人にはちがいないが」

　アリスがきょとんとする。

「どういう存在なの？」

「大人になれば判わかるさ、ベイビー・アリス」

　ぶぅ、とむくれ面づらをするアリスを置いて、わたしたちは工房の外に出る。

《緑の沼の火ひ皿ざら》──ここは聖地であると共に、沼沢地ボグだ。すり鉢ばち状に抉えぐれた地形で、斜面は緑色に濁にごった沼と、鬱うつ蒼そうと茂る森になっている。ソーサーの中心地も沼で、槍やりのような形の石せき柱ちゆうが立っている。小川もあるが、水底で落ち葉が腐り、タンニンが染しみ出て黒い水ブラツク・ウオーターになっている。沼も小川もコナギなどの水草がびっしりと水面を覆おおっている。少しでも水辺に近づくと足音がグシャ、グシャと水っ気けを含ませる。生まれ故郷というのにイヤな場所だ。工房は風の通りがいい場所にあるのでマシだが、とにかく湿気が酷ひどい。

「あの娘は、おまえが好きなんだね」

「相棒だからな」

「仲が良いのはいいことさ。チャームガンと射手ガンナーは、常に一つじゃなければならない」

「一つ、か……」

「互いの欠点を補完しあう存在でなければ、いつか関係が破は綻たんする。そういうペアを見てきたけどね、結末は苦いものさ」

「そうだな……チャームガンの総数が減り続けているのは感じる」

「刻紋弾エンブレムド・バレツトが少なくなったのもあるけどね、それ以上にチャームガンが戦わなくなってきているのさ」

「ハァ？　銃は戦いの道具だろう。戦いを拒否したら、存在価値すらないぞ」

「そうだね……でも、そうなったチャームガンは大勢いるのさ」

「…………」

　戦いを拒否、か。ありえない。だが、生まれたばかりの頃ころ、わたしも『平和に暮らしたい』と願っていた。すべての知識が蘇よみがえり、使命を負ったいまでは考えられないことだが──。

　ダズリリはレッドオークの大木が中心に聳そびえる広場で足を止める。そして、わたしの撃げき鉄てつをハーフコックする。これは〝弾の装塡リロード〟の準備動作だ。ゲートを開けてシリンダーを回し、弾たまが入っていないことを確認する。

「チャームをスタンバイしておくれ」

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》」

　光る象しよう形けい文字がダズリリの足あし下もとに生じて、その身体からだに吸いこまれていく。これで大きなチャームを使えるようになった。

「使うのは、《金かな床どことハンマー》だよ」

　弾丸生成のチャームだ。土中から原材料を集め、加工して弾丸に成形する。この弾丸はシリンダーから外せず、一時間ほどで消えてしまうが、通常弾と同じように使える。

「《採掘者の眼め》のほうが先ではないのか？」

「いいんだよ。ここは聖地だから、どこを撃うっても生成出来るのさ」

　試しにオロゴのレンズに切り替える。普ふ段だんは星のように点在するオロゴだが、ここでは地面に隈くまなくある。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──金床とハンマー》」

　ダズリリは銃じゆう口こうを地面に向け、引き金を絞る。ドシュウ、と音がして、狙ねらった地面から銃口へと弾が入っていく。手て応ごたえがおかしかった。このチャームを使うとき、銃に反動のようなものが来るのだが、それが大きすぎた。それに、シリンダーがやけに重く感じる。

「……いまのは？」

「気づいたかい」

　ダズリリは再び弾たまを確認する。全弾入っている──って！

「全弾だとッ!?」

「チャームを改良したのさ。全弾同時に生成出来るというわけだよ」

「素晴らしい……これなら、リロード代わりに使うことも可能か」

「ボードを入れ替えただけだから、スロットは埋めてないよ。あとオロゴ消費が多くなるから、オリジナルのほうも残しておくからね。使い分けは──どうしようかね？　チャームの詠えい唱しよう構文に何か付け足して、分ぶん岐きをさせるのがいいかもしれない」

「なら、《金床とハンマー》に〝スピードローダー〟を加える──のでどうだろうか？」

「じゃあ、《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──〔スピードローダー〕金床とハンマー》にしておくよ」

「助かる。ありがとう」

「それからね……

　ダズリリは別の呪力盤チヤームボードを出してきた。こっちに刻まれている呪紋エンブレムはバッファロー。

「おいッ、これ、まさか──ッ！」

「《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》さね」

　なんてこった──最強クラスの殲せん滅めつ力を誇るチャームを内蔵出来るとしたら、今後の戦いはかなり楽になる。刻紋弾エンブレムド・バレツトを探さずに戦えるのは、相当なアドバンテージだ。

「すごい。これは……戦いが楽になるどころの話じゃないぞ」

　たとえ軍隊に襲おそわれようが、詠唱してしまえば圧勝だ。オロゴ消費だけは気をつけなくてはいけないが、小さい問題に過ぎない。

「すぐにでも、このボードを挿そう入にゆうしてくれ」

「だろうね。言うと思っていたよ。まあ……こっちは、ないだろうね」

「こっち？」

　ダズリリが差し出してきたのは、小指の先に乗るくらい小さな石せき版ばんで、赤く透すき通った石で作られている。刻まれている呪紋エンブレムは山と巨人。

「これは？」

「さあ」

「……は？　知らないのか？」

「まったく判わからないね。オロゴを爆ばく食ぐいするボードだから、上位であることは判るけどね。正体はさっぱりさ。判わかるかい──盤ばんの下側に、小さく大陸共通語コモン・ランゲージの文字が……」

　確かに、何か書いてある。

　───ＧＩＧＡＮＴギガント　ＭＯＤＥモード──？

「その文字が、チャームの名じゃないかと思うんだけどねえ」

「…………名、っぽくはあるが。なぜ大陸共通語コモン・ランゲージなんだ？」

「くれた男は大陸人だったよ」

「名は？」

「ホークアイと名乗ったね」

「なッ──、」

　ホークアイが、ダズリリと会っていたッ!?

　それも、生いけ贄にえになるずっと前に……？

「どういうことだッ？　ホークアイは、何をしに来たのだ？」

「話をしに来たのさ。彼は時の連鎖の中で戦っていると言い、出会った中で一番優れた銃が現れたら、これを渡して欲しいと」

　……間違いない。あのホークアイだ。わたしに呪力盤チヤームボードを渡すために、ダズリリの元を訪れたのか？　いや、待て。いまはホークアイにとって過去にあたる時代だぞ。なぜ、未来から来るわたしの存在を知っている？

「このチャームを内蔵するとしたら、《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》は入らなくなるよ」

　そう、《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》を内蔵出来るチャンスなのだ。いままで苦労してきた戦せん闘とうだって楽にこなせるようになるだろう。

　だが、この《ギガント・モード》は、ホークアイがわたし宛あてのメッセージとして残した呪力盤チヤームボードなのだ。無視は出来ない。

「…………。搭とう載さいするのは巨人のほうでいい」

「本当にいいのかい？　調べたけどね、起動すら出来なかった代物だよ？」

「かまわない。やってくれ」

「物好きだねえ。けど、気持ちは判わかるよ」

「判るのか？」

「あの男は特別だったよ。突とつ拍ぴよう子しもないことを言い出すのに、不思議と信じたくなる空気を持っていた」

「空気か……」

　わたしは最初、ヤツの言動がまったく信じられず、不信感を抱いたものだが──ダズリリはその逆か。大アリスもそうだった。最初からヤツを信じていた。

「さあ、帰ろうか。アリスがスネていそうだからな」

「最後に一つ、質問があるよ」

「何だ？」

　ダズリリは目を細め、静かな口調で訊きいてくる。

「──あの娘は、何者なんだい？」

　妙な質問なのに、真ま面じ目めな顔をしている。

「どういう意図で訊いたか判らないが、あいつはそのへんの田舎街で育った娼しよう婦ふの娘で、ただの跳はねっ返り……」

「あの娘の力によって、おまえのオロゴが聖化された痕こん跡せきがあるんだよ」

　ダズリリの疑念が、そのときはっきり判った。アリスは異常だ。そう言っている。

「メソ文明の神官や、大陸人の聖人と呼ばれた者たちにしか出来ないことだよ」

「魔ま女じよには出来ないのか？」

「かつて一人だけいたね」

「誰だれだ？」

「サヤタカと呼ばれるチェリーク族の魔女マスク」

「聞いたことがあるな。確か……」

「白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》の制作者だよ。優れた魔弾の射手チヤームガンナーでもあった。あの刻紋弾エンブレムド・バレツトを作れたのは、あとにも先にもサヤタカだけだった」

「そういえば、アリスは《聖鳥ジトカラ・タンカ》にホワイトバードなんて愛称をつけるほど好んでいるな」

「聖化された弾たまであることを、本能で知っているのかもしれないね」

「詳しいな。カダル族は、チェリーク族とは対立していたのだろう？」

「放浪を好む人でね。一時期はわたしの師でもあったんだよ。一つだけチャームを教わった」

「どんな？」

　それには答えず、ダズリリは空に向かって遠い目をする。

「サヤタカは鳥ちよう人じんだった」

「鳥人……？」

　黙だまって、歩き始める。目的地はソーサーの中心の沼だ。そして、水面から突き出ている石柱を指さした。鳥の翼つばさを持つ、乙女の彫刻がある。見たことのあるデザインだ。乙女は銃を手にしている。髪の毛が炎のような形で、銃から飛び出た螺ら旋せん型の炎は、《燃やし尽くす風アシール・ウノレ》にそっくりだ。

「これは……メソ文明の……」

「《嘆く炎の乙女シヨロトル》──唯一《世界の因いん果が》を浄じよう化かせしめる存在」

「……因果？」

「ホークアイは言っていたよ。悪しき運命の循環サイクル・オブ・フエイト──と。彼はそれと戦っているのだと。もし、悪あしき運命がくり返されているのだとしたら、それを断つのは〝憎ぞう悪おによる死〟ではないのさ。サヤタカはその弾丸によって、撃たれた者の魂を救っていた──」

　銃弾で救う──？　確かに《聖鳥ジトカラ・タンカ》は救いの弾丸だ。だが、治すのは肉体の傷のみ。因果を断つ、なんて真ま似ねが出来るはずがない。

　不意に、ホークアイの言葉が脳裏を過ぎった──。

『いくつかの未来で、おまえはその力に目覚めた。人間のように心を持ち始め、最終的にアリスを《天使の一撃エンジエル・エンフオース》に導くことになる』

　……───《天使の一撃エンジエル・エンフオース》──……。

　あの力が発動するとき、アリスの背には白い翼つばさがひるがえる。

　鳥ちよう人じんであるサヤタカ、そして《嘆く炎の乙女シヨロトル》に酷こく似じしている。

　ホークアイはこの天使の一撃エンジエル・エンフオースを重要視していた。

　ゾォードを倒したとき、戦場をすべて把は握あくするかのような認識力を発はつ揮きし、相手のよける動きさえも予測した。リーフの手下を倒したとき、何十、何百発もの銃弾の弾道を予測し、ビリヤードのように反射させて敵を殲せん滅めつした。大アリスにこの力は無い。小アリスだけが背中に羽根を宿した。技量で言えば大アリスのほうがずっと上なのに。

　二人のちがいは何だ？　大アリスは復ふく讐しゆう者しやだった。憎しみを力に変えて戦った。小アリスは……どうだろう。あいつの力の源は──……、

『ゾォードを倒したときにね、ちがうって思って』

『優しい光が言ったの。包みこむように許して〝やり直しリローデツド〟させなさいって。あたしがしたいのは、それかなぁ？』

　小アリスの奇妙な言葉が蘇よみがえる。わたしはあのときゾォードを倒させた。アリスもそれに従った。当然だと思っていた。だが、それが間違いだとしたら──？　あのときゾォードを倒したことが、そもそもの過あやまちだったとしたら──？

　未来のロッキーは死に際ぎわに、こう言い残した。

『憎むのをおやめなさい……アリス』

『───慈悲を、見失わずにマーシイ・ユア・オウン・ハート──……』

　未来のツバキは、アリスをこう窘たしなめた。

『赤毛ちゃんの力はそっちじゃない。むしろ、モロ逆。憎めば憎むほど、弱くなる。すべてを許すことが、力の解放に繫つながる』




　慈悲マーシイこそが、アリスの力の本質──？




　だとしたら、このわたしに導けるだろうか──？

　未来の大アリスに復ふく讐しゆうを許し、この銃じゆう口こうから罪業ギルテイを吐き出し続けた──、

　死しに神がみすら呆あきれる、この罪深き拳銃に──アリスを純粋無む垢くな天使へ導くことなど、出来るのだろうか──？




　　　　‡




　とびきり乾いた砂漠に、コンドルが舞う。

　ずっと走り続けた馬はもう倒れこむ寸前で、だんだんスピードも落ちてきている。

　ザクサス共和国の首都、要よう塞さい都市エル・アラモーサに忍びこもうとしたが、見事に失敗。わたしたちはいま敗走している。

　後方を見る。地平線の果てに、ラテン騎き兵へい隊たいの影が見える。二十騎くらいか。

　ゾォードが共和国軍のラテン将軍の愛人となり、エル・アラモーサにいることは判わかっていても、あの高すぎる防壁の向こうに入るのは至難の技だ。

「サラマンデル……どうする？」

　わたしはレンズを動かし、辺りを見る。西からの強い風。砂が舞い上がって雲のカタマリになったようなものが見える。砂すな嵐あらしだ。もうすぐあれに捕まるだろう。

「スタンポールが、この先にある。待ち伏せして痛い目に遭あわせて、追跡をやめさせよう」

　太りまくっている男がツバを吐く。バンプだ。顔をしかめている。

「虐ぎやく殺さつのあった場所じゃねえかよ。ゴーストタウンだぜ」

「恐怖を演出するにはちょうどいい。そうだろう？」

　アリスは薄うすく笑む。

「そうね……思い知らせてやりましょう」

「…………おまえら、変わったな」

　バンプはしゃくれた唇くちびるをムスッと突き出している。

「何か言いたいことでもあるのか？」

「いや、ただよォ……ロッキーが言い残した慈悲マーシイってヤツと、おまえらの振る舞いは──まるで逆じゃねーのか？　本当に、それでいいのかよ……？」

　アリスは、バンプを横目で睨にらむ。

「いいのよ。これでいいの。これしか道はないの」

　バンプも、アリスを横目で睨む。

「後悔しねえンだな？」

「しないわ」

　バンプは少しの間だけ目を閉じて、やがて前を向く。

「……そうかよ。なら、もうちょい付きあうぜ───この地獄によォ」

「ありがとう、バンプ……」

　スタンポールがみえてくる。街の周辺だけ地面が黒ずみ、サボテンが倒れて腐っている。

　街に入る。建物はそのまま残っているが、ガラスなどは割れている。人影はない。いるのは、やせ細ったカラスばかりだ。やっと獲え物ものがきた、とばかりに喚わめき立てている。

　道にも、建物にも、人骨が転がっている。まだバラバラにはなっていない。服を着たまま、普ふ段だんの生活を思わせるような配置のまま、転がっている。服飾店から出てくる貴婦人。酒場から出てくるならず者。銀行に向かう恰かつ幅ぷくの良い商人。生活を臭におわせる場所で、白骨化している。ゾォードの使った魔ま術じゆつが、いかに一いつ瞬しゆんで〝街を殺した〟かが判わかる。

　馬を降りながら、バンプが毒づく。

「……ひでェ有あり様さまだぜ」

「悪あく霊りよう化した祖そ霊れいを呼ぶための生け贄サクリフアイスだ。代だい償しようは大きいだろうな」

「大きすぎるだろうが──」

　がり、と音がするほど歯は嚙がみしてから、バンプは床屋のドアを開けて中に隠かくれる。アリスは通りの反対側にある雑貨店の裏に隠れる。アリスが、ぎょっとして足を止める。隠れた場所にドレスを着た子供の白骨があったからだ。ワタのハミ出たクマのぬいぐるみが、近くに転がっている。アリスは歩み寄ってぬいぐるみを取ると、子供の胸のところに置く。

「感傷か？」

「……いいえ、儀式よ」

「儀式？」

「心が枯れないための──」

　そう語るアリスの瞳ひとみは、もう子供の死など映していない。儀式は手遅れなのかもしれない。

　わたしを抜き、息を潜める。わたしはチャームをスタンバイする。

　風が、死者たちの街を黄おう土ど色いろに染める。砂すな嵐あらしがきたのだ。地面を覆うほど大量の回転草タンブルウイードが強い風を受けて転がってきて、白骨に当たってバウンドしながら去っていく。

　蹄ひづめの音が近づいてくる。アリスは壁の隙すき間まから顔だけ出し、様子を窺うかがう。視覚同調キヤストアイして、わたしもその光景を見る。騎き影えいがある。八騎くらいか。他ほかはどこだ……？　聴ちよう音おん増幅をかけて位置を調べる。街の北側のゲートに回ったか。距きよ離りがある。チャンスだ。

（──撃うて）

　わたしが小声で命じた途と端たん、二人の騎き兵へいが地面に落ちた。扇撃ちフアニング・シヨツトで仕し留とめたのだ。連射があまりに早い。早すぎて鬼き気き迫るものを感じる。

　銃声が派手に鳴り始める。砂すな風あらしの向こうから飛んできた一発がアリスの肩をかすめたので、「動け」と命じる。裏路地を走り、置いてある荷馬車をよじ登って、その天井でジャンプして鍛か冶じ屋の屋根に跳び移る。そして屋根を走って通りのほうに行く。

　撃ちまくる騎兵が三人ほど見える。反対側にいるバンプにも撃たれたので、恐怖に駆かられたのだろう。バラバラな方向に撃ちまくっている。

　アリスは冷たく見下ろしながらゆっくりと狙ねらいを定め──、




「──これが、地獄の入り口よマイ・フインガー・イズ・ヘルゲート」




　絞られた引き金と、踊りまくる撃げき鉄てつのレクイエムが──ラテン騎兵を瞬またたく間まに黙だまらせる。

　次々と死ぬ仲間に、騎兵は撤てつ退たいを開始する。蹄ひづめの音がする。援えん軍ぐんだ。

「もういいッ！　二人とも馬を奪って逃げろ！」

　アリスは屋根を飛び降りて、落馬した騎兵の馬を奪うばう。バンプも走ってきて、同じように軍馬に跨またがる。

「ハイヤーッ！」

　鞭むちをくれて駆け足ギヤロツプさせる。後ろから援軍が追ってくるが、今度は馬のコンディションが互角なので距離は縮まない。街を出て砂漠を疾しつ走そうさせる。銃声は止やまない。何度もふり返って確認する。距離はそのままだ。これなら、連中があきらめるのを待てばいい。

「……何とかなったな」

　バンプがバッファロー・ジャーキーを食いながら言う。

「まったく、ヒヤヒヤしたぜ。砂嵐が来なきゃ危なかったンじゃねえか？」

「それも、運のうちだろう。連中よりちょっと運が勝った……それだけだ」

「へへッ。そいつァ……、」

　軽口でも叩たたこうと思ったのだろう。

　だが、そんな場合ではなくなった。弾の飛来音ドツプラー・サウンドが、聞こえたと思った直後だった。




　……───バンプの馬が、横向きに倒れる───。




　バンプが乗る馬の、後ろ脚あしに被ひ弾だんしたのだ。馬と共に、バンプの巨体が地面に投げ出される。

　その手は助けを求めるようにアリスへと差しのべられたが、アリスの手は届かずに──。

　落ちていく。バンプが腹から地面に激突して、転がって──。離はなれていく。

　あまりのショックで、その光景がスローモーションに見えた。

　アリスが何か叫んだが、聴きき取れなかった。わたしのほうが、先に我に返った。

「──引き返して拾えッ！」

　アリスがビクッとして、手た綱づなを引こうとする。







「引き返すンじゃねえええええ──ッッッ!!」







　雷らい鳴めいのような叫び声だった。バンプは、アリスを睨にらみながらそう叫んだのだ。

　アリスの手が硬直する。

「俺を拾ったら二人とも捕まっちまう──大丈夫だ！　走って逃げ切る！」

　下らない噓うそをつくな。大丈夫なわけがないだろう。おまえの腹は……酒さか樽だるよりも重いのだ。

　バンプがどんどん遠ざかる。走って逃げ切る、だって？　バカを言うな……その速度では、走るだなんてとても言えない代しろ物ものだ。カタツムリだってあれより速いだろう。バンプよ……、おまえ。なんて──なんて、みっともない最さい期ごだ。

　走るのをあきらめたバンプはふり返って撃うつ。一人倒したが、それが最後の反撃となった。

　膝ひざと左腕を撃うち抜かれて転がって、包囲される。処刑が始まる。一発の銃声。腹にくらっている。アリスが耐えきれなくなって、前を向く。もう一発撃たれた。胸だ。これで終わりだ。

　動けないだろうと思ったが、トドメの一発に合わせて、バンプは敵の銃口の前に何かを突き出した。ダイナマイト、だった。

　爆ばく音おんが、すべてを終わらせた──……‥




　　　　†




　‥……──最悪だ。こうした《仲間の死》を思い起こさせるかのように過去の夢を見ることが、何度かあった。そのたびに、現実世界でも《仲間の死》という危機が迫った。これは警けい告こくだ。バンプの死が近づいている。

「──アリス！　起きろッ、アリス！」

「ひぇッ？　どしたの？」

　わたしの怒ど声せいに跳び起きる。ダズリリの治療の成果か、アリスの野生児パワーなのか──たった一週間でアリスは歩き回れるほどに回復した。万ばん全ぜんの状態にしたいが、言っていられない。

「出発する！　準備をしろッ」

　入り口にある毛皮のカーテンが開く。薪まきを運んできたダズリリが声をかけてくる。

「おまえもだ。ダズリリ！　急いで出発の準備を」

「その前に、いくつか質問をさせておくれ」

「なんだ？」

「刻こく紋もん弾だんは必要かい？」

「もちろんだ。あるのか？」

「ないけれど、作ることは出来る」

「…………は？」

　ダズリリは、テーブルの向こう側に座っているアリスを指さす。正確にはアリスの胸にある、刻こく紋もん石せきのネックレスを、だが。

「あの石を材料に、刻紋弾を作れるんだよ」

「……冗談……ではなさそうだな」

「もちろんさ。わたしが作れる刻紋弾は《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》《大地のキ・ベダ雷ギ》《火球招来ホーエスタ・ホウツセメ》《光芒チエ・ガ・ソームク》」

　さすが、炎の手の異い名みようを持つだけあって、火に関かかわるチャームばかり。そしてすべて赤──攻撃用の刻紋弾だ。

「作るのに時間はそんなにかからない。ただ刻紋石は削れてしまう。他ほかに必要な刻紋弾がある場合は『作らない』判断が必要だよ。あと、火ひ皿ざらでなければ製造術クラフトが発動出来ないのを覚えていておくれ」

「刻紋石は、どのぐらい削れてしまうのだ？」

「弾たまに依よるよ。消費オロゴが激しい物が、大きく削れると思えばいい」

「……《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》と《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》と《大地の雷キ・ベダギ》が欲しい。二発ずつ作ってくれ」

「判ったよ。刻紋石と弾を」

　アリスが出した通常弾六発をテーブルの上に彫った術じゆつ円えんの中心に起き、水晶のナイフで刻紋石を削る。八分の一くらい削って、陶器の水差しのような容いれ物に入れる。何かチャームを唱えると、容れ物は炎を発し始める。ダズリリはトングに似た器具で容器をつまんで傾け、六発の弾に溶けた刻紋石をかける。そして製造術クラフトを唱え始める。床に大量のオロゴが湧わく。

　魔女マスクの指先に真しん紅くの炎が宿り、燃える指先で溶けた刻紋石を触る。銃弾をなぞるように動かすたび、溶けた石は紋章の形に刻まれていく。

「……すごいね。こうやって作るんだ」

「わたしも初めて見た」

　ダズリリは六発すべてに刻紋すると、印いんを結んでクラフトを終了する。

　作られた刻紋弾エンブレムド・バレツトは、赤せき熱ねつして煙を上げている。

「冷えたら、もう使えるよ」

「ありがたい。助かる」

　弾たまを布にくるんで、準備を済まして出発する。無人になったカダル族の村を訪れ、馬を拝借する。裸馬に、簡易的な轡くつわと手た綱づなを取りつけた先住民スタイルの乗馬なのでアリスが乗りにくそうにしている。三時間ほど走って、ようやく慣れてきたが。南進して、街道を発見。ここをまっすぐ行けばフォート・ウェンズリーだ。未来の世界では、ゾォードとの最終決戦になった砦とりでだが、その未来はもう阻そ止しした。二日走ってしだいに景色は荒野となり、土は砂にとって代わられ、岩肌にも緑が少なくなる。〝土埃と岩ばかりスモーキー＆ロツクス〟と呼ばれる、西部国境域本来の光景だ。

「ただいま、って感じ！　やっぱこれよね！」

「未来のアリスも同じようなことを言っていたな」

　街道を疾しつ走そうし続け、夕方にはフォート・ウェンズリーがみえてきた。

「ミスター、なんで砦に行くの？」

「ロッキーがここにいるかもしれない」

「へ？　なんで？」

「夢で見た。確かめる必要がある」

　砦とりでに近づく。堅けん固ごな防壁には、戦時のように兵が配置されている。こちらに気付いたらしく軍隊ラッパビユーグルが吹き渡る。

「止まれ。様子がおかしい」

　アリスたちが馬を止めると、近くの崖がけに隠かくれていた斥せつ候こう騎き兵へいたちがライフルを向けてくる。

「……歓迎されていないようだ。西側に回りこんで砂漠へ逃げこむぞ！」

　走りだすと、防壁から銃声が上がる。

「大人おとなしく馬を止めろ！　この魔女ウイツチどもめッ」

「ウィッチ──？」

　大陸共通語コモンランゲージでの〝魔ま女じよ〟を示す言葉。大陸人コモンズにとって魔女とは一般的でない言葉だ。大陸人は都市文化を有するゆえに、オロゴ体質の才能を生みにくい。つまり大陸人コモンズから魔女を輩はい出しゆつするのは困難なのだ。

「本来なら、お伽とぎ噺ばなしでしか使われない言葉だ。この一週間の間に、何が……？」

「ミスター、追いつかれるよ……」

　アリスが言う通り、向こうの馬のほうが速い。逃げ切れない。だが、合衆国騎兵隊を撃うって敵に回したら、それこそ追われる身だ。門が開いて追っ手がくる。騎兵三十騎。本気で殺しに来ている。馬が遅いし、連日の移動で疲れている。追いつかれるのは時間の問題だろう。

　デジャヴを感じると思ったが、バンプが死んだときのシチュエーションに似ていると気付いた。危険な状況ではあるが、ここにバンプがいなくて助かった……。




「──よお！　大変だなッ」




　…………ッ、聞き覚えのある声が上から響ひびいてくる。

　わたしたちの走る場所の、脇わきにある崖がけの上にバンプがいる。併走するように馬を走らせている。アリスの目が喜びに輝かがやく。

「わあっ！　バンプ！」

「助すけ太だ刀ちするぜ」

「このバカ！　いますぐ、おまえだけ別の方向に逃げろッ！」

　あまりの剣けん幕まくにバンプが引きつっている。

「……ミスター？」

「おまえはいまこの状況に関かかわるな！　他人のふりをして騎き兵へい隊たいをやりすごせ！」

「なに言ってンだよ、俺たちゃ仲間だぜ？」

　バンプは崖のスロープが緩ゆるまった場所に馬を踏ふみ入れさせ、崩くずれやすくなっている地面を滑すべり下りるように駆けさせるという、危険なライディングをこなし、派手な土煙スモークを背に合流してくる。その煙で手た綱づなを切り損ね、騎兵が一人落馬する。

　最悪だ、最悪だ、最悪だ──。

　こいつ、《自らの死》に、呼ばれもしないのに飛びこんできやがった……。

　わたしたちに合流すると、しんがりについてヴォルカニック拳けん銃じゆうを抜く。後方のサボテンを撃うって倒す。サボテンは岩にもたれて、追っ手の馬に当たった。トゲの痛みに馬は大暴れして騎兵をふり落とす。

　倒れた騎兵を避さけようとした馬が衝しよう突とつして転倒し、後ろにいた騎兵を足止めしている。

「へぇ巧うまいね！」

「バンプを先頭にしろ！」

　バンプが顔をしかめる。

「何言ってンだ？　俺なら時間が稼げるぜ」

「いいから従え！」

「おいおい、何だよミスター……」

　バンプは速度を上げてアリスたちを追い抜く。銃弾が牧師服の肩をかすめても平気な顔だ。命の危機だと言うのに、こいつは──ッ！

　二騎が馬に鞭むちをくれまくり、追いつきながら騎兵拳銃ＳＡＡキヤリバリーモデルを連射してくる。長銃身の銃なので命中精度が高く、弾道が際きわどい。一発がアリスの馬の尻しりをかすった。戦い慣れていない馬なので馬がパニックになり、前まえ脚あしを上げて激しくいななく。

「馬を降りて、やり返そうよ！」

「ダメだ！　鎮しずめて走らせろッ」

　アリスは文句言いながらも馬の頰ほおを撫なでて宥なだめ、走りを再開させる。だいぶ追いつかれた。バンプたちが速度を落とそうとしている。

「バカ、こっちに合わせるな！」

「孤立しちまうぜ」

「それでもいいッ！　彼女を連れて先へ行け」

　バンプはダズリリを一いつ瞬しゆん見たが、ちょうどアリスが一斉射撃をくらって身を竦すくめたので、馬への加速の指示を思い止まってしまった。バンプどころではなくなった。何発もの銃弾がかすめ飛んでいき、アリスは縮こまっている。馬の足下で着弾し、はぜた石が馬を打った。馬がパニックになって主を落とそうと尻しりを振りまくる。

「あややや、おち、おちるる！」

「言わんこっちゃねえ」

　バンプがこっちに駆けつけてくる。

「来るな、バンプ！」

「どう見たって、ピンチだろうが」

　アリスの馬の轡くつわを摑つかんで押さえつけ、興奮を鎮める。そうしながら、もう片方の手でヴォルカニック拳けん銃じゆうをスピンコッキングしながら撃うっている。

　騎き兵へい隊たいは威い嚇かくにも構わず接近してくる。悪夢だ。このままでは、あの場面の再現になる。刻紋弾エンブレムド・バレツトを使うか？　使うなら、赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》だ。しかし、こいつを使えば騎兵隊を皆殺しにしてしまう。アリスが高額賞金首になる。そんな重荷を背負わせるのか？

　だが、反撃しなくてはバンプの馬が撃たれ、ヤツは騎兵に殺される。

　どちらにしても、道は地獄だ………………──どうする──……？

　アリスの馬がようやく指示に従い、走り始める。バンプも併走している。スプリングが軋きしむ。バンプが脇わきの少し後ろを走る、この位置関係──似ている。あの瞬しゆん間かんと似すぎている。

「走れラン！　バンプ、走れラン！」

「は？　走ってンぜ？」

「もっと走れッ！　アリスを追い抜いて、前へ──」

　遅かった。弾の飛来音ドツプラー・サウンドが聞こえ──……‥




　……───バンプの馬が、横向きに倒れる───。




　夢の光景とあまりに酷こく似じしている。バンプは撃たれた馬から投げ出される。その手は助けを求めるようにアリスへと差しのべられたが、アリスの手は届かずに──落ちて───バンプが地面に激突して、転がって──ショックに凍りついた。だが、すぐに我に返った。

「──引き返して拾えッ！」







「引き返すンじゃねえええええ──ッッッ!!」







　バンプの怒ど声せいに、アリスが硬直する。

「二人乗りなんぞしたら捕まっちまう──大丈夫だ！　俺は走って逃げる！」

　確かに、このスマートなバンプなら走ることは出来るかもしれない。そう思いながらも、本当はそんな望みなどないのも判わかっている。夢の導きは絶対だ。バンプはここで死ぬ。

　どうすればいい──？　どうすれば、バンプを救えるのだ──？

　ぞわり、と何かがわたしの内部を這はいずる。

　怖い。失わずに済んできたこの世界だからこそ、大事な者を失うのは怖い。怖くて…………何も出来ない。

「───バッカじゃないの」

　わたしの主マイ・マスターの言葉に、わたしはハッとした。

　わたしを握るその手は、震ふるえている。

「…………アリス？」

「バンプ、なに言ってるの？　大丈夫って、いま使う言葉じゃないよね？　いま使うべき言葉は──、」

　次の瞬しゆん間かん。

　わたしの視界が───空に染まる───アリスが、馬からジャンプしたからだ。

　着地して、土つち煙けむりを猛もう然ぜんと上げながら滑かつ空くうストライド走法で走りだす。

「助けろ──、だよねッ！　そうでしょッ!?　あたりまえでしょッ!?　ねえ、ミスターッ！」

　アリスの叫びが、わたしの心を鮮やかに引き裂く。自分を恥じた。わたしは怖おじ気けづいていたのだ。いまのいままで。弱い自分に支配されていたのだ。

　心を覆おおっていた闇やみが───晴れる。

「───クソフアツク、クソシツトッ、クソビツチッ、クソがダムドッッ！　この………………アホ……がッ！　大陸最強のアホがッ！　怖いもの知らずもいい加減にしろッ！　だが……、」

「だが？」

「おまえの勝ちだッ！　そのアホに、乗らせてもらうぞッ!!　右から三番目のヤツを撃うて」

　遠すぎるし走りながらなので当たるわけじゃない。だが威い嚇かく射撃にはなる。効果はあった。狙ねらいをつけている騎兵をビビらせて、射撃を思い止まらせる。

「バンプ、やりあうな！　こっちに走って、倒木の陰かげに入れ」

　弾だん幕まくをくらってふり返ろうとしたバンプは、わたしの声を聞いて走りだす。右腋わきに被ひ弾だんしたが、深くはない。また走りだす。

「アリス、突撃！　馬を撃うてッ」

　スラロームでの攪乱突撃トリツキー・チヤージ。そのキレが、明らかにちがう。景色が見えなくなるぐらい、高速で動いている。精せい霊れい体たい術じゆつによる加速だ。鋭く、速く、なのに消費がほとんど無い。ツバキの教えとアゴンロジの教えの利点を両方吸収し、新たな体術を見いだしたのだ。

　しかも、昔は〝読みにくい動きトリツキー〟程度だったそれが、追従を許さないほど予測不能になっている。空中までも使った三次元の回避。こんな動きは、ガンファイターではない。

　まるで───魔ま法ほうだ。騎兵が動揺する。

「何だっ!?　動きが見えないぞッ」

「きっと魔女ウイツチの黒魔術だ！」

　真横を通られてさえも、騎き兵へいたちは反応できない。馬が次々に撃たれ、馬の尻しりを蹴けられてパニックにさせられ、密集態勢だったので折り重なるように倒れ、大混乱になる。

「この力───アリス、おまえ──……」

「強くならなきゃ……すべてを守れるぐらい…………強くッ！」

　気づけば、大勢の騎兵が地に転がっている。

「危ない！　東の岩だよ」

　ダズリリの警けい告こくにレンズを走らせると、遠い岩場に狙そ撃げき用ライフルを構える騎兵がいる。

「蜘蛛霊イクトミをお願い！　〝設計〟出来てるわ、早く！」

　わたしは急いでチャームをスタンバイし、蜘蛛霊イクトミを詠えい唱しようする。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──蜘蛛霊イクトミの見えざる手》ッ！」

　アリスはわたしを両手で構えると、狙ねらいをつける。

「遠すぎる！　射しや程てい外だ！」

「──判わかってるッ！」

　それでもアリスは撃った。当たるはずもない。距きよ離りは五〇バレッセルはある。拳けん銃じゆうで狙って届くのは三〇バレッセル程度なのだ。

　なのに──アリスの目に猛もう禽きんのような鋭さが宿り、飛んでいく弾たまを見み据すえて──。

　一〇バレッセルほど先──アリスが撃った弾の弾道であろう場所で、発砲するような音がして、遠くにいる狙撃手スナイパーがのけぞる。様子がおかしい。銃を投げ出して震ふるえている。視覚同調してアリスの遠目で確認する。ライフルの銃じゆう身しんが曲がっている。まさか当てたのか？

　──可能性はある。あの空中で起こった銃声。あれは──。

「……蜘蛛霊イクトミで…………銃弾を……再加速させたのか？」

「言ったでしょう、ミスター。設計出来ている、って……」




　これが、あのアホのアリスなのか──？

　バンプも倒木の陰かげから、呆ぼう然ぜんとこちらを見ている。

　阻そ止ししたのだ。




　たった一人の小娘が、やったのだ。

　たった一発の刻紋弾エンブレムド・バレツトも使わず──、




　───己おのれが力のみで、〝約束された仲間の死〟を覆くつがえしたのだ。




「……良くやった、アリス」

　心からホッとした。わたしの戦術では覆せる戦況ではなかった。その結果として、バンプが死ぬ──そう考えただけでも、スプリングが切れそうになる。

　さっき感じた恐怖は、尋じん常じようではなかった。わたしの心は弱くなっている。

『冷静を装ってはいるが、おまえはアリスの何倍も傷つきやすい。心の深い場所に溜ためていくのだ。導火線に火がついたダイナマイトのようにな。そしていつか……哀かなしみの許容量を超えた瞬しゆん間かん、爆ばく発はつする』

　ホークアイの言葉が、脳のう裏りを過よぎる。銃身バレルが割れそうなぐらい悪お寒かんが走る。あれは真実だ。

　もしこの瞬しゆん間かんバンプが死んでいたら、わたしはどうなっていただろう……？

　恐怖でレンズが真まっ暗くら闇やみになる。




　………………………………戦えなくなる……前に、進めなくなる…………。




　アリスが足を止めたので、わたしは思考を打ち切る。倒れている騎き兵へいたちを見下ろしている。わたしの銃じゆう口こうにキスをして──、

「…………続けるの……？」

　返事をする者はいない。声だけで、敵の銃口を圧している。




「──あたしの名は、《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》───」
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　兵士たちはざわつき始める。

「聞いたことがある。確か、ヘッジストーンを救った英雄だ」

「第二次レッドリバー戦争を止めた女じゃないのか……？」

「…………伝説レジエンドだ。敵かなうわけがねえ……」

　騎兵たちは撤てつ退たいを始める。だが、隊長らしき男は怯ひるまない。

「伝説が何だッ？　腰抜けどもめッ！　どう見てもあの動きは魔女ウイツチだ！　撃うてェ！」

　隊長は騎兵用拳銃ドラグーンを抜く。

　もはや、銃弾を交えるしかない。チャームをスタンバイさせようとした、そのときだ。




「───わたしのアリスたんに、指一本触れるなァアアアアア──ッ！」




　その声は、空からだ。崖がけをジャンプしてきた屈強な中年紳士が、着地して物もの凄すごい猛もうダッシュで駆けつけてくると、ジャンプ・ラリアットで隊長を吹っ飛ばす。一撃で昏こん倒とうした。

「くそッ、よくも隊長を！」

「あの男を撃て！」

　銃撃が始まる。中年紳士は鼻先をかすめる弾たまにも顔色一つ変えず、鬼の形ぎよう相そうで騎兵隊に突撃していく。

「アリスたんに銃口を向けた罪は、万ばん死しに値あたいするズォオオオッ！」

　接近すると、騎兵を摑つかんでは投げ、摑んでは投げる。一発、脇わき腹ばらに弾をくらって血が滲にじんでも、まったく怯んでいない。それどころか「フンッ」と鼻を鳴らして、傷口から弾を排出している……。

「バケモノかッ!?」

「素す手でなのに勝てる気がしない！」

　あまりの獅し子し奮ふん迅じんぶりに撤てつ退たいを始めている。

「大変だ、撃たれているぞ！」

「止めろ！」

　崖がけを滑すべり下りてきた黒紳士服のマッチョたちが、泣きそうな顔で中年紳士を追いかけていく。

「おやめ下さい、大統領！」

　そう……認めたくはないが、こいつは現合衆国大統領───ウォーレン・アダムス。

　白き《サンダーバードワキンヤン》という刻紋弾エンブレムド・バレツトの効果で、アリスにベタ惚ぼれしてしまっている。

「どうかここは我らに任せて下さい」

「うるさい、引っこめ！　アリスたんに良いところをみせるんだい！」

　大統領は駆けつけたマッチョたちも殴り倒しながら、敗走する騎き兵へいを追いかけている。

　わたしはため息して、マイ・マスターを見る。

　アリスたんは、ガクガク震ふるえている。




「……来た……あいつが来たよ……怖いよ……キモイよ……」




　こっそりその場を逃げだそうとしたが、ちょうどそのタイミングでウォーレンがふり向く。

　ウォーレンの鼻の下が、サルの倍ぐらい伸びて、恍こう惚こつフェイスになる。

「アリスたぁぁあん──っ！　ウォーたんの活かつ躍やくみてくれたよね？　好き好き大好きアリスたんをいじめるヤツらをぶちのめしたよう☆　ご褒ほう美びに、ちゅぅううう──プリーズ♪」

　大統領が口を３ちゆうにしながら駆け寄ってくる。アリスの顔から血の気けがロストする。

「ぎゃああああああキモイィィイイイ──ッ！」

　逃げるアリスをウォーたんが追い回し、追い詰められてスネイクで蹴けり飛ばした。

「エマージェンシィ！」

「暴行容疑者を確保して、大統領を守れッ」

　黒服マッチョのボディガードたちが、アリスを取り押さえる。起き上がったウォーレンが「わたしのアリスたんに何をする！」と怒ど鳴なり、今度はボディーガードを蹴散らし始める。

　…………もう、どうにでもなれ。ったく。

「……ミスター・マグナム！」

　丘の向こうから響ひびいてきたその声は、聞き覚えがある。急いでレンズを動かし、近づいてくる騎き影えいを捉とらえる。ウルフのように精せい悍かんな顔立ちに、整えられた口ヒゲ。やはり彼だ。

「クラウンか!?」

　馬を寄せてきて、難しい顔で首を振る。

「とてつもない非常事態だ。このまま手をこまぬいていれば、合衆国は消滅してしまうッ！」
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「クーデターだと……ッ？」

　クラウン中将はわたしたちを本陣の天てん幕まくに案内すると、周辺地図を前に説明を始めた。その表情は硬く、緊張に満ちている。

「フォート・ウェンズリーの兵が合衆国に反旗をひるがえした。そして新十字軍ネオ・クルセイダーズと合流し、軍事同盟を結んでいる」

　大統領が重苦しい顔で言う。

「本当は鎮ちん圧あつ作戦を始めねばならんのだがね……」

「鎮圧？」

「各地の暴徒たちだよ。アイアンハンド壊かい滅めつに、魔女ウイツチが関かかわっていることを大々的に報道して、市民たちの怒りをかき立てた。それが各地の魔女狩り行為に発展している。記事の多くが、魔ま女じよは先住民エルダーズの呪術師ウイチヤシヤ・ワカンであると報道していて、先住民エルダーズ紛争にも火をつけている」

「待てッ、アイアンハンドを壊滅させたのは、連中だぞ!?」

「事実だとしても、そうは報道されていない」

　重苦しかった大統領の顔が、エロ狂いな顔になる。

「でも、ウォーたんはアリスたんが魔女だなんて思ってないよ！　アリスたんは優しくてエロ可愛かわいいピュア天使！」

　アリスたんは青い顔でわたしを握っている。いまにも撃うちそうだ。

「もうやだっ！　この人、何でここにいるのっ!?　合衆国首都って東部だよねぇ!?」

「アリスたんから、あんなラブレター貰もらったら、来ないわけにいかないよう！」

「……ラブレター？」

　いかん！

　サッ、とレンズをそらしたが、遅かった。一いつ瞬しゆんアリスの目とレンズが合ってしまった。

「……ミスター？」

「………………」

　アリスが水筒の蓋ふたを開けて、そそぎ口をわたしに向けてくる。

「バ、バカ、やめろッ！　錆さびるじゃないか！」

「あの電報……なんて打ったのかしらァア──ッ？」

「…………ええとだな……その……」

　大統領が鼻の下を伸ばしながら言う。

「ぜぇーんぶ暗記しているよ、アリスたん！　〝愛いとしの愛しのウォーレンさま。アリスの赤い蕾つぼみは、貴方あなたの接せつ吻ぷんをお待ちしております。どうかスモーキー＆ロックスにおいでなさいませ。そうすればめくるめく夜が過ごせると存じ上げます。うふん〟」

　電報の部分は女声になっている。いやー、これはキモイ。大統領でなければ撃うてと命じていただろうな。

「ハァアアアアア──ッ!?　赤い蕾つぼみィィイッ？　めくるめく夜ゥゥウッ？　そんな電報打ったから、この人よけいキモくなっちゃっうよねえッ!?」

「アリス、よく聞け」

「なによ？」

「正義を成なすために……犠ぎ牲せいは付きものだ」

　次の瞬しゆん間かん、わたしは無言で地面に叩たたきつけられてげしげし踏ふまれた。

「すまなかった！　わたしが悪かったッ、そんなに強く踏んだら壊こわれる！　埋うまる！」

「埋めてるわよッ！　ミスターは埋められないと判わからないみたいだからねええぇ──ッ！」

　バンプが羽は交がい締じめにして止めてくれた。

　アリスの目が、かつてないぐらいに怖い。相当怒っているな……。

「ウォーたん、スモーキー＆ロックスに来たよ！　来たから接せつ吻ぷんだよね！　あへぇ……アリスたんの接吻なんて想像しただけで……ワヲオオオオオオッンン昂たかぶっちゃうぅ──んっ」

　イヌみたいに四よつん這ばいになって飛びつこうとしている大統領を見て、アリスが青ざめながら叫ぶ。

「───お座りィィイイイイッ！」

「わぉん！」

　大統領が、お座りしやがった──……。

「お預け！」

「……くぅんんん」

　大統領が動こうとすると、また叫ぶ。

「お預け！　お預け！　お預け！」

「きゃうぅん」

　やっと止まった……舌を出してハッハッ言っているが、とりあえず大人おとなしい。

　これが大統領か──クーデターも起こるだろうな。わたしが部下なら絶対起こす。

「で、どう動くつもりだ、クラウン中将」

　大統領がイヌをやめて立ち上がる。いつになく鋭い目になる。

「彼はもう中将ではないよ」

「え？」

「将軍にした」

「はァァアアア──ッ？」

「将軍がクーデターに参加したので、ちょうどいいと思ってな。異議でもあるのかね？」

「い……いや、大出世だな、クラウン……」

　クラウン自身も戸惑っているようだ。さすが軍人出の大統領。見る目があるし、決断が早い。

「なら、話してくれ。クラウン将軍」

「フォート・ウェンズリーを陥かん落らくし、反乱軍と新十字軍ネオ・クルセイダーズの拠点を失わせる」

　まさに夢の通りになったわけだ。騎き兵へい隊たいでフォート・ウェンズリーを攻め、その戦いで黒き《切断キヤクサ》が使われる。クラウン将軍はわたしをまっすぐみつめる。

「この戦いに参加して欲しい、ミスター・マグナム。君がこの戦いの行方ゆくえを握っている気がするのだ」

　こいつの勘の良さは軍人としての最上位資質だな。将軍にして正解だ。

「率直に言うぞ、クラウン。フォート・ウェンズリーで大量虐ぎやく殺さつが起こる」

「……それは予言か？」

「予言だ。種類はちがうが、アイアンハンドと同じようなものが使われるだろう」

「……………………」

　天てん幕まくは沈黙に支配される。

　長い思し索さくの後、クラウンは声を震ふるわせながら訊きいてくる。

「……どうすれば勝てる？」

　わたしは第二の未来セカンド・フユーチヤーの夢を語る。ロッキーの部分で、アリスとバンプの顔が青ざめる。

「ロッキーは……どうなっちゃうの？」

「前に、その続きを夢に見た。黒いドレスのロッキーは、ジギーと共にどこかへ姿を消す」

「そんな様子、一切なかったじゃねえか！　何かの間違いじゃねえのか──？」

「わたしだってそう思いたい。だが、事態を放置すれば、夢が現実となる」

「……そんな。ロッキー」

「ジギーは詐さ欺ぎ師しだ。ロッキーに何かしたのだ」

「欺だましたのッ？」

「そう考えるのが妥当だろう」

「救い出さなきゃ！」

「判わかっている。だが、他ほかにやることがある。まず《切断キヤクサ》が使われる前に阻そ止しする。この地のソーサーは砦とりでの北東の山岳にある。ここに騎兵を突入させて生け贄サクリフアイスの儀式を止めなければ」

　地図を見てクラウンが難しい顔をする。

「割けるほどの戦力ではない。難攻不落の南門を突破するには倍の騎兵が欲しいほどだ」

「門が開けば、どうだ？」

　クラウン将軍は目を丸くした。

「そんな奇跡が、可能か？」

「フォート・ウェンズリーに侵入し、南門を解放する」

　アリスが嬉うれしそうに言う。

「侵入出来るなら、ロッキーも救い出せるわ」

　バンプが首を振る。

「フォート・ウェンズリーの連中は戦争のプロだ。間抜けじゃねえぜ……？　だいたい侵入する、たってあの高い防壁を越えなけりゃ……」




「───いい方法があるけど、乗るかい？」




　その声に、天てん幕まくの会話が止やむ。いままで、ずっと黙だまっていた人物だ。そんなことを言いだすはずがない人物だ。

「……ダズリリ？」

　我が母は、にっこり笑いながら告げる。

「わたしは、フォート・ウェンズリーの抜け道を知っているよ」
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　再びノーフォーク砂漠の北部、ウェンズリーの地に入る。波打つような隆りゆう起きに、唐とう突とつな谷。起き伏ふくの激しい暗色の荒野が続く。ノーフォーク砂漠は平地が多いが、ウェンズリーはちがう。こうした要よう衝しようが多いために砦とりでが築かれたのだ。

　丘にはサボテンが群生していて、道らしき道はない。ダズリリはそういった荒い地形を進んでいく。馬は疲れ果て、やがてペースが落ちてくる。

「これ以上はムリだね。歩こう」

　馬を降りて枯れた湖を通り、ごつごつとした岩の斜面を登る。やがて、目立つものが見えて来た。大きな丸い岩を、アーチのような形の岩が支えている。

　ダズリリは、その岩の下で足を止めた。

「ここだよ」

　岩のアーチの下に木組みのゲートがある。トロッコの線路もある。うち捨てられた錆さびたスコップや倒れた鉱石運うん搬ぱん用の荷馬車がある。どうやら鉱山の入り口らしい。木の板で封がされているので、バンプが体当たりでぶち壊す。

　中は真まっ暗くら闇やみだ。バンプが松明たいまつを準備しようとすると、ダズリリはチャームを唱え、指先に火の玉を燃やして照明にして先に行く。アリスとバンプは慌あわててついていく。

　荒々しく掘られた坑こう内ないは、段差やカーブがつき、天井を支える木き組ぐみも腐りかけている。

「金鉱が抜け道だなんて噂うわさは一切なかった。なぜ、先住民エルダーズのおまえがそんな場所を知っているのだ？」

「もう二〇年くらい前になるかねえ。ウェンズリーの最初の開拓者たちが聖地を冒おかし、戦いが続いたんだ。向こうは砦とりでを築き、こっちは徐々に劣勢になっていった。ある日、恐ろしく強い軍隊がやって来て、カダル族の村が襲おそわれた。男は殺され、女子供は捕ほ虜りよにされた。わたしもそのとき囚とらわれてね──」

　何でもないような口ぶりだが、ダズリリの目は普ふ段だんよりも細められている。わたしには判わかる。彼女は感情の高ぶりを抑えようとするとき、ああいう目をする。

「だけど軍人の一人が、わたしたちを逃がしてくれた。銃に大たい剣けんをつけた男性で、鼻から頰ほおにかけて刀かたな傷きずのある人で……」

「ファルコン《ショートリーフ》イングラムか」

「……誰だれ？」

「メリーの父親だ」

「へぇ……えっらい人だったんだねえ」

　大英雄だ、アホ。歴史を勉強しろ。

　ダズリリは坑こう道どうの奥へと進み、行き止まりのところで天井を見上げる。アリスも近づいて見る。竪たて穴あながある。

「奥にハシゴがあるのだけれど……」

「任せて」

　アリスは助走をつけると壁をツーステップしてから岩の出っ張りを摑つかみ、そこからロッククライミングしてするする登っていく。天井に着くと、横にジャンプして穴のところにへばりつき、さらに登って上に到達する。そしてハシゴを下ろして皆を登らせる。

　光が薄うすれていく。ダズリリがさっさと歩いて行ってしまったのだ。慌あわてて二人は追いかける。

「……あら」

　ダズリリが足を止めている。追いつくと、わたしにもその理由が判わかった。

　地面に光る紋様が描かれている。呪紋チヤーム・エンブレムだ。耳を立てたキツネの形をしている。どこかで見た覚えがある……？

「珍しいね。青の《語りあうキツネオードカジ・ウオードクウセス》だよ。記憶にある人物と遠えん隔かく会話が出来るチャームさ」

　キツネのエンブレムから、声が聞こえてきた。

「聞こえるか？　ミスター・マグナム」

「──この声ッ、ロックフェローか？」

「そうだ。約束通り、アメリアを助け出してくれたのだな。この恩は絶対に返す」

　アリスが割って入る。

「アゴちゃんは無事ッ？」

「無事だ……いま……ザッ……そっちに向かっ……ザッ、ザザッ──……」

　そこまでだった。エンブレムは歪ゆがみ、かすれるように光量が薄れ、消えてしまった。

　三〇分ほど歩いたろうか。しゃがまないと進めない道に出て、そこを抜けると坑こう道どうは石壁の通路に変わった。地面には水が流れていて、ネズミがいる。どうやら、フォート・ウェンズリーの下水道のようだ。十字路や曲がり角がある。おそらくは脱出や奇き襲しゆうを目的として拡張していったのだろう。まるで迷路だ。

　行き止まりでダズリリが立ち止まる。壁には手や足を入れて登るためのくぼみがある。

「ここ？」

　ダズリリが頷うなずいたので、アリスはくぼみを足場にしてするする登っていく。上に横穴がある。中腰で歩み抜けると、やがて風が流れ始め、奥に光が見えてくる。ロープが二本見える。石を積んだ円形の壁。アリスはへりまで言ってそっと覗のぞきこむ。どうやら井戸だ。

（連れて来い）

　アリスは素早く戻って、みんなを連れて来る。到着してから、アリスは井戸の桶おけを吊つるすロープを摑つかみ、登っていく。茜あかね色いろに染まった空が見える。聴ちよう音おん増幅してみる。人の話し声、足音、篝かがり火びの爆はぜる音。銃をメンテする音。かなり大勢いる。

（慎重に顔を出せよ？）

　わたしに見えるように頷いたあと登り切り、ゆっくりと顔を出す。

　石造りの防壁が見える。南の門には木製だが頑がん丈じような門がある。砦とりで中に木き組ぐみの空中通路と階段が備えつけられていて、縦じゆう横おう無む尽じんに移動出来るようになっている。防壁には大砲やガトリング砲が設置されている。壁の内側は広場で、土ど囊のうや石籠ガビオンが規則的に積まれた防衛地点がある。門が破られたときに、ここで迎むかえ撃うつためだ。

　アリスの潜ひそむ井戸のある付近は、物資搬はん入にゆうをする荷馬車や、運びこまれた樽たる、木箱などが積まれ幌が掛けられた物資の備蓄庫になっている。馬うま屋やと兵舎が近くにある。石壁の塔が東西と北にある。馬屋のもっと向こうに新十字軍ネオ・クルセイダーズが駐留している。天てん幕まくが張られ、甲かつ冑ちゆう姿の兵士たちがいる。猛もう獣じゆうも放し飼いになっている。使い魔フアミリアーなので人は襲わないだろうが、反乱軍の兵士たちは怖そうな目でそれを眺めている。

　騎兵隊の軍服を着た男たちが四人、こっちに歩いてきたのでアリスは静かにロープを滑り下りてやり過ごす。

「すごいヤツが来たな」

「ファーストフィンガーだぜ？　まさか本人を見る機会があるとは」

　何だと……？　《比類無き者フアーストフインガー》フランクがここにいるのか？

「それより、ケビン将軍の側にいるあの美男美女は誰だれなんだよ？」

「知らないのか？　《ショットガン・クイーン》ロクサーヌと《伊達男スウイート・ガイ》ジギーだ」

「女のほうって、ビッグホーン牧場の牧場主らしいぜ」

「あんな美人で、金持ちかよ。狙ねらうしかないな」

　笑い声が上がっている。井戸にかなり近い。アリスは緊張した面おも持もちで息を殺す。

「二人は兄きよう妹だいらしいな」

「噓うそつけよ」

「いや、確からしいぜ。隊長が『美しき兄妹』って言っていたからな。黄金髪ゴールデンブロンドも青い瞳ブルーアイズも同じだろ？」

　──何だとッ!?　そんな事実は、未来にも無かったぞ。ジギーは名うての詐欺師トリツクスター。数々の女を欺だまして大金をせしめてきた。ロッキーを言いくるめて噓を信じさせるなどお手の物だろう。

　ガツ、という音がしてアリスがビクッと反応する。どうやら通り過ぎるときに、騎き兵へいの一人がライフルを井戸でこすっただけ、らしい……。

　焦あせった。いま発見されたら完全に手詰まりだ。アリスもそれを理解しているから、こんなに焦っているのだ。

「本当にあいつら味方かよ」

「新十字軍ネオ・クルセイダーズか。将軍が決めたとはいえ、気にくわないな」

「同じ神の信者じゃないか」

「一緒にするな。新教は先住民エルダーズや黒人を滅ほろぼせとは教えない」

　足音は遠ざかっていった。にしても、この砦とりでにはヤツがいるのか。

《比類無き者フアーストフインガー》フランク──名実ともにスモーキー＆ロックス最速の早はや撃うちガンファイター。

　この時代なら、最速ではないかもしれないが、勢いのある若手ヤングガンとして活かつ躍やくしている。

　相手にするには怖すぎる。アリスどころか、バンプですら敵かなわないだろう。

（アリス、リロードだ）

（へ……？）

（刻紋弾エンブレムド・バレツトを込める）

（なんで……？）

（いいから、やれ）

　かつてホークアイがフランクを仕し留とめたとき、アリスは一緒のテーブルにいた。そのとき、わたしは目撃したのだ。ホークアイの秘策を──。

（一番の薬室チヤンバーに、ガンベルトの上から二番目のヤツを入れろ）

（え？）

　アリスがガンベルトから刻紋弾エンブレムド・バレツトを抜いて、固まっている。

（……え？　ホントに？　これ、相当すっごい弾たまだよね？）

（それでいい。込めろ）

　首をひねりながら装そう塡てんする。

（さあ、もう一度確認だ）

　アリスが井戸から顔を出す。視覚同調キヤストアイして、アリスの目を借りる。見張りはこっちを向いていない。アリスは『上がって』とジェスチャーしてバンプたちを進ませ、自分は用心しながらそっと井戸を出る。近くの干し草のカタマリに隠れる。

　バンプが井戸から出て、馬うま屋やの壁に隠かくれる。ダズリリも上がってきて、バンプの後ろにつく。

（馬屋から宿舎に向かえ）

　忍び足で移動していく。物資の木箱や樽たるの陰に隠れているので、見張りの目はごまかせている。宿舎の入り口が見えてきた。ライフルを構えた兵士が一人いる。

　後ろから足音がする。将校らしき軍服の男が歩いてくる。──挟はさまれた！

（バンプ！）

　ニセ牧師は素早く身を起こす。

（ミスター、あいつはッ？）

　アリスの目が将校の胸の階級章を捉とらえる。

（第四騎兵隊の司令官、デイビッド中将だ）

　バンプは服を整えながら将校の元に向かう。アリスたちは荷車の陰かげに入る。将校はバンプに気づいて眉まゆをひそめる。

「……おい、そこの牧師」

「はい？」

　一番近い見張りが、バンプと将校に視線を向ける。将校を始末する手は封じられた。

「見ない顔だな。いつ砦とりでに入った？」

「昼に。従軍牧師として参りました、サイラス・キングと申します」

　将校は苛いら立だちを隠さず言う。

「着任の書類は届いていないぞ」

「それは、大変な手違いがありましたようで申しわけございません。門もん衛えいの方に通していただいたので、てっきり話が通っているものかと」

「書類があるなら見せろ」

「判わかりました」

　書類なんかあるわけないだろう。どうする気だ……？　片かた膝ひざをついて地面に下ろした背囊バツクパツクをあさり、書類を出すふりをするバンプに将校が近づく。そのときだ。

　バンプは急に立ち上がると、将校の胸ぐらを摑つかみ、耳打ちする。聴ちよう音おん増幅をかける。

（聞きなさい。わたしはベネディクト様の密使です）

「何だと……？」

（見張りに怪しまれます。小声で話して下さい）

　そう言うと、将校を突き放してにこやかな顔で軍服の土つち埃ぼこりを払い始める。将校は怪しむ見張りに手を振って、大丈夫だとジェスチャーする。

（どういうことだ。密使などと……）

（デイビッド中将──貴方あなたに直接話せと命じられましてね。将軍は裏切ります）

（何だと……？）

（大統領とグルだったのですよ。クーデターを阻止するために、内部に潜もぐり込ませているのです。今夜戦せん闘とうが起きますが、そこで貴方あなたは、殺されるでしょう）

（……そんな突とつ拍ぴよう子しもない話、信じられるか）

（将軍の側そばにいる人物を思い出しなさい。ジギー・ロックウェル……彼は詐さ欺ぎ師しです。そして伝説のガンファイターも呼び寄せた。何のために？）

　将校の顔が青ざめる。

（……………………わたしを、殺すため……か…………？）

　巧いぞ、バンプ──完全に信じこませている。

（ようやく気づきましたか）

（わたしは殺されるのか）

（お助けします。そのために遣つかわされてきたのですから。将軍たちはどこにいます？）

（どうする気だ？）

（わたしは暗殺のプロです）

（騒さわぎになるぞ）

（役目を終えれば自決します。将軍が死んだら、貴方が軍の全権を掌しよう握あくなされば宜よろしい）

（それなら……、）

　将校の額ひたいに汗の玉が伝っている。相当焦あせっているようだ。

（……いや待て。そう都合良くいくか？　将軍は用心深いぞ）

（段取りはつけていただきたい）

（どうすればいい？）

（まず居場所を）

（将軍は北塔の最上階だ）

（北塔に行くための手助けは出来ませんか？）

（見張りに『牧師を通せ』と伝えておく。五分後に行け。それで暗殺任務を遂行出来るか？）

（充分です。あとはお任せを──）

　バンプは中将と別れて監視の目が緩ゆるまってから、馬うま屋やに入ったふりをしてこっちに来る。

「よくやった。バンプ」

「際きわどかったぜ」

　これで五分後に塔へ向かえばいい。ダズリリは残して、アリスに青き《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》を使わせ、バンプを追わせるか。完全に姿を見えなくし、発する音も消してしまう刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。バンプが危なくなっても援えん護ご出来る。

　聴音装置バレルマイクが足音を感知する。近づいて来る。おかしい。こっちに大勢来る。

「……ミスター」

「しっ」

　足音を数える。近いのは六つだ。兵士も近づくように移動している。北塔からも足音が来る。騎き兵へい隊たいだろう。大勢いる。

「どうやら、ハメられたようだ……包囲された」

　仲間たちの顔から血の気が失うせる。

「井戸に戻るか？」

「いや、あの道は防壁通路から丸見えになる。ダズリリは荷車の陰かげを出るな」

　アリスとバンプが並んで立つ。騎兵隊に守られたデイビッド中将が近づいて来て、笑みを浮かべている。

「黒の牧師服カソツクを着た、特大十字架のネックレスをした敵が来る──なんて半信半疑で聞いていたがな。まさか来るとは……口の立つ男だ。予あらかじめ聞いていなければ欺だまされていただろうな」

　バンプが歯は嚙がみする。

「最初から、踊らされていたのかよッ」

「そうだ、サイラス──」

　その声を聞いたバンプが、ビクッと硬直する。




「───アニキ……？　なぜ、ここにいやがンだ……？」




　空中通路の上に、二〇代後半くらいの男がいる。十字架飾りのある黒い帽子を被かぶり、暗あん褐かつ色しよくのコーディネイトでまとめたオーソドックスなカウボーイ・スタイル。額ひたいに十字の傷きず痕あとがある。

　こいつの羽は織おる黒のマントは、風もないのにはためき、裾すそが炎のようにチロチロと揺らめく。

　バカな…………こいつが、バンプの兄だと？　見覚えがあるぞ。

　錆さびた鎖をガンスリングにしてコルト・ライトニング・ライフルを背負っている。手には、パーカッション銃をカートリッジ互換に改造したＭ１８７２──。

　こいつは、伝説レジエンドだ。流儀は、深しん淵えんの哲学──その引き金は教典、とまで讃たたえられる孤こ高こうのガンファイター──《十字創痕の賢人クロスワンド・セージ》ブルース。

「キング家の恥さらしめ。貴き様さまがやっているのは、神の冒ぼう瀆とくだ。父上の神銃ホーリーガンを返せ。貴様のような紛まがい物ものの牧師が所持していいものではない」

「……待ってくれよ。アニキとはグリーンフォークで解わかりあったろうが」

「戦うのはこの地だと判わかっていた。だから、よけいな悶もん着ちやくを起こさぬよう、差し障さわりのない言葉を選んだのだ」

「───アニキ──そんなッ……!!」

　マズイぞ。あのバンプが動揺している。足音がさらに近づいてくる。レンズを回して確認する。ブルースと挟はさみ打ちにする形で、ガンファイターが陣じん取どっている。

　若造だ。だが、その猫のような吊つり目は自信に漲みなぎっている。小柄でひ弱そうに見えるのは、見た目だけ。中身は猛もう獣じゆうだ。ヤツの握る騎兵拳銃ドラグーンに詰まっているのは規格違反弾オーバーロードだ。とある天才銃匠ガンスミスが造りあげた高性能炸さく薬やくを詰めてある。初速だけならライフルに匹敵するバケモノ拳銃ピストルだ。抜き撃うち最速、百発百中、一撃必殺──のちにスモーキー＆ロックスの覇は者しやと呼ばれるようになる──《比類無き者フアーストフインガー》フランク。




「───さすがに、観念してくれないかな？　ミスター・マグナム」




　この声の主である男は、防壁に立っている。抜け目なく輝かがやく垂たれ目に、特徴的な三連星のほくろ。小こ洒落じやれた新品のホワイト・スーツ。その手に光る小型双発拳銃ダブル・デリンジヤーは、わたしと同じチャームガンだ。賭と博ばく師し兼プレイボーイ。そして厄介な詐欺師であるガンファイター──《伊達スウイート男・ガイ》ジギー・ロックウェル。

　いけ好かないヤツだった。いまも好きではない。ヤツの持つ銃も含めて。

「──久しぶりね。模造拳銃コピーガン」

　ダブル・デリンジャーから女の声が聞こえて来た。

「黙だまれ、色情拳銃ビツチガン」

　気にくわないメスのチャームガン、トリックスター。

「……あんたとは、もっとケンカしたかったわ」

　ふと、トリックスターが〝笑っている〟印象を感じた。相手は銃だ。表情などない。なのに、感じた。

「ロッキーがいるはずだな？　引き渡せ」

「怖いね……こっちの動きが筒抜けじゃないか。それが《予言する者》の力ってわけかい？」

「何を吹きこんだ？」

「事実を告げたまでさ」

「ロッキーの兄は幼くして死んだはずだ！」

「レッドリバーで溺おぼれて、ね。だけど死体はなかった。どうしてだと思う？　生き延びてソルティックって街で暮らしていたからさ」

「おまえは詐さ欺ぎ師しだ。噓うそを信じさせる力がある」

　返事の代わりにジギーが浮かべた笑みは、いつもの嘲ちよう笑しようではないように見えた。

「君に言ったよね。借りは返して貰もらうと。退しりぞいて貰えるかい？」

「──退こう。ロッキーと一緒なら」

「それは出来ないね」

「なら、約束は守れないようだな」

「約束破りかい？」

「そうなるな。代だい償しようはガンファイターの流儀で払わせたらどうだ？」

　ジギーの笑みが、嘲ちよう笑しように戻る。

「もちろんそのつもりさ。そのために伝説レジエンドを呼んだんだ……」

　アリスがツバを飲む。

「えっと……この人たちって」

「フランクも、ブルースもトップクラスの伝説レジエンドだ」

　バンプの額ひたいにも汗が浮かんでいる。

「アニキが、伝説レジエンドかよ……」

　いかんな。空気を変えなければ。

「二人とも、怖おじ気けづいたわけではないだろうな？」

「ロッキーがこの先にいるんだよね……？」

「間違いなく、な」

　アリスの目が猛もう禽きんの鋭さを宿す。

「なら、通るわ。前に誰だれがいても」

　バンプも歯を食いしばり、伝説の男たちを睨にらみ据すえる。

「仲間は見み棄すてねえよ」

「よく言った、二人とも。その命、預かるぞ」

　ダズリリは蜘蛛の巣ドリーム・キヤツチヤーの杖つえを構える。

「時間を稼いでおくれ。とびきりのチャームを唱えるよ」

　アリスとバンプは並んで立ち、ダズリリを守る。アリスがホルスターにゆっくり手を添える。《比類無き者フアーストフインガー》フランクは撃うたない。ニヤつきながら拳けん銃じゆうをホルスターにしまった。

　早撃ち勝負というわけだ。こいつは、未来でもそうだった。呆あきれるほどプライドが強い。弱点があるとすれば、そこしかない。

　距きよ離りは──一二バレッセル。ここにいるガンファイターが外はずす距離じゃない。アリスは相当成長した。バンプだって未来よりもキレがいい。だとしても、この伝説を打ち負かすほどの力はない。どうあがいても技量は向こうが上。不意打ちでも厳しいのに、正面から撃ちあって敵かなうわけがない。だが──、




　……───わたしの準備した秘策で、勝負は五分だ───。




　フランクは都市型のガンファイター。抜き撃ちにプライドを賭かけ、その速さを競うことで優越を決めてきた。こいつらの常識では、考えられないことが二つある。

　一つは抜き撃ちを練習しないガンファイターがいる、ということ──。

　そしてもう一つ──。




　抜かず撃うちなんて発想は、存在するとも思わない──ということだ。




　すっかり囲まれた。騎き兵へい隊たいもいるし、防壁や空中通路に兵士も大勢集まった。使い魔フアミリアーや騎士たちも、こちらに前進し始めた。敵は勝利を確信している。

　だが、覆くつがえせるのだ。

　抜き撃ち最速というプライドを逆さか手てに取ればな──。

　視覚同調キヤストアイして、アリスの目で見回す。

　風が、土埃を運んでくる。夕ゆう陽ひはとっくに沈みきった。コンドルとカラスの合唱が静まり返る。充満する殺さつ気きを感じ取ったのか、あるいは屍エサの到来を待ち構えているのか。

　誰だれも、まだ撃たない。兵士もライフルを構えたままだ。伝説のガンファイターがいるからだろう。この場に、先に撃ちこむのは冒ぼう瀆とくになる。誰もが、引き金に合図を求めている。その合図を誰もが探さぐっている。

《伊達男スウイート・ガイ》の目を見る。彼はおそらく、この戦いにおける重要な何かを知っている。だから、ロッキーを連れ去ったのだ。聞き出す機会は、もう無いだろう。銃が、彼との最後の対話になる。皮肉なものだ。ガンファイターは、撃てるからこそ判わかりあえず、引き金で相手に判らせるしかないのだ。

　猛もう然ぜんと思考が回転し始める。わたしの戦いは、始まる前に終わる。百手先を読み、敵が動く前に〝詰ませる〟パズル──それがミスター・マグナム・スタイルだ。パズルのピースが、すべて埋うまる。

　刻ときは、満ちた。世界はわたしの手中にあるオール・イン・マイ・テリトリー。




「正義なき者よ、銃弾の葬送曲レクイエムを聴きけ──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」




　この交響曲は獰どう猛もうだ。すべての獲え物ものを食らい尽くすまでフィナーレを飾らない。

　それでいい。わたしは殺しの道具だアイアム・ア・ガン。




「……───伝説の幕を下ろせッ！」




　戦いの火ひ蓋ぶたが切られる。優雅にマントを撥はね上げたのは《十字創痕の賢人クロスワンド・セージ》ブルースだ。拳けん銃じゆうを握り、そこで一いつ瞬しゆん、アリスとバンプを見て、バンプへと銃じゆう口こうを向ける。パンプがほぼ同時に、ブルースへと狙いをつける。この段階でアリスはわたしに手をかけた状態だ。手をかけたことで、〝抜いた〟と判断されて《比類無き者フアーストフインガー》フランクが動き始める。圧倒的な速さだ。もう抜き放ち、撃げき鉄てつを起こしている。勝てるわけがない。

　……だが。ここから、状況は一変する。

　わたしがホルスターに入ったままアリスは撃げき鉄てつを起こし──その撃鉄が、起こした直後に下りた。そう、引き金を絞ったまま、撃鉄を起こしたのだ。

　当然、〝ホルスター内での暴発〟になる。───通常なら。

　わたしに込められていた、一発目の弾丸。それは刻紋弾エンブレムド・バレツト、青き《駿馬シユンカ・ワカン》──。

　青のシリーズは空くう砲ほう扱い。つまり弾たまは出ない。だが、効果は発動する。

　これこそが秘策、《抜かず撃うち》の正体だ。

　ホークアイはこれでフランクを倒した。早撃ちの達人であるフランクには、早撃ち勝負しかアタマにない。〝ホルスターの中で撃った弾が勝敗を決する〟などという考えには及びもしなかったのだ。過去にあたるこっちのフランクも、見事にひっかかってくれた。

　すでにアリスの勝ちは決まっている。この《駿馬シユンカ・ワカン》は、刻紋弾エンブレムド・バレツトの中でもトップクラスの性能を有している。神経速度と運動能力を増加させ、人間の限界を超えた速さで動けるようになるのだから。この瞬しゆん間かんから、伝説の男たちを含めた、周囲の敵、味方──すべてがスローモーションのように見え始める。フランクが最初の発砲を行ったが、その弾は目に見えるスピードで動いている。アリスは弾道を予測してゆらりと動き、弾をかわす。

　──《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──〔スピードローダー〕金かな床どことハンマー》──。

　わたしはチャームを詠えい唱しようしたが、その声が歪ゆがんで聞こえない。神経速度が速すぎて、音の伝達が間に合わないのだ。《金床とハンマー》は準備中だ。

　──二番、銀の《猫エリー》だ！

　わたしが脳裏に描いたリロードの指示を、アリスは即座に実行していく。わたしのシリンダーに弾が込められ、撃鉄が起こされる。

　この時点で《比類無き者フアーストフインガー》フランクに異変が起きた。アリスに匹敵する速度で動いている。《駿馬シユンカ・ワカン》を使ったのか──？　いや、弾は通常弾だったはず……。

　──ヤツは危険だ、始末しろ！

　アリスがフランクに向けて撃つ。フランクも、ほぼ同時に撃ってくる。弾は同時に放たれたのに、フランクの弾丸はアリスの倍近いスピードで迫ってくる。アリスはよけるしかなくなり、その間にフランクは建物の陰かげに逃れる。

　妙みようだ。可能性として一番高いのは、フランクが魔弾の射手チヤーム・ガンナーだったということか。おそらく《駿馬シユンカ・ワカン》を内蔵チャームで持っているのだろう。未来でホークアイとやりあったときも反撃して、ホークアイの頰ほおに一発かすめている。常じよう人じんでは出来ないことだ。

　──二番をバンプに撃て！

　二番の薬室チヤンバーに入っているのは銀の《猫エリー》──《駿馬シユンカ・ワカン》に似たタイプの弾丸だが、効果範囲を持つので、仲間も行動速度が激増する。ただし神経速度は速くならないので、弾を避さけるなどという芸当は出来ない。攻撃用だ。

　撃うった途と端たん、バンプの動きが速くなる。まずはブルースを撃って隠かくれさせ、そのあと危ない距きよ離りにいる反乱兵士たちを撃ち抜いていく。《猫エリー》と《駿馬シユンカ・ワカン》が重ちよう複ふくしているので、アリスのスピードは恐ろしいほど速い。もはや敵には消えて見えることだろう。

　ここで、《金かな床どことハンマー》スピードローダーが発動。わたしはレンズをオロゴ探知に切り替える。シンフォナイズによって情報は共有されて、アリスは地面のオロゴ溜だまりを撃つ。シリンダーが通常弾で埋うまる。アリスはザコを撃ちまくる。弾だん幕まくの中の際きわどい弾たまはよけて、バンプかダズリリに当たりそうなものは飛ぶ弾そのものに近づいて銃口を突きつけ、弾をはじく。弾切れになれば、スピードローダー装そう塡てん。オロゴさえあれば、ゼロタイム・リロードだ。最初に撃った者の血しぶきが地に落ちる前に、次々と血しぶきが上がり、重なりあって鮮血のカーテンとなる。バンプが移動を開始する。《十字創痕の賢人クロスワンド・セージ》ブルースとやりあう気だ。

　銀の《猫エリー》の効果範囲から外れるが、ブルースは手て強ごわい。バンプに相手をして貰もらおう。

　二人とも走りながら撃ちあっている。腕と脇わき腹ばらに当たりはしているが、どちらも致命傷ではない。互角か。捌さばき切れないほど大量の弾幕が来る。

　──一番、銀の《冷たき断崖ウスカアース・クエイサ》。二番、赤き《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》。三番、白き《灼光ウオー・チー》。四番、赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》。

　敵の弾幕が飛来する間に、アリスはリロードを終える。

　──地面に向けて撃てッ！

　アリスは二バレッセル手前の地面にショット。着弾点から真っ白な氷の壁がそびえ立つ。

　銀の《冷たき断崖ウスカアース・クエイサ》──地面に堅固な壁を作る刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。膨大な数の銃弾は氷の壁に撥はね返されて、雪のような氷片を煙のように散らす。これで時間が稼げる。次だ。

　──門を撃て！

　アリスは反対方向を向いて撃つ。南側の門へとそれは当たった。着弾点からヒビが入る。分厚い門が粉々に砕け散る。破壊は止まらず、防壁までもが崩ほう壊かいを始める。

　赤き《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》──無機物を超振動で破壊するという、あまりに豪快な刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。地面に撃てば地割れを起こして地形すら変え、建物に撃てば崩壊させる。

　難攻不落なはずの砦とりでが、いま敵に懐ふところを曝さらけ出したのだ。

　──次は、空だ！

　アリスは天へと撃つ。白き《あまねく照らす光輪ウオー・チー》──発射された弾丸は上空で閃せん光こう球きゆうとなり、砦を昼間のように明るく照らす。これが、クラウン将軍への〝合図〟でもある。

　最後の刻紋弾エンブレムド・バレツトは指示しなくてもアリスが撃つ。最初は空くう砲ほう扱いなのを知っているからだ。

　銃じゆう口こうに赤い円陣が現れる。円陣の中に複数の小円を放射配置してある。円は回転し、だんだんと速度を上げていき、氷の壁から出て、その身を弾のハリケーンに曝す。

　───引き金が、あたしの運命なら──……、

　アリスの意志が、わたしの脳裏に響ひびく。

　───背負うわ。ミスター・マグナム──貴方あなたと共に───闇やみをも歩む。

　やがて、ハリケーンを押し返すハリケーンのように銃弾をぶち撒まき始める。

　赤き《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》──弾だん数すう無限、超高速連射──その力は圧倒的だ。たった一人の魔弾の射手チヤーム・ガンナーが持ちうるレベルではない。現にアリスが斬きるように銃じゆう口こうを巡らせただけで何人もの兵が死ぬ。いや、何十人だ。秒単位で死んでいく。銃声を聞きつけて集まってきたのが災わざわいした。倒される的まとが増えていく。いくらこっちを撃うとうがムダだ。アリスは見切りを駆使して最低限の動きで弾をよけている。攻撃の手を緩めることはない。兵士も騎兵隊も、将校の区別もない。立っていて銃を握っていれば一いつ瞬しゆんで風かざ穴あなを穿うがたれる。宙が血ち煙けむりに覆おおわれる。防壁が真まっ赤かに染まっていく。

　敵の弾だん幕まくがどんどん際きわどくなっていく。人間が通る隙すき間まもない、大量の弾丸──身をひねり、そのわずかな切れ間を縫ぬうように動く。そして追い詰められた瞬間──……、

　アリスは体内のオロゴを筋力に変換し、一瞬で〝爆ばく発はつさせる〟──精せい霊れい体たい術じゆつだ。しかも《駿馬シユンカ・ワカン》によってさらに増幅し──電でん光こう石せつ火かのスピードで、死のエリアを脱する。




　──────百発以上の弾を、すべてよけ切った──。




　その速度は、まさに電光石火ライトニングに見えたことだろう。




　‥……──《駿馬シユンカ・ワカン》が切れる！




　スローだった時間が急速に動きだす。アリスの精霊体質が磨みがかれたため、以前よりも長く刻紋弾エンブレムド・バレツトの効果を維持している。反乱軍の兵士をさらに撃ったあと《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》も切れる。頃ころ合あいを見計らって、フランクが建物から出てきた。

「おい、銃をしまえ。フェアにやろうぜ」

　フェアか。バカだな、フランク。若さゆえだ。手の内をわたしに教えてしまうとはな。

　──そのまま、撃て。

《比類無き者フアーストフインガー》フランクは目を剝むいた。撃ち抜かれた自分の腹を見ながら呆ぼう然ぜんと膝ひざをつき、前のめりに倒れる。

「──早撃ちは、あまり練習してないの」

　アリスに抜かず撃ちされたのに、早撃ちにこだわるフランク。

　なぜ早撃ちか？　あいつの内蔵型《駿馬シユンカ・ワカン》には発動条件があるからではないのか。その条件とはおそらく『相手も抜き撃ちの状態であること』──。

　撃ち返せなかったところを見ると、どうやら正解だ。










　伝説が、散った──。







　スモーキー＆ロックス制せい覇はを狙ねらえる強つわ者ものだった。

　生き残った者は、顔に絶望を宿した。その脳裏に刻まれたろう──《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》の名が。

　伝説レジエンドを覆くつがえす伝説レジエンドを目にしたのだ。

　シンフォナイズも切れたし、生き残りの兵士や騎き兵へい隊たいに撃うたれたら、命の保証はない。

　だが、誰だれも───アリスを撃たない。猛もう禽きんのような瞳ひとみが向いた途と端たん、誰もが銃を手放す。

　わたしの銃じゆう口こうが動いただけで悲鳴を上げ、腰を抜かす。

「稲妻ライトニングのような動きで銃弾をよけた……」

「一いつ瞬しゆんで百人殺しやがった……」

　誰かが、言った。




「……───百人殺しの《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》──」




　バカ野郎。

　一四六人だ。ちゃんと数えろ。

　後ずさり、やがて火がついたように集団敗走が始まる。パニックになって崩くずれた門から逃げていく。この力こそ、伝説レジエンドだ。その名が、畏い怖ふとなる。守りとなる。栄光となる。力となる。

　リローデッドしたアリスは、この瞬間、完全に築いたのだ。

《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》伝説レジエンドを──。

　大群の猛もう獣じゆうたちが突撃してくる。見えるだけでも百以上の使い魔フアミリアーたちが、こっちに押し寄せてくる。

「骨が折れそうだな」

「任せなさい」

　レンズをふり向かせると、とてつもないものが見えた。全身がマグマで出来た二〇バレッセルもの巨人が立っている。ダズリリはその後ろで精神集中している。

「おい…………凄すさまじい……チャームだな……」

「《火山の創造神ワリヤル・カルウィンチユ》──だよ」

　ワリャル・カルウィンチュは口から火を吐いた。着弾点で火か球きゆうが生じ、砦とりでは爆ばく風ふうに飲まれる。地面は火の海となり、使い魔フアミリアーは熱分解される。

「バケモノだ！」

「魔女ウイツチが地獄から悪あく魔まを喚よび出したんだッ！」

　残っていた反乱軍の兵士や騎き兵へい隊たいも、巨人を見て逃げ惑う。もはや軍隊ではない。完全に烏う合ごうの衆しゆうだ。警けい鐘しようが鳴る。鬨ときの声が上がる。防壁の向こうで銃声が鳴り響ひびく。一いつ糸し乱れぬ騎兵が突入して、新十字軍ネオ・クルセイダーズと反乱軍を圧倒する。軍神クラウンが来た。

　アリスが深く息をつく。

「……終わり？」

「ひとまずな。ここまでお膳ぜん立だてしたのだ。クラウンはほっておいても勝利するだろう」

　後ろから銃声が聞こえて、わたしはレンズをそっちに向ける。

　防壁の上で、バンプと《十字創痕の賢人クロスワンド・セージ》ブルースが互いに突撃しあっている。撃うちまくって当たりまくって、二人同時にリロードに入る。二人とも弾たまを一発ずつ入れている。バンプが入れたカラーは赤だが、ブルースが入れたのは、金色の刻紋弾ゴールデン・カラーズだ。

「……ッ──その弾丸はッ！」

　二バレッセルの距きよ離りで同時に撃つ。バンプの銃じゆう口こうから電撃が迸ほとばしり、ブルースを感電させるかと思いきや、ブルースが放った弾丸が、それを撥はね返して突っこんでくる。

　もはやそれは弾丸ではない。馬のように長い脚あしを持ち、馬のように長い顔をしている、だが馬などではないケダモノが牙を剝いてバンプに襲おそいかかる。

「……なんッ、だ…………？」

　バンプは目を見開いて凍りつく。逃げることさえ出来ない。

　黙もく示し録ろく《第四の獣けもの》──青白き幽馬ペイル・ホース。絶対無比の《死》だ。これが使われれば、相手は死ぬ。逃げてもムダ、そこにいなくても死ぬ。どんな守りも、回避も通用しない。だが──、

「……──かふッ、が！」

　バンプの喉のどを嚙かみ砕こうとする寸前で幽ゆう馬ばが消えて、ブルースが片かた膝ひざをつく。

「第四の騎士ペイルライダーになれる者など存在しない……か。摂せつ理りだな」

　アリスが訊きいてくる。

「何が起こったの？」

「あれは聖紋弾アーク・バレツト。教きよう皇こう庁ちようが作った、信仰心をオロゴにする弾丸だ」

　新大陸から刻紋弾エンブレムド・バレツトの技術を持ち帰った教皇庁が、聖せい墓ぼ所しよの聖者セイントたちに作らせたという弾丸だ。作ったものの、すぐに封印された。

「作ってようやく知ったのだ。純粋無む垢くな信仰心など存在しないのだと。人はどこかに罪を持ち、弱さを持ち、欲望を持つ。なのに、あの弾丸が要求するのは、一切、穢けがれのない完全な信仰心。そんなものを人が持ちうるはずがない……」

　ブルースの握る銃と、その右腕が白い灰になっていく。

「なんだ……？　どうなってンだ、アニキ……」

「…………代だい償しようだ。聖紋弾アーク・バレツトは撃てぬ者を許さない」

「判わかってンなら、なんで撃うったッ!?」

「示しめしをつけるためだ。サイラス……おまえにな」

「よく判らねえよ。アニキの言うことは、いつもそうだ……」

「グリーンフォークで言ったな。誤解だったと。事故だったと。先に向こうが撃ったと。あれは噓うそだ」

「噓だ……と……？」

　妙みような会話をしていると思ったが……、バンプは兄についてこう言っていた。

『話そうと思ったンだ。話す気にもなれなかったがよ』

　あれは、このことか。グリーンフォークで出会ったとき、バンプは〝兄との確執を生んでいた何か〟を話しあったのだろう。そして、そのときブルースは噓を話したのだ。

「事故などではない。わたしが自分の意志で殺した」

「……なんでだ？」

「わたしの哲学が導き出した唯一の答えだからだ」

　サイラス・キングは血を吐いて、一いつ瞬しゆんよろけそうになりながらも、ブルース・キングの額ひたいに銃じゆう口こうを突きつける。

「どうして俺の判るように話してくれない？　どうして俺を見下す？　親父おやじに優秀だって褒ほめられてたじゃねえか！　俺がどれだけ妬ねたましいと思ったか、知ってるかよッ？　それなのに、どうして──、どうして──、どうして親父を撃ちやがったんだッッ!!」

　なんだと……ッ！　父親は死んだと聞いていたが、兄に殺されたのか……？

　バンプとの会話を思い起こす。

『イヤなヤツだった。クソのようにアタマが固くて、いつか弾たまをぶち込んでやるって思ってたンだ。グリーンフォークの路地で、偶然会ったンだ。何年ぶりか覚えちゃいねえほど、久しぶりだったぜ。だけど怨うらみは覚えてる。撃ってやろうと思ってた』

　弾をぶちこむ理由は、父親殺しか。

　バンプは許したのだ───その心に慈悲マーシイを宿したのだ。兄の大たい罪ざいを許し、解わかりあおうと試こころみた。それも、わたしの影えい響きようで……？

　……バンプ、おまえ…………。

「わたしの額ひたいの創きずは、神を冒ぼう瀆とくするギャングと戦った聖なる証あかしだった。それを、あの牧師は不ふ浄じようと呼んだ。真の信仰に、暴力は要らないと」

「信念のちがいだけじゃねえか……撃ったのかよ……それだけのために…………親父を」

「わたしは銃弾によって父殺しが信仰であると証明したかった」

「やっぱり判らねえ……判らねえけどよ……アニキ…………」

　バンプの目から、一筋の涙がこぼれる。

「この世に神なんぞいねえよ。聖なるもクソもねえ。こいつだってな、教会の櫃ひつに入ってたとはいえ……神聖どころか悪魔みてえな畜生銃フアツクガンだ。もし神がいたらよ……」

　バンプは泣きながら、少しずつ引き金を絞る。

「アニキを戦いに狂わせる、そんな忌いまわしい創きず痕あとを、つけねえと思うぜ──？」

　ブルースは口元をふっとゆるめ、笑みをつくる。

「そいつは、いい命題だ。しかし、おまえは考えるな。哲学を曲げなければ、それでいい」

　ブルースは灰になっていく。肩が崩くずれた。首や頰ほおも灰色になり始めている。

「脳が灰になれば、わたしは悪霊オンゴロナとなっておまえを呪のろい殺す。そうなる前に撃うつのだ。神をゴツド・陵辱せし者フアツカーにて《ぶっ殺しバンプ》サイラス・キングよ──」

　バンプはきつく目を閉じる。震ふるえながら、引き金に最後の力を込めていく。

「おまえの伝説レジエンドを、深淵の闇アビスから見守っている」

　ヴォルカニック拳けん銃じゆうの重苦しい銃声が、家族の絆きずなを断たった───。

　ブルースがのけぞって倒れると、そのマントがなぜか黒こく煙えんに変わって、空へ立ちのぼる。

　伝説が一つ散った。《十字創痕の賢人クロスワンド・セージ》ブルース。ヤツは最さい期ごまで、銃弾に聖なる意味を探し続けたあげく、邪じや悪あくすぎる弟に想おもいを託した。

　バンプはその場に倒れる。手当てが要いる。だが、いまは本人に任せるしかない。大仕事が残っているのだから──。

　アリスは貰もらい涙なみだを拭ふく。

「一番、白き《魂魄カ・ハステーシエ》、二番は通常弾──一番を自分に向けて撃て」

　マイ・マスターは弾たまを込め、自分の腕に撃つ。当たった場所に白い光が生じて、アリスの肌に一いつ瞬しゆんだけ象しよう形けい文字のような紋様が描かれる。すぐに消えた。

「……これは…………」

　アリスが気づいた。普通は気づかないものだが、こいつはオロゴに敏感な反応をする。

「そう。《魂魄カ・ハステーシエ》の効果は、オロゴの全快かい復ふくだ」

「残りの弾は？」

「客が来ている。そろそろ始めようか。ジギー・ロックウェル」

「残念だよ、ミスター・マグナム。予定ではもうちょっと苦戦して貰もらうはずだった」

　アリスがふり向いたので視覚同調キヤストアイする。ジギーは宿舎の壁に背中をもたれ、その指に一匹の蝶ちようを留とまらせている。銀色の蝶だ。

「君の戦いは面白いね。アリスに〝予定をこなさせている〟みたいだ。君にとってのガンファイトは、百手先くらいまで読むチェスみたいな代物なんだろ？」

　伝説レジエンドまで集めて、目的はわたしの観察か。こいつは本当に食えない。

「──なら、僕は百一手先まで読めばいいわけだ？」

「出来るならな」

「出来るさ。だって拳銃貴婦人レデイガンの能力は──、」

　蝶ちようが逃げる。ジギーはダブル・デリンジャーを抜き、身体からだの向きを変えないまま真横のアリスを狙ねらってくる。アリスは先に撃うった。ジギーのアタマに当たったが、その姿は銀色の蝶の大群となって散っていく。

「前に見たわね。幻か本体か判わからないわ」

「見た目はな。だが、オロゴはごまかせない。とりあえずリロードしろ。《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──採掘者の眼め》」

　アリスの視界にうっすらと光るものが現れる。緑色の星のような光だ。これはオロゴを表している。遠くにいるダズリリと、火の巨人が形そのままに光っている。

　アリスは周囲を見回す。オロゴの影がある。人の形だ。物もの陰かげに潜ひそんでいる。

　だが──一つではない。

「…………冗談でしょ……」

　呆ぼう然ぜんとアリスが呟つぶやいたが、これは同感すぎる。わたしたちを包囲するように何十人ものジギーが潜んでいるのだ。どれも同じ形だ。おそらくは本体が、オロゴの流れをコントロールして幻に似せている。一斉に動いて、次の瞬しゆん間かん──アリスの頰ほおを銃弾がかすめる。銃声はなかった。

「隠かくれろ！」

　物陰に潜ませたが、また撃たれた。アリスは反撃するが、当たっても蝶になって散るだけだ。幻がそれぞれちがう動きをするし、射撃の弾道から本体の位置を割り出そうとしても、一発ごとに角度がちがう。発射炎も銃声も硝しよう煙えんも見えない。

　ヤツは減音器サプレツサーを使っている。だが、わたしの聴音装置バレルマイクなら音を察知出来ると考えていたし、実際に前は出来ていた。しかしいまのは聞こえなかった。《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》を使われたかもしれない。完全に後ご手てだ。百一手先を、行かれたのだ──。

「……ジギーを甘く見ていたようだな。離り脱だつする。一番《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》、二番《蝗虫ドラツガ》──残り通常弾。二番まですぐ使え」

「場所は？」

「待て。正義なき者よ、銃弾の葬送曲レクイエムを聴け──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」

　思考をリンクさせた。アリスはわたしの思い描くイメージを読み取り、目的地を悟さとる。リロードし終わった瞬間に二連射。一発目でアリスとわたしの姿は搔かき消える。二発目で東塔の中ちゆう腹ふくにある、胸きよう壁へきの上へと瞬間転移する。

　転移先の通路に飛び降り、通路を走る。付近にジギーの姿はない。足音もしないし姿も見えないのでアリスを追えるはずがないのに、下にいる大勢のジギーが塔へと殺到してくる。

　……どういうことだ？　追われている？　この塔に来るのは予知していたとでも言うのか？

　ふと、妙みようなものに気づいた。通路の壁や床にオロゴで何か書いてある。横長の菱ひし形がたの中に、細い菱形を入れたような目玉のマーク。オロゴがあまりに微弱なので、アリスの目を借り、《採掘者の眼め》を使い、しかも接近するまで気づかなかったのだ……。

　アリスがわたしの思考に気づき、周囲に目を凝こらす。よく見ればマークだらけだ。薄うすく書いたり小さく書いたり、場所を工夫して巧こう妙みように隠かくされている。以前見た、ジギーと無法者バンテイツツたちの戦いがフラッシュバックする。ヤツは物もの陰かげに潜ひそんだ状態で、目も向けず、敵の動きに対して先回り出来ていた──。

　──やってくれる。やはり詐さ欺ぎ師し上がりのガンファイターだけある。完全に欺だまされた。ヤツは百一手先など読んではいない。

　つまり、こうだ。この無数にある目玉のマークが、ヤツの目。

　ジギーは酒場や街での決けつ闘とうを避けた。人知れず始末した。街でマーキングし続ければ、いずれ自分の能力がバレてしまう。だから人気のない場所へ敵を誘いこんで戦うしかなかったのだ。

　自分のフィールド内では《神の目サードパーソン・アイ》を持つ、ガンファイター……それが、ジギー・ロックウェルか。人間の知りうる限界を超えた《目》を駆使しているだけで、頭脳戦ではない。先読みしているように思考誘導し、《目》の存在に注意が回らないようにしていたのだ。

　しかし矛盾もある。《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》を使ってなお追って来たということは、オロゴをも感知する《目》なのだろう。

　アリスが下を見る。ジギーたちが階段に殺到している。アリスを階段に走らせる。

《採掘者の眼》が切れる。通常視覚に戻ってしまった。わたしのレンズをオロゴ感知のものに変える。シンフォナイズによって、アリスとその光景を共有できる。

　どうせバレるなら、《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》を切るか──？　いや、待て。理由は判わからないが、これを使った途と端たんに攻勢は止やんだ。

　ここにヒントがあるはず。考えろ、ミスター・マグナム…………。

　不意に、アリスの言葉を思い出した。

『ミスターが、あたしと同じものを見てるって思っちゃうけど、そうでもないよねぇ。ちょっと視点が変わると、なんだか別世界みたい』




　……───そうか、神の目と、ジギーの目は別だ。




　神の目を持つのはトリックスター。だが、言葉でしかジギーにそれを伝えることは出来ない。

　伝わるのは『塔近くの胸きよう壁へき』という大ざっぱな場所でしかない。

　ジギーはその情報を元に行動している。だが、実際に彼の目で見るときにはオロゴは感知出来ない。それでこっちを撃うてなくなったのだ。

　つまりトリックスターの《神の目サードパーソン・アイ》を封じれば、こっちの勝ちとなる。

　わたしの考えを察知して、アリスが足を止める。

　あまりに、酷ひどい。わたし史上最悪の愚ぐ策さくになるだろうそれを知ったアリスは、呆あきれたような感情を脳裏に湧わかせる。

　──すまないな。アリス。こんなものしか思いつかなかった。

　──それでいいのよ。それがミスターじゃない。

　──…………。わたしは、いい相棒を持った。

　意志を交わしあったあと、アリスがリロードする。

　一番、赤き《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》──。

　下り階段の踊り場を見る。足音も聞こえないが、やがてここがジギーの大群で埋うまる。

　射撃の方位や角度が様々に変化したことから、ヤツは幻の分身と自分を瞬しゆん時じに入れ替える能力があると推測出来る。つまり、分身を殺しきらないと本体を撃てないのだ。




　───ならば、すべて潰つぶすのみ。




　二番、《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》──。

　ローディングゲートを閉じて、撃げき鉄てつを起こす。

　アリスがわたしにキスをした。姿はないが、感触が熱く残った──。

　──ショータイム。

　目の前の階段へと《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》をショット。階段という形を保っていられたのは数秒だけだ。ヒビ割れる。砕ける。壊こわれる。アリスはこの崩ほう壊かい地獄の中を目にも猛もう速そくで駆け抜け、ジギーの幻を撃うちまくる。視界が銀の蝶ちようだらけになるほど、撃ちまくる。

《神の目サードパーソン・アイ》は機能しない。設置された《目》は塔の崩壊によって角度を変え、消えまくる。

　塔にいた最後の幻を撃ったとき、そこはもう最下層。天井の瓦が礫れきが落ちてきて──よけるのは不可能だ。わたしはすべてのチャームを切って、精せい霊れい体たい術じゆつへとオロゴを回す。

　アリスは跳ぶ。精霊体術をフルに使ってさえ、間に合うかどうかは判わからない。わたしにも見通しがつかない極限の賭かけだ。だが──……、




　塔の崩壊を───抜けきった。




　二〇バレッセルも水平ジャンプして着地して転がって、砂すな嵐あらしのように粉ふん塵じんが流れてくる中、銃じゆう口こうを突きつける。

　煙の切れ間で、突きつけた相手が見える。

　腰を抜かして震ふるえている──生身の、ジギー・ロックウェルだ。震えながら細突剣レイピアになったトリックスターを握っていて、その切きっ先さきはアリスの喉のどに迫っているが──、

　アリスは、左手で護拳カツプ・ヒルトを押さえつけている。よくやった。ジギーの最後の切り札ラスト・カードは、わたしにも読めなかった。

「………………君たちは、狂っている……こんなの戦いじゃない…………僕は認めない」

「性能や能力なら負けている。だが、戦いを覆くつがえすのは──常に魂たましいだ」

「覆されたわけじゃない！　まだ……」

「なら、門を見ろ」

　ジギーが向けた視線の先──砦とりで内に騎兵隊の一団が侵入して来る。第七騎き兵へい隊たい──クラウン直属の部隊だ。

　クラウンがわたしたちに馬を寄せる。

「──《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》、無事かッ」

「見ての通りだ」

「新十字軍ネオ・クルセイダーズは撃退した。付近のソーサーも制圧し、儀式を潰つぶした！　魔ま術じゆつは使えないはずだ」

「闇の主マスターダークは？」

「いなかった。逃げたかもしれない」

《毒蛇の空マアピア・ナドワ》を使う気だったとしたら、砦の反乱軍が敗走したことで生け贄サクリフアイスが足りなくなったとも考えられる。それで《切断キヤクサ》の発動をあきらめたのか……。

「防壁の上でバンプが負傷している！　手当てを頼む」

「衛生兵！」

　クラウンが命じると、白い腕わん章しようを巻いた騎兵が防壁に向かった。

　入れ違いにダズリリが戻ってくる。《火山の創造神ワリヤル・カルウインチユ》を連れている。

「もう使い魔フアミリアーはいないわ」

　戦争、終結──。

　トリックスターが銃じゆう口こうからため息を漏もらす。

「わたしたちの負けよ、ジギー」

「拳銃貴婦人レデイガン……」

「ロクサーヌの心臓を目覚めさせれば、闇の主マスターダークには対抗出来るでしょう。でも、そんな未来を、貴方あなたは作りたかったの？」

　ジギーは歯は嚙がみしてうつむく。

「どういうことだ……？」

「《大地を血に染める女王トラルテクートリ》の心臓だ。あれは、結社が仕掛けた闇の主マスターダークへの反撃手段。あのバケモノを唯一倒せる道なんだ」

「クソ、また口車か。この詐さ欺ぎ師しめ！　アリス、こいつを撃うて！」




「───おやめくださいませッ！」




　ロッキーが防壁に立っている。駆けつけてきたのだろう。息が荒い。火の粉こ混じりの風に黄金の髪を舞わせている。

「その方は、わたくしの兄ですわ！　銃を下ろして下さいませ」

「そいつはジギーの噓うそだ！」

「噓ではありませんわ」

　アリスが叫ぶ。

「ロッキー、助けに来たの。一緒に行こっ！」

「わたくしは、自らここにいるのですわ！」

「……──え？」

「もうイヤなのですわ……貴方あなたが、成長すればするほど……ミスターは、わたくしを……」

　ロッキーの瞳ひとみが緩ゆるむように濡ぬれ、涙を流す。




「……──必要と、しなくなる」




　スプリングが軋きしむ。

　なぜ、軋むのだ……？

「そんなことないよ。ねえ、ミスター？」

「………………」

「……ミスター？」

　わたしが、〝ロッキーを必要とする〟──？

　まさか……それが、リローデッドした世界での、ロッキーとの絆きずなになっていたのか──？

『おまえが必要だ』──そう言うたびに、ロッキーは顔を赤くした。




　…………そうだ。間違いない。




　わたしは、バカじゃないのか……？　こんな判わかりやすいメッセージを、受け取り損ねていたなんて。

　とりかえしのつかない、このときになって──初めて気づくなんて。

「ねえ、ミスター……なんで否定しないの？　ロッキーを安心させてよォ！」

　ロッキーの目が、冷たく据すわる。

「出来ないのですわ」

　ロッキーとの絆は、アリスを支ささえるロッキー、という前提での話。アリスが独ひとりで戦えるようになれば、どうなるのか──……、

　結論を出すのを、心が拒む。

「ロッキー……わたしは、おまえを大切な仲間だと思っている」

「仲間などという絆きずなは、もうたくさんですわ」

　ロッキーはガンベルトから弾たまを抜く。アリスの目を借りて見る。刻紋弾エンブレムド・バレツトだ。

「その弾は……」

「白の《歴戦の斧スコークム・トマホーク》──これで銃を撃うてば、チャームガンがその銃に変化するという刻紋エンブレムド・弾バレツトですわ。効果は、ほとんど永久に続く……」

「え……？　どういうこと？」

「この弾があれば、ミスターがウインチェスター・ショットガンとなって、わたくしの銃になることも可能ということですわ」

　アリスが声を失って青ざめる。

「あたしから、ミスターを……取るの……？」

　ロッキーはわたしを見み据すえる。

「わたくしとアリス、どちらか選べと言われたら、どちらと答えるのです？」

「…………」

　アリスが表情を歪ゆがめてわたしを見る。いまにも泣きそうだ。

　ロッキーがこの心境になってしまったのは、わたしにも責任がある。前の未来での後悔から、近づきすぎてしまったのだ。

　ロッキーの心を、あまりに深く覗のぞきすぎた。これはその代だい償しようだ。

　言わなくては……いけない。




「……………………アリス、だ……」




　その言葉は、終わりをもたらした──。

　ロッキーの瞳ひとみから生気が抜け、暗い影が過よぎる。










「──────ようやく、闇の種が芽吹いたか──」










　その声は、あまりに近い場所から聞こえた。アリスがふり向いたので、視覚同調キヤストアイする。二バレッセルの距離の地面に、一羽の鷹たかが留とまっている。暗あん褐かつ色しよくと黒の組み合わせの羽根を持つ、腿赤鵟ハリスホークだ。背中には使い魔フアミリアーの印、斑まだら模も様ようがある。

「この時を待った。悠ゆう久きゆうとも呼べる地獄の中で、何度も願った。失われた肉体。若さ、美しさ……そして、何より力の復活を」

「ミスター、この鷹……」

　思えば、ハリスホークに何度も妨害を受けてきた。この使い魔フアミリアーは、ずっとわたしたちを追い続けたのだ。

「───誰だれだ、おまえは？」

「気づかぬか。わたしから、すべてを奪うばった者よ。許さないと言った。だから、死の闇やみより舞い戻った──」

「死の…………闇……？」

「死は、いまや我が力。闇は息吹いぶきとなり、人はいつしかわたしを闇の主マスターダークと呼び始めた」

　クラウンが騎兵拳銃ドラグーンを抜いて撃うったが、ハリスホークはビクともしない。

「だが、その名とて真の名ではない。ミスター・マグナムよ。気づかぬか。ならば教えよう。この力を以もつて──」

　彼方かなたから轟とどろきが迫り、地面が震ふるえ始める。ダズリリが悲鳴を上げる。地面から、半透明な黒い巨きよ腕わんが何本も迫り出て、炎の巨人を引き裂き始めたのだ。腕はダズリリにも迫っている。逃げようとしたが倒れてしまった。

　ダズリリを助けなくては。だが、ジギーをどうする──？　こいつはロッキーを連れ去る。ダメだ。生かしておけない。

「アリス、引き金を絞れ！」

「…………」

「時間がないッ、早くジギーを倒せ！」

「やめてくださいませッ！」

　ロッキーの絶叫に、アリスはビクッとする。

「アリス──」

「ごめん、ミスター……やっちゃいけない……って思う」

「…………アホが！　もういい！　ダズリリを助けろッ」

　アリスはダズリリの元に駆けつける。黒い腕にわたしを向ける。撃ったが、波は紋もんのようなものが起きて止まっただけで、腕はまた動き出す。

　何発か撃って動きを鈍らせてから、ダズリリを立たせ、一緒に逃げる。

「第七騎き兵へい隊たい、横列陣形──」

　クラウンの指示を聞いた奏そう兵へいが軍隊ラッパビユーグルを鳴らし、騎兵隊が隊列を組む。

「擲てき弾だん攻撃準備──」

　ビューグルの音に従って騎き兵へい隊たいが取り出したのは導火線つきの小しよう鞄かばんだ。集しゆう束そくダイナマイトが入っているのだろう。

「──放て！」

　騎兵隊は一斉に擲弾を放はなって離り脱だつする。数秒のち、大爆発が起こる。黒い腕の破片と思われる、粘液のカタマリが飛び散った。黒こく煙えんが上がっている。

「……やったのか？」

　煙が、真っ二つに裂ける。一人の人物が火の海に立ち、手で煙を引き裂いたかのように、両手を広げていて──。

　いや、それは〝手〟なのだろうか──？







　それは───骨の手、だ。







　ボロのフードの下に覗のぞく顔も、頭ず蓋がい骨こつだ。白骨化した人間が、生きているかのように立っている。目玉はある。だが、赤く不気味に輝かがやく、実体のない妖よう眼がんだ。ボロボロのフード付きの黒ローブを着ている。死しに神がみめいた大ガマを背負っている。腰にガンベルトがある。銃はマントで隠かくしている。

　頭蓋骨が、笑うように、動く。

「───醜みにくいか？　この醜さをもたらしたのは、貴き様さまの指だ」

「あたしの……？」

「貴様が引き金に宿した地獄から、我は帰って来た。この世界を、地獄に染めるためにな」

　闇の主マスターダークはボロ布の中に手を入れ、一発の弾丸を摘つまんで、掲かかげる。

　不気味な黒い塗料で描かれた、円と十字のマーク。黒の《切断キヤクサ》──だ。

「そいつを使う気か……？　生いけ贄にえはないぞ」

　骨の指から青白い炎が上がり、《切断キヤクサ》が赤せき熱ねつして溶けていく。

「なッ、」

「もう要いらぬ。これはおびき寄せるためだけに作ったエサだ」

「おびき寄せる？」

「貴様の夢の中では、この《切断キヤクサ》が使われたはず」

「なぜ、知っている……？」

「使うつもりで準備をし、貴様が阻そ止しに動かねば使う。そうすれば、《精霊の旅スピリツト・ウオーク》はありえる可能性として、それを認め、貴様に見せる」

「やけに詳しいな」

「近しい者が開発したチャームゆえ……」

「アズールと近しい……？　おまえ、何者だ？」

「赦ゆるさない──と言ったであろう。ミスター・マグナム」

　デジャヴが、脳裏を満たす。

　誰だれかが、わたしに言った言葉だ。誰だったろうか──？




　‥……───閃ひらめきが、あった。




　ゾォードが死ぬ寸前。《聖鳥ジトカラ・タンカ》によって肉を溶かされながら言ったのだ。

　左半分、骨の剝むき出た唇くちびるの動きで、『赦さない』と告げて、逝いったのだ。

　バカな──ゾォードは死んだはず。だが──、

　聖地マコシカ岩で、ゾォードの師であるアズールはこう言った。

『《紛いなる骨ウスクウー》なる禁きん呪じゆで、我ら秘ひ魔ま女じよにのみ伝わっておる。骨に憑ひよう依いし、生きているように操る術よの』

　ゾォードも秘魔女だ。《紛いなる骨ウスクウー》が使えてもおかしくはない。

　ゾォードの最さい期ごの光景が蘇よみがえる。

《聖鳥ジトカラ・タンカ》をくらったゾォードは肌が泡立ち、水蒸気を上げながら消滅した。あとには服と、銃と───骨──が、残った……。




　骨は残ったのだ。




　ゾォードとの決戦で勝負を分けた一いつ瞬しゆん。

　両者《駿馬シユンカ・ワカン》が同時に切れたと思っていたが、よく考えればわたしたちの側が先に切れたとしても、それを認識する手段はない。もしゾォードにほんのわずかな〝残り時間〟があったとしたら、何の行動をするだろうか……？

　認めるのはナンセンスだ。冷静になって考えろ。ありえるわけがない。







　──────いまここにいる、《闇の主マスターダーク》の正体が──……、







「…………──ゾォード──……なのか…………？」




　わたしの、掠かすれた呟つぶやきに、頭ず蓋がい骨こつが笑む。

「ようやく気づいたか」

「噓うそでしょ……だって、骨だよ……？　骨なのに……生きてるはずが……」

「言ったであろう。地獄から帰ったと」

　ゾォードはボロのローブに手を入れ、銃を取り出す。

　その銃が───……、

　なんだこれは。

「ミスター…………あれ……ミスターなんじゃ……？」

　アリスの呆ぼう然ぜんとした言葉。意味不明に聞こえるが、理解、出来る。

　なにせ、ゾォードの握っている銃は───わたしと瓜二つなのだから。

　銃が、喋しやべる。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　チャームの発動準備だ。なんてことだ。アズールでさえ、アレなのだ。もしゾォードにアレが渡れば……、

　クラウンが薙なぐように腕を振る。

「第七騎き兵へい隊たい、射撃準備！」

　軍隊ラッパビユーグルが鳴り響ひびき、一いつ糸し乱れぬ隊列を組んだ騎兵がライフルを構える。

「ダメだ！　全員、逃げろッ」

　叫んだが、ビューグルの音で届かない。




「───潰つぶされるぞッッ！」




　頭ず蓋がい骨こつが高らかに笑う。

　銃が、亡霊めいた声で聞き覚えのあるチャームを唱える。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──蜘蛛霊イクトミの見えざる手》」

　次の瞬しゆん間かん、地獄が始まった。二〇騎はいたであろう騎兵隊が、一瞬で消えた。地面がクレーター状に抉えぐれている。地面に溜たまった血と肉が、元は、人と馬だったものだ──。

　予よ兆ちようも、何もない。爆ばく音おんがしたかと思った瞬間、景色が変わっていた。まるで活動写真シネマトグラフのヘタクソな場面転換のようだった。クラウンの目の前にいた警けい護ごの兵までが潰され、飛び散った血がクラウンの顔を赤く染める。

「……──バカ、な……」

　ビューグルを吹いていた兵が、悲鳴を上げる。拳けん銃じゆうを抜いて撃うったが、真横や、真下など、銃じゆう口こうの向きから考えればありえない方向に、弾着がズレる。

　ゾォードは骨の指をひねる。撃うっていた兵士が、タオルのようにねじれて死ぬ。

　ゾォードは上に放り投げるように手を動かす。兵士が五人、上空に吹っ飛んでいく。三〇バレッセルほど上に行ってから、落ちてきた。

「クラウン、逃げろ！　全滅するぞッ！」

　我に返った将軍は、退却と怒ど鳴なる。生き残った騎き兵へいが全力で逃げていく。

「……あれが……蜘蛛霊イクトミなの？」

　自分と使っているのと同じチャームとは思えないだろう。それほどまでに、レベルがちがう。

　ゾォードの握る拳けん銃じゆうが、低く笑う。

「……驚おどろきましたか。正しよう真しん正しよう銘めい、貴方あなたがたの使っているチャームと同じですよ。ただ、使い手の質がちがうのです」

　アリスの顔色が変わる。

「ミスター、あの声……」

「……気のせいだと思いたかったが、おまえもそう思うか」

　わたしと同型の銃は、レンズの目でわたしたちを捉とらえる。

「お気づきになられましたか。そうです、私ですよ。長らくお久しぶりで……ああ、いえ、こっちでは数日前の話ですね」

「スティール・ボーマン──おまえ、どうやってわたしになったのだ」

「時は枝、ですよ。異なる分ぶん岐きが取られた世界は、枝となって別世界を生成するのです。わたしのいた世界では、ダズリリは協力的でしてね。まあ、ゾォード様が行った拷ごう問もんの成果ではありますが。最終的には、わたしの放はなった銃弾でなぶり殺しにしましたがね！」

「……ッ、貴き様さま！」

「自由に時の枝を辿たどる、歴史改変によって生成された特定の世界に赴おもむく。その方法はホークアイしか知らなかった──だが、発見したのですよ。偉大なゾォード様が！　だから、私はこうして戻って来られたのです！」

《時の枝》とは本流と異なる、いくつもの世界が存在する──という定義だったのか。

　言われてみれば、ホークアイは《過去の未来》である大アリスの旅にも、《未来の過去》である小アリスの旅にも現れた。

　アリスに撃たれたとき、スティールの骸むくろが消えた。見覚えのある消え方だったと思ったが、あのときすでに白の《太陽神ツオハノアイ》を使っていたのだ。

　別の未来へ飛んだスティールは、そこでわたしと同型のチャームガンとなったのだ。

「あきらめなさい。世界渡りをくり返したゾォード様は、すでに《神》です。この世の因いん果が律りつすらコントロール出来る……」

　スティールの笑い声が響ひびく。

　わたしはオロゴを見抜くレンズに切り替える。あの骨が、莫ばく大だいな量のオロゴを蓄たくわえている。常識を超えた量だ。スティールが言うように《神》となったのだ。さらにガンベルトに、数十発もの刻紋弾エンブレムド・バレツトを隠かくしている。

　アリスの震ふるえが、握る手から伝わってくる。顔に血の気けはない。ダズリリも似たようなものだ。自分が創造した武器の威い力りよくに青ざめ、言葉すら失っている。

　──倒せるか？

　いや、倒せるわけがない。あのゾォードの前では伝説レジエンドすらザコになるだろう。

　だが、ここで逃げれば──、

　レンズをふり向かせて、ロッキーを見る。兄と一緒にいる。ジギーは言った。

『《大地を血に染める女王トラルテクートリ》の心臓だ。あれは、結社が仕掛けた闇の主マスターダークへの反撃手段。あのバケモノを唯一倒せる道なんだ』

　すべてが繫つながった。夢で予言された暗黒のロッキーは《大地を血に染める女王トラルテクートリ》の心臓を発動した状態なのだ。いまここで、わたしとアリスが逃げたり負けたりすれば、ロッキーは暗黒の女王となってしまうのだろう。

　そうなれば、ロッキーは取り返しのつかない道を歩むことになる。

「……アリス」

「………………戦うの？」

　マイ・マスターはまだ震えている。

「ここで見放せば、ロッキーを失う。あいつは、もう仲間ではないが……」




「……仲間だよ」




　アリスの震えが、止まる──。

「なに言ってるのよ、ミスター。ロッキーは仲間だよ……たとえ離はなれることになっても、　　ずっと……」

「…………そうか」

　こいつのアホは筋金入りか。

「よく言ったアリス。ベイビーは返上してやる」

「オロゴ……無いよね？」

「少しある」

「少しで、勝てる……？」

「ああ」

　───わたしのスプリングが、キィ……と軋きしむ。

　アリスが、ビクッと硬直する。悟さとられたか──。

「……ねえ…………ミスター」

「ん？」

　アリスは顔をそむけて、わたしに見えないように、一粒──涙を流した。




「───この旅、楽しかったよ。すっごく……」




「……過去形にするな。このアホが」

　否定しながらも、わたしは、どうにも否定しきれずにいて。

　このどうしようもない運命の果てで、こんな形で旅を終わらせることになってしまった自分が不ふ甲が斐いなくて。

　神を呪のろえばいいのか、自分を責めればいいのかすら、判わからなくなって。

　ただ、失うものの大きさに翻ほん弄ろうされて。

　脈みやく絡らくのない会話だとは思っているし、ここでこんなことを言うわたしではないのも理解しているつもりだ。

　なのに──、

　溢あふれる想おもいが決けつ壊かいするように──、

　たまらず──、

　どうしようもなく──、

　言ってしまったのだ──……、










「…………何度生まれ変わっても、わたしはおまえの銃になる」










　思えば、バカなことを言ってしまったものだ。これでは死し出での旅ではないか。

　マイ・マスターの頰ほおを──もう一筋、涙が流れる。だが、すぐにそれを拭ふく。

　まっすぐゾォードを睨にらむその目が、猛もう禽きんのそれに似ている。

　アリスは譲ゆずれない戦いを迎えたとき、こんな目をする。

「……あたし、もう怖がらない。ミスターが一緒なら、そこがどんな地獄でも──、」

　撃げき鉄てつをハーフコックし、ローディング・ゲートを開ける。




「───あたしの居場所になる」




　わたしは、この言葉のために旅を続けたのかもしれない。




　大アリスを失い、このアホを一人前にする苦く闘とうの日々──その旅の果てが絶望だというのなら、せめて証あかしが欲しかったのだ。

　独ひとりではないことを。

　銃と射い手て──銃じゆう口こうと握る手が結ぶ、その温かい絆きずなを──魂たましいの薬室チヤンバーに込めて。
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　さあ、アリス───やり直しリローデツドのフィナーレだ。




「正義なき者よ、銃弾の鎮魂曲レクイエムを聴きけ──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」

　わたしの意識が、アリスと同一化シンクロする。わたしはアリスの肉体を感じる。呼吸のリズム、風の感触、そして体温の感覚──拳けん銃じゆうになって失った〝人間という感覚〟が蘇よみがえる。

　ゾォードは歯の剝むき出た口を歪ゆがめて、笑う。

　チャームガン・スティールが詠えい唱しようする。

「弱き者どもよ、銃弾の挽歌ラメントを聴きなさい──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」

　──一番《駿馬シユンカ・ワカン》、二番《大地の雷キ・ベダギ》、三番《火球招来ホーエスタ・ホウツセメ》、四番《魂魄カ・ハステーシエ》、五番《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》、六番《光芒チエ・ガ・ソームク》！

　アリスが猛もうスピードでリロードを始める。

　ゾォードもアリス並みの速度でリロードしている。

　リロードは命の時間だ──以前、わたしが言った言葉を、アリスが心で反はん芻すうしている。このリロードが、雌し雄ゆうを決する。先に《駿馬シユンカ・ワカン》を発動したほうが、相手がそれを使うまでの間、一方的に攻撃出来るからだ。

　精せい霊れい体たい術じゆつによってスピードアップし、アリスの指が見えなくなるほど速くなる。そして──、

　こっちが先に終わって───ファースト・ショット！

《駿馬シユンカ・ワカン》の効果によって、時間の流れが遅くなる。実際には神経速度の上昇でそう見えるだけだが──ゾォードの動きはスローモーションになる。アリスは《大地の雷キ・ベダギ》をゾォードの足元に叩きこむ。わたしの指示だ。本体を狙ねらえばかわされてしまうが、足元に着弾させれば、少なくとも《大地の雷キ・ベダギ》の爆ばく発はつに巻きこむことが出来る。

　ゾォードがリロードを終えようとしている。だが着弾のほうが速い。先制攻撃は成功──、




　……──のはず、だった。




　地面に《大地の雷キ・ベダギ》が着弾した途と端たん、燐りん光こうで描かれた犬の頭ず蓋がい骨こつが出現する。《解術デイスチヤーム》の呪紋エンブレム──オロゴを失った《大地の雷キ・ベダギ》は不発に終わり、通常弾のように土にくいこむ。

　そうだ、ゾォードにはこのチャーム・トラップがあった──しかし、いつ仕掛けたのだッ!?

　ゾォードも、ファースト・ショット──アリスと同じ速度で動き始める。《駿馬シユンカ・ワカン》を使われたか。だが、次は三番《火球招来ホーエスタ・ホウツセメ》だ。これなら打ち消せない。

　アリスが引き金を絞ると、雲を割り、天空に巨大な炎の鳥フエニツクスが出現する。わたしの銃じゆう身しんの下に、緑色の光で描かれた円塔筒のようなものが現れる。筒から緑色の光線が放たれる。アリスは光線をゾォードに当てたが、何も起こらない。これは測定器だからだ。




　───さあ、灼やき尽くせッ！




　アリスは引き金を絞る。

《駿馬シユンカ・ワカン》によって遅く見えるはずなのに、フェニックスが超高速で急降下していき、口から無数の火の玉を吐き始める。数発、どころの話ではない。数百いや、数千発だろうか。翼つばさからも巨大な炎えん球きゆうも投下する。炎球は空中で分散して、空を覆おおう炎のカーテンとなって降りそそぐ。標的は──緑色の光線の先にいる、ゾォードだ。

　標的固定ロツクオンを示す◇マークが表示されたので、わたしはアリスに緊急離り脱だつを指示する。アリスは精霊体術で瞬間移動したが、それでも足りなかった。閃せん光こうが視界を灼いた直後、背後からの爆風でアリスは吹き飛ばされる。

　巧うまく転がって、アリスはなんとか無事だ。《火球招来ホーエスタ・ホウツセメ》はこんな近接距離で使う代しろ物ものではないのだが、アリスの離脱速度に賭かけたのだ。

　ふり返ると、爆ばく心しん地ちは膨ぼう大だいな炎に満たされ、近くにあった馬うま屋やや防壁を吹き飛ばし、地面を溶かしてマグマに変えている。

　そのオレンジ色の火の海に──、




　───人影が、一つ、ある。




　ゾォードの眼がん窩かで、妖よう眼がんが閃ひらめく。その口は嘲ちよう笑しようしているように見える。

　生きている──のか。あれをくらって……。

　よく見るとゾォードは光の壁に包まれている。《立ちあがる熊マチユナーザー》だ。あんな高こう威い力りよくの刻紋弾を防いだら、膨大なオロゴを消費するはず。だが、いまのゾォードのオロゴ量は《神》に匹敵する。力ちから技わざで防いだのだろう。ゾォードは火の海を出ると、《立ちあがる熊マチユナーザー》を切る。

　アリスは起きて引き金を絞り、《魂魄カ・ハステーシエ》を使う。底が見えていたオロゴが快かい復ふくする。焦あせるな。まだ刻紋弾エンブレムド・バレツトは残っている。反撃の余地はあるはずだ。

　ゾォードが撃うって来た。飛来してくる弾たまが、空中で爆ばく発はつするように広がり、蜘蛛くもの巣となって迫ってくる。蜘蛛の巣は広がり続け、逃げ場のない糸の壁となって迫る。

　アリスは《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》で迎え撃つ。高速連射で蜘蛛の巣に穴を開けていき、自分が通る分の穴を開けて、ジャンプ──穴をくぐって前転着地する。起き上がってわたしを構えたが───ゾォードがいないッ!?

　アリスが野性の直感で察知しなかったら死んでいたろう。真横から迫るゾォードが、青い刃やいばの大ガマをふり下ろす。精せい霊れい体たい術じゆつでかわしたが、くいこんだ地面に地割れが起きる。

《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》の猛もう連射を浴びせたが、弾道が曲がる。ゾォードに届く前に散ってしまう。蜘蛛霊イクトミの念動力サイコキネシスで弾に圧力をかけているのだろう。わたしは蜘蛛霊イクトミを詠えい唱しようする。アリスはバックステップ、さらに迫られて、バックステップ。防壁に追い詰められる。

　───蜘蛛霊イクトミで、弾の道を作れ！

　わたしの指示は曖あい昧まいで、他の人間なら一いつ瞬しゆんでは理解出来なかったろう。だが、アリスは即座にそれを実行する。後退をやめて、果か敢かんに突撃する。そして蜘蛛霊イクトミのパワーを、ゾォードにねじ込む。防御に使っていたゾォードの念動力サイコキネシスと、アリスの念動力サイコキネシスが衝しよう突とつして、一瞬だけ均きん衡こうする。それだけで充分だった。《狂えるバッファロータタンカ・ウイトコ》の連射はその一瞬に三〇発の弾丸をぶち込んだ。

　ゾォードの骨に、文字通りの風かざ穴あなが空く。粉砕されたあばら骨が宙を舞う。左腕が折れて飛んでいき、そっちの手で持っていた大ガマが地に落ちる。だが、その着弾と同時に念動力サイコキネシスのパワーで上回っている向こうは、その力でアリスの喉のどを締しめ上げる。宙にぶら下がったアリスの顔が痛みに歪ゆがむ。

　──撃てッ！　次の弾でトドメだ！

　アリスは咄とつ嗟さに撃うとうとしたが、引き金にも念動力サイコキネシスをかけられ、指が引き剝はがされていく。

　──中和しろ！

　念動力サイコキネシスで反対方向の力をかけて指を戻そうとするが、力があまりにちがい過ぎる。一いつ瞬しゆんで押し返されて指をねじられる。

　アリスは歯を食いしばって痛みに耐えながら、もう一度念動力サイコキネシスをかけ、精せい霊れい体たい術じゆつも駆使して指を戻そうとするが、ゾォードは無防備になったアリスへと銃弾をぶち込んできた。

　脇わき腹ばらに当たる。アリスが激痛に目を剝むく。もう一発くらいそうになったが、そっちは蜘蛛霊イクトミでスティールの銃口を押して、弾道をズラした。腰に下げてあった、ロッキーに貰もらった手鏡に当たって割れ、破片が地面に散乱する。

　抵抗はそこまでだった。アリスの瞳ひとみから生気の輝かがやきが失うせていく。

　──気をしっかり保たもてッ！

　ゾォードはさらに近づき、アリスの心臓へと狙ねらいをつける。

　──アリス、目を覚ませッ！

　《駿馬シユンカ・ワカン》が切れる──。




「……───いい抵抗はしたな。しかし、もの足りぬ出来だ」




　ゾォードが低く笑う。

「思い知るがいい。我われが味わった地獄を。思い知るがいい。いまや我が《世界》の頂点であるということを──。歩めば歩むほど苦しみしか残さなかったこの世界では、この身に凶きよう気きしか残らなかった。痛みだけをもたらす世界など滅ほろんでしまえばいいと思った。だが、骨となった我はそうしなかった。心のどこかで救いも求めたからだ──。おまえだ、ミスター・マグナム。そしてアリス・ヘイワード──双ふたつの魂たましいが紡つむぐ《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》なら、この加速しか知らない凶気を止めてくれると思った──」

　アリスの首へとかかる念動力サイコキネシスが強まる。

「だが、伝説レジエンドと名乗る愚ぐ物ぶつどもと、貴き様さまらは何も変わらなかった。残念だ」




「……──かわい、そう…………」




　ゾォードの笑い声が止まる。

　アリスの目から、こぼれ落ちるものを見たからだろう。

「…………ゾォー……ド、可哀相かわいそうだ、よ……」

　その妖よう眼がんが、冷たくアリスに座る。

「何だと？」

「……生まれた場所が……生まれた血が……ほんの少しだけちがっただけで、笑うことも、泣くことも出来なくなるなんて……」

「──何を言っている？　同情か？　憐れん憫びんか？　そんなもので何が変わる？　この世界を満たす悪意が、善意で駆く逐ちく出来るとでも？　争いを消せるとでも？　人の心など、無力だ」

「そんなことないよ……痛むのは、心があるから……苦しむのは、夢があったから。あたしには見えるよ。ゾォードの心の奥にある、白い光が──」

　───慈悲マーシイ、だ。

　そうか。レッドリバー戦争でゾォードを倒したときも、アリスは涙を流した。

　こいつ一人だ。虐ぎやく殺さつの首しゆ謀ぼう者しやに対して、誰だれもが成なすべき制裁を下したと思っていたあの場で、アリス一人だけが嘆なげいた。

　こいつのみが、ゾォードの死を悼いたんだのだ。

　合衆国史上最悪の悪あく魔まを、一人の傷つきやすい人間として、感じ取ることが出来た。

　それこそが、大アリスにない資質だ。

　大アリスは言った──。

『哀かなしくても、涙が流れなくなっていった。引き金を絞る行為に理由を求めなくもなった。感情が、いつしか消えていたのに──消えたことさえ気づかなかった。心にあったカギを、失ったんだわ……』




　そうか。大アリスのなくした心のカギ───それこそが《慈悲マーシイ》だったのだ。

　慈悲マーシイによって、アリスは鳥ちよう人じん、いや天使へと覚かく醒せいする。

　倒すためではなく──救うための──《天使の一撃エンジエル・エンフオース》──……、




　……──────どうやら、勝ち目があるじゃないか。なあ、マイ・マスター。




　ゾォードがうつむく。肩を震ふるわせる。

「…………………………黙だまれ……ッ、」

　再び顔を上げたとき、その目には凶きよう輝きがある。すべてを壊こわそうとする者の目だ。




「黙れッ、黙れッ、黙れッ、黙れッ、黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れェエエエエ──ッ!!」




　さっきよりも深く首の肉が圧迫されている。

　アリスの顔から血の気けが失うせていく。呼吸困難だ。このままではアリスが死ぬ。助けなければ──だが、こんなバケモノをどうやって倒せばいいというのだ？

　考えろッ、ミスター・マグナム。おまえはそのために生まれたのだろう。導き、弾たまを吐き、主人の罪業ギルテイをその身に背負うために作られた道具だろう。おまえは《予言する者》じゃないか──あきらめたら、そこで未来が潰えるッ！

　アリスは腕全体を念動力サイコキネシスで封じられて動かせない。だが、少しずつ、僅わずかだが動いてはいる。この痛みからすると人差し指は折られたろう。喉のどをじわじわと絞められ、呼吸困難で苦しみ、視界が暗くなり始めている。浮いているので移動することも出来ない。

　周囲には誰だれもいない。砦とりでは崩ほう壊かいし燃えていて、地面も火の海だ。待て、地面──。

　わたしは自分の目レンズで真下を確認する。そうか、あれが残っている。

　猛もう然ぜんと思考が回転し始める。百手先を読み、敵が動く前に〝詰ませる〟パズル──それがミスター・マグナム・スタイルだ。

　刻ときは、満ちた。世界はわたしの手中にあるオール・イン・マイ・テリトリー。

　照準器のレンズで慎重に角度を計算し、タイミングを待つ。アリスも意図に気づき、わたしの求める角度へと必死に腕を動かす。

　そして、遂ついに辿たどり着いた──。




　───いまだッ、蜘蛛霊イクトミで引き金を絞れッ！




　腕を封じる念動力サイコキネシスの波をすり抜け、アリスは蜘蛛霊イクトミのパワーを引き金に叩たたきこむ。

　引き金が絞り切られ、銃じゆう口こうから音もなく迸ほとばしった《光》──。

　赤い光線が、地面へと向けられたかと思うと、下に落ちている物に当たる。ロッキーがくれた手鏡の破片だ。鏡面に当たった光線が反射し──、




　ゾォードの右上じよう腕わん骨こつを、一いつ瞬しゆんで灼き折る。




　落ちそうになった拳銃ステイールを、蜘蛛霊イクトミで立て直す。そのせいで、アリスを固めていた念動力サイコキネシスが解け、自由になる。

　骨の魔女マスクを覆おおっていた強化チャームの威い圧あつ感が一気に消える。魔弾の射手チヤーム・ガンナーからチャームガンとが離はなれたため、蜘蛛霊イクトミ以外の全チャームが終了してしまったのだ。

　ゾォードは妖よう眼がんを剝むいたかと思うと、嘆きの亡霊バンシーじみた叫び声を上げる。

　次の瞬間放たれた銃撃がアリスの頰ほおを裂くが、精せい霊れい体たい術じゆつで横スピンしながら右みぎ脚あし、左脚と、二連スネイクをゾォードの頭ず蓋がい骨こつに叩たたきこむ。

　頭蓋骨の左側が砕け散る。再び銃を突きつけられたが、アリスは後方宙返りをしてかわす、銃口が追う、蜘蛛霊イクトミで〝壁〟を作ってワンステップし、さらに銃口をかわす、〝壁〟を作りまくって閃せん光こうのような三角跳びで上空まで上り詰める。

　アリスによって把は握あくされる。オロゴという、大地と空間の血けつ脈みやくが。

　万ばん物ぶつが剝むき出しに解かい析せきされ、超高速思考アルテイメツト・シンクの中で容よう赦しやなく暴あばかれる。




　ビジョンが見えた。その光景の中で、子供のゾォードが泣いている。ズタズタになった母の骸むくろを前にして、泣いている。




　それがゾォードの、哀かなしみの根源。彼女を終わらない凶きよう輝きに駆かり立てる、狂った運命。

　───無くせばいい。

　アリスの意志が、鮮烈に閃ひらめく。

　世界はあたしの手の中にオール・イン・マイ・ハンド───と。

　彼女はいま、完成され尽くされた美しい答えを、創造したのだ。




　───研ぎ澄まされた奇跡ゴツド・ハンドを──。




　葬送曲レクイエムが聴きこえる。これは幻聴そらみみか？

　アリスの背に天使の翼つばさがひるがえり、羽根が舞う。これは幻影まぼろしか？

　アリスの頭上に、天使の輪が生じる。

　雲が割れ、天使のハシゴエンジエルズ・ラダーが下りてくる。

　……──これは、幻覚まどわしか？　それとも、真なる神聖なのか？




　神が啓示を下すかのようにリベレーシヨン・ライク・ザツト──……、




　完全天使アリスは引き金に、聖母を宿す。

　わたしのシリンダーが高速回転し、わたしのボディが聖なる光を帯び始める。インスタント・クラフトだ。おかしい。わたしにこんな機能など内蔵されていないはずなのに。刻まれる呪紋エンブレムは──いったい、何だ？




「──────優しい場所に帰してあげる───もう苦しむ必要はないのよ。ゾォード」




　ゾォードの眼がん窩かに宿る妖よう光こうが──ほんの一いつ瞬しゆん、消え───ほんの一瞬、元のゾォードの肉体に戻る。青黒い肌ダーク・ブルー・スキンではない、生まれたままのゾォードになり、ゾォードに良く似た女性に抱き締しめられる。

「…………お母さん……」

　ゾォードの顔に歓喜が宿る。

　アリスは羽ばたきながら、中指で、聖銃わたしの引き金を絞り───……、




　‥……──絞り切ることは───出来なかった。




　わたしも、何も出来なかった。

　血が飛び散る。それを呆ぼう然ぜんと見つめている。

　アリスの血だ。それは判わかっている。判っているのに、心が認めようとしない。

　アリスが負傷している。それは見えている。見えているのに、心が認めようとしない。










　───アリスの胸の中心を────────剣が、貫いている──。
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　見覚えのある細突剣レイピアだ──《聖遺剣レリツク・ソード》───だ。

　血が飛び散った途と端たんに降りそそいでいた白い羽根が消える。太陽は日食の闇イクリプスに喰くわれ、空が暗雲に覆おおわれて、アリスの頭上の輪が砕け、背にあった翼つばさが散り──、




　───天使は、地に堕おちる。




「アリス───ッ!!」

　わたしは天使の手を離はなれた。落ちて、転がって、倒れる。

　こんなはずがない。こんな終わり方は許されない。

　アリスは清めようとしたのだ。ゾォードの因いん果がを、世界が望む形で鎮しずめようとしたのだ。

　この天使の一撃エンジエル・エンフオースは、癒いやしだった。刻まれるはずだった呪紋エンブレムは、おそらく《聖鳥ジトカラ・タンカ》の上位だ。

　傷きず痕あとを傷で塗り替えるのではなく──、

　傷痕を隠かくすのではなく──、

　本当の意味で治せる、唯一の方法だったのだ。

　アリスは命を賭かけて、ゾォードを、世界を癒やそうとしたのだ。

　悪しき運命の循環サイクル・オブ・フエイトを断たつ、唯一の方法をやっと見いだしたのだ。

　それを──、

　白骨に戻ったゾォードが、金かな切きり声ごえで笑い始める。まるで発作のような激しく狂った笑い声だ。笑いながら眼がん窩かの赤い妖よう光こうから、血の涙を流している。

「……──やはりか！　望んだものなど得られぬのだッ！　運命は我を救わぬのだッ！　ならば、我を持って世界の傷きず痕あととするッ！」

　ゾォードの身体からだから、何かが溢あふれてくる。黒々として、淡い青色に発光する、人の顔のようなもの。どれも苦く悶もんや嘆なげき怒りといった負の感情を表す表情だ。不気味な声も放っている。オロゴが悪あく霊りようとして変異した存在、オンゴロナだ。可視化するほどのオンゴロナなど危険過ぎる。いますぐここを去らなくては──。

　アリスに離り脱だつを促そうとしたが、アリスの肉体が傷口から徐々に土化しているのに気づく。

「アリスッ！　その傷……」

「……大丈夫だよ、ミスター。怪け我がも土になるヤツも精せい霊れい体たい術じゆつで抑えられるみたい」

　オロゴを使う精霊体術で一生抑え続けられるものか！　アリスのくせに気を遣つかうな！

「……ごめんね。最後にアホやっちゃったね。ジギーを撃うて、ってミスター言ったのに……あたし、アホだから……」

　アリスの頰ほおを涙が伝う。いつもなら、アホを責めるのはわたしのほうなのに。自分を責めないでくれ──と懇こん願がんしたい気持ちになっている。

　終わり…………なのか？

　いいや、疑念の余地などない。確実に終わりだ。希望は絶えた。

　ホークアイが生け贄サクリフアイスになってまで、〝この瞬しゆん間かんを作った〟というのに。

　それを、それをッ──ッ！

　レンズで睨にらみつける。アリスを貫いた細突剣レイピアが飛んで、戻った──その先を。

　過あやまちの、元げん凶きようを。

「ジギー・ロックウェエエ───ルッッ！　なぜだ、おまえはァァアア──ッ！」

　ジギーが震ふるえながら立っている。青ざめている。

「ちがう……こんなはずじゃなかった……僕はロクサーヌを助けたい一心で……埋うめこまれた心臓を目覚めさせないままにすれば……いずれ呪じゆ毒どくが回る……遅いんだ。何もかも、遅いんだ……ロクサーヌは憎まなければ死んでしまう！」

　ジギーの言葉は、駆けつけた人物によって遮さえぎられた。




「───アリスッ！　どうなさいましたの……ッ！」




　ロッキーだ。

　青ざめた顔で、アリスを見つめている。

「こっちに来るな、ロッキーッ！　逃げろッ！」

「あの魔ま女じよが…………アリスを……やりましたのね？」

　罪悪感からかジギーが目を背ける。その表情を見た瞬しゆん間かん、閃ひらめきがあった。秘められた欲望を解放して闇やみと同化する、ジギーはそう言った。

　アズールとの会話を思い出す。

『《大地を血に染める女王トラルテクートリ》に心を明け渡せば、この《心臓》自体の力を解放出来る』

『オンゴロナを憂うれいよ』

『心は失う───だが、代償として闇をも凌しのぐ、絶大な力を得るであろうぞ──』

　──最悪だ。

　アリスの死は、お膳ぜん立だてなのだ。だからジギーはアリスを刺した。ロッキーに憎ぞう悪おを抱かせる。それが心臓の力を解放する引き金となる──。

　ロッキーの目に怒りが宿る。あまりの怒りに総そう毛け立ち、その歯をくいしばる。

「──わたくしの大事なアリスを、よくもッ!!」

　瞳ひとみの中の暗い影が増したかと思うと、急に赤くなって発光を始める。血の色の瞳──予言で視みた、あのビジョンと同じだ。

「やめてよ、ロッキーッ！　あたしなら、大丈夫だから……」

「そうだ、復ふく讐しゆう心しんなど持つな！　未来のおまえは《慈悲マーシイ》を説いた！」

「慈悲など、とっくに枯れましたわ……」

　アリスに向かっていたオンゴロナが、ロッキーのほうへと向かっていく。

「未来の世界で、アリスは復讐者と呼ばれていたのですわよね？　それは、貴方あなたがアリスの復讐を認めたからではありませんことッ？」

　言葉を失った。わたしは認めていたのだ。それどころか、荷か担たんすらした。大アリスの復讐心に共鳴し、憎ぞう悪おのままに弾丸を吐き出した。

「ならば、選びますわ。わたくしも、その道を───迸ほとばしる憎しみのままに、敵を追い、敵よりも強大な闇やみを以もつて駆く逐ちくする──……‥、」

　ロッキーはうつむき、しばらく言葉を止める。そして再び顔を上げたとき、その表情は女王たる者の威厳ノブレス・オブリージユを宿している。




「……───無慈悲ノー・マーシイの闇を、この身にまとう道を」




　終わりの予言が、始まる──。

「やめて、ロッキーィィイイイイ──ッ！」

　アリスの叫び虚むなしく、女王はオンゴロナたちを手招き、受け入れる。

　闇の旋せん律りつが聴きこえ始める。

　呪のろわれた心臓のある辺あたりから、赤い波のような光が放たれ、円えん環かんのように拡ひろがったかと思うと──……、

　ロッキーから旋風が巻き起こり、ジギーが吹き飛ばされる。

　太陽が闇に喰くわれる。空が真の闇に染まる。

　地じ響ひびきが聞こえ始める。カラスやコンドルが一斉に飛び、円を描くように飛び始める。暗雲に黒い筋が走る。筋は蜘蛛くもの巣の形をしている。

　起き上がったジギーが、周囲の変化に気づいて戸と惑まどう。

「何が始まったんだい……？」

「見えないことは幸いだ」

「え？」

　わたしは言葉に絶望を込める。




「この圧倒的な《神のオロゴ》は───存在するだけで世界を終わらせる」







　天空に〝目が開く〟──。




　一つ目の眼球だ。一つ目といっても、一つではない。それこそ星のように天を覆おおって、一斉に《敵》を見たのだ。

　視線の先にあるゾォードが、凍りつく。指一本動かせない様子で、目だけが怯おびえるように動きまくっている。

　真っ暗くら闇やみだった空が、一いつ瞬しゆんで、鮮血のように赤く染まる。




「……───ＬＨＡＦＨＡＡＡＡ───」




　ロッキーが唱う。大陸共通語コモンランゲージでも、麗国ジユナイゼ語でもない。

　おそらくは神の言語だ。そして、破滅の唄うただ。

　地じ響ひびきが始まる。地面が割れる。地割れの底からマグマじみた赤い光が漏もれる。

　この光景……デジャヴすぎる。予言の夢で見たあの風景だ。

　ロッキーの唇くちびるが、歪ゆがんだ笑みを宿す。







「───恐怖せよ───」

　ロッキーの声だ。聞き慣れた声ではあるが、別人のように聞こえる。




「───絶望せよ───」

　目覚めたのだ。

　ロッキーの胸に眠っていた、太たい古この呪じゆ物ぶつ──《大地を血に染める女王トラルテクートリ》の心臓が。




「───生いけ贄にえを捧ささげよ───」

　ロッキーの着ているドレスが黒く染まり、不気味なフォルムに変わる。

　漆しつ黒こくのレザーに、スパイクやビスを打った背徳的なドレスになる。ショットガンの形状も変わっていく。黒い金属へと変へん貌ぼうし、節を持ち、甲こう殻かくを持つ。




「我が黒き炎に、生け贄をくべよ。その献けん身しんに報むくいて、さらなる災わざわいを撒まこう」

　これは滅ほろびを約束する存在だ。

　取り返しのつかないものを、地上に降こう臨りんさせてしまった……。







　ゾォードが、動く。

「世界に爪つめ痕あとを残すのは、──この我だッ！　立ちはだかる者は……、」




　ロッキーとゾォードの間で、オンゴロナの圧力がせめぎ合う。火花が散って炎が生じる。

　物理的な風圧を伴う咆ほう哮こうが上がる。放ったのはゾォードだ。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る、蜘蛛霊イクトミの見えざる手》──」

　スティールの声が聞こえる。ゾォードの銃からだ。

　詠えい唱しようが終わると、大地が轟とどろき始める。

　女王の周辺の地面がひび割れ、土塊つちくれとなって浮かび上がる。蜘蛛霊イクトミによる念動力サイコキネシス攻撃だ。

　轟きは勢いを増し、地面が激震を始める。周辺の山が下に潜もぐっていく──いや、ちがう。潜っているのでない。わたしたちのいる地面が、隆りゆう起きしているのだ！

　戦いの場所だけが、山となってせり上がっている。

　逃げようとしたジギーが、蜘蛛霊イクトミで作られた断だん崖がい絶壁を見て呆ぼう然ぜんとしている。

　ありえないと思っているだろう。同感だ。




　塔型の山岳が、一いつ瞬しゆんでウェンズリーに出現したのだから──。




　大地をせり上げたあと、ゾォードは高笑いし、女王へと蜘蛛霊イクトミの力を叩たたきつける。

　真下に向けられた膨ぼう大だいな念動力サイコキネシスは、地面をクレーターのように抉えぐる。

　無事なのは女王が立っている場所のみだ。女王のドレスが風圧に激しくはためき、一いつ瞬しゆんだけよろめき、落ちてきた瓦が礫れきを一つだけ防げなかった。頰ほおを切る。

　だが、女王は冷たく笑った──。




「──つまらぬ」




　女王は左手を突き出し、広げた手を、ぎゅっと握る。

「ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア───ッ！」

　スティールの悲鳴だ。

　銃が──〝圧縮〟される。

　そうとしか言いようがない光景だ。掌てのひらに包みこんでぎゅっと押し潰つぶしたように、小さくなって……驚おどろいたゾォードが、手放す。

「噓うそですッ！　彼女は蜘蛛霊イクトミを唱えてさえいないのに──ッ、」

　──老いたか、スティール。

　冷静になってオロゴのレンズに切り替えれば判わかったはず。

　女王は、蜘蛛霊イクトミのコントロールに使われるオロゴの流れに、自分のそれを流れこませてチャームの〝乗っ取りハツキング〟をしたのだ。通常なら異なる者のオロゴを同化するなど考えられないが、女王はやった。

「ギャアアアアッ──……ガｆｙッ、」

　圧縮によって折り曲げるように丸められ、銃じゆう口こうが無くなった。縮められ、縮められ、縮められて、最後に粉になり、小さい粒になったスティールを蜘蛛霊イクトミで招く。粒は女王のショットガンに呑のみこまれる。形状が変わった。銃口の下や側面などにわたしと同じレンズが付き、銃じゆう身しんの横に揺らめく炎を放つ穴が空く。

「……はは」

　虚うつろな笑い声を発したジギーをふり返る。

「ロクサーヌは無敵だね。あれならゾォードも倒せる」

「ジギー……」

「正しかったんだ。僕は正しかったんだよッ！」

　ジギーは立ち上がって腕を広げる。

「僕は未来を切り開いたんだ！　あはははは──やった！　やったぞ！　やったんだッ！」

　……壊こわれてやがる。

「トリックスター……これが、おまえの望んだ主人マスターか？　これが、おまえの言う新時代か？」

　彼女デリンジヤーは答えない──。

　ゾォードの咆ほう哮こうが聞こえた。さっきよりも勢いのない咆哮だ。ゾォードの妖よう眼がんが、動揺するような明めい滅めつを始めている。

「──負けるはずがない…………我は……《神》……」

　女王は嘲あざ笑わらう。

「運命の輪を閉じるため、思考に枷かせをかけたが、想像以上に見み窄すぼらしいな。動揺し、敗北感に苛さいなまれ、哀あわれですらある。もう良いのだ。我が部品よ。せめて苦しまずに贄サクリフアイスとなれ」

　──いまのはどういう意味だ？　思考に、枷……？　部品……？

　女王の頭上に、黒き天輪リングが生じる。




「万物は、我が掌握したオール・イン・マイ・ハンド──、」




　バカな……これは。

　女王の目は叡えい智ちに満ち、森しん羅ら万ばん象しようを見抜くような輝かがやきに満ちている。

　使えるのか……まさか。




　輪のような光がロッキーから放射される。

　葬送曲レクイエムが聴こえる。これは幻聴そらみみか？

　ロッキーの背にカラスクロウのような黒い羽根ダーク・フラツプがひるがえり、黒き羽根が舞う。これは幻影まぼろしか？

　神が啓示を下すかのようにリベレーシヨン・ライク・ザツト──……、

　叡智の存在クイーンは引き金を、絞る。




「……──────滅めつせよ───女王の凶宴クイーン・エンフオース───……」




　銃じゆう口こうから迸ほとばしった黒い球体──。

　音が消える。

　世界から、色が消える。




　音と色が──球体に吸われたのだ。




　巻き起こった風が砦とりでや建物の瓦が礫れきを吸いこみ始める。ゾォードの骨も、一本ずつばらけて黒い球体に吸いこまれて──……‥

　頭ず蓋がい骨こつが吸いこまれる瞬しゆん間かん、砕けて白い光となって散る。あの光は──……。




　この世から───《神》が一つ、消え去った。




　アズールめ。何てバケモノをロッキーに植えつけやがったんだ。これではまるで……、

　闇やみの───共食い──だ。

「ミスター……何とか出来ないの……？」

　アリスが息も切れ切れに問う。顔は血の気けを失っている。オロゴも底を尽き始めている。

　自分が死ぬ寸前だってのに、ロッキーの心配をしてやがる。アホめ……ッ！

「……何も出来ない」

「蜘蛛霊イクトミを唱えて」

「ダメだ。オロゴが減る」

「せめて、最さい期ごは…………ミスターを握っていたいよ……」

　…………クソッダムド。

　わたしは蜘蛛霊イクトミを唱え、アリスはわたしを引き寄せ、愛いとおしそうに握り、目を閉じる。

　体温が下がっている。震ふるえが伝わる。長くはない……。

　ジギーが拍手を始める。

「…………素晴らしい力だ！　ロクサーヌ……」

　女王はジギーを見る。

　妹が兄を見る目ではない。なのにジギーは気づかずに近づいていく。

「さあ、行こう」

　トリックスターを抜き、ポケットから見たこともない銀の刻紋弾エンブレムド・バレツトを込めて、クレーターの中心へ向けて撃うつ。

　弾たまは何もない空中に命中し、鋼こう鉄てつの門が出現する。メソ文明の彫刻が施ほどこされたその門には見覚えがある。

「わたしたちの未来が、その扉の向こうにある──」

　笑いながら歩くジギーの足が止まる。

　女王が、ジギーに向けてショットガンを向けたのだ。

「冗談だろう……？　ロクサーヌ……」

「下らぬな」

「……え」

「名など無意味だ。我は、そういった領域に留とどまらぬ」

「…………何を……、言ってるんだい……？」

「この身は、神すら超えた───運命の集しゆう束そく点てんと言えよう」

　ジギーの口元から、笑みが消える。代わりに宿っていくのは恐れだ。

　ロッキーの口元に、笑みが浮かぶ。違和感のある、冷たい笑みだ。

　最悪すぎる。一番恐れていた現実が、ここにある。

　わたしの脳裏を過ぎる考えは、絶対に、現実になってはならない類たぐいのものだ。

　だが、女王が語る言葉のアクセントには聞き覚えがある。

　あれは、マヤキン語訛なまり──モザード族の使う言葉。そしてモザード族の聖地はマコシカ岩。そこには秘魔女アルカーノス・マスクが住む。そして───ヤツは、秘ひ魔ま女じよの出身だ。

「離はなれろ、ジギー……死ぬぞ」

「どういうことだい……？」

「《大地を血に染める女王トラルテクートリ》は呪じゆ物ぶつ。しかも、知能を持った呪物だ。なら、作るには生け贄サクリフアイスを必要とする」

「だから……？」

「生け贄サクリフアイスとなった人物の人格が、呪物には反映される」

「それって……誰だれ…………だい？」

　これは気が遠くなるような年月をかけて仕掛けられた、悪あしき運命の罠わなだ。

　極きわめつきは、ゾォードが死ぬ瞬しゆん間かん、光となって消えたことだ。あれは《太陽神ツオハノアイ》発動の兆ちよう候こうと考えればつじつまが合う。

　思えば、ゾォードを倒してからもホークアイの影が消えなかった。あいつはゾォードの死後に起こることまで知っていたのだ。だから手を打っていた。

　ホークアイが立ち向かっていた《本当の戦い》は、これなのだ。

　悪夢は消えてなどいなかった。世界の終わりでさえも、この瞬間のための序章プロローグにしか過ぎなかった。ゾォードは骨になりながらも、果てしない憎ぞう悪おに駆かりたてられて、世界を何度も何度もやり直リローデツドした。何重にも張り巡らされた罠わなとなり、すべての力を絡からめ取り、食らい尽くして、運命そのものとなったのだ。

　ホークアイとアズールにはこの敵が見えていたのだ。

　ホークアイは冷静に局面を見み据すえたが、アズールには焦あせりがあった。シャギーにも危機感を煽あおられ、冷静を欠くことになり、悪しき運命の完成に一役買ってしまった──。

　そして心臓が目覚め、女王がゾォードを食らうことで破滅は完成した。

《冥府あまねく統べし闇の骨ミクトラン・テクートリ》は、《悪しき運命の循環サイクル・オブ・フエイト》であり、二つは同じ状態を示している。つまり──力の、集束フオーカスだ。闇の主マスターダークが欲しても得られなかったものを、女王クイーンは持っている。女王クイーンが欲しても得られなかったものを、闇の主マスターダークが持っている。




　───二つが合わされば、それは───《絶対神》の誕たん生じようとなる。




　女王が笑む。冷たい笑みだ。デジャヴを感じる笑みだ。

　見覚えがある。あれは、あいつだ。あいつがよくやる笑みだ。ロッキーはあんな風に笑わない。笑うはずがない。

　認めたくはない。

　認めるのはナンセンスだ。冷静になって考えろ。ありえるわけがない。いまここにいる、　大切な仲間の正体が──……、










「……──離はなれろ。そいつはもうロッキーじゃない。ロッキーの肉体を持つゾォードだ」










「……は？」

「《大地を血に染める女王トラルテクートリ》の心臓を生むための生け贄サクリフアイスとなった人物がゾォード。その心臓が、ロッキーの意志を乗っ取っている」

「何を言ってるんだい……？　ゾォードはいま死んだばかりだよ？　あの呪じゆ物ぶつは太たい古こに作られて……」

「ゾォードは生きている。死ぬとき光の粒になって消えたろう。《太陽神ツオハノアイ》を使って太古に飛び、《大地を血に染める女王トラルテクートリ》の心臓が作られるメソ文明の聖地へ行き、呪物となってロッキーに埋うめこまれるまでの膨ぼう大だいな年月を、虎こ視し眈たん々たんと待ち続けた……」

　ジギーはヒステリックな声で笑いだし、また歩き始めた。

「ははッ……そんな途と方ほうもない話、信じないよ！　僕を欺だまそうったってそうはいかない！　ロクサーヌは僕を撃うてないさ」

「やめろッ！　近づくな」




　銃声──……、




　ジギーの足が止まる。

　ヤツはゆっくりと、自分の頰ほおへと手をやる。血がついている。

　銃弾はかすっただけだ。なのに、まるで心臓でも撃うたれたかのように青ざめ、震ふるえだす。

　尻しり餅もちをついて倒れる。

「……やめてくれえぇぇ……顔は、やめてくれぇ……顔だけはやめて──ィヒィイイイッ！」

　アタマを抱えてうずくまり、壊こわれたように震えまくっている。そうか、ジギーを倒すには顔を狙ねらえば良かったか。覚えておこう。

　女王は歩いてきて、ジギーにショットガンを突きつける。

「さらばだ、愚おろかな詐さ欺ぎ師しよ。欺だまされ続けたこの身体からだに敬意を表ひようして、せめて銃弾で殺すことが、我なりの慈じ悲ひと知れ──」

　女王は、ゆっくりと引き金を絞り──……、







「……───ロッキーィィィイイイイイイ──ッッ!!」







　叫んだのはアリスだった。もう虫の息だと思っていたのに、その声は激しく響ひびき、女王の表情を変えるほどだった。

「ダメよ、ロッキーッ！　目を覚まして！　そこは貴方あなたの居場所じゃないッ！」

　言えたのはそこまでだった。アリスは血を吐いて、顔を伏せる。

　ショットガンが地に落ちる。

　顔を切り裂かれでもしたかのように、女王は手で覆おおって押さえ、激しく呻うめく。

「──ふざけるなッ、揺さぶられるだと……？　我が──《神》が──、人間ごときに！」

　ショットガンを拾うと、アリスに狙ねらいを定めたが、その手がガクガク震ふるえだし、また落としてしまう。

「ありえぬ──なぜだッ!?　我が心に迷いなど……ッ、」

　何かに気づいたのだろう。女王は愕がく然ぜんとした顔になる。




「そうか、天使の一撃エンジエル・エンフオース───あれは一いつ瞬しゆんでも浴びてはならぬ光……なのか」




　ふらつき、瓦が礫れきに手をつき、なんとか持ち直した女王が叫ぶ。

「やめろォォオオオ──ッ、貴き様さまは出てくるなッ！　心の闇やみに沈んでいろッ」

　膝ひざをつき、倒れこみそうになったが、不意に持ち直す。うつむいた顔を上げる。何か印象がちがう。瞳ひとみの色も赤のままだ。いや──表情がちがう。これは──……、

「…………アリス……死んでいますの……？」

「ロッキーか……？」

「ミスター？」

　間違いない。これはロッキーだ。

　赤く光る目が、涙で潤うるむ。

「わたくしのせい、ですのね……？」

「ちがう。おまえじゃない！　おまえに埋うめこんだ心臓に、ゾォードの意志が宿っていた」

「ゾォードの心を宿したら、間違いなく世界は破滅しますわ……わたくしは、貴方あなたの敵になってしまったのですわね……あの楽しかった旅には、もう戻れないのですわ……仲間と笑いあうことも、出来なくて…………」

「よせッ、悪いほうに考えるな」

「君は仲間を傷つけてしまった。絆きずなは失われたんだ」

　ジギーが口を挟はさむ。

「僕と行こう、ロクサーヌ。僕なら、どんなときでも君を許す。たとえ殺されてもいい。兄きよう妹だいだから──ずっと一緒だ。僕には、君が必要なんだ」

　ロッキーがハッとした顔でジギーを見る。

「うるさい、ジギー黙だまれッ！　アリスを殺したのは──」

　ジギーはトリックスターで撃うちやがった。弾たまは空中で炸さく裂れつして強烈な閃せん光こうを放ち、わたしのレンズを真っ白にする。白き《あまねく照らす光輪ウオー・チー》──閃光球を放つ刻紋弾エンブレムド・バレツトを水平発射して目め眩くらましに使ったのだ。光が強すぎる。遮しや断だんしないと故障の恐れがある、レンズのオロゴを抜かなくてはならなかったが、それには感覚装置全体も遮断しないとならず、見事に時間稼ぎされてしまった。

　感覚装置の遮断と再起動をくり返し、やっと光が弱まったのを確認して起動したままにする。

　ぼんやりとした影が二つ見える。だんだん遠くなっていく。

　視界が戻り、鋼こう鉄てつの門へと去り行こうとするロッキーの姿が見える。

　わたしは声の限り叫ぶ。

「やめろッ……戻れなくなるぞ！　ロッキー、わたしにはおまえが必要だ！　失うことなど出来ない！」

　その声に、ロッキーがふり向く。赤く光る瞳ひとみが、哀かなしげにわたしをみる。




「さよならですわ、ミスター……わたくしの、愛した銃ひと……‥」




　この光景は、見たことがある。

　初めて見た、第二の未来セカンド・フユーチヤーの予言──。

　そう、予言はいま現実になってしまったのだ。

　ロッキーは、わたしの手の届かないところへ行ってしまうのだ。

　こうしないために、精一杯尽くしてきた──。

　抗あらがって、戦って、苦しんできた──。

　だが、結果は同じだった。わたしは、運命フエイトに負けたのだ。




　門の向こうの紫色の闇やみの中へ、ロッキーたちが消えていき───……‥

　アリスの呼吸が、静かに途と絶だえた───……‥










　こうして───アリスのやり直しアリス・リローデツドは、失敗に終わった。
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　呪術師ウイチヤシヤ・ワカンの工房は、小屋だ。だが、小屋でもあるだけマシだろう。養い手であるガザル族は建築物という概がい念ねんを天幕テントまでしかもっていない。この工房も、かつての大陸人コモンズ開拓者が建てたものを使っているだけだ。

　ワラの寝床からその呪術師ウイチヤシヤ・ワカンが起き上がった。

「おはよう、ダズリリ」

「ああ……」

　充分な休息を取った者の顔ではない。時間的には充分すぎる睡すい眠みん時間だが。

「顔色が悪いぞ？」

「平気だよ」

　ダズリリは床板を軋きしませながら近づいてきて、わたしを手に取る。ウサギの毛皮で埃ほこりを払い、テーブルへと運ぶ。

「なぜ、わたしを食卓へ？」

「星に出ていたんだよ。戦いがある、とね」

「は？」

「心配ないよ。撃うつほどの相手じゃないさ」

「詳しく話してくれないか？」

　ダズリリは答えない。この時間に並ぶはずの、ヤギのチーズや乳、干ほし肉にくの皿が乗ってない。

「つまり、わたしは護ご衛えいとしてここに置かれたのか？」

　答えない。彼女はいつもこうだ。『語ることで精せい霊れいが逃げるので多くは語らない』と言ってたことがある。

　沼の道を歩く音がする。どうやら、今回も占いは当たったらしい。

　入ってきたのは若いガザル族の猛闘士ウオーチーフだ。たしかマタ・クカとか言ったか？　血けつ気き盛さかんな男で、こいつが闘とう士しに入ってからは死者が増えている。ダズリリは彼が開拓者と揉もめ事ごとを起こしている、と前に語った。たしかに揉め事を起こしそうなギラギラとした目をしている。

　続いて入ってきたのは、酋しゆう長ちようのモスカリ。羽根飾りのある杖つえを振り、膝ひざをついて挨あい拶さつする。

「《大きい角つの》は敬愛を示すであろう。偉大なる知識の星空、大地の母ダズリリ。繁はん栄えいと知恵を下さらんことを」

　儀式が終わると座ざして用件を話し出した。要約すると、こうだ。マタ・クカが開拓者の村を襲しゆう撃げきした。騎き兵へい隊たいが来て大きい戦いになりそうなので魔女マスクとしての力を借りたいと。

「……すまない。力は貸せないね」

　モスカリは眉まゆをひそめる。

「なぜだ？」

「襲しゆう撃げきには悪あしき理由があると星が告げた。大陸人から奪うばった銃や、攫さらった女性たちを返すべきである」

　マタ・クカが顔色を変え、席を立つ。

「ありえない！　正当なる戦いだ！　ヤツらの居い座すわる土地は、かつてカザルの物だった！　奪い返して何が悪いッ！」

　モスカリが、若い猛もう闘とう士しを宥なだめて座らせる。

「経けい緯いはどうあれ、大陸人の怒りは収まらないと調ちよう停てい官かんが言っている。謝罪しても戦士の多くは殺され、土地が減らされて餓が死しが出るかもしれない。もう一度頼む」

「断るよ」

　その言葉を聞いたマタ・クカは、電でん光こう石せつ火かの勢いでトマホークを振りかぶった。が──、

　ダズリリはそれよりも先に、まるで予知していたかのように、マタ・クカの胸へとわたしの銃じゆう口こうを向けている。

　若い猛闘士の顔に、初めて恐怖の色が滲にじんだ。おそらく魔女マスクの力など判わかっていなかったのだろう。これで思い知ったはずだ。

「斧おのを収めるのだ、マタ・クカ。この方が炎の手フレーム・ハンドと讃たたえられるのは誇こ張ちようでも何でもない。部族全員を相手にしても敵かなう者ではない」

「それほどの力を手にしながら、なぜ大陸人を灼やき尽くさないッ!?　ヤツらは理不尽ではないか！　侵略者ではないか！　バッファローは年々少なくなっていってる。大陸人の狩人が獲とり尽くしているからだ！　このままでは皆の暮らしは保もたないぞッ！」

　酋しゆう長ちようは沈ちん黙もくした。マタ・クカの言葉にも一理ある。先に奪うばったのは大陸人であると、継承された〝生け贄サクリフアイスとなった者の知識〟が告げている。先住民エルダーズである以上、戦う理由はあるのだ──。

　ダズリリは首を振って、答える。

「戦いをやめるんだよ。友を愛し、家族を愛し、平和を愛しなさい。弓や斧の代わりに鋤すきを握り、土を肥こやしてトウモロコシを育てるんだよ。そうしなければカダル族は滅ほろぶ」

　滅ぶ、という言葉を聞いたモスカリが青ざめる。

「それが星の導きか？」

「然しかり」

「ダズリリ──、貴方あなたは賢明だったかもしれない。しかし、遅すぎた。戦いの兆きざしはすでに現れ、戦いの精せい霊れいは降り立った。どの長老エルダーも、もはや鬨ときの声しか叫ばない」

「……そうかい」

　ダズリリはわたしを下ろす。マタ・クカもトマホークをしまって、先に工房を出ていく。

　モスカリも深く息をつくと、重々しい足取りで出口に向かう。

「カダル族は、貴方あなたを養えない」

「判わかっているさ。さようなら、モスカリ──勇ゆう猛もうの星が、その身に宿るように祈るよ」
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　モスカリの言葉通り、その日から食しよく糧りようを運ぶ者は来なくなった。

　蓄たくわえが尽きると、ダズリリは慣れない手つきでトウモロコシの畑を作り始め、森を彷徨さまよって木の実やキノコを集めた。それが悪かった。

　ある日、右足を引きずり始めて、その日の夕方に床に突っ伏したのだ。

「──ダズリリッ!?」

「心配ない。少し眠れば大丈夫……」

「顔色が悪すぎるぞ！」

　どんなに叫んでも目を覚まさず、床で一晩を過ごした。

　目を覚ましたダズリリは這はって水みず壺つぼから水を飲もうとしたが、倒して床に流してしまった。

「おい、ダズリリ……立てないのか!?」

「……すまない。精せい霊れいのお告げがまだ無くて。おまえに名前をつけてやれない」

「ダズリリ！　使い魔フアミリアーで誰だれかを呼べ！」

「滅ほろんだよ」

「………………え？」

「騎き兵へい隊たいが全滅させてしまった。集落はすべて灼かれて、生き残った者も山に逃げた。カダル族がこの地に戻ることはない」

「……そんな」

「それに、この身体からだはオロゴをもう吸えない。わたしの寿命を延ばしていた杖つえを折ってしまったから、精霊体質も衰おとろえてしまった……力を貸さなかったんじゃない。貸せなかったんだ」

　ダズリリはわたしを見上げて、微笑ほほえむ。

「おまえが、わたしの最後の作品だ。生きた証あかしだよ……」

「あきらめるなッ！　方法はあるはずだ！」

　言いながらも、そんな方法が思いつかない自分に苛いら立だつ。このままではダズリリが死ぬ。わたしは目の前にいるのだ。

　助けたい。そう思っても、差し伸べる手すら、わたしには無い──……‥

　それから二日眠り続けたダズリリは、月明かりの夜に顔を上げて、何とかわたしに微笑もうとしたが、それは何とも出来損ないの笑顔だった。

「すまない……名前はまだ…………」

「名前なんかどうでもいい！　《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

「チャームを覚かく醒せいしたのかい」

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──蜘蛛霊イクトミの見えざる手》……さあ、これで水を引き寄せて……」

「……ムリだよ。オロゴが吸えないと言ったろう」

「なら、どうすればいいッ！」

「どうにもならないことというのも、ある……人生にはたくさん……たくさん……」

「だが……」

「あきらめずに道を探すことも出来るが、道がないこともあるんだよ。特に死は平等だ。誰だれにも、いつか訪れ、避けることは出来ない。わたしは幸せだよ。おまえが、こうして最さい期ごを看み取とってくれるから」

「……ダズリリ」

「おまえはきっと良い主人をみつけるよ。星がそう語っている」

　何が、星だ。

　ダズリリの伏している床からは、夜空など見えるはずもないのに──。




「───歩むんだよ。どんな暗い道でも、微かすかな夢の輝かがやきがおまえを導くだろう」




　それが、我が母の最期の言葉になった。
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　‥……──目を覚ますと、そこにも骸むくろがあった。アリス・ヘイワードだった、土の塊かたまりだ。

　夢の中ではダズリリの死を見て、現実ではアリスの死を見ている。なんて皮肉でクソッタレな運命だろうか。

　何が、夢の導きだ──。

　何が、星の語りだ──。

《精霊の旅スピリツト・ウオーク》の導くまま戦い続け、その果てに主人マスターを殺してしまった。

　ダズリリの《死》の場面をいまさら見せたところで、どうすることも出来ない。

　この時代のダズリリと会うことも、もう無いだろう。ここは天空の大地。魔女マスクがチャームで作った、垂直に切り立った不自然なテーブルマウンテンだ。こんなところに訪れる者など、いやしない。

　アリスを見る。わたしを大事そうに握っている。安らかな死に顔をした、土塊つちくれだ。ジギーの《聖遺剣レリツク・ソード》に刺された者は、こうなってしまう。風が少しずつ土を削っていく。いまはまだ、アリスの形をしている。だが、やがて崩くずれて無くなってしまうだろう。

　この少女は、伝説レジエンドになるはずだった。途と方ほうもない才能があった。磨みがけば磨くほど無限に光る宝石だった。いまは粗あら削けずりでも、いずれは偉業を成なすはずだった。

　なのに、そいつはいま、屍しかばねとすら言えない代しろ物ものになって横たわっている。伝説は唐とう突とつに終わりを告げ、《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》の名は過去の栄光となった。

　わたしのせいだ。導いているつもりになっていたが、敵の力を見くびり、張り巡らされた罠わなに飛びこんで、大切なマスターを死の旅へと誘いざなった。アリスをアホと罵ののしる資格は、もう無い。

　なにが《予言する者》だ。未来を知ったところで、変えることなど出来なかったではないか。

　わたしは使命を果たすこともなく、錆さびついていくガラクタだ。

　大アリスを失ったとき、わたしは思った。世界など、どうでもいいと──。

　それが正解だったのだ。何にも関かかわらず生きていけば、少なくともこんな結末は避けられた。

　正義だの、絆きずなだの、使命だの、慈じ悲ひだの、約束だの、下らないものを背負った。その重さに、潰つぶされたのだ。

　アリスの笑顔が、脳裏を過ぎる。あの笑顔は、もう見られない。取り返しのつかない運命に、純真無む垢くな少女を巻きこんだ。そいつがアリスという理由だけで、わたしを握らせ続けたのだ。

　やめるべきだったのに──。

　どこかで、線を引くべきだったのに──。

　アリスの笑顔が、脳裏を過よぎる。あんなに楽しそうに、全力で笑うアリスをわたしは見たことがなかった。あの輝かがやきは、世界中の何と引き替えにしても守るべきだった。なのに、わたしは戦わせたのだ。ダズリリのときと同じだ。何も出来ずに、その死を見守るしかなかった。

　わたしが銃だから──。

　わたしがクズ鉄スクラツプだから──。




　───アリスの笑顔が、脳裏を過よぎる。




　なぜだ。なぜ、銃は涙を流せない……？

　未来永えい劫ごう──後悔は消えず、魂たましいの爪つめ痕あとを増やし続ける。

　ダズリリが死に、大アリスが死に、いままた小アリスを失い──……、

　こんな哀かなしいのに、涙が出ないなんて。

　アリス…………おまえの笑顔が見られるなら、わたしはどんなものでも棄すてるだろう。この命さえ差し出してもいい。アリスは、わたしのすべてだった。失われた《半分》を満たす存在であり、二人であるということが《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》そのものだった。

　だが、伝説レジエンドは終わってしまった──。




　救いは、少なくともわたしが死ねるということだ。ここで錆さびついて朽くちれば、これ以上の痛みは被こうむらないで済む。




　───ボゥ、と炎が爆はぜる音がした。




　ふり返ると、炎で作られた円形の門から歩み出てくる女性が見えた。近づいてくる。ダズリリだ。

　スプリングが軋きしむ。なぜだ。なぜ、すべてが終わったのに、ダズリリが来る……？

「──来るなァァアアアアアッ！」

「…………まだ崩くずれていないね。なら、使える」

　わたしの制止にも耳を貸すことなく、ダズリリは歩み寄ってくる。

「来るなと言ったろうッ！　これ以上関かかわるな、ダズリリ！　おまえが死ぬと、精せい霊れいが告げているッ」

「死にに、来たんだよ」

「なんだと──ッ？」

「よく聞んだ。《炎アシール》──」

　わたしを、〝付けられることのなかった真の名〟で呼んだ。その言葉は力だった。わたしは出かけた言葉を呑のみこむ。

「精霊が告げるのなら、先があるのさ。闇やみではない。希望の光がそこにある」

「どこが希望だ。アリスは死んだのだぞ。こいつがいたから突き進めた。こいつでなければダメだった……。ホークアイは言っていた──わたしが心を持ち始め、アリスを《天使のエンジエル・一撃エンフオース》に導くことになると。結果がこれだッ！　心なんか持つから哀かなしみだけがよけいに増えた。失う痛みに耐えられなくなった。完成した《天使の一撃エンジエル・エンフオース》さえも、心があったからこそ裏切られて──……、」

　あのときムリヤリにでもジギーを撃うたせていれば、アリスは死ななかった。

　ロッキーの哀しみを想おもうアリス。その優しさに気づいてしまったわたしは、強く責められなくなった──。

「…………それでいい……きっと、何もかもが、運命に必要なことだったんだよ……」

「バカを言うな、アリスは死んだ！　破滅だ！」

「その破滅すら、戦いに必要だとしたら……？」

「……何だと？」

「ホークアイはわたしに告げたんだよ。『貴方あなたが知る聖なるチャームが、天空の大地で必要になる』と──」

「聖なるチャーム……？」

「サヤタカから教わることが出来た、たった一つのチャームさ。サヤタカは言ったんだ。わたしは聖なるチャームを使うには穢けがれすぎていると。だけど、穢れが必要となる聖なるチャームもあると──それを教えてくれたんだよ」

　ダズリリは蜘蛛の巣ドリーム・キヤツチヤーの杖つえの端と端を両手で握っている。この持ち方、まるで……やめてくれ。冗談にしたってタチが悪いぞ。

「おい……ダズリリ……その杖は、おまえの老化を抑えているはずだろう。まさか折るつもりじゃないだろうな」

「──この杖を折れば、一時的に莫ばく大だいなオロゴを得る。そうでもしないと、このチャームは使えない」

「何のチャームを使うつもりだッ!?」

　ダズリリは微笑ほほえむ。デジャヴを感じる。この微笑みは──、




　───死の床に横たわりながら───わたしを安心させようと浮かべた微笑みだ──。




「よせッ！　そのチャームを使うな」

「《炎アシール》──星が語っている。おまえはきっと良い主人を見つける、と」

「そいつはもう死んだ！」

「わたしが道を作る。おまえの歩く道を」

「わたしは銃だ！　歩けなどしない！」

「なら、彼女がおまえの足となるだろう。彼女がおまえを握り、引き金を絞るだろう。そして闇やみを引き裂く弾丸ひかりを放つだろう。彼女はおまえであり、おまえは彼女である──」

「ダズリリ──わたしは、もう二度と、貴方あなたを失いたくないのだ…………ッ」

　我が母が、杖を折った──。

　折れた部分から閃せん光こうが生じて、莫ばく大だいな量のオロゴがダズリリへと吸いこまれていく。

　ダズリリはみるみる老いていく──。

「……ああ……ああああ……ダズリリ……どうして……どうしてだ…………わたしは……ずっと、貴方まで失うなんて……耐えられない……思い止とどまって一緒にいてくれ」

　ダズリリは微笑ほほえみを浮かべながら、かつての未来とちがう言葉を紡つむぐ。

「それは出来ないよ。永遠の場所なんて、どこにもない。おまえがどれほど大事にしようと、いつかはその人、その場所、その時間は思い出の中にしか存在しなくなる」

「守り通せば……」

「いまは砂漠のこの地も、かつては緑豊かだった。失われないものなどないのさ。神さえも、おまえの望みは達せない」

「そんなの、信じないぞ──」

　わたしの脳裏を数々の《死》が過よぎっていく。アゴンロジの死を寂しそうに語る大アリス。メリーの復ふく讐しゆうに奔ほん走そうするロッキー。自ら撃たれて馬から崩くずれ落ちるロッキー。みっともなく走り、捕まって自決したバンプ。

　そして──大アリスがわたしを埋うめる、あの光景。

　小アリスが剣で串くし刺ざしにされる、あの光景。

　わたしは死しに神がみに抗あらがい、運命を回避してきた。使命のためだと思っていたが、ちがう。

　わたしは弱い心を押し隠かくすために〝正義〟という虚きよ飾しよくをまとった。

　もう死なせたくない。もう死など見たくない。これ以上、こいつらを失い続けたらわたしは壊こわれてしまう。

　ホークアイが孤独を常にまとい、人を近づけさせない空気を出していたのも、これだ。

　ただ……怖かったのだ───失うことが怖くて、仲間を救い続けただけだ。

「いいかい、よくお聞き」

　皺しわの寄った手で、わたしを撫なでる。

「おまえは旅立ったんだ。足を止めちゃいけない。留とどまれば、そこで旅は終わる。歩むんだよ。どんなに暗い道でも、どんなに辛つらい道でも。信じていたものが崩くずれ去っても、支ささえていたものが倒れても、それでもおまえは、夢の輝かがやきを見失わずに、ひたすら歩き続けるんだ」

「やめてくれ……頼む」

「わたしが、おまえの相棒を《魂の召す深淵ミクトラン》より呼び起こそう」

　ダズリリは立ち上がって両手を広げて、チャームを唱える。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　溢あふれるオロゴの紋もん様ようが群がり、重なりあい、ダズリリの姿すらかき消してしまう。

　体内から放射されるオロゴが可視化している。上級呪術ハイチヤームだ。

　ダズリリの足元に、黒い刻こく紋もんが描かれる。

　これは黒のシリーズと同じ───代償を要求するチャームだ。

　ダズリリの身体にそこかしこに、半透明の頭ず蓋がい骨こつが浮かび上がる。原色でペイントされ、宝石の目玉がはめ込まれた不気味すぎる頭蓋骨だ。

「《戦乱と嵐の死神ミキストリ》よ。わたしの魂たましいを持って行きなさい」

「やめろッ！　生け贄サクリフアイスになるんじゃないッ！　ダズリリィイイイ──ッ」

　死神の頭蓋骨は、ダズリリを喰くらい始める。喰われたところから、肉体が闇やみになって消えていく──……‥







「‥……───《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──復活イスカリイ》───……‥」










　‥……──ダズリリが消えた部分だけ、アリスの肉体が戻っていく。

　メソ文明の死神ミキストリに魂を売るなど、正気の沙さ汰たではない。地獄にすら行くことはない。それを超える、もっと恐ろしい末路となる。

　無だ。ダズリリの魂は、永えい劫ごうの虚きよ無むを彷徨さまようだろう。

「…………なんてことを……おまえは……」

　最後に残った口元だけで、ダズリリは微笑ほほえんで──、







「おまえは最高の息子よ。《炎アシール》──生きなさい。その身を焦こがすほどに、熱く……」







　そう告げて、我が母は消え去った──。

　魔ま術じゆつの痕こん跡せきすら残らず消えた。残ったのは、折れた杖と、マイ・マスターだけだ。

　この身は呪のろいだ。愛する者の《死》を見続けるように出来ている。

　もう…………たくさんだ。







　ピク、と、指が跳ねるように動く。

「…………ッ、」

　アリスの指だ。土塊つちくれだったその肉体は血ち肉にくに戻り、鼓こ動どうを、息吹いぶきを取り戻している。

　目を開けて、何度か瞬まばたきをして、わたしを見る。

「……ミスター？」

　わたしは答えを返せなかった。

　言葉が無い。一つも無いのだ……。

「どうして泣いてるの……？」

「わたしは拳けん銃じゆうだ。泣くことなど出来ない」

「でも……泣いてるよ。哀かなしいことがあったんだね……？」

「アリス……わたしは……、」

　また言葉が尽きる。湧わいて来ない。どこにもない。空からっぽなのだ。

　いつかホークアイが語った言葉が蘇よみがえる。

『おまえは傷つきやすい。心の深い場所に溜ためていくのだ。導火線に火がついたダイナマイトのようにな。そしていつか……許容量を超えた瞬しゆん間かん、爆ばく発はつする』

『涙は人間にしか流せない。たったそれだけだ。それだけの差なのに、果てしないぐらいに大きい差だ』

『気をつけろ、サラマンデル──おまえは、自分が思っているよりも弱い。特に危ないのは、仲間の死だ』




　バチ、と異様な音が鳴った。




　アリスが目を見開く。

「ミスター……いまの音……」

　アリスはわたしの撃げき鉄てつを起こそうとして──その撃鉄が、触れた途と端たんにカランと後ろに下がったのを見て凍りつく。

「……スプリングが、切れた……？」

　わたしは、心の許容量を超えて、空っぽになってしまったのだ。

「ミスター……？」

　言うしか無い。こいつにはごまかしが利きかない。たとえ見放されても──言おう。










「…………アリス、すまない。わたしは…………もう、戦えない……」








[image: 最終章　すべての救いを、この手に]
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「まったく不思議な人だね……」

　彼女は流りゆう暢ちような共通語でそう呟つぶやくと、骨のカップに入った飲み物をわたしに差し出す。

　口に入れる。その飲み物はコーヒーのようにほろ苦く、すこし青臭かった。

「薬か？」

「柳やなぎの樹皮を似たものに、他ほかにも色々ね。頭痛がよくなるだろう」

「なぜ、頭痛があると……？」

「呪術師ウイチヤシヤ・ワカンは医者でもあるからね」

　笑い顔が一いつ瞬しゆんだけ見えた。とても安心する。サラマンデルが彼女を語るときの、声の穏おだやかさ。語りながらこの雰ふん囲い気きを思い出していたのだろう。

　落ち着いてきたので辺あたりを見回す。

　そこは丸太小屋だ。周囲は湿しつ地ち。風向きが変わって独特の臭においを伴う沼しよう気きが漂ただよってくる。窓の向こうからカエルの声が聞こえてくる。奥の壁にはたくさんの呪じゆ物ぶつを並べた棚があり、手前に炉が見える。分解された精密な部品が石のテーブルに置いてある。ここは魔女マスクの工房。様々な呪物が生み出される場所であり、わたしもその一つになろうとしている。

「ホークアイ、あんた判わかっているのかい？　生け贄サクリフアイスというのは本当に死んでしまうんだよ？」

「判っている」

「なぜ、そこまでして銃になりたいんだい？」

　なぜ、か──。

　その答えを探し求めてわたしは旅を続けてきたのだ。長い長い、戦いの旅を。

　みつかったのは、とてもシンプルな答えだった。

　わたしは、すっ──と息を吸うと、万ばん感かんの思いをこめて、その答えを口にする──……‥




　　　　†




　‥……──目が、覚めた。正確には、目ではなくレンズだ。レンズであることを一瞬信じられなかった。何度も動かし、自分のボディを隅すみ々ずみまで確認する。金属だ。わたしは拳けん銃じゆうだ。

　だが──、夢の中でわたしは〝ホークアイ〟だった。

　どういうことだ？　いま《精霊の旅スピリツト・ウオーク》が見せた夢は、過去か？　未来か？

　仮に第一の未来フアースト・フユーチヤーだとしよう。だとすれば、わたしの記憶がホークアイまで遡さかのぼったことになる。そんなことが可能なのか……？　冷静に考えれば、第二の未来セカンド・フユーチヤーのはずはない。夢の通り、ホークアイはわたしの生け贄サクリフアイスとなって死んだのだから。

《精霊の旅スピリツト・ウオーク》が何を言いたいのか、どこに導きたいのかまったく判わからない……。

　…………どうでもいい……いまのわたしには関係のないことだ。

　家畜の鳴き声がそこら中から聞こえてくる。馬の嘶いななきがやけに近い。壁の端から馬の鼻はな面づらが覗のぞく。ここは馬屋だ。

　天空の塔型山岳タワーマウンテンから、ダズリリの残した炎のゲートをくぐり、下界に降りたわたしたちは、そのまま北に向かって歩き、見つけた集落で暮らすことにしたのだ。集落の名はボーンウェイ。未来では交易所が築かれ、物流の玄関口《ボーンウェイ・ヒルズ》として栄えるようになる。あれから一ヶ月半。わたしたちはこのボーンウェイで、襲おそわれる心配もなく、眠たくなる時間に眠る生活を送っている。ワラの山で作った寝床に、くるんと丸まって眠っているアリスを見る。こいつの寝顔は本当に無防備だ。アリスは微笑ほほえんで寝返りを打つ。充分な眠りと、安全という安らぎに包まれた時間──……わたしの求めていたものが、ここにある。

　朝日が強く差しこんでくる。小鳥が窓辺に留まり、ガラスをつつく。反応して、アリスが目を開ける。

「ふにゃ……おはよう？」

「ああ。おはようだ。さっさと目を覚ませ」

「ふぁーい……」

　アリスはあくびしながらわたしをホルスターに入れ、リボンを巻いて隠かくす。台だい尻じりのところだけ出して、レンズを隠さないようにしてくれる。そうして桶おけを持ち、水路へ水を汲くみにいく。

　ここは小農場だ。作りの甘い粗末な牧ぼく柵さくの向こうには、肥こえた牛や豚、ニワトリがいる。東側の平地はコーン畑で、青々しく育った作物が並んでいる。

「いい天気だね、ミスター」

「ああ……」

「ミスターとのんびりお天気の話するなんて、これが初？」

「戦いに良いお天気は関係ないからな」

「そうだね……もう戦わなくていいんだもんね……」

　リボンがかかっているので、アリスの顔が見えない。こいつはいま、どんな表情をしているのだろうか……？

「ミスターが、戦いたくない──って言った気持ち、あたし…………判るよ」

「……アリス？」

「ロッキーがあんなになって、初めて気づいたの。失うってことの重さを」

　そのときの、小アリスの口調が───あまりに大アリスに似ていて──わたしは一いつ瞬しゆん、過去に戻ったかのような錯さつ覚かくに陥おちいった。

「相手にだって心がある。大事な人がいるんだよね。だから、銃じゆう口こうを向ければ憎まれる。憎まれれば、憎み返すしかない。引き金を絞るたびに、心が削れてく。誰だれかを失うたびに、心が死んでく。撃うち続けたら、心にある大事なカギを失って、心が空からっぽになっちゃうかも……」

「ダメだ」

「え……？」

「おまえは、憎しみを考えるな。それは迷いだ。おまえはそんなものを引き金に込めるな」

「……ミスター」

「いや、いまのは間違いだ。忘れろ」

「へ？」

「引き金を絞る機会など、もうない」

「あ。そっか……」

「ロッキーのことも忘れろ。あいつはもう戻らない。失ったのだ……」

　アリスは足を止める。わたしの握りグリツプに手をかける。微かすかに、震ふるえている。

「ミスターはあんな物もの凄すごい痛みに、何度も……何度も……耐えたんだよね。ダズリリさんを失って、未来のロッキーを失って、未来のバンプを失って……未来のあたしを失って。いまのあたしさえ、失いかけて……」

「アリス…………」

　言葉もない。アホのくせに、わたしの本心を代弁するな。

「ミスターの言う通りだね。普通の暮らしが一番だよ……誰だれも傷つかないもん」

　スモーキー北部の辺境なら、アリスが伝説のガンファイターであることも知られていない。

　隠かくれ住むには理想の場所だ。波風立てなければ、ずっと暮らしていけるだろう。

　ずっとこのままでいい。合衆国がどうなろうと、関係ない。




　　　　†




「モーガンさん、運んできましたあ」

　アリスが板材を置くと、屋根の上にいるごつく寡か黙もくな男がゆっくりと頷うなずく。モーガンは持っているハンマーで、納な屋やの前にあるのこぎりを取ってくるように指示する。

　下で網あみを直しているモーガンの奥さんが、呆あきれたように言う。

「あんた、アリスちゃんに手伝わすんじゃないよ。開拓も終わっていないんだから」

　開拓というのは、丘の麓ふもとにある荒れ地を耕作地にする作業のことだ。この地方には開拓時代の法がまだ限定的に残っていて、政府所有の荒れ野を耕作地にすることで、土地所有権を得る審査を受けることが出来る。つまり、アリスが土地を持てるチャンスがあるのだ。だから、アリスは最近、毎日開拓をやっている。

　モーガンは返事せず、ハンマーでアタマをぽりぽり搔かく。

　奥さんは納屋の横にある、小さな倉庫のような建物を指さす。

「だいたい、あそこをアリスちゃんに使ってもらえばいいでしょうに。いい年とし頃ごろの乙女をいつまでも馬小屋で寝かせるわけには……」

「ダメだ」

　珍しくモーガンが声を出した。

「あれは、男の約束だ」

「ハンッ！　男の約束ね！　そいつは美しいわね。アリスちゃん、こういう石頭を捕まえちゃダメだよ」

「……あはは。あたし馬小屋けっこう好きなんで大丈夫です」

　アリスは苦笑いしながら運んできたのこぎりを、モーガンの作っている建物の下に置く。畑に行こうとして、呼び止められる。

「あ。アリスちゃん、ちょっといいかい？」

　奥さんは話しづらそうな顔をしている。

「……その、拳けん銃じゆうのことなんだけどね」

「この銃、撃うてないですから、ほら！」

　わたしの撃げき鉄てつがスカスカなのを示して見せるが、奥さんはため息する。

「そうじゃないのさ。このボーンウェイじゃ、猟りよう銃じゆう以外の銃を持つ人はいないっていうかね」

「…………あ……はい……」

「ほら、拳銃って無法者バンデイツツやギャングが持つ、っていう悪いイメージがあるじゃないか？　それをしょっちゅう持ち歩かれたら、良く思わない人もいるんだよ」

「……はい。判わかりました……気をつけます」

　アタマを下げると、アリスは走り出す。走りながら鋤すきを拾い上げる。

　斜面を下り、モーガンの家から死角に入ると、滑かつ空くうストライド走法をする。

「……お、おい。アリス」

　凄すさまじい速さで景色が流れる。人間を超えた速さだ。風圧でリボンが飛んでいった。

「アリス、見られるぞ」

「…………」

　そのまま無言で走って目的地に着いた。丘の麓ふもとだ。不毛な土地が広がっている。

　ここがアリスの開拓している土地。乾いていて土ど壌じようが悪い。まずは水路を引き、土地を潤うるおすことから始めなければならず、それにはごろごろと転がっている石をどかし、埋うまっていたりする岩をどかさなければならない。切り株と、枯れ木の除去もしなくては。

　置いてある鋤を持つと、水路の溝みぞを掘る。出た石を、谷へ棄すてる。掘っても掘っても石が出る。未来は、農地だったのを覚えている。だから可能なはず。なのに作業が膨ぼう大だいだ。この地を農地に変えたのは、いったいどんなヤツだったのだろう……。

　六時間経たっても水路は一バレッセルも進まない。アリスの手に出来たマメが潰つぶれている。

「手当てしろ。あと休きゆう憩けいだ」

「………………」

「アリス、聞いているのか？」

　痛みに耐えながら黙もく々もくと作業を続けている。その表情が小アリスっぽくなくて、わたしは寒気を覚えた。

　まるで大アリスのような冷たい顔をしている──……、

「──アリスッッ!!」

「ほっ、な、なあにっ!?」

　良かった。いつもの間抜けな声が返ってきた……。

「マメが潰つぶれているだろう、薬を塗れ。あと、貰もらったサンドイッチを食べて休め」

「う……うん……」

　消毒液を塗って包帯を巻く。岩に座ってサンドイッチを食べる。

　目の前をでかいトカゲが走り去っていく。

「ミスター……あたしたち、何食べてたっけ」

「は？」

「ああいうトカゲ、バンプが撃うって丸焼きにしてたよね」

「塩加減が大事なんだぜ、とか言ってな」

「焼いている途中で、アゴちゃんがヘンな葉っぱの汁かけて」

「薬草とか言っていたが、おまえら不味まずすぎると言って、なぜか大だい爆ばく笑しようしていたな」

「だって、信じられないぐらい不味くて…………あれ？」

　ぽつりと、アリスの膝ひざに落ちたものがある。唐とう突とつすぎる。なので、本人さえも戸惑った。

「……なぜ、泣いている？」

「あれ？　なんでだろう……あはは……あたし、何かヘンだね」

　涙をごしごし拭ふいている。

「…………アリス……もしかして、おまえ……」

「ごめん。ミスター。なんでもないよ。気にしないで」

　何をやっているんだ、わたしは──。

　気なんか遣つかえないアホに、気を遣わせているじゃないか。いまはアリスの支ささえにならなければならないのに。

「ごめんね……ミスターだって傷ついているのに、あたしがヘンになっちゃダメだよね……」

「戦いの旅を続けたいのか──？」

　アリスはうつむく。首を振る。

「おい、こっちを向いて喋しやべれ」

「そんなわけないでしょ。命の心配しなくていいから、楽しいよ……」

「だが、その涙は……」

　アリスはごしごし涙を拭ふく。

「耕さなきゃ」

　鋤すきを拾って、荒れて固くなった土を掘り起こしていく。言い聞かせるように。一心不乱に。

「いまは、これが〝暮らし〟なんだから！」

　鋤を踏ふみ押し、その刃はを地面に穿うがつ。苦しみを断とうとでも言うように。




「──しょれが本当に、貴様きしやまらの望みなのきゃ？」




　あまりに至近距離からの声だった。

　アリスがふり返る。そこに、立っている。

　見覚えのある先住民エルダーズの幼女だ。

「………………アゴちゃん？」

「不ふ肖しようの弟子れしめ」

　アリスの目からじわっと涙が溢あふれ、鋤を放り出して駆け寄って抱き締しめる。

「生きてたんだね！　心配したよっ！」

　近くの森から、バンプとロックフェローも歩み出てくる。

「おまえら、ここがどうして……？」

　バンプは答えない。アリスの使っていた鋤を見て、不ふ機き嫌げんそうに目を細める。

「すっかりふぬけたみてェだな」

「……何だと？」

　ロックフェローはわたしを見下ろしながら、低い声で呟つぶやく。

「ミスター・マグナム。力を貸して欲しい」

　伝説の狙そ撃げき手しゆの瞳ひとみは、鈍く重々しい輝かがやきをしている。

「……何があった？」

　ロックフェローはバンプの口笛を聞き取り、ふり返る。

　ライフルを持ったモーガンが、高たか台だいの道を降りて来る。ロックフェローは狙撃用ライフルをかまえようとしたが、アリスが止める。

「モーガンさんは敵じゃないわ」

　モーガンは近くまで来ると、一同を観察してからライフルの撃げき鉄てつを起こす。

　バンプの顔に緊張が走る。聖書に手をかけている。

「大丈夫！　あたしのお友達よ」

　アリスの言葉を聞いても、モーガンは警けい戒かいしたままだ。

「近づくのはここまでだ。人の血を臭におわせる者を、集落に入れるわけにはいかない」

「ああ……すぐ帰る。悪わりぃな」

　モーガンはライフルの撃げき鉄てつをゆっくり下げる。終わってからアリスのほうを見る。

「友達は選ぶことだ。丸腰なのだから」

　バンプが眉まゆをひそめる。

「丸腰……？」

　モーガンが去ってから、アリスはわたしの撃鉄をカランとやってみせた。

「……おい、冗談だろうミスター。修理に行かねえと」

「いいのだ」

「……いい？　何がいいんだよ」

「それより、話の続きだ」

　ロックフェローが話す。

「知らないということは、この土地にはまだ混乱が及んでいないのか。いまの合衆国は地獄と化している」

「地獄……？」

「きっかけは大統領の暗殺事件だ。未み遂すいに終わったが、重傷を負った大統領に代わって副大統領が全権を掌しよう握あくした」

　バンプが口を挟はさむ。

「こいつが《伝説結社レジエンド・ソサエテイ》の手先だったってわけさ」

「ジギーたちのいる組織か」

　今度はロックフェローが話す。

「結社の正体は、裏の権力者たちが集まる秘密結社だった。スティールが設立して資金源や裏工作の実行組織として活用したあと、独自の暗あん躍やくを始めたらしい。目的は『合衆国の完全なコントロール』──」

「そこに、ジギーが女王を連れてきやがったわけだ。女王の力に魅み了りようされた結社の連中は、こともあろうか、一四発もの白き《サンダーバードワキンヤン》を渡してしまった」

　銃じゆう身しんに悪お寒かんが走る。

「……魅了の弾丸か。国家の要人を一四人も言いなりに出来れば、やりたい放ほう題だいだ」

「実際、そうなった。最初は権力者たちの策さく謀ぼうを実行するだけだった女王も、しだいに自分の意志を持ち始める」

「自分の意志……？」

　ロックフェローは重々しく首を振る。

「暴走だ」

　バンプが継ぐ。

「副大統領の側近の話なんだがな。女王は副大統領に脚本を渡し、これを演じるように──と指示したらしい」

「台本？」

　ロックフェローが答える。

「作者はスティール・ボーマン。脚本のタイトルは『合衆国終しゆう焉えん』──」

「終焉……だと？」

「いくつか脚本は用意されていて、『完全管理国家』や『恐怖政治』などの脚本もあった。なのに、女王は終焉を選んだ」

　バンプが補足する。

「結社の権力者たちは『完全管理国家』を選ぶよう女王に指示していてな。当然、反発したンだがよ」

「どうなった？」

「皆殺しだ。この時点で結社は存在しなくなった」

「…………自分の意志を持った、と言ったな」

「あんたの考えてる通りだ、ミスター。そこからが、ロッキーじゃなくゾォードだ」

「……そうか」

　バンプが、アリスに本を投げ渡す。脚本だ。タイトルは『合衆国終焉』だ。アリスにぱらぱらめくらせて読む。

　それは社会秩序の崩ほう壊かいを目的とした《予言》の脚本だ。メディアによる大衆扇せん動どう、人々の憎ぞう悪おを煽あおり立て、争乱を引き起こすように作られている。魔ま女じよ狩りや先住民紛ふん争そう、ならず者やギャングへの支援──。

「何だこれは……目的が見えない。ただひたすら、人々を争いに駆かり立てているような」

「判わからねえのかよ、ミスター。本当にふぬけたな」

「何だと？」

「ヤツは変わってねえよ。確かに世界を根こそぎ削るような虐ぎやく殺さつから興味は失うせたらしいが、自分の受けた心の傷きず痕あとを埋めるように、人々が憎しみあうのを楽しんでやがるのさ」

「──ッ、」

　確かに、その通りだ。

　これは憎しみの脚本。人々を争わせ〝悲劇を楽しむための作品トラジテイ・エンターテイメント〟──だろう。

　バンプがツバを吐き、忌いま々いましげに語る。

「この脚本の最終章エピローグは無政府状態だぜ。そこまでストーリーが進めば、死者は何万人もの規模になるそうだ。いいのかよ、ミスター……何万人、だぜ？　確かに一いつ瞬しゆんで何千人も死んだアイアンハンドのそれとはちがって、ゆっくりとした崩壊だ。だがよ、確実に死ぬんだ。死ぬのは確かに赤の他人だ。だが、何の罪もないヤツらなんだぜ……？　ただ平和に暮らそうとしてるだけなのに、ゾォードの楽しみのために殺されちまう」

　ロックフェローが一歩近づく。

「もう一度頼む。手を貸して欲しい。わたしたちの手に負えない事態だ」

「…………」

「なんとか言えよ。あんたは正義を口にしたろうが？　これが正義か？」

　何も言えない。かつて口にした正義も、本心を隠かくすための紛まがい物ものだった。正義を語る資格などないのだ。

　アゴンロジは何も言わないが、わたしをじっと見上げている。バンプもロックフェローも、いまは黙だまって答えを待っている。だが、わたしには答えることが出来なかった。

　スプリングが軋きしむことは、もうない。切れてしまったのだ。

　だからといって恐怖が消えたわけではない。むしろ増している。

　関かかわれば死し闘とうとなるだろう。この中で何人死ぬか。いや、確実に全員死ぬ。完全体となった女王に勝てる者などいるはずがない。

　わたしは弱くなった。

　こいつらが求める〝ミスター・マグナム〟はもういない。

　ここにいるのは撃げき鉄てつすら起こせない、呆あきれるほど臆おく病びような銃。

　…………絶望には立ち向かえない。

　全員の死を見続ける勇気など、残っていない…………。

　アリスの視線が、わたしのほうを向く。

　じっと見つめて何かを考え、首を振る。

「……稲妻いなずま？」

　アリスは師し匠しように応こたえず、鋤すきを拾いに行く。アゴンロジが寄ろうとしたとき、アリスが叫ぶ。




「───来ないでッ!!」




　アゴンロジが、ビクッと止まる。その場が静まり返る。

　バンプが睨にらむ。

「……おい。いまのは何だ？」

「言った通りよ。ここには来ないで」

「テメェの師匠だろうがッ？」

　アゴンロジは首をふってみせる。

「わりぇは帰りゅ。あちょは師でありゅわりぇに任せりょ」

　先住民エルダーズの娘は滑かつ空くうストライド走法で去っていく。

　バンプがまた睨む。

「俺は納得してねえぞ。説明しろ」

「…………」

「──アリスッ！」

「ミスターを放っておいてあげて」

「ハァ？」

「ミスターね……もう戦えないんだって…………」

　バンプが一いつ瞬しゆんひきつる。

「何言ってやがンだ？　戦えねえだ？　あんた拳けん銃じゆうだろうが……ッ？」

「だから、やめて！」

「やめられるかってッ！　思い出せアリス！　こいつは、ただの拳銃じゃねえんだぞ！　世界の命運を握るようなトンデモねえ拳銃だ」

　バンプが土を蹴けり上げる。

「あんた背負ってるだろうがよッ!?　ホークアイの想おもいも、ダズリリってヤツの想いもよ。それだけじゃねえ。未来の世界で死んでいった仲間も、『あんたならやれる』って想いがあったからこそ戦ってこられたんじゃねえのかよッ……？」

「バンプには判わからないんだよ！　ミスターは、ダズリリさんを失って傷ついてるの」

「甘えたこと言ってンじゃねえ！　俺だってアニキを──この手でッ……、」

　感かん極きわまったのか、バンプの声が掠かすれる。わななくように動く口元を、食いしばって耐える。

　ロックフェローが静かに歩き始め、森へと戻っていく。

　バンプが、修しゆ羅らの顔で近づいてくる。

「意地でも連れて行くぜ。テメェの力が必要だ」

「やめて……バンプ……」

「ミスターの心の傷だァ？　ぬかしてンじゃねえぞ、アリス。おまえは怖いだけだろうが。ミスターに乗っかってンじゃねえぞ」

　アリスの目から輝かがやきが失われる。見抜かれた──、そんな顔だ。

「ゾォードを倒せば、ロッキーを倒すことになる。だから立ち向かえなくなったンだろうが」

「ちがう…………そんなわけ……来ないで……」

「俺は、ロッキーを殺すぜ」

　アリスの目が大きく見開かれる。凍りついたように立ち尽くしている。

「やめて……」

「仲間だった。だけどよ、いまはちがう。あいつはこの大陸を憎しみに染めてる」

「やめて……」

「過あやまちだ。誰だれかが正さなきゃならねえ……」

「やめて……」

「おまえじゃ、ロッキーに勝てない」

　バンプは目を細めて、わたしを見下ろす。

「やっと喋しやべったかよ。この腰抜けが。あんたがやらねえなら、俺がやる」

「……バンプ」

　ニセ牧師は、穏おだやかな表情をつくる。

「悔しいが──俺には、あんたのような鮮やかな力はねえよ。地べたを這はいずって抗あらがっても、願いの大半は叶かなわねえ。あんたは奇跡を起こす男だった。眩まぶしかったぜ。どんなときも道を見いだし、暗くら闇やみを青空に変える、本物の魔法使いウイザードだった──」

　バンプは、不意にその表情を変える。

　軽けい蔑べつ、だ。こいつはわたしを、心の底から嘲あざける目をして、こう言った。

「だが、いまのあんたは───ただの鉄クズスクラツプ、だぜ」

「ミスターを悪く言うのは、やめてッ！」

　アリスがわたしを握って、泣き始める。

　バンプは背を向けて歩き始める。

「一週間後、敵の本拠地を潰つぶしに行く。こっちの兵は寄せ集めの反乱軍だがな。指揮を執とるのはクラウンだ」

「教える必要はない」

「判わかってる。俺の墓がそこにある、って伝えたかっただけさ」




　　　　†




　夕食の席で、アリスはときどき考えこんでいる。リボンの切れ間から覗のぞくその顔は、こいつらしくなくて心が痛む。

　戦いたいのだろうか？　仲間の命を気き遣づかっているだけだろうか？　それとも……。

　アリスの本心が判らない。以前は判っていたような気がする。顔を見れば──いや、見なくてもこいつの考えることは判っていた。

　いつから見失ったのだろう……？

　モーガンの奥さんが話しかけてくる。

「アリスちゃん、まだ銃を持っているの？」

「……あ。奥さん、あたし……」

　アリスはフォークを置くと席を立ち、出口に向かう。

「アリスちゃん……？」

「ごめんなさい。食欲がなくて……」

　外に出る。歩きながら星空を眺める。多彩な色合いに満ちた星の大河が、壮大に巡りゆく。アリスは息を吐く。白い息になって広がって、消える。

「…………ミスター……」

「ん？」

「これでいいんだよね……誰だれも撃うたないでいい、この暮らしって……平和で、かけ……が？」

「かけがえのない」

「そう、それ」

「覚えろ。アホ」

　アリスはくすっと笑って、いきなり走りだす。精せい霊れい体たい術じゆつまで入れた猛もうダッシュだ。風圧で、通過した茂みが割れ、そこにいたスカンクが慌あわてて逃げる。

「危ないぞ！　あれは……」

「知っているよ！　でも、臭においがくる前に逃げられるもん」

　街道を出て、さらにスピードを上げる。景色が凄すごい勢いで流れていく。丘を越えた先の崖がけまで行って──さらに加速ッ!?

「アホ！　そっちは崖だぞッ！」

「ほへッ？　ぎゃひィッ！」

　急ブレーキする。猛然と足元の土が抉れ、ブーツがこすれて煙を上げる。ぎりぎり止まってから、ぺたんと尻しり餅もちをつく。

「ぁ、ああ……危ないぃ……」

「…………おい」

　ぷ、っと吹くと、いきなり笑いだしやがった。こいつは……まったく。

「ねえ、ミスター……聞いたよね。あたしがどうしたいか、って」

「ああ。死者とお友達か？　ゾォードも生きていたし……」

「ちがったの。あれは、途中だった」

「途中……？」

「それが出来ればミスターが喜んでくれるかなって思って。だから途中……」

　アリスはわたしを持ち上げる。月明かりで、アリスの笑顔が見える。綺き麗れいだ。あまりに綺麗な笑顔で、息を呑のんだ──。




「……───あたしね。ミスターを幸せにしたい」




　ホントに、こいつの言うことは判わからないな。

「…………何を言い出すかと思えば。そいつは男のほうから言うセリフだ」

「じゃあ、あたしにも言ってよ！」

「断る」

「……ぇぇえええ……？」

「わたしは決して、人を幸せなどにはしないだろう。そう出来ているのだ。ホークアイを見ていてそう思った。あいつに関かかわった者は、みな不幸になった。わたしも、同じだ」

「ミスター……」

「わたしは呪われた銃カースドガンだ。幸せになりたいのなら、この崖がけに投げ棄すててしまえ」

　アリスは笑顔をしまって、静かに目を閉じる。

　わたしを両手で包むように持つと、頰ほおにあてる。

「……それなら、呪のろいに付きあうよ」

　次の瞬しゆん間かん、呪いが現実のものになった。

　遠くで銃声がしたのだ。それも、何発も、何発も。拳けん銃じゆうの音だ。モーガンのライフルの音も混じっている。

「ボーンウェイの方角だッ！　急げ！」

「でも、戦わないって……」

　そうだ。叫んだ瞬間、完全に昔の自分に戻っていた。

　このままではモーガンたちが殺される。助けないと、と──。

　わたしは、拳銃のつもりになっていた。







　トクン、と……。

　わたしの内部で、鼓こ動どうのようなものが起こる。




「逃げればいいのかな……こういうときって」

　アリスが震ふるえている。恐怖の震えでは、おそらく、ない。

　アリスが涙を流す。助けを求める涙では、おそらく、ない。




　トクン、と……鼓動らしきものが、わたしの内部で爆はぜる。




　わたしは、どうしたいのだ──？

　これほどまでに傷ついているのに、あっさり戦いに戻るとでもいうのか──？

　何の、ために──？

　誰だれの、ために──？




　レンズを上に向ける。満天の星空がわたしたちを見下ろしている。

　その瞬間、思い出した。ダズリリの笑顔を。ダズリリの言葉を──。




『おまえはきっと良い主人をみつけるよ。星がそう語っている』

　わたしはアリスを見つけたのだ。

『精せい霊れいが告げるのなら、先があるのさ。闇やみではない。希望の光がそこにある』

　わたしは何もかも失ったと思っていた。なのに、わたしを握る手は、まだ──ある。

『彼女がおまえの足となるだろう。彼女がおまえを握り、引き金を絞るだろう。そして闇を引き裂く弾丸ひかりを放つだろう。彼女はおまえであり、おまえは彼女である──』

　わたしは、いま、アリスと共にある。ダズリリが身を挺ていして、この道を作った。




『おまえは最高の息子よ。《炎アシール》──生きなさい。その身を焦こがすほどに、熱く……』

　ダズリリが、背中を押してくれた───気がした……。




「ミスター、どうかした？」

「アリス……」

「うん」

「わたしの心は弱い。母を二度失ったぐらいで、大事なスプリングを折ってしまう」

「うん」

「だいたい、わたしはいま弾たまが出ないのだ」

「うん」

「バンプの言う通りの鉄クズスクラツプだ」

「うん」

「そして、呪のろわれてもいる」

「うん」

「世界など、救えるはずもないのだ。だから、投げ棄すてろ」

「やだ」

「棄てなければ、おまえを地獄に叩たたきこみ続けるぞ」

「……嬉うれしい」

　ぽろぽろと……泣き始めやがった。

　何が、嬉しいだ。地獄に叩きこもうと言っているのに。

　上等だ。魂たましいが枯れ果てるまで、わたしを握ることを許してやる。




「……───なら、稲妻ライトニングのように疾はしれッ!!」




　涙を拭ふき、アリスは疾走を開始する。スタートダッシュの風圧が衝しよう撃げき波はになって、周囲の岩が吹っ飛んでいく。流れる景色が歪ゆがんで見えなくなる。

　ボーンウェイが見えてくる。新十字軍ネオ・クルセイダーズの騎き士したちが家畜を撃うちまくっている。モーガンの家が燃えている。モーガンと奥さんは納な屋やの壁に追い詰められている。モーガンが上じよう腕わんと太ももを撃たれている。

　敵は七人、うち二人は発火弾ドラゴンブレスを放つ聖竜撃兵ドラゴン・ガンナー、残りは通常ライフルを所持した聖兵パラデイン隊だ。

「ザコめ。指示が要るか？」

「任せて」

　わたしはチャームをスタンバイし、蜘蛛霊イクトミを唱える。アリスは敵が撃ってくるのを崖がけ走りでかわして突撃、兵士をスネイクで打ち倒していく。訓練をしていないのに速度が増している。

　最後の一人が撃った弾たまの弾道に、アリスはわたしの銃じゆう口こうを向ける。飛んでいる弾が徐々に止まっていき、回転も遅くなり───やがて、回転が反転し、弾道も反転して相手の心臓を貫いた。自分の弾を反射された聖兵パラデインは驚きよう愕がくの中、絶命していった。

　静まり返る。

　助けられた奥さんが震ふるえている。モーガンも顔面蒼そう白はくだ。その恐怖を刻んだのは、騎士たちだけではないだろう。

　奥さんの震える唇くちびるが、別べつ離りの言葉を紡つむいだ。

「…………バケモノ……」

　アリスがうつむく。わたしをぎゅ、と握る。涙がアリスの顎あごを伝う。

「ごめんなさい。奥さん……出て行きます」

「理解しろとは言わない」

　わたしが会話に割りこむと、一いつ瞬しゆんその場が静まり返った。

「拳けん銃じゆうが喋しやべった……？」

「そうだ。わたしは喋る拳銃だ。アリスの相棒をやっている。だから判わかる。アリスが苦しみながら戦っていることを。アリスが身につけた力は尋じん常じようなものではない。おまえたちが覚えるのは恐怖ばかりだろう。だが、覚えていて欲しい……」

　わたしは涙を流せない。だからこそ、だ。

　だからこそ──いま、泣くことしか出来ないアリスの、力になれるのだ。

「アリスは心から、普通の人間として、このボーンウェイに暮らしたいと願った。手にマメを作りながらも鋤すきを握り続けた。どうか覚えていてやってくれ。そんな少女がいたことを」

　奥さんの震えが止まる。

「ミスター……」

　二人を残して、アリスは歩き始める。その口元に笑みが戻っている。

「待て」

　モーガンの声に足を止める。モーガンは撃たれていないほうの手で何か投げてくる。アリスは咄とつ嗟さにキャッチして、確認する。カギだ。

「そこの小屋のカギだ」

「なぜ渡す？」

「喋しやべる銃が来たら渡してくれと、ホークアイに言われた」

「──何だとッ!?」

　アリスは小屋に走り、ドアにある蝶ちよう番つがいを外はずすと、躍おどりこむ。

　中に置いてあったのはホルスターに入った銃と、カタナだ。

「…………これって、まさか」

「ホークアイの持ち物だ。どうしてここに……」

　わたしとアリスがボーンウェイに辿たどり着いたのは偶然に過ぎない。

　ホークアイは偶然すら読んでいたということか──？

「──それ、一〇本目……だよね？」

　アリスがふり向くと、そこにツバキの姿がある。背中や腰に九本のカタナを装備している。

　右肩にフクロウを、左肩には、ほっぺが赤いオウムを留まらせている。以前、砂漠で手紙を運んできた、あのオウムだ。

　フクロウが言う。

「貴き様さまがホークアイに選ばれたなど、憤ふん慨がいものだが今回だけは力を貸す」

　オウムが言う。

「ここまでは読み切れなかったですの。運命って面おも白しろいなのですの」

「誰だれだ？」

「アイアム、キンバリー。貴き殿でんの大陸語コモン・ランゲージの内蔵チャームを作った者ですの」

「ギガント・モードも、か？」

「……ですの。そろそろ、使いこなしてみるですの？」

　どうやら反撃の駒こまは揃そろったようだ。




　　　　†




　ギャレットは荒野の都市だ。乾いた砂の大地に、荒い岩山。

　これぞスモーキー＆ロックス、という土地であり、だからこそ何の特徴もない宿しゆく場ば街まちとして知られていた。だが、今日からはちがう。

　血ち塗ぬられた街道。多くの屍しかばねと、転がる薬やつ莢きよう。建物は燃え、壁や岩は穴だらけになっている。夕ゆう陽ひを黒煙が遮さえぎり、暗雲が立ちこめ、空は暗い。砲撃の音が絶えず響ひびいている。これは小こ競ぜり合あい程度の代しろ物ものではない。戦争だ。骸むくろの中には政府軍騎き兵へい隊たいも、ならず者も、先住民エルダーズもいる。

「この、顔の模様って……」

「ああ。おそらくはチェリーク族だ」

　二人は馬を走らせる。フクロウとオウムが飛びながら追ってきている。

「刻紋弾エンブレムド・バレツトは充分であるか？」

「大丈夫だ。予定をこなすギリギリの数でいい」

　オウムが言う。

「スプリングの修理呪紋チヤームはもう定着したから、思い切り撃うって大丈夫なの」

　駅に差しかかる。列車が見える。装そう甲こう列車だ。窓や屋根から大砲やガトリング砲を出して撃うちまくっている。騎き兵へい隊たいらしい部隊が列車を攻撃しているが、弾たまもダイナマイトも撥はね返し、騎兵はどんどん死んでいく。しかも街の奥には鉄巨人がいて、こいつも撃ちまくっている。

「──あれッ！」

　大通りで動いている人影をアリスが見つけて駆け寄る。何カ所も負傷した大男を、小さな肩にかついで進んでいる。

「アゴちゃん……！」

　こちらを見て安心したのか、アゴンロジはかついでいるバンプに潰つぶされるように倒れた。

　馬を降りて引き出す。アゴンロジも左腕を撃たれている。息が荒いし、顔色が悪い。

「すまにゅ……任せりょろと言っらのに……」

「いいの。いいのよ。アゴちゃん……バンプ……ありがとう」

　アゴンロジの弱々しい瞳ひとみが、わたしを見る。

「もう良いのきゃ……？　予言する者」

「待たせたな。安心しろ。幕はわたしたちが下ろしてやる」

　アゴンロジは震ふるえる指で丘を指さす。

「あしょこへ……」

　そう言って、意識を失った。フクロウが地面へと降り立ち、鮮烈な光を放ったかと思うと、その姿が青白い肌を持つ魔女マスクに変わる。アズールだ。

「この者の手当ては、我がスタイリッシュに引き受けよう」

　アリスを急せかし、再び馬に跨またがらせて丘に向かう。聞き覚えのある軍隊ラッパビユーグルが響ひびいてくる。高台で指揮を執とっている者がいる。

「クラウン将軍！」

　アタマに血まみれの包帯を巻いたクラウンがふり返る。

「ミスター・マグナム……」

　時間が無い。最初に訊きくべきことを訊いておく。

「反乱軍と聞いたが、将軍の地位を棄すてたのか」

「それが正しい行いなら、そうするだけだ」

「まったくおまえという男は……戦況はどうだ？」

「ご覧の有あり様さまだ。あの要よう塞さいと巨人を陥かん落らくするすべがない。退却の決断をしなくてはな……」

　南側の棚地で、鬨ときの声が上がる。二千名からなる大だい騎き兵へい隊たいだ。

「やられた……ッ！　合衆国南部の騎兵隊を集結させたのか」

　念入りなことだな。戦場を覆くつがえすには手間がかかりそうだ。

　さて──そろそろ、王手チエツクメイトを始めようか。

　猛もう然ぜんと思考が回転し始める。百手先を読み、敵が動く前に〝詰ませる〟パズル──それがミスター・マグナム・スタイルだ。

　刻ときは、満ちた。世界はわたしの手中にあるオール・イン・マイ・テリトリー。

「西の山岳に回りこませて、列車と巨人が壊れたら突撃して、あの騎兵を殲せん滅めつしろ」

「………………え？」

　轟ごう音おんがして、一いつ瞬しゆん辺あたりが明るくなる。五〇バレッセル先の大木に落らく雷らいだ。

　アリスが真剣な目で燃え上がる木を見つめている。

「殺さつ気きを、感じたのか？」

　マイ・マスターが頷うなずく。気づかれている。ヤツは準備が出来しだい襲おそってくるだろう。

「…………アリス、ツバキ──ギガント・モードだ」

「ハァッ!?　ミスターちゃん、いきなりアレ!?」

「オロゴが涸かれるから、使うなって怒ったくせに……」




「文句を言う暇ひまに始めろ。アホども」

　クラウンが心配そうな声をかけてくる。

「ミスター・マグナム……あの列車と巨人はダイナマイトも効かないのだぞ？」

「余裕だ。なにせ、いまから使うのは巨人戦争ギガント・マキアの決戦呪紋アルテイメツト・チヤームだからな」

　アリスが丘の高たか台だいに立ち、ホークアイのカタナを突き刺す。その周囲にツバキが九本のカタナを刺していく。刺されたカタナは、光の線を地面に描き始め、光の円陣を作り上げていく。

　アリスの頭頂に留まったオウムが、羽根をぱたぱたして言う。

「死にたくなければ退さがるなのですの」

　クラウンは、部下を連れて丘をあとにする。

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　スタンバイと共に呪じゆ陣じんが完成し、足元から青い光が溢あふれ始める。

　アリスが目を閉じて集中すると、周囲から大量のオロゴが集まる。

　わたしの銃じゆう身しんが光り出し、側面に文字が刻まれる。




　───ＧＩＧＡＮＴギガント　ＭＯＤＥモード──。







「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──煮えたぎる溶鉱の巨人ギガント・ミマース》」

　最初は地鳴りから始まった。大地はひび割れ、地割れとなる。

　わたしのシリンダーが猛もう回転する。赤せき熱ねつし、炎を発し始める。地割れの裂け目から出た黒い煙のようなものが、わたしへと集まってくる。砂さ鉄てつだ。砂鉄はわたしの炎で溶かされ、溶けた鉄となり、わたしの装そう甲こうとなり──わたしのフォルムが拡張していく。




「───〔砲撃拳銃形態トランスフオーメツド・キヤノンガン〕──」




　キン──、と高音の音を発して、一いつ瞬しゆんに冷えて──わたしの変形が完了する。

　アリスの目を借りてわたしを見る。

　両手で握っている。もう両手でなければ持つことすら出来ないだろう。それほど巨大化している。銃じゆう身しん一バレッセル弱。黄昏色の金属で出来た、巨大な拳けん銃じゆう──六〇口径に拡張され、銃身にレール・ドライバーと呼ばれるオロゴ炸さく薬やく式弾速強化装置を備えている。

　さらにホークアイのカタナがひとりでに浮かび上がり、銃身の下に銃じゆう剣けんとして装備される。

　シリンダーに詰まっているのは炎──。

　ギガント・モードは通常弾を撃うてない。《燃やし尽くす風アシール・ウノレ》しか撃てないのだ。

　だが、それは通常の《燃やし尽くす風アシール・ウノレ》ではない。対巨人用弾頭アンチ・ギガース・ウオーヘツドだ。

　砲声が、止やんだ。鉄巨人がこちらを向いている。列車の砲塔も、こちらを向く。

「発射準備完了。いつでも撃て」

「始めるわ。神殺しゴツド・スレイヤーを──」

　アリスが目を開く。

　その背に、白い翼つばさがひるがえる。

　並みの大きさではない。アリスという本体の大きさを上回る、翼よく長ちよう二〇バレッセルもの、巨翼を羽ばたかせたのだ。

　おまえらの絶望を見たか？　ならば、滅めつしろ──。

　轟ごう音おんと閃せん光こうが発され、アリスの近くに落らく雷らいが落ちて地面に火がつく。アリスは微動だにしなかった。大丈夫だ、落ち着いている。これならやりきれる。

「───灼やき尽くせッ！」

　アリスは引き金を絞る。

　巨人の口から、巨大な炎が放たれる。螺ら旋せんの形をした炎だ。

《燃やし尽くす風アシール・ウノレ》に酷こく似じしてはいるが、その大きさはあまりにちがいすぎる。

　空そのものを灼くほどの巨大な炎が、鉄巨人へと襲おそいかかったのだ。

　鉄巨人は火か球きゆうに包まれたかと思うと、一瞬で溶かされ、溶岩のように液化してその形を失い、飛び散るように爆ばく散さんする。

「来るぞ、アリス」

「うん。だいじょぶ。見えてるよ……」

　列車から砲撃が来る。ただの砲撃ではない。青白く光る骨の竜りゆうが飛んできて、わたしたちに牙きばを剝むいてくる。アリスは冷静にわたしを動かす。薙なぐような動きだ。銃剣のカタナから放たれた衝しよう撃げき波はのようなものが、竜を真っ二つにして迎撃する。

「──再さい装そう塡てん完了。列車を片づけろ」

　引き金が絞られる。わたしは螺ら旋せんの業ごう炎えんを吐く。

　それは空を灼やきながら飛び、列車へと襲おそいかかる。白い球面の壁が炎を阻んだ。炎が壁を灼き砕く。また壁が出来る。また砕き、炎が炸さく裂れつして列車が爆ばく発はつする。連鎖的に爆発が起きて、粉々になる。

　銃声が聞こえ、アリスの側頭部スレスレをライフル弾が抜けていく。市街地の民家の屋根に射しや手しゆが見える。狙撃手スナイパーか。クソ、どうする──？

　だが、スナイパーがいきなり屋根から転げ落ちる。銃声が聞こえなかったが、しばらくしてから届く。〝銃声よりも先に届く弾ゴースト・ガン・シヤウト〟──か。ロックフェロー、感謝するぞ。




「……思った通り、スナイパーで注意が逸それたね。ミスター・マグナム」




　その聞き覚えのある声は、アリスの真後ろだ。

　アリスが肩越しにふり返ったので、視覚同調キヤストアイする。ジギーの嘲ちよう笑しようが見える。

　ダブル・デリンジャーの銃じゆう口こうを、アリスの後頭部に突きつけている。

「ジギー、この詐さ欺ぎ師しめ」

「何のことだい？」

「ロッキーが妹だなどと、よくも言ったな」

　ジギーは小さく笑う。

「そうかい。でも、僕の勝ちだ。ロッキーは完全に信じているし、君はここで負ける。《結社》を利用して合衆国は思いのままさ」

　アリスが鋭い声で言う。

「ロッキーを助けたいからじゃなかったの……？」

「もちろん。あの美び貌ぼうの女神は僕のものだ」

「僕のもの……」

　ジギーが高らかに笑う。

「そうさ！　世界中のいい女は、僕の所有物にならなければならないんだ。そのためなら、僕は何でもするよ。どんな自分も演じて、どんな場面も凌しのいでみせる。それが僕の生き方さ」

「……だそうだが、キンバリー。こいつを、どうする？」

「───キンバリー……だって？」

　アリスのアタマにいるオウムが地面へと舞い降りて、その姿を少女へと変える。

　ジギーと髪も瞳ひとみも同じ色で、顔立ちも似ている。三角帽子を被かぶり、ゴシック調の装飾を施ほどこした魔女ウイツチっぽいローブを着ている。

　冷たい半はん眼がんでジギーを睨にらむ。

「これはこれは、お兄様、お久しぶりですの。お話ではアイアム以外にも妹をお作りなされたようで、とっても奔ほん放ぽうなご様子で何よりですの」

「……えっと…………それはだね、シスター・ハニー……さよならッ！」

　ジギーは逃げだしたが、地面から生えてきた大木のような大きさのタコ触しよく手しゆに摑つかまれる。

「拳銃貴婦人レデイガン！　分身ミラーイメージを詠えい唱しようしてくれッ」

「マイ・クリエイターがおられるときは、マイ・クリエイターの命令を優先するよう作られております」

「うわぁあああ──っ、許してくれシスター・ハニーッ！　愛しているのは君だけ──ッ、」

　タコ触手が、ジギーを地面に呑のみこんでいった。何か可哀相かわいそうな場所に連れて行かれた気はするが、自じ業ごう自じ得とくだな。

　キンバリーは、ローブをドレスのようにつまんで礼をすると、消えていった。

「…………さて、残るはあいつだけか」

「どうするの？　ミスターちゃん」

「ツバキ、おまえはこの丘にいないほうがいい。バンプたちを安全な場所に運んでくれ」

　頷うなずくとツバキは九本のカタナを回収して去っていく。

　アリスが、ピクッと何かに反応する。天空を見上げる。アリスを中心に渦うず巻まくような黒雲。スプリングがギィと音を立てる。

　言葉をかけようとした瞬しゆん間かん、いきなり視界が閃せん光こうに包まれた。それを予期するようにアリスが動いていた。アンダー・スイングで地面を斬きりつけ、衝しよう撃げき波はで岩の柱を作って、飛んできた落らく雷らいを避雷アースさせたのだ。壮絶な火花が散って、わたしにも電気が通ったが、致命的なものではない。何とか無事だった。地面が燃えて、煙を上げている。

「……良くやった」

「来るわ、ミスター。間違いない───女王の殺さつ気きよ」

　赤い波のような円えん環かんの光が上空で拡ひろがる。

　空は闇やみとなり、惑星のような大きさの目玉が、無数に開く。周囲の地面が割れる。地割れの底からマグマじみた赤い光が漏もれる。

　どうやら最終決戦開始だ。わたしは戦いの要かなめとなるチャームを唱える。

「《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──蜘蛛霊イクトミの見えざる手》」

　雲が割れ、遥はるか高空から──氷で出来た死神のカマが数百本降ってくる。

「アリス！」

「だから、殺さつ気き見えてるってば！」

　カタナで、すべてのカマを薙なぎ払い、打ち落とす。斬きり払う。見えなくなるほどの連打で、すべて撥はね返す。

　黒い翼つばさを羽ばたかせながら、暗黒女王が降ってくる。

「……おまえ、どっちだ？」

「知れたことッ！」

　女王はショットガンをクロスするように振りつけてくる。

「蜘蛛霊イクトミだ！　相そう殺さいしろッ」

　アリスはわたしを剣のように使って薙ぎ払い、見えない力の奔ほん流りゆうに抗あらがう。周辺の地面が陥かん没ぼつし始める。十字型の地割れが出来て、それがどんどん深くなり、大きく割れ始めて谷になる。無事なのはアリスの立っている場所だけだ。まるで塔のように残っている。

　機動性を欠いては、これ以上戦えないか。どうせ対巨人用弾頭アンチ・ギガース・ウオーヘッド程度で止められる相手ではない。

「───〔通常拳銃形態トランスフオーメツド・ハンドガン〕──」

　ギガント・モードを終了し、拡張装そう甲こうを解放パージして、わたしの姿を元に戻す。アリスは落ちたカタナをキャッチする。白いフクロウが飛んできて、アリスの肩に留まる。

「良いか、復習するぞ。心臓はオンゴロナを必要とする。つまりオンゴロナの化け身しんである、ゾォードをヤツの意識から閉め出さなくてはならん。金こん色じきの髪の娘の心を目覚めさせよ」

「任せろ。アリス、一番、白き《魂魄カ・ハステーシエ》──撃うて」

　アリスは刻紋弾エンブレムド・バレツトを、自分の腕に撃つ。当たった場所に白い光が生じ、オロゴが快かい復ふくする。

「正義なき者よ、銃弾の葬送曲レクイエムを聴け──《銃と射手の交響曲シンフオナイズ》」

　わたしがアリスと《リンク》するのと時を同じくして、女王が地に降りる。

「その程度で、我を止められると思ったか」

「戦いなどおまけにすぎない。これから始まるのは、トーク・ショーだ」

「……は？」

「前回の失敗はな、アリスにくっちゃべらせたことだ。こいつはアホだから、説得など出来ん。わたしも説得などするつもりはない。するのは──、」

　アリスはカタナを背中の鞘に入れてから、わたしを構える。

「──説教だ！」

「ムダなことを──」

　ロッキーが、ゾォードの笑みを浮かべる。

　互いに胸のガンベルトに手を伸ばし、一発の弾丸を入れる。行動速度と神経速度を増幅させる、青の《駿馬シユンカ・ワカン》だ。同時に使ったので、女王もアリスと同じ速度で動いている。

　女王は背中から二に挺ちよう目めのショットガンを抜き、アリスへと撃うってくる。狙ねらいはアリスの足元。散弾がスローモーションで迫り──、すべて赤く光っている!?

　──飛べッ！

　アリスは白い羽根を羽ばたかせ、宙へと舞い上がる。いままで立っていた地面がひび割れ、砕けていく。物質崩ほう壊かいを起こす、赤き《粉砕鉄拳ポスクウ・エンオームーク》を使われたのだ。

　──一番、青の《念語りハ・オ・ニ・ヒ》──。

　スローモーションに見えるはずの状態から、それでも見えない速度で手を動かして、アリスは刻紋弾を込め、ショット。

　アリスが急に空を見上げる。オロゴのレンズに切り替えると、空がオロゴに染まっている。おそらくは蜘蛛霊イクトミの飽和攻撃だ。

　──耐えろッ！

　アリスは敵の放はなった〝叩たたき潰つぶしの壁〟に穴を穿うがつ。蜘蛛霊イクトミ対蜘蛛霊イクトミの勝負は、パワーからすれば絶対的に不利だが、アリスは円えん錐すい型の壁で対抗している。最小限の力で最大限の力を発はつ揮きする戦術だ。

《念語りハ・オ・ニ・ヒ》の効果で話しかける。

〔いつまで寝ているつもりだ、ロクサーヌ！〕

　ビクッと女王が硬直する。

〔その者はおらぬ〕

〔ロクサーヌを解放しろ！〕

〔抑えつけておるとでも？　あの者は自らの嫉しつ妬とに満ちた心を恥じて、沈みこんでおる〕

〔心の醜みにくさなど、誰だれでも持つものだ〕

〔だから、この世界は醜いのだ！　憎しみあい、傷つけあう！〕

　心臓が発動状態にあるには、ロッキーがゾォードに〝共感〟する必要がある。自らの心の醜さと、世界の醜さを結びつけている。この共感を、崩くずさなければならない。ロッキーとゾォードがまったくちがう、ということを認識させなければならないのだ。

〔甘ったれるな！　誰でも、傷ついても、生きている！　自分だけが特別と思うな。醜くなどない、人は傷ついて当たり前だ。そして傷ついたからといって人を傷つけるのは過ちだ！〕

〔我は失ったのだ！〕

〔わたくしは失ったのですわ〕

　──ロッキーの〔声〕だ！　いいぞ、心の分ぶん離りが始まっている。

〔失っても、それでも歩みを止めるな。わたしは涙を流せないが──涙の意義は判わかる〕

〔拳けん銃じゆうごときが、戯ざれ言ごとをぬかすなッ!!〕

　空を覆おおうほどの蜘蛛霊イクトミの飽ほう和わ攻撃が来る。アリスは円錐の壁で耐えるが、どんどん押されている。女王は赤き《火球招来ホーエスタ・ホウツセメ》を四発連射して、四体の火の鳥による空くう爆ばくを開始する。

　──一番、《立ちあがる熊マチユナーザー》。二番、青き《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》。残り全弾、青き《蝗虫ドラツガ》、すぐに始めろ！

《立ちあがる熊マチユナーザー》で防御力を強化し、《最後まで潜む猫エリプ・ドウク》で姿を消し、《蝗虫ドラツガ》で瞬しゆん間かん転移しまくって空爆の切れ間をぬって飛ぶ。それでも数百発もの火か球きゆうは、容よう赦しやなく襲おそいかかり、アリスを徐々に消耗させていく。オロゴが、みるみる消費される。あまりに消費が激しく、《最後エリプ・まで潜む猫ドウク》の維持が出来なくなり、終了せざるを得なかった。

　さすが《神》──強すぎる。だが──、心は人間のままだ。

〔ロクサーヌ・ラヴォワ…………よく聞くがいい〕

　アリスが圧おされて、落ちる。立て直すが、どんどん撃うち崩くずされて──。耐えてくれ、アリス。わたしは、わたしに出来ることをやる。




〔───おまえは、必要とされている〕




　不意に、攻撃が止やんだ。火の鳥が火の玉を放つのをやめて空中浮遊している。

　女王も静止している。目を見開いている。

〔貴方あなたに、必要と……？〕

〔なぜ、目を開かないのだ。ちゃんと見ていれば、判わかるはずだぞ〕

〔よせッ！　この身体からだは我のものだ！〕

　また火の玉が放たれる。蜘蛛霊イクトミが放たれる。アリスが落ちる。下は火の海だ。あまりに高熱になり、溶岩が流れている。

〔その目をちゃんと開けろ。メリーはおまえの帰りを待っていないと思うのか？　おまえが許した母親は、どれだけ愛情のこもった目でおまえを見る？　エジードはどうだ？　優しい言葉はかけなかったかもしれないが、おまえの《宝物の部屋》はあいつが買い与えたものだろう？　パイクはどうして、あれほど献けん身しん的におまえの留守を守り続けたと思う？　アリスとの旅はどうだった？　アゴンロジは？　バンプは？　ツバキは？　あいつらは、おまえを見み棄すてたと思うか？　なぜ、その目を開かないのだ──〕

〔…………………………黙だまれ……ッ、〕

　女王がうつむく。肩を震ふるわせる。

　再び顔を上げたとき、その目には凶きよう輝きがある。すべてを壊こわそうとする者の目だ。

〔黙れッ、黙れッ、黙れッ、黙れッ、黙れ黙れ黙れ黙れ黙れ黙れェエエエエ──ッ!!〕

〔その目には見えないか？　ならば、わたしが教えてやろう……、〕

　……──《駿馬シユンカ・ワカン》が、切れる…………。

　女王の頭上に、黒き天輪リングが生じる。

　ショットガンが、幽ゆう鬼きのような声でチャームを詠えい唱しようする。

「万物は、我が掌握したオール・イン・マイ・ハンド──、」

　葬送曲レクイエムが聴きこえる。これは幻聴そらみみか？

　ロッキーの背にカラスクロウのような黒い羽根ダーク・フラツプがひるがえり、黒き羽根が舞う。これは幻影まぼろしか？

　神が啓示を下すかのようにリベレーシヨン・ライク・ザツト──……、

　叡智の存在クイーンは引き金を、絞る。

「……──────滅めつせよ───女王の凶宴クイーン・エンフオース───……」

　アリスのオロゴが無い。なのに、クイーン・エンフォースが来る。

　最後の一言か。これで伝わらなければ、終わりだ。

　わたしは猛もう然ぜんと思考回路を回転させようとさせたが───止める。

　計算で人の心を曲げても、それが解決になるわけがない。




　負けてもいい。




　せめて、いつかロクサーヌが笑えるように──……‥

　この本心、そのままを、伝えよう。







「……───おまえはもう、たくさんの人々から必要とされているではないか」







　その一言は、引き金にかけた指を止めさせた。

　女王の目から、涙がこぼれ落ちる。

　女王の目から、赤い光がゆっくりと消えていく。

　しばらく、風の音だけが響ひびいていた。やがて、女王が、ロッキーの声で言う。

「わたくしが……皆に……？」

「わたしだけではない。おまえがいてくれて、こいつらは笑顔になる。おまえは愛されているのだ。だから、もう……思うな。必要とされていない、なんて」

「…………わたくしは……孤独ではない……？」

「ずっと前から、そうだ」

　女王は涙を一滴流すと、その手からショットガンを落とす。

　ロッキーの胸から、黒い煙のようなものが飛び出てくる。苦しみや嘆なげき、怒りといった負の表情を浮かべた人の顔を形作るそれ。

　フクロウが言う。

「オンゴロナである。ゾォードの思念があそこに宿っておる。浄じよう化かせしめよ！」

「判わかってるわ。ミスター」

　オロゴは、無い。無いはずなのに、それは起こった。

　闇やみが終わる。空が明るくなる。雲が割れる。

　天空より、日にち輪りんの輝かがやきが舞い降りる。光を浴びたアリスの翼つばさが巨大化し、空いっぱいに広がって、輝く。

「奪うばうだけでは、終わらない……」

　アリスによって把は握あくされる。この世界の哀かなしみが──。

「憎しみは憎しみを呼び、永遠に連鎖する」

　アリスによって把握される。この世界の憎しみが──。

「すべてを許すしかない。癒いやすしかない。救うしかない」

　アリスによって把握される。この世界の争いのすべてが──。

　アリスによって把握される。ゾォードの、生涯が。その業ごうが。その魂たましいが──。

　彼女を凶気に狂わせ続けた、悪あしき運命が──。




「……───弾丸よ、この世界に愛を教えて───……」




　アリスの意志が、鮮烈に閃ひらめく。

　すべての救いを、この手にヒール・ザ・ワールド・イン・マイ・ハンド───と。

　彼女はいま、完成され尽くされた美しい答えを、創造したのだ。




　───研ぎ澄まされた奇跡ゴツド・ハンドを──。




　葬送曲レクイエムが聴きこえる。これは幻聴そらみみか？

《……──絶えざる憎しみを宿す者よ。歩みなさい。優しい光の、示す道へ──……》

　アリスの慈悲に満ちた声マーシイ・ヴオイスが天に昇り、遥はるか彼方かなたまで響ひびく。これは幻影まぼろしか？

　アリスの頭上に、天使の輪が生じる。

　……──これは、幻覚まどわしか？　それとも、これこそが御み業わざなのか？

　神が啓示を下すかのようにリベレーシヨン・ライク・ザツト──……、

　完全天使アリスは引き金に、聖母を宿す。

　わたしのシリンダーが高速回転し、わたしのボディが聖なる光を帯び始める。インスタント・クラフトだ。

「……──《精霊狼シユンカマニトウ・タンカに祈る──インスタント・クラフト、美しきこの世界エイ・ロウ・ハイ》」

　アリスは羽ばたきながら、聖銃わたしの引き金を絞り───……‥
















　‥……──世界が、優しい光に包まれる。







　光が収まったとき、わたしはアリスの膝ひざにいる。アリスの背に羽根はない。切り株に座って鼻歌を奏かなでている。おかしい。地割れしまくって火の海になった丘が、元に戻っている……？　それどころか見下ろすギャレットの街も、無事だ。あれだけの砲撃をくらったのに。それだけではない。骸むくろなど一つも見えないのだ。

「……アリス？」

「終わったよ。ミスター……全部……」

「どういうことだ？」

　アリスが下の通りを指さす。ゾォードが歩いている。

「──なッ？　ゾォードがッ？」

　街の人が、帽子を取ってゾォードに挨あい拶さつしている……だとッ!?

「何だ、これは……おかしいぞ。どう考えても」

「ゾォードは、この街で動物のお医者さんをしているの」

「は──？」

「偏見もあるけど、真面目な保安官マーシヤルがいて守ってる」

「意味が判わからん。戦争はどうなった？」

「《美しきこの世界エイ・ロウ・ハイ》は、やり直しリローデツドのカラーズだったの。弾たまに撃うたれた人は、歴史そのものを悲劇に変わったところからやり直して、哀かなしい出来事から救われる。世界も変わる。もうこの世界に凶きよう気きの魔ま女じよはいない。だから戦争も起こらない」

「世界の再構築だと……？　なんてデタラメな刻紋弾エンブレムド・バレツトだ……」

　ぽつり、と涙が、わたしの銃じゆう身しんに落ちる。

「なぜ、泣くのだ、アリス……？」

「あたしね。ミスターを幸せにしたい。この力ならね、それが出来るんだ」

「……は？」

　足音と、楽しげな話し声が聞こえる。ロッキーとツバキ、バンプやアゴンロジもいる。ツバキがロッキーに抱きついて、胸を揉ももうとして追いかけっこになっている。

「ロッキーに埋うめこまれた呪じゆ物ぶつの心臓はどうなった？」

「存在すらしていないわ」

　アリスは、わたしに微笑ほほえむ。ムリして笑っているのが判わかる、ヘタクソな微笑みだ。大アリスそっくりな笑みだ。

「アリス……おまえ……」




「さよなら、ミスター……ときどきは、あたしを思い出してね……」




　アリスの背に天使の翼つばさがひるがえり──、

　アホは、泣きながら──、

　アホは、ムリして笑いながら──、

　ホークアイのチャームガン《バックベアード》を抜いて、わたしを撃うちやがったのだ。
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「まったく不思議な人だね……」

　彼女は流りゆう暢ちような共通語でそう呟つぶやくと、骨のカップに入った飲み物をわたしに差し出す。

「……え？」

　わたしは自分の手を見る。

「手、だ」

「はい？」

「どうみても、見てもこれは人間の手だぞ。ダズリリ……」

「はい……？」

　ダズリリは、目をぱちくりしている。辺あたりを見回す。丸太小屋だ。見覚えのあるウッドテーブルに、切り株の椅い子す。たくさんの呪物と石せき版ばんが積まれた棚。ダズリリの工房だ。わたしの収まるべき定位置には、まだ何も置かれていない。

「しかも若いほうのダズリリか。わたしが作られる前、だな」

　わたしは、飲み物を口に入れる。

「で、これは薬かとわたしが訊きくと、柳やなぎの樹皮を煮たものに、他にも色々入った頭痛薬なんて答えるつもりだったか？」

「……はぁ？　まあ、そうだね」

　もう一度、自分の手を見る。握ってみて、嚙かんでみる。頰ほおを殴なぐってみる。

「素晴らしい。これが肉体の痛みか」

「…………アタマ、大丈夫かい？」

　アホめ。アホのくせに、すんご──い、考えやがったな。あのアホめ。クソッタレのアホめ。




『あたしね。ミスターを幸せにしたい』




　脳裏に蘇よみがえったあの言葉に、目め頭がしらが熱くなった。溜たまって、流れ出したそれを指に取る。

「涙だ……」

「何かつらいことでもあったかい？」

「いや、猛もう然ぜんと腹が立つと同時に愛いとしくてたまらなくて、抱き締しめる手がここにあるのに、抱き締められないクソな運命に悔しすぎて泣いただけだ。あのアホめ。帰ったら、ロリポップを一万年間禁止してやる」

「…………ホークアイ、少し疲れているんじゃないかい？」

「さっさと、訊ききたいことを訊け。わたしに質問があるはずだろう？」

「まあ、訊たずねたいことはあるけどね。生いけ贄にえというのは、本当に死んでしまうんだよ？」

「判わかっている」

「なぜ、そこまでして銃になりたいんだい？」

　なぜ、か──。その答えを探し求めてわたしは旅を続けてきたのだ。長い長い、戦いの旅を。

　みつかったのは、とてもシンプルな答えだった。

　わたしは、すっ──と息を吸うと、万ばん感かんの思いをこめて、その答えを口にする──……‥

「───好きだからだ」

「はい？」

「わたしは、これから始まる旅の中で、一人の少女と出会うだろう。そいつは傷つきやすくて、純真なのに強がって人を憎もうとする。下らない運命に翻ほん弄ろうされて、自らの心にある〝優しすぎる天使〟をほったらかしにする」

　ダズリリの目をじっと見て、わたしは言う。

「そのアホが、わたしは大好きだ。たったそれだけのことだ。判ったら、さっさとわたしを生け贄サクリフアイスにして、おまえの最高傑けつ作さくを作り上げろ」
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　わたしは、赤ん坊ベイビーである。

　おぎゃあ、と泣いてみせれば可愛かわいげがあるのだろうが、そういう滑こつ稽けいな真ま似ねはしたくない。

　人間であるならともかく、文字通り〝鋼こう鉄てつの肉体〟であるわたしは──、

「…………というか、そう思うのも二度目だな」

　確かにわたしは誕生したてであるわけだが、赤ん坊同然というわけでもない。

　あのアホが念入りに〝わたしを幸せにする方法〟などを考えやがったせいで、わたしは完全な記憶を有している。一周目では、今日ここで生け贄サクリフアイスとなった人物について悩むが、それはホークアイというか〝わたし〟だし、悩んでも仕方がない。

　足音が聞こえる。近づいてきて、わたしの入った箱を開ける。

「おはよう」

　ダズリリだ。老いている。わたしを作るために杖つえを折ってしまったのだから当然だ。

　心が痛む。これからわたしは、非道な行為を行う。ダズリリに対してもそうだが、アリスにもロッキーにも、バンプにもツバキにも、ホークアイさえにも。

　これは裏切りだ。許されることじゃない。だが、やらなければ、あそこに戻れないのだ……。

　わたしは意を決して訊きく。

「……わたしは誰だれを殺してしまったのだ？」

　箱を開ける途中で手が止まる。

「何の話をしているんだい？」

「生け贄サクリフアイスの件だ。わたしを作るために必要なのだろう？」

「知識返りが、もうそんなに進んだのかい」

　一度聞いたやりとりだ。寸分の狂いもなく一緒だ。そう。ちがってはいけない。

　わたしはいまから、全部の選択肢を選ばない。

　過去を改変すれば、あのアリスには二度と逢あえない。だから見殺しにするのだ。

　まず、ダズリリを餓が死しさせる。

　そしてアリスには復ふく讐しゆうを失敗し続けて貰もらう。

　旅の途中でロッキーには撃うたれて貰うし、バンプにも自決して貰う。ツバキを傷つけ……。

「…………どうしたんだい？」

　箱の蓋ふたを除のけたダズリリが、わたしを覗のぞきこんでいる。

　しまった。この言葉は過去になかったと。ちがった様子を見せたことで歴史を改変してしまったかもしれない。

「何でもない」

　朝日が差しこんできて、レンズがハレーションを起こしている。ダズリリの顔が逆光で翳かげって良く見えない──。

「語ってはいけない掟おきてなんだよ。判わかっておくれ」

　聞き覚えのあるセリフが出た。どうやら歴史に影響はなかったようだ……。




「…………何でもないはず、ないでしょ……」




　その声は、かなり近い。部屋の中だろう。逆光になったダズリリの影がふり向く。ハレーションで良く見えない。部屋に誰だれかいる。聞き覚えのある声のヤツが。だけど、いるはずない。あいつが──ここにいるはずないッ！

「あんた、誰だい……？」

「アリス・ヘイワードよ。初めましてダズリリさん」

「……そんな。おまえ、なぜだ？」

　レンズがやっと動き、その姿が目に入る。

　朝日に映えた鮮やかな赤毛。幼さの残った顔に、そばかすが鏤ちりばめられている。小動物みたいなくりっとした目が、涙で濡ぬれている。

「アホでしょォォオオオオオオオオオ──ッ！」

「は？」

　アリスは駆け寄ってきてわたしを摑つかむと、手に持ってぽかぽか殴なぐり始めたぞ……。

「ミスター、アホなんでしょッ!?　あたっ！　あんなに銃であるのイヤがってたじゃないッ！　イタタッ……ちゃんと生いけ贄にえになる前に戻したのに！　痛い！　もう、ミスターなんでこんなに固いのよォ！」

「……銃だからな。殴ると痛いに決まっているだろう」

「殴りたいの！　そういう気分なのッ！」

「相変わらず過ぎる、な……」

　ぷ、っと吹きだしたら、アリスの頰ほおがぷうっと膨ふくれる。

　ダズリリが戸惑いながら話しかけてくる。

「ええと……知り合いかい？」

「そうだ」

「おまえはそう作られていない。人の記憶があるはずなくて……」

「すまないな、ダズリリ。わたしは、すでにこのアホ娘と旅をしている。なぜ、ここにこいつがいるのか判らないが、時間を遡さかのぼるという効果を持つ刻紋弾エンブレムド・バレツトも存在する。きっと、それを使って来たのだろう」

　かいつまんで事情を話すと、放心状態だったダズリリも少し落ち着いてきた。

「…………そうかい。そんなことが」

「わたしは──、」

　アリスと旅がしたい、そう言おうとしたのだ。そのとき不意に思い出した。

　昔のわたしは、今日ここで、こう考えた──。

　ダズリリと、ずっと一緒に暮らしたい、と。

　幸せな時間だったはずだ──いつまでも続けばいいと願っていた。他ほかには……何も望まないとまで思っていたのに……。

　わたしは考えていたのだ。ダズリリを見殺しにしようだなどと──。

　最悪ではないか…………これは。

「……はは」

　すんすん鼻を鳴らして泣きじゃくっていたアリスが、わたしの笑いに気づいて泣き止やむ。

「…………ミスタぁ？」

「あはは……こいつは、どうにもならないな。なんてザマだ。わたしも落ちぶれた……」

「どうしたの？」

「わたしを幸せにしたい、と言ったな？」

「うん。したい」

「なら、二度と手放すな。アリス・ヘイワード──おまえは、わたしの唯ゆい一いつ無む二にの相棒だ。おまえの手にあることが、わたしの幸せになる」

　アリスの動きが止まる。

　やがて、ゆっくりとわたしを包みこむように握ると、銃じゆう身しんを胸に当てる。

　そして肩を震ふるわせたかと思うと、あまりに大きい声を上げて泣き始める。赤ん坊のようなみっともない泣き方だ。ぽたぽたと涙がわたしに落ちてきた。

　錆さびる。だが、心地ここちよい。

「みぃすたあああああああ──っ！　寂しかったよおおおおお！　手放すんじゃなかった、って猛烈に後悔して、ミスター盗もうとしてここに来たのぉッッ！」

　──ったく。突然現れたと思ったら、やっぱりそういうことか。

　もしわたしが生け贄サクリフアイスになっていなかったら、ここに存在しない。わたしを盗めないわけで、そういったこともまるで考えていないのだろう。アホめ。




　　　　†




　ダズリリの脚あしを白き《聖鳥ジトカラ・タンカ》で治してから、出発。ショートリーフに行った。

　アリスは高たか台だいに座って、ある場所を見下ろしている。

　下にも、アリスがいる。旧式ライフルを持って、馬に乗って羊たちを追っている。

　場所は、ショートリーフの郊外だ。廃農場だったらしく、柵さくがボロボロになっているのを、少女になったアゴンロジが修理している。

「アゴちゃん美しすぎ！」

「あのぷにり具合が消えると、ロッキーよりも美少女だったとはな……」

　風でスカートがひるがえったが、相変わらず履はいていないじゃないか。

　メラニーが家のドアから出てきて、バルコニーにいたバンプとキスしている。

「あらまあ、お姉ちゃん……」

「そのニヤニヤ笑いやめろ」

　キスしたあと、バンプがこっそりジャーキーを食おうとして、メラニーがひったくって説教している。だから、瘦やせバンプだったのか。偉いぞ、メラニー。

　そのあとメラニーはバスケットを持っていき、アリスたちに食事を配っている。

「……あれ？　メリーがいるよ」

「なにッ!?」

　メリーが御ぎよ者しやをしている馬車が走ってくる。農場に停とまり、まずドレス姿のロッキーが降りてきて次に優しそうな顔をした女性が降りてくる。

「誰だれだ？」

「ジャクリーンよ。ケガしてないわ」

「《美しきこの世界エイ・ロウ・ハイ》の影響が、この世界にも及んでいるからだろう。ショートリーフへゾォードが来ない。だからジャクリーンとアゴンロジが使い魔フアミリアーに襲おそわれる歴史は回避されて、そこが上手うまく作用してメラニーも死んではいない。おそらくアゴンロジが助けたのだろう」

「メリーって確か、死んじゃったって言ってたよね？　なんで生きてるの？」

「ゾォードの側近にスティールがつかないので、メリーの死どころか、ビッグホーン牧場が無法者バンデイツツに襲われる歴史すら回避されている。にしても、どうしてロッキーがここに……？」

　下のアリスが笑顔で駆け寄り、牧ぼく柵さくの囲いの向こうにいる数頭の馬を指さしている。

「野生馬の買いつけか。おまえなら投げ縄なわさえ覚えれば捕まえられる」

「何も起こらないと、こうなるのね」

「幸せそうだな」

「…………うん……そうだね」

　しばらく見つめてから、身を起こす。

「もういいのか？」

「平和な暮らしもいいけど……あたしの居場所は、ちがうから」

「そうか」

　向こうに戻れば、また戦いの日々を送ることになる。

　スモーキー＆ロックスは荒れた大地だ。不毛は人の心を荒すさませ、争いを生む。ゾォードという脅きよう威いは去っても、悪党どもは絶えず生まれ、伝説レジエンズが功こう名みようを求めて銃弾をかわすだろう。

　わたしたちは、そこに戻ろうとしている。




　戦えるのか──？




　答えはイエスだ。拳けん銃じゆうは涙を流せないが、わたしの分の涙は──きっとこのアホが流してくれる。だから、地の果てまでも戦い続けよう。

　今度こそ、紛まがい物ものでない《正義》を追い求めてやる。

「帰りの《太陽神ツオハノアイ》、あるんだろうな？」

「うん……あるよ」

　二発リロードして、わたしに一発撃うつ。銃じゆう口こうそのままに撃げき鉄てつを起こして、二発目もわたしに撃つつもりらしい。

「おっ──おいッ？　おまえは？」

「死ななきゃ発動しないから、先にミスター殺しておくの」

　スプリングがキィと軋きしむ。ヤバイぞ。軋んだときは、不吉なことが起こる確率が高い。

「ちょっと待てッ！　落ち着いて何をするのかを──、」

　言葉の途中で超高温の光線チエ・ガ・ソームクを撃たれて、わたしの意識は断たれた。

　目覚めたときは〝空中にいた〟──。

　何のことだか判わからないだろうが、わたしにだってあのアホの考えることなどさっぱり判らない。地上が遥はるか彼方かなたに見える。いま雲に突入したところだ。地形的にスモーキー＆ロックスであることは判る。落下地点はおそらくレッド・ストライプ・バレーになるだろう。

　だが、なぜ空中なのか。もう『判らない』とかそういう次元ではない。

　あいつはアホだ。世界一なんて称号は与えたくないが、そろそろ考えるべきかもしれない。

　物もの凄すごい勢いで地上が迫り、激突の瞬しゆん間かんに意識を失った──……‥
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　目覚めると、赤い断だん崖がい絶壁の谷間から差しこむ朝日が見える。わたしは握りグリツプまで砂に埋うまっている。砂がクッションになって助かったか。

　おっと……何だこれは。

　目の前に〝文字〟があるぞ。砂に、指で書いた文字だ。

『アリスのやり直しアリス・リローデツド、成功サクセスフル！　──ホークアイよりフロム・ホークアイ』

　あいつ、わたしの落下地点まで読んでいたのか。まったく食えないヤツだ……。




　鼻歌が聞こえる。間抜けなリズムだ。誰だれだかは判わかる。レンズを向けると、岩に座った少女が見える。綺き麗れいな色の赤毛が風に流れている。

　どこかで視みた覚えがある。

　今日が、あの予言の夢セカンド・フユーチヤーが〝実現する日〟だったのだ……。




　ここに辿たどり着くために──長い長い旅をした。

　そして、ここからまた──旅が始まる。




　少女はわたしの目覚めに気づいてふり向き、近づいてくる。

　わたしを手に包むように持ち上げる。

　そして天使のような、心からの微笑ほほえみを、わたしに浮かべ───、




　言ったのだ。
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「ハロー……ミスター・マグナム」










　わたしは、こみ上がる想おもいを込めて───相棒に、おはよう、と言った。







　　あとがき




　手に取っていただいてありがとうございます！

　アリス・リローデッドもようやく三巻発売になりまして、買い支えて下さるファンの方々には、ただひたすら感謝の念しかありません。

　今回ようやく『投稿時代から頭の中に描いていた、アリス・リローデッドという物語のプラン』を全部出すことが出来ました。

　何を考えているのか自分でも判わからなかったのですが、アリス・リローデッドは投稿時代から二巻を書いておりまして、二巻と三巻で描かれている物語は、その頃ころに書いたエピソードを整えて膨らませたものになります。『物語のプラン』と言ったのはそういうことで、物語のピースが凄すごく前からあったのです。

　もし電撃大賞で受賞していなかったら、〝二巻を応募作として投稿する〟なんてことも、していたかもしれません。

　ちなみに電撃文庫MAGAZINE Vol.31に掲載させていただいた短編『刻闇の狂想曲ダーカー・カプリチオ』も、投稿時代に書いてあったエピソードの一つです。

　二巻では猛カットに曝さらされてしまった、愛すべきアゴちゃんも出せましたし。（すいません、作者の一番好きなキャラはアゴちゃんです。インタビューで噓うそつきました……）

　あと言及を避けられないのが枚数の話題ですね。増えてしまって申しわけありません。

　ゆっくり書きたかったのですが、新作に集中出来る環境を作りたかったので、担当さんと相談し、四巻に入れる分の原稿を加えさせていただきました。

　読者の皆様、申しわけありませんが手首のプルプルに、どうかご注意下さい。




　担当さんというワードが出たところで、今回のあとがきは担当さんの話をしたいと思います。

　まずは担当Ａの平ひら井いさんです。

　僕が会ったとき未来のバンプでしたが、そのちょっと前は過去バンプだったそうです。いまのはお腹の話です。

　顔は子犬系です。おいおい話が違うだろうと抗議をしようものなら、眉まゆがへにゃります。そのへりゃり具合が絶妙なので〝可哀相かわいそうと思ってしまい〟強く責められないという。この能力でどれだけの苦難をくぐり抜けてきたのか、想像に難かたくありません。

　彼の第一の持ち味は《萌もえ眼がん》です。僕がマシンガンのように打った文章を、アキバのお兄ちゃんが買いやすいコンテンツに変貌させます。

　第二の能力は《数字マジック》日付などを含め、どういう状況でどれだけ売れるかを優れた精度で予測出来ます。またこの能力によって、僕が原稿を書き上がる時間さえ把握されているときがあります。

　そして平ひら井いさんと言えばおっぱい。おっぱいで迂う闊かつな発言をしようものなら、カウンターを八発くらいはもらう覚悟をした方がいいでしょう。

　アリス・リローデッドの乳描写を一番変えた男は、作者である僕ではないのです。

　担当Ｂの湯ゆ浅あささんは、抜き身のナイフのような人です。油断するとザックリ逝いかされます。

　この方の何が凄すごいかっていうと、《心理眼》。このキャラがこのシーンでどう思うかを把握する能力が、果てしないです。心理の向かうべき到達点のようなものまで見ている気がします。ロッキーの心理なんかは、ヘタすると僕より深いところまで考えていたのではないかと。




　お二人には色々なことを学ばせていただきました。

　とりあえず一番学んだのは、そつなく丁てい寧ねいに書くということです。

　意識の緩ゆるみは文章の乱れ、文章の乱れはキャラのブレ、キャラのブレは物語の濁にごりになるということを、三冊出させていただいて、ようやく悟りつつあります。




【※ここから先は、すぺしゃるさんくすです！】

　投稿時代からツイッターでお喋しやべりさせていただいていた永なが島しま裕ゆう士じ先生、電撃デビューおめでとうございます！　堂々と先生付きで呼べることを誇りに思います。

　今回のツバキ登場シーンは、おかゆまさき先生がうぇぶらじ＠電撃文庫のトーク中に出してくださったアイデアを元にしています！　『撲殺天使ドクロちゃん』は何度も読んで、ギャグシーンのノウハウを吸収した作品です。それを書いたおかゆ先生にアイデアを出していただけるなんてホンット感激です！

　アドバイスをいただいている電撃の先輩にお礼を。三み河かわごーすと先生、エドワード・スミス先生、西にし村むら西せい先生にはお世話になっています。それから学校のことを快く調べて下さった同期の桜さくら井い美み奈な先生にも感謝を。

　ツイッターで絡んでいただいている、蟬せみ川かわ夏なつ哉や先生、天あま乃の聖せい樹じゆ先生、赤あか城ぎ大ひろ空たか先生にも感謝を！　電撃MAGAZINE短編では、兎う月づき山や羊ぎ先生、宇う野の朴ぼく人と先生、サイトーマサト先生、蟬せみ川かわタカマル先生（アイウエオ順） にもお世話になりました！　たぬこを可愛かわいく書いて下さった、れこさん！　シリーズのイラストを担当してくださった蒲かば焼やき鰻うなぎさん、ありがとうございます！

　あとメッチャ個人的なことですが、クジラックス先生とノラネコノタマ先生にフォローいただいたのは嬉うれしかったです。




　最後に平井さんの一言で締めくくりたいと思います。

『ロッキーのおっぱいを、ばいーんと動きを付けるのはどうでしょうか？』

　──天才ですね。


二〇一三年　六月二四日　茜あかね屋やまつり









[image: ]






茜あかね屋やまつり

アリス・リローデッド一巻が忙しかった頃に、バイトも忙しかったのですが、一人の少女が「何で（レジで）働いているの？」と訊いてきました。

「本を書くためだよ」って答えたらサインを求められ店のメモに書いて渡しました。サイン第一号です。
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蒲かば焼やき鰻うなぎ

１９８０年生まれ。神奈川県在住。

なんでもやってみたくなる性分です。窓枠直りました。

鰻は小骨が気になるので苦手です。
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　（初出）

　『電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥ Ｖｏｌ．31』（２０１３年発売）
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「すごい！　ウサギが跳ねてるわっ！」

　彼女はいい歳とししてぺろぺろキャンディーロリポップをダブル装備アキンボして、右を舐なめ、左を舐め……と、子供より子供なザマを周囲に見せつけている。ザマというより、ブザマか。

　ここは幻げん灯とう映写会のテントだ。わたしのご主人様は、幻灯機がお好きでらっしゃる。こいつがどういう代しろ物ものかと言えば、子供欺だましと言わざるを得ない。映写機の多くはプラキシノ・スコープだ。回転する円筒の内側に描かれたアニメーション・イラストに光を当ててスクリーンに投映する物だが、同じ動きをくり返すしかない。

　最近じゃ廃すたれて、絵を描くヤツがいないから、いつも同じ内容だ。人々も飽き始めている。だが、そんな子供欺しにカネを払い続けるアホもいるのだ。

　残念なことに、わたしはそいつに仕えている。

「ねえ、すごいわよねえ！　ミスター」

　話しかけるな、アホご主人。わたしを喋しゃべらせて、騒さわぎを起こす気か。

　映写をみるこいつの騒がしいこと。はじけた動きで自分のテンションを表現するので、子供に笑われまくり、もはやアリス鑑かん賞しょう会かいになっているのを、まるっきり判わかってない。

　──おっと失礼。自己紹介がまだだった。わたしはミスター・マグナム。黄昏色トワイライト・カラーの金属で作られた、45口径カートリッジ・リボルバー・チャームガン。魔女マスクの産物、いわゆる呪物クラフトだ。

　この少女──アリス・ヘイワードの銃をやっている。呆あきれるほどのアホだが、わたしを使いこなせるガンファイターは、こいつしかいない。

　アリスの見てくれを知りたいなら、完かん璧ぺきな美人を想像するのはやめたほうがいい。母も姉も売れっ子娼しょう婦ふだから、みてくれ抜群でもおかしくないが、アリスは残念な子だ。

　齢よわい一六にもなって、しもぶくれの頰ほおぷにだし、前髪上げるとおでこが広いし、そばかすも酷ひどいし、胸がもう、ガッカリするぐらいアレだ。ころころとした子犬みたいな瞳ひとみは可か愛わいげこそあれ、色気もクソもない。

　スカート短め、お腹なかも開いた破は廉れん恥ち極きわまりないカウガール・スタイルのドレスを着ているのに、なぜか誰だれも注意しないし、すれちがったアリスをふり返り、ガン視みする若い男もいない。大事なことなので敢あえて二度言うが、こいつは残念な子なのだ。特に、色気に関しては致命的とまで言える。

　映写会も終わり、子供に「面おも白しろいオネーチャンばいばい」と言われて皮肉なのに喜んでいるアホっぷりをみていると、こいつの銃をいますぐ辞めたくなる。

「いいかげんロリポップを棄すてろ」

　狭せまい路地で、近くに人がいなくなってから口を開いた。まあ、口と言っても銃口だが。

「まだ舐め終わってないわ」

「ガンファイターたるもの、利きき手は常に空けるものだ」

「大だい丈じょう夫ぶよ。何とかする」

「出来るものか。だいたい……」

　言葉の途中で、ロリポップを上に投げると、わたしを抜いた。空に向けて一発。回転ジャグリングさせられたあげく再びホルスターへ入れられた。

　通りは、警戒の眼まな差ざしだらけ。このままでは保安官マーシャルに通報される。

「おい、このバカ……」

　アリスは落ちてきたロリポップをキャッチ。

　さらに空から鷹たかが一羽落ちてくる。何だ鷹撃うちか、街でやるなよ、と口々に毒づきながら住人たちは警戒を解く。

「……ね？」

「ね、じゃない！　後先を考えろ！」

　年中こんな調子だ。銃をやっているわたしの身にもなれ、と言いたい。アリスはロリポップを両方いっぺんにくわえながら鷹を解体する。

「鷹なんか撃っても取れるのは羽根だけだぞ」

「アゴちゃんにあげるの。矢羽根にするみたい」

　アゴちゃんとは、こいつの師し匠しょう先住民エルダーズチェリーク族のアゴンロジのことだ。幼女だが、大抵の大人より百倍強い。いまはトラブルを避さけるために街の外で待機して貰もらっている。

「派手な動きは控えろ」

「ミスター、ここに来てから妙に怒おこりっぽいわね。ちょっと、おかしいわよ？」

「街中で発砲するおまえのほうが、圧倒的におかしいだろうが！」

「ハイハイ」

　反省の色がない。まったくこいつは……。

　怒いかりが込み上がるのでアリスから目レンズを離はなし、街並みを眺める。

　この街は、スポーンタウン。

　西部国境域スモーキー＆ロックスの西寄りに位置するスタンピード地方北部にある街で、薬品工場が集まっている。元々、薬草となる植物が多く採とれたことから自然とそうなったそうで、雑貨店などでよくみかける傷薬《チンキマーキュロクロム》は、ここで生産されている。

　しかし薬の街だからといって、健康に暮らせるとは限らない。街の北側は沼地で、常にじめじめした湿気が漂ただよっている。風によっては沼しょう気きも飛んできて、独特の饐すえた臭においがする。すれちがう住人に病人が多いのも沼気と無関係ではあるまい。

　生態系も特殊で樹木はねじくれ、黒々とした色が多く、地面にはスネイク・グラスという、紫色の不ぶ気き味みな草が茂っている。

　おまけに……、

「ヒャハハハ、そぉれ！　そぉれ！」

　空に向けて発砲する男がいる。アリスの鷹撃ちを真ま似ねたのかもしれないが、空に鳥の姿などない。身体からだをゆらゆら揺らしながら撃っている。

　すぐ保安官マーシャルがきて取り押さえたが……。

　ここにきて、こういった手合いは四人目だ。

　生き馬の目を抜かれまくる西部国境域スモーキー＆ロックスに、こういったイカレ野郎はツキモノだが、明らかに多すぎる。平和そうにみえて不ふ穏おんな街だ。

「早く通り過ぎよう。この街はトラブルの臭いしかしない」

「そんなこと言ったって、防寒用のコートがあと三日かかるのよ？」

　わたしたちは北方の地域へ行こうとしているのだが、山さん峰ぽうが連なり極きょく端たんに気温が下がる場所だ。防寒着はどうしても要る。

「あんな高価なコートを発注するからだろう」

「可愛いでしょ！　似合ってたでしょっ!?」

「似合う似合わないとは別の次元だ」

「……ふん」

　アリスは顔をそむける。

　こいつのアホさかげんをみていると忘れてしまいそうになるが……、

　わたしたちはガラにもないが、世界を救おうとしている──。

　合衆国フロンティア・コモンズを支配しようと暗あん躍やくしている勢力がある。その陰いん謀ぼうを阻そ止ししようと、スモーキー＆ロックスを股またに掛けた戦いの日々を過ごしている。

　大いなる使命だ。もし阻止出来なければ、未来は暗黒に閉ざされてしまう。

　説教を始めようと言葉を選んでいたが、大通りを走っていた馬車が急ブレーキする音が聞こえて、我に返る。ふり向いたアリスが青ざめる。

「げっ！」

「……げ？」

　そこに、とてつもない人物がいた。

　オールバックのブロンドヘアー。金フレームのメガネがトレードマーク。彫りの深い顔立ちで、中年のわりに若々しくみえる。

　いかにも軍隊出身というがっしりした体格だが、身だしなみにも優すぐれた好人物だ。

　男は、いまにも抱だきしめんばかりに両腕を広げて駆けよってくる。




「アリスたああああああああああ──っん！」




　想像して欲しい。

　愛をこめた絶叫をしながら少女に突とつ撃げきしてくる中年男を。頰は恋するみたいに真っ赤だし、瞳はうるうるだし、口は３ちゅうの形だ。

　キモイ。これは撃っていいぞ。アリスも同感だったらしくわたしを抜きかけたが──、

「エマージェンシィ！」

「ＧＯ、ＧＯ！　暗殺者を拘こう束そくしろッ」

　猛ダッシュしてきた紳士服姿のムキムキマッチョたちに、アリスは取り押さえられた。

「きゃっ、なにィ!?」

「ボディガードども！　わたしのラブリーアリスたんに何をする！　ぶっ殺すぞッ」

　中年男がマッチョを殴なぐり飛ばし、摑つかんで投げ飛ばし、蹴けり転がす。筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうの巨体を相手に、強すぎだ。ボディガードいらないだろうに。

　泣きそうな顔でボディガードの一人が叫ぶ。




「…………やめて下さい、大統領！」




　そう……認めたくはないが、このトチ狂った中年男こそ新大陸最大の重要人物。現合衆国大統領──、

　ウォーレン・アダムス、その人なのだ。




　　　　†




「この街の〝闇やみ〟を暴いて欲しい」

「闇だと……？」

　大統領の威い厳げんに満ちた顔は、アリスの前だと失速する。鼻の下をのばしまくり、頰を赤らめてしまう。こいつは白き《サンダーバードワキンヤン》という魔ま法ほうの弾丸の効果によって、アリスに惚ほれてしまっているのだ。妻も子もいるというのに。

　ウォーレンは酒場を借り切って、店主まで追い出し、話を切り出した。給仕をしているのはさっきのマッチョの一人だ。スキンヘッドなのにエプロンとヘッドドレスをしている。

「北部最大のギャング集団《ストーンブラッド》がこの街と関かかわっているのだよ」

　ウォーレンは写真を一枚差し出してくる。紳士服を纏まとった猛もう獣じゅうのような男が写っている。

「《ストーンブラッド》のナンバー２、ブル・ベントだ。薬物取引を担当している」

「麻薬か……」

　大規模なギャングは必ずこの商売に手を出す。連中の重要な資金源だ。ガンファイター風ふ情ぜいが関わるのは危険すぎる。この時点で断りたいが最後まで聞いておくか……。

「依い頼らいの達成条件を言え」

「取引の全ぜん貌ぼうを解明して欲しい。この街のギャングのボスは誰か。何のブツを取引しているか。摑んだ情報を元に、根こそぎ壊かい滅めつさせる」

「部下を送ればいいだけの話だろう？」

　大統領がアリスから目を離す。〝ビジネス〟な顔になる。

「エージェントを送るたびに殺されてね」

「スパイか……」

「おそらくな。そこで外部の者に依頼することにした。誰にしますかと言うので──、」

　ビジネスだった顔が、エロっぽい顔になる。

「アリスたんを是ぜ非ひにと叫んだよハァハァ！　ああっアリスたんアリスたんッ、名を呼ぶだけで迸ほとばしるよ！　一いっ介かいのガンファイターに重要任務を任せるなんてナンセンスです、と排泄物野郎ダーティ・シット副大統領が言うもんだから、わたしは床に転がってイヤだいイヤだいアリスたんが良いんだい！　って泣き叫んだら、所在が摑めないなんて言うから、わたし自みずから探しにきたんだいッ！」

「仕事しろッ、大統領！」

「アリスたんに逢あえるというのに仕事などしていられるかッ！　ハァハァ……嬉うれしいよアリスたん。ウォーたんとアリスたんはずっと一いっ緒しょだよぅ？」

　悶もだえるようにくねくねしている。

「……ダメだ、この大統領」

　ねぶるような発情目線をくらいまくったせいで、アリスたんは青ざめている。さっさと終わらせないと、また暗殺騒ぎになりそうだな。

「この話は降りる」

「報ほう酬しゅうがこれだと言ってもかね？」

　大統領はボディガードに合図して、鞄かばんを開けさせる。中身は赤いクッションに包まれた一発の弾丸だ。何の弾か確認した途端──、

　断れなくなってしまった……。
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　一晩明け、大統領は「アリスたんをペロペロしないで帰りたくないよう！」とダダをコネまくったあげく、増員されたボディガード二〇人がかりで馬車へと押しこめられて戻っていった。

　さすが元海軍のカリスマ的英雄《豪傑海竜スタウト・サーペント》ウォーレンと呼ばれただけあって、トンデモない腕っ節だな。ロレンス海戦で、大砲を肩に担かついで撃ったという信じがたい伝説があるが、あの調子だと近いことはやったかもしれない。

　いまいるのは、じめじめとした風が吹き渡るスポーンタウンの中心街だ。馬車を避けつつ、大通りを横切りながらアリスが訊たずねてくる。

「ねぇ、ミスター。報酬の刻紋弾エンブレムド・バレットってそんなに価値があるの？」

「……ああ。銀の《猫エリー》は絶対に欲しい」

「どういう弾丸なの？」

「使用すると範囲内の仲間全員が、通常よりも素早い行動が出来るようになる」

「早く撃てるってこと？」

「銃声が重なって聞こえるほどにな。リロードも早くなるし、移動も速くなる」

「ほわっ、それ便利！」

「今後の戦いに向けて確保したいが、達成報酬だ。任務を成功させないと」

「何すればいいんだっけ？」

「……さっき聞いていたろう、アホが。要するにギャングの取引を解明することと、それに関わる人間を特定することだ」

「戦わなくていいなんて、簡単そうね」

「こういう仕事は一番危険だ」

「なんで？」

「都市型シティギャングは情報戦に長たけている。住人も手先になっている可能性がある。ヘタに嗅かぎ回れば後ろから撃たれかねない」

「ぇえ……ぇ？」

　アリスは青ざめて、何度も後ろを向く。相変わらず頼たよりないご主人様マイ・マスターだ。まあ期待はしてなかったが。がんばって貰うのは、今回こいつじゃない。

「やほーいロッキー♪」

　アリスが手をふると、通りの向こうにいる金髪の少女が、怒った顔をする。

　ロクサーヌ・ラヴォワ──サラサラのブロンドヘアーと、荒野を進むには不向きなピンクのふりふりドレスを着て、二挺ちょうのショットガンを背中に備える、お洒落しゃれでお美しいお嬢じょう様さまサマだ。

「遅いですわよ！　わたくしを、どれだけ待たせるおつもりですの！」

　ビッグホーン牧場の牧場主だが、旅の仲間でもある。こいつに、ギャングのことを探らせたのだ。

「何か判ったか？」

　わたしが声をかけると、ムスッとしていた口元をちょっとゆるめ、答える。

「情報屋に大金を渡しましたら口を開きましたわ。破格の賃金をうたい文句に、周辺のならず者や貧民たちを大量にかき集めているようですわね」

「何の仕事だ？」

「鉱山労働らしいですわ」

「周辺に鉱山はないぞ」

「わたくしもどこの鉱山かと訊ねましたが、判らないそうですの」

「雇っている連中は？」

「ごく普通の市民たちですわね。バーテンダー、店主、賭かけ事に興じる労働者……」

「やはり市民はグルか」

　シティ・ギャングの怖さは、この〝街ぐるみ〟という点にある。メンバーの特定も難しいし、動けば動くほど人目について怪しまれてしまうのだ。

「雇い入れた者はどうなる？」

「教会に集められて、一晩経たったらいなくなっているという流れですわね」

　教会が窓口になっている、ということか。なら牧師辺りをどうにかすれば、次への手がかりがみつかるだろう。

　だが、それに必要なのはおそらくカネじゃない。ロッキーによるアプローチは限界か。

「よくやった。情報屋とは連絡を取るな。待機して一切動くな」

「ほえ？　調査はどうするの？」

「何度も情報屋に接触すれば怪しまれる。始末屋ヒットマンを送られたら命すら危うい。いいか、絶対に動くなよ？」

　……なぜ、ロッキーの頰が赤くなっている？

「わたくしの身を案じてくれますのね……」

　ロッキーは自分のほっぺたを両手で持って、イヤイヤしている。嬉しそう……なのか？

「ずるいよっ！　あたしのときは、危ない状況にガンガン飛びこませるくせに！」

「そういう役割キャラだろうが、おまえは」

「ミスターのバァァァア──カッ！　依え怙こ贔ひい屓きする男は、オカマヤローなんだからね！」

　面めん倒どうくさい状況になってきたのでロッキーと別れさせて通りを歩く。アリスがブツブツ怒っているが無視して、台だい尻じり近くのレンズで後ろを確認する。つけられてはいないようだ。

「大通りを北に歩け」

「街を出ちゃうけどッ？」

「構わない。というか、いいかげん機き嫌げんを直せ」

「ふんっっ」

　街のアーチをくぐり、森に入らせる。ボロ布をすっぽり被かぶり、小川の縁で釣りをしている宿無しっぽい男に近づけさせる。

　アリスが小声で訊きいてくる。

「……誰？」

「待ち合わせしたろうが。おい、バンプ。銃はしまえ」

「──ミスターかよ」

　ボロ布をバッと剝はぐと、その下に隠れていたのは、神の信徒だ。騎士連合王国ランスランドの牧師が着る黒いコートローブをまとって、胸に鋼鉄の十字架を下げている。ただ本当は信徒でも何でもない。信心深い相手に引き金を絞るのをためらわせるために、この格好をしているのだ。

　サイラス・キング──通り名はバンプ。ぶっ殺し、という意味だ。その名の通り、小細工なし、ひたすら圧倒するガンファイトで、数々の賞金首をぶっ殺バンプしてきた。二十代半ばくらいだが、かなり経験は積んでいる。頼りになるヤツだ。

　バンプは銃を下ろし、撃鉄をゆっくり戻す。

「教会を探ってくれ。ギャングとグルらしい」

　ロッキーが得た情報を手早く伝える間も、バンプは実にリラックスした感じに顎あごヒゲをぽりぽり搔かいている。こいつなら危険すぎるシティ・ギャングも空気みたいに感じることだろう。

「方法は？」

「その格好ならやりやすいだろうし、任せる。次に繫つながる情報がどうしても欲しい」

「多少強引でも、ってことだな？」

「理解が早くて助かる」

「オーケー、一晩で何とかするぜ。明日の朝に街の西にある廃集落で待っていてくれや」

　バンプはアリスに釣り竿ざおを渡すと、あくびしながら行ってしまった。

「……わきゃッ？　ひ、ひいてるよ！」

　アリスの持つ竿がぐいぐいしなっている。

「いいから無視しろ」

「大物かもしれないわ！　ほ、ほら──、」

　釣り上げると、針の先には錆さびた蹄てい鉄てつがぶら下がっている。

「とんだ大物だな」

　アリスは無言で竿を棄て、街に戻り始める。

「とりあえず今日は休め」

「やな日バッド・デイだったわ」

「良い日グッド・デイは、毎日ではないさ」

　宿に戻るとアリスは大皿の豆スープとステーキを平らげ、ふて寝を始めた。

　尾行もついていなかったので安全だろう。わたしも一眠りしようか。

　視覚装置ボルトレンズなどの感覚装置に送るオロゴを断つと、わたしはすぐに深い眠りに落ちていった──。
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　腹から顔から手脚の先まで、たっぷりデブった男が、幌ほろ馬ば車しゃの後ろに座っている。

「ふざけんな、クソッタレが」

　この罵ば倒とうはもう七回目。しゃくれた唇くちびるをよけいにしゃくらせ、怒った猪ボアみたいに鼻で唸うなっている。

　こいつはバンプ。チンピラからのし上がった、騎士連合王国ランスランド生まれラテン育ちという生い立ちの中年ガンファイター。酒さか樽だるのように太っているのは、ジャーキーの食い過ぎが原因だ。

　わたしの相棒、アリス・ヘイワードは馬に乗り、馬車を追っている。二十代の女で、瞳は可愛げが残っているものの、どこか影があって近寄りがたい容貌でもある。黒革のハンターコートに身を包んでいるので、美しい赤毛が強く強調されている。

「仕方ないじゃない。馬がケガしたんだし」

「ヤワすぎんだろ」

「体重の件を考こう慮りょしなければな。あの馬はよくやった。次は駿しゅん馬めでなく荷に馬うまを買うことだ」

　わたしの皮肉にムッとしたバンプが、親指で〝地獄にいきやがれゴー・トゥ・ヘル〟とジェスチャーしてくる。

　ここは乾燥した砂漠のほとり。交通量が多いのに道の造りが粗い、で有名なモスキート街道だ。両サイドに大きな岩場があり、サボテンが群生している。アリスの後ろにはスェードのカウボーイ・スタイルでまとめた保安官助手がついてきている。

　今回の仕事は護衛だ。ギャングのアジトから押収された大量の麻薬を運んでいる。痛み止めとして再利用するためだが、末端価格にすれば相当高額になる代物で、狙われる可能性は高い。なのに連中はリラックスしきって、談笑までしている。

　伝説のガンファイター《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》を雇ったことで、安心しきっているのだろう。

　この気の緩ゆるみが悲劇に繫がらなければいいが、と思案していたときだ。奇妙な音が聞こえてきたのは──……。




　……──それは、ハーモニカの音。




　水源に乏とぼしい荒野のド真ん中。人が住むには厳しすぎるこんな土地で、聞こえてくるはずのない音だ。馬車を先導している大柄な保安官マーシャルが手を上げる。一同は馬を止めた。

　暮れ切る直前の薄うす暗ぐらい空に、カラスの群れが一斉に舞い上がった。わたしたちの上空を旋せん回かいし始める。もう連中にとっては寝ね床どこを探す時間のはず。

　演奏者にレンズを向ける。大岩の上だ。人影がある。暗いし、遠くてよく判らない。

　視覚同調キャストアイのチャームをかける。これを使えばアリスの視界を共有出来る。アリスは夜よ目めも利くし視力も抜群にいいので、人影が鮮明に見え始める。

　死相が出た瘦やせぎすの顔。目の周りが真っ黒だ。背は小さいが、異常に腕と首だけ長く、異常に目が大きく、さらに異常なほどその目は丸い。生気も抜けていて、死んだ魚じみた印象を受ける。

　ゆらりゆらりと酔よっ払いのように身体を揺らしながら立っている。鉄の棒でハーモニカを口元に固定してあり、壊こわれたように首を動かしながら吹いている。不気味でヘタクソだが、妙に耳に残る音ね色いろだ。

　着ているのは、ボロい灰色の寝ね間ま着きにナイトキャップ。鉄の手て枷かせと足枷を巻き、短い鎖くさりを垂らしている。武器らしき物は見当たらない。

　保安官マーシャルが望遠鏡から目を離し、アリスに話しかけてくる。

「ただのイカレ野郎ですよ、ライトニング・ワイルド。ロレンス地方が近くなると、ああいった輩やからが増えます」

「なぜ？」

「飢える土地トラッシュだからでしょうよ」

　馬車を降りてきたバンプが、目を眇すがめながら問いかけてくる。

「何だ？　ありゃあ……」

　バッファロー・ジャーキーという身体に悪そうな食い物をくっちゃくっちゃ嚙かみながら話すので、ツバが飛んでいる。

　アリスが顔をしかめながら答える。

「変な人よ。魚みたいに目玉が大きくて、囚しゅう人じんみたいな手枷を巻いていて……」

　保安官が松たい明まつに火をつけると、バンプの青ざめた顔が照らし出される。

「冗談言うな」

「……ホントよ？」

　バンプの口から、バッファロー・ジャーキーがポロッと落ちて──。




「伏せろォオオオオオオ──ッ！」




　バンプの叫びに反応し、馬から飛び降りたのは、アリス一人だった。だから、結果は散々なものになった──。

　ハーモニカ男は、長すぎるその腕を鞭むちのようにしならせ、地面から二挺のウインチェスター73ライフルを拾い上げると、連射し始めたのだ。

　まず望遠鏡を再び覗のぞこうとした保安官マーシャルが、レンズを貫通した弾丸によって目を撃ち抜かれた。

　銃声は嵐あらしのように鳴り、御ぎょ者しゃが死に、馬車馬も撃たれた。保安官助手たちも次々と死んで、阿あ鼻び叫きょう喚かんの様相を呈し始めている。

　ウインチェスター73は撃つたびに下部のレバーを操作しないといけない銃だ。片手を空ける必要があるのに、ヤツは人間業わざじゃない速度でヘッドバンギングして、ハーモニカをレバーに引っかけて給弾コッキングする。

　ライフルで二挺撃ちしたあげく、早撃ちをして、しかも百七〇バレッセル超えの狙撃。さらに夕闇の中で、というオマケつき。普通なら当たるわけがない。なのに、当てている。常識破りにもほどがある。

　岩の後ろに転がりこんだアリスが、反撃しようとしたので止める。

「こっちは拳けん銃じゅうだ！　射程を考えろ」

「刻紋弾エンブレムド・バレットで……」

　アリスの言う刻紋弾エンブレムド・バレットとは、魔法の力がこもった弾丸で、通常弾にない様々な効果を発はっ揮き出来る。たとえば青の《卓越者カイオワ》という弾を使えば、射程距離を延長して、ライフルと互角以上に戦うことも出来る。だが──……、

「対抗出来る刻紋弾エンブレムド・バレットは、持っていない」

　これらの弾は入手困難で、旅を続けても滅めっ多たに手に入らないのだ。アリスは反撃を思いとどまって歯嚙みする。アリスと同じように岩を背にしたバンプが、息を切らせながら声をかけてくる。

「《刻闇の狂想曲ダーカー・カプリチオ》ディコックだぜ」

「ヤツか……ッ!!」

「誰よっ？　知らないわ」

「元作曲家だが、病気で引退した。で、入院した病院から脱走してよ。院長が追っ手をつけたが、ヤツは反撃してライフルを奪った。以来、そのライフルで街道強盗ハイウェイマンをして生活してンらしいな」

「何の病やまい？」

「もう知る者はいねえよ」

「どういう意味？」

「病院は、ヤツに襲しゅう撃げきされたのさ。医者たちだけじゃねえ、患者もな……皆殺しだ」

　バンプは早くなりすぎた自分の呼吸を落ち着けてから、続きを話す。

「その現場で《忍び寄る牙スニーク・トゥース》コールズって男と対決したが、ディコックの圧勝だったらしいぜ」

「コールズだと？　忍び足の達人じゃないか。あっさり負けるとは思えないが。それに引退したと聞いたぞ」

「噂話だかンな。真実かどうかは別だぜ」

　銃声が止まったので、質問をやめる。

「リロードらしいな」

「よせ、バンプ！　顔を上げるな！」

　バンプはビクッと止まったが、同じように岩から顔を出した保安官助手が、骸むくろに変わる。

「どうなってやがるッ？」

「装そう塡てん音おんではなく、銃を拾い上げる音が聞こえた。おそらく装塡済みライフルを、何挺も地面に並べている」

「クソォ！　ハメられてるじゃねえか！」

「刻まれていく闇ダーカー、なんて気取ってるわね」

「気取っているわけではない。ヤツの活動時間は夜間に限られている」

「どうして？」

　バンプが答える。

「判らねえ。ただヤツは、究極の夜目を持つ男だ。月のない夜であろうと、ハーモニカの音が届く距離なら当ててくる」

　ハーモニカが響ひびいている。ヘタクソで、不気味で──だが、耳に残る。

　バンプがツバを吐はく。

「葬送曲レクイエムのつもりかよ。イカレたクソッタレファックド・アップ・アスホールめ」

　言いたくないことを、言うハメに陥おちいった。

「今夜一晩──たっぷり聞くことになるぞ」




　　　　†




　‥……──夢か。

　拳銃が夢をみるなどバカバカしい話だが、わたしはこうやってちょくちょく夢をみる。

　夢の中と現実では、アリスたちの年齢がくいちがっている。夢の中のほうが〝未来〟の出来事なのだ。どうしてこうなるかと言うと……、

　わたしのみる夢は、過去に経験した〝未来の記き憶おく〟である。わたしは、とある事情によって、〝過去のスモーキー＆ロックス〟に送りこまれた、未来からの異邦人なのだ。

「……ミスター、起きたの？」

　アリスが身を起こす。未来で伝説の英雄──《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》と呼ばれるようになるとは、とても思えないような……へんにゃりした顔。現在いまのアリスだ。ガッカリなほうのアリスだ。

「いま、心の中でバカにしたでしょ！」

「なぜ判る……」

　アリスは窓を開けにいく。

　朝日と風が入ってきて、髪がほんの少し揺れる。独特の湿気のせいで、アリスのパサパサヘアーもしっとりになるかと思いきや、今度はごわついている。こいつの髪は愛らしい赤色なのに、どうしてこう手入れが悪いのか。

「あっ……これ」

　アリスが鼻をくんくんさせる。

「どうした？」

「なにかヘンな臭いがするの。沼のほうから」

　アリスはわたしを風上に向ける。

「……ふむ。たしかに臭うが」

「嗅いだこともないわ。何これ？」

「さあな」

「ミスターにも判らないことってあるのね」

　あくびしながら戻って、わたしをサイドテーブルに置く。

「あ、ミスター。なんか夢みてた？」

「敵に追い詰められる夢をな」

「へぇ……どう倒したの？」

「倒していない。夜が明けるまで根比べをして、引き分けに持ちこんだ。いいから準備しろ。昼にバンプと会う約束だ」

「何でみんな一緒に泊とまらないの？」

「シティ・ギャングを相手にするとき、一番悟られてはいけないのは、人間関係だ。こっちの意図が筒抜けになる」

「ふーん……そう」

　アリスはあくびして、ガンベルトとわたしを腰につける。

　誰かが廊下を通って行く音を聴音装置バレルマイクが拾う。アリスが帽ぼう子しを取ろうとしたので「しっ」と制する。そいつは足音を殺しているが、安宿なので床板がキィキィ軋きしんで察知出来たのだ。

「……荷物は全部持て。この宿は引き払うぞ」

「どうしたの？」

「いまの会話を聞かれたかもしれない」

「だから？」

「背中から撃たれたいのか？」

「えっ!?　なんでェ!?」

「バンプは敵の内情を探っている。いまの会話でわたしたちがその一味だとバレた」

「うぅ……外に出るの怖いよ」

「腹をくくれ、アホが」

　アリスは荷物を全部持つと、一階へ。酒場になっていて、朝にも拘かかわらず数人の客が酒を飲んでいる。アリスが階段を下り始めると、コソコソと会話を始める。

　聴音装置バレルマイクにオロゴを回し、最大聴ちょう音おんで声を拾う。

（……ルーカスさんに報告だ）

　──ルーカス？　そいつがギャングの名か？

　馬小屋から馬を出している間、警戒しておく。

　街を出て待ち伏せても、追っ手の姿は無い。

「どうやら行かせて貰えるようだな」

　アリスはホッと一息ついて、手た綱づなを西に向けた。




　　　　†




　街の西側にある廃集落に馬を隠し、崩れた建物の陰でアリスを待たせて一〇分ほどしたろうか。

　拍はく車しゃつきの足音が聞こえる。視覚装置ボルトレンズを向けると、無造作に歩いてくるスマートだが無ぶ骨こつな男がみえる。相変わらず、隠おん密みつという言葉に縁がない。

　バンプだ。夢の中のデブとちがい、若い頃ころのこいつはハンサムでモテまくっている。

「ようやく来たか、バンプ。成果は？」

「この街のギャング団は、ダーク・スワンプ。頭目ボスは、何とかタウンズと言ったか」

「ルーカス・タウンズか？」

「そうだ！　さすがミスターだぜ」

「よくそこまで調べたな」

「一ひと悶もん着ちゃくあったが、郊外の小川に浮かんだのは連中のほうさ」

　やはり危険だったか。経験の浅いロッキーを動かさなくて正解だった。

「取引の情報まで摑んであるぜ。今日の夕刻にウェザビー病院ってところに、ブツが納入される」

「病院──？」

「隠れ蓑、ってヤツだ。弾丸で殺したヤツもここで病死したことにしたりな。ここの院長も相当なワルで、ルーカスの目を盗んでブツを横流ししてたらしいぜ」

「めまいがするほどの、腐った世界ね……」

「この程度は可愛いモンさ。あとな、ミスター。妙な話を聞いたんだが」

「何だ？」

「ちっこい先住民エルダーズ女が病院を嗅ぎ回ってると」

　ちっこい女といえば、幼女だ。幼女の先住民エルダーズと言えば……、

「……アゴちゃん？」

「おい、バンプ。おまえ、アゴンロジと一緒に街の外で待機すると言っていたろう？」

「昨日まではな。別の部族の友達がこのへんに住んでるから会いに行く、って言ってそれきりだ」

「そいつの名は？」

「ナドゥアっていうヤツなんだがな……別口の話で、そいつの名が出てな。どうやらルーカスに惚ほれられて、なびかなかったモンでよ。攫さらわれて薬漬けにされたと」

「……それだけトラブルが臭う話を聞いて、なぜ止めなかった！」

「言ったろッ！　行って、それきりだし、話を聞いたのはあとだ。隠密の達人を追えるかよ」

「……そう、だが」

　内部のスプリングがキィと軋む。イヤな予感がしてきたぞ。あのお師匠様は暴走しないタイプだと思っていたが、今回はちがうらしい。

「とにかくウェザビー病院だ。アゴンロジもその周辺にいるはず。潜せん入にゅうする方法を考えなくては」

「そいつァ、もう考えてあるぜ」

　バンプは何かを投げ渡してくる。受けとったアリスがきょとんとしている。

「……服？」

　バンプは皮肉っぽく笑いながら応こたえる。

「そいつを着れば、ジャジャ馬娘トムボーイもおとなしくみえるだろうさ」




　　　　†




　馬に跨またがり、六時間。ウェザビー病院はスポーンタウンの北西にある。大病院をわざわざ人里離れたところに建てる意味が判らない。

　山に挟まれた三階建ての建物で、窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はまっている。ドアにも見張りが立っている。

　高い鉄てっ柵さくに囲まれた敷しき地ちには黒々とした立ち枯れの樹が多く生えており、大量のカラスたちの住すみ処かになっている。

「えっと……ここホントに病院だよね？」

「の、はずだがな……」

　病院の窓から絶叫や呻うめき声が聞こえてくる。スポーンタウンで耳にした廃人の声にそっくりだ。

「もしかして街にいた危ない人たちって……」

「ここに収容されるらしいな」

「ぇぇえ……」

「おい、シスター。ビビってんじゃねえ。布教なんだぞ？」

　バンプが言う通り、いまアリスはシスターだ。

　正確にはシスターの服を着ているだけだが。

　わたしは十字架の装飾がついた小箱チェストにしまわれて、アリスに運ばれている。チェストには覗き穴がついていて、わたしのレンズが出るように固定されている。穴がアリスの方向を向く。

「おい、穴を前に向けろ」

「ミスターが後ろみててくれなきゃ不安だよぉ。背中から撃たれるんでしょ？」

「おまえが邪じゃ魔まで後ろはみえないぞ」

「あ。そっか……」

　アホか。いやアホだな。疑ってすまない。

　入り口に近づく。敷地に馬車が停とまっている。馬が八頭がかりで曳ひく大型の馬車だ。そこに何人かライフルを持つ男たちがいる。

　その中の一人に目を留める。右頰にある獣けものの歯形のような古傷と、綺き麗れいに剃そった鋭えい利りな顎が特徴だ。

　バンプが小声で言う。

「ルーカスだぜ」

「ダーク・スワンプの頭目ボスか」

　ルーカスたちはこっちに気づかず、病院の別べつ棟むねへと歩いていく。ギャングたちが病棟の陰に入ったのを確認して、病院の入り口に向かう。

　入り口の見張りがライフルを構える。

「おい、何だ？」

　バンプはいつもの濁だみ声ごえを封印して、爽さわやかそうな声を作る。

「これはこれは、お仕事ご苦労様です。サンダーロック教会から布教活動に参りました」

「牧師にゃ用はねえ！　帰れッ！」

「それは困ります。こちらにもノルマがございますので、〝一応、住人全員を布教した〟という事実が必要なのです」

「知ったこっちゃねえ。ぶっ放ぱなすぞッ！」

「それではこんなご提案は如何いかがでしょうか。聖水を持って参りましたので」

「聖水なんぞ、要るか！」

「これでも……ですか？」

　バンプは牧師服カソックの裏から、聖水を出して見張りにみせる。

　おおっと……こいつはナイスな聖水だ。瓶びんの中には、金色に輝かがやくサラサラの砂が入っている。

「この聖水は清めに使えませんが、かなり大勢の御ご仁じんが欲しがると思います」

　見張りは聖水に見入っている。

「……へへ、こりゃあ。大おお儲もうけだ」

　見張りが手を伸ばしてきたのを、今度はバンプのほうがサッとよけたぞ。

「──なッ、何だってんだ!?」

「布教を三〇分ほどさせていただきますが、宜よろしいですよね？」

「三〇分ッ？　ダメだ！」

「なら、聖水は差し上げられませんね」

　見張りは歯嚙みしている。少し考えてから聖水をみて、ツバを飲む。

「……ああ。判った。入れ。だが、約束しろ。行っていいのは病室だけだ。あと次の馬車がついたら隠れろ。最後に、窓まど際ぎわには立つな。いいな？」

「感謝致します。神のお導きがあらんことを」

　聖水瓶を渡して、中に入る。エントランスから廊下へ行き、見張りがみえなくなってから話す。

「いいの？　砂金なんかあげて」

「ありゃ、砂金じゃねえよ。金雲母フロゴパイトってヤツで、よく金に間違えられるが、どんだけ集めても１エルクの価値もねえ鉱物だ」

　アリスはうんざりした顔で言う。

「…………バンプって、ホント性格悪いよね」

「敵にすれば悪党だが、味方なら心強い。よくやった、パンプ」

「へへ……ミスターは判ってンな」

　病室に差しかかった。

「で、これからどうする？」

「取引の証拠とアゴンロジを捜せ」

「任せとけ」

　バンプは病室に入らず、廊下を曲がって奥に行く。おそらくエントランス以外から二階に行くルートを探すのだろう。

「病室に入れ」

　アリスが顔をしかめる。

「えっと……あそこ入るの……？」

「アゴンロジが潜入しているかもしれん」

「ううぅ……アゴちゃんのため……」

　ツバを飲んで、アリスは病室に入る。病人たちはアリスに気づくと叫び始める。

「アレをくれッ！　死んじまうよ！　苦しいんだよ……頼むよ！」

「アギャギャギャ！」

「おクスリのジカン！　おクスリのジカン！　おクスリのジカン！」

　明らかに──ヤバい。ベッドに鎖で拘束されているが、放たれれば襲おそってきそうだ。

　傷を負った者や、見た目から病人と判るような者はいない。どういう病院なんだ、ここは……。

　アリスは逃げるように窓に寄った。そこで、何かに気づいたらしい。

「ねえ、ミスター。馬車よ」

（何ッ!?）

　アリスが穴を窓に向ける。外はもう夕暮れだ。闇が迫り始めている。遠くの小道に馬車がみえる。オープンタイプの馬車なので、乗っている人物がみえる。

（わたしを握れ）

　アリスは背中で隠しながら、箱からわたしを出す。視覚同調キャストアイでアリスの視界を共有する。遠くまで一気に見抜けるクリアな視界となり、薄暗い夕暮れの中で、馬車にいる人物の顔すら見抜けた。

　一人は大統領にみせられた写真の男。ギャング団《ストーンブラッド》のブル・ベントだ。どうやら取引の情報は本物らしいな。

（もういい。わたしを箱に戻して、窓を離れろ）

　アリスはわたしをしまって、歩き始める。

「どうするの？」

「ロッキーの調べてきた鉱山の話も気にはなるが、ひとまず目星はついた。ルーカスがこの病院を隠れ蓑に、ストーンブラッドと薬物取引をしているのは確実だ。残りはブツの確認と、アゴンロジを見つけ出すことだな」

「あたしがやるよ！　任せて！」

「任せられるかッ！」

「何でよっ!?」

「何で、って……いいかげん、自分のアホさを悟ってくれ……」

「ムッキィィイイ──ッ！　もう絶対に捜し出しちゃうんだから！」

「やめろと言っているだろう、このアホがッ！」

　アリスはわたしの説得も聞かず、キョロキョロと院内を見回し、奥へ。病室が終わって廊下に出る。そこにあるドアを片っ端から開け始めた。

（戻れッ！）

「やあねえ、ミスター。こっちかもしれないじゃない？　これで、もし当たったら……」

　そう言いながら開けたドア。外に出るための通用口のドアだった。裏庭があり、そこに──、




　四挺の拳銃と、九挺のライフルが、待ち受けていた……。




　ルーカスと、その手下たちだ。ルーカスは新品の輝きを放つ大型拳銃《ＳＡＡシングル・アクション・アーミー》を握り、恰かっ幅ぷくのいい中年男の口の中に銃口を突きつけている。男は、医者の服を着ている。金のネックレスをしているし、靴くつも高級そうだ。カネ回りの良さまで考えると院長か。

　院長の横には、別の人物がいる。

　凶暴で知られるチェリーク族の戦士だ。

　ただし、可愛い。

　ぷるるんした頰に、もっとぷるるんした肢し体たい。背丈はアリスの半分。完全に幼女だ。

　長いみつあみと、フェイスペイントが目立つ。

　アリスの師匠、アゴンロジだ。ロープでぐるぐる巻きにされて身動き出来ないようにされている。彼女の得え物ものであるトマホークと弓矢は、その横に転がされている。

　──しくじったのか。お師匠様。これは厄やっ介かいな状況だぞ。

　ルーカスは拳銃を突きつけた姿勢のまま目だけ動かし、アリスを見据える。

「……ンで、シスター様がいやがるのですか？」

　────最悪だオー・マイ・ガー。

　このアホはどうしてこう、悪夢を大量生産出来るんだ。

　マズイぞ。この状況ではアリスに指示など出せない。アリスが自分で乗り切るしかないが、知っての通りこいつはアホだ。ムリに決まっている。

　アリスの目がパニクって泳ぎ始めている。

「えとっ……その、サンダーなんとか教会から来ました？」

　何で、疑問調だッ!?　サンダーなんとか、って何だッ!?　確実にバレるだろうが！

　終わりだ──ッ、完全にアウトだッ！

　ルーカスが目を細め、顎をしゃくる。手下がライフルを構えながら、アリスへ近づいてくる。物腰に隙すきのないヤツばかり。精鋭だ。

　ルーカスのほうは仕事の続きを始める。院長を容よう赦しゃない目で睨にらんで、質問を始めたのだ。

「なぜ、この先住民エルダーズに俺を探らせやがった。テメェがボスの座を狙ってることは知ってたがな。何の弱みを握ろうとしてたか言ってみやがれ」

　院長は口に銃口が入ったまま、必死に喋る。

「誤解ごきゃい、れふ！」

　アゴンロジが他ひ人と事ごとのように言う。

「ごきゃい、らぞ」

　口に銃口が入ったヤツと同じぐらい舌が回っていない。いやいや、ツッコんでいる場合じゃない。

　アリスに接近してくる男は五人。しかもライフルを構えた状態だ。

　……やるしかない。この距離ならライフルの優位はない。だが五対一か……もっと早撃ちの練習をさせるべきだった。

　わたしの考えを感じとったのか、箱の中に手を入れ、銃じゅう把はに手を添える。汗ばんでいる。

　頼むぞ……一瞬の勝負だ。こんなところで死ぬんじゃないぞ、アリス──ッ！




「…………寄付は、金貨で宜しいでしょうか？」




　手下の一人が、笑顔でそう訊いてきた。アリスが「……へ？」と凍こおりつく──。

　そいつは寄ってきて、金貨をアリスに渡す。

「ボスは敬けい虔けんな信者クリスチャンなのですが、いまは取りこんでおります。シスター様の前では仕事が捗はかどりませんので、申しわけないのですが、お引き取り願えますか？」

「……は、はあ……喜んで？」

　アリスは汗だくになりながらアゴンロジをみる。

　まだ、お師匠様を救っていない。この調子では殺されてしまうだろう。

　だが、アリスの機転ではこの状況を切り抜けられまい……。

「──やあ、ここにおりましたか」

　アリスの後ろのドアから響いてきた爽やかな声に、ギャングたちの視線が集まる。

　バンプだ。にこやかな顔でアゴンロジのほうに歩いていく。

「このエルダーズは、改宗したわたしの助手でして。来る途中で道に迷ったので、病院の場所を探して貰っていたのですよ」

　ルーカスは拳銃を突きつけた姿勢のまま、目だけ動かしてアゴンロジを見据える。その目が細まっていく。

「……牧師様の助手……で、いやがりますか？」

「はい。優秀すぎるので、道だけでなく色々と調べてしまったかもしれませんね」

「…………」

　ルーカスは視線をバンプ、アリスへと向け──やがて院長に戻す。

「……牧師様」

「はい」

　ルーカスは至極真面目な口調で訊いてくる。

「このクソブタの口の中を小汚い血で満たしたら、わたしは地獄行きしやがりますか？」

　バンプは笑顔で答える。

「地獄行きしやがりますね」

　なぜ、ルーカスの出来損ない敬語を真似る……。

　ルーカスはクソブタの額にツバを吐きかけて、「二人とも解放だ」と命じる。そしてＳＡＡの撃鉄をゆっくり戻しながら、バンプに訊く。

「これでわたしは天国行きしやがりますか？」

　バンプは笑顔で答える。

「天国行きしやがりますね」

　解放されたアゴンロジとその荷物を小こ脇わきに抱えると、バンプは建物に戻る。すれちがうとき、アリスの歩みも促してくれた。

　ドアを閉めた途端、アリスと一緒に猛スピードで逃げだす。病室まで来てから、壁に手をついてハァハァ息を整える。

「このアホが……ッ！　ヤツがクリスチャンでなければ死んでいたぞッ」

「ごめんなさい！　ホンっっト、ごめんなさい」

「本気で助かったぞ、バンプ……」

「俺も、今回ばかりは死を覚悟したぜ」

「アゴンロジ！　おまえ何をやっているんだ！アリスの師匠だろうがッ」

　床に下ろされたアゴンロジが、しゅん……と、うつむく。

「………………すまにゅ……」

「アゴちゃん……？」

「我が友、ナドゥアの部族はチェリーク族とは敵同士であっちゃ。なにょに、伝説の戦士《キッキング・クーガー》へと無謀にも挑いりょみ、死にかけらわりぇの命を、こっしょり救ってくれらのら。そのことがバレちぇ部族を追放しゃれ、この地に」

　普ふ段だんあまり表情を動かさないアゴンロジが、哀かなしみを露あらわにしている。

「……追い討うちをかけるようで悪わりィが」

　バンプが紙を差し出す。アゴンロジは当惑した顔で彼を見上げる。

「アゴンロジに大陸共通語コモン・ランゲージは読めまい」

　アリスに受けとらせて、わたしが読み上げる。

　途中で読むのがつらくなった。ナドゥアの死亡記録だ。死因は薬物中毒とある。バンプの聞いた噂と一致する。

「……三日前に死んだらしいな」

「……………………しょう……きゃ…………」

　アゴンロジはうつむいたまま、肩を震わせる。

　年相応ではないその健けな気げな表情が、切ない。

「悔くやしいよね……恩人がギャングのせいで……」

　当事者じゃないアリスのほうがボロ泣きする始末だ。ったく、こいつは涙もろすぎる……。




「──ギャハハハ、ヤツが来たぞ！　この病院は終わりだッ！」




　わたしたちの哀しみを破るように、絶叫が上がる。若い患者だ。身体をゆらゆら揺らしながらヨダレを垂らしている。

　こいつはナイトキャップを被っている。

　着ているのは灰色の寝間着だ。手枷や足枷をされて、鎖でベッドに固定されている。

「ヤツが来る！」

「助けてくれ、逃がしてくれッ！」

　同調するように、患者たちが叫んでいる。

「急に……騒がしくなったわね」

　わたしの内部にあるスプリングがキィと軋む。

「アリス、わたしを箱から出せ！」

「え？　バレるよ？」

「いいから、出せッ！」

　箱から出して貰ってから、レンズを巡らせる。

　迂う闊かつだった。見逃していた。

　見覚えのある服に、あの枷──。

　壊れたような身体の揺れ方──。

　どこかでみた覚えがある。ありすぎる。

　────ぞわり、と銃身に悪お寒かんが走る。

　最初に思い出したのは、闇の中に沈みこんだあの魚のような目。そしてヘタクソだが耳に残るハーモニカの音。

　病室をみる。ベッドにいる患者たちが身体を揺らしている。記憶の中のそれと似通っている。

　空いているベッドを探す。あった──、

　そのベッドの周りだけ、黒いカーテンが取りつけられている。わたしのレンズの向きを辿たどったのだろう。アリスが通りがかりの医者に訊ねる。

「あのカーテンがついたベッドは？」

　医者は顔をしかめる。

「日光に当たっただけで皮ひ膚ふが焼けただれる患者がいましてね」

「きゅっ、吸血鬼……？」

「まさか。単に原因不明の病気です。ハーモニカを一日中吹いていて鬱うっ陶とうしかったのですが、いきなり脱走して……」

　スプリングの軋みが激しくなる。

　黒いカーテンのあるベッドサイドに、大量の紙が撒まかれている。書かれているのは五ご線せん譜ふだ。

　夢の中の、デブ・バンプの言葉を思い出す。

『元作曲家だが、病気で引退した』

『入院した病院から脱走してよ』

『追っ手をつけたが、ヤツは反撃してライフルを奪った』

『病院は、ヤツに襲撃されたのさ。医者たちだけじゃねえ、患者もな……皆殺しだ』

　見張りや、ルーカスの手下が構えていたのは、ウインチェスター73ライフルだ。

　日光で皮膚が焼けただれるヤツなら、日中の戦いは当然避けるだろう。

　考えたくはない。だが、結論は出ている。

　そして、ミスター・マグナムよ。

　思い出してみろ。




　ここは────、どこだ？




　鳴りだした音がある──。

　壊れたオルゴールにも似た、旋せん律りつの狂いすぎたハーモニカの音、だ。一斉に、羽音が上がる。大量の黒い影が、窓を過よぎる。カラスが飛び立ったのだ。わたしは叫ぶ。




「伏せろォオオオオオオ──ッ！」




　ライフルの銃声がハーモニカに伴奏をつける。

　バンプだけが反応してアリスを巻きこんで床に飛び伏せる。

　立っていた医者の脳天で血煙が上がる。

　ガラスが次々に割れる。

　患者が次々と撃たれる。

　外にいる連中も撃たれる。

「なんなのっ!?」

「《刻闇の狂想曲ダーカー・カプリチオ》ディコックだ！」

「うわあっ！　銃が喋った!?」

　一緒に隠れていた医者が、わたしの声にビビって逃げだし──次の瞬間、銃声と共に医者の側頭部に穴が空く。

「東から狙そ撃げきされている！　陰から出るなよ！」

「狙撃って、何人いンんだ！」

「一人だ」

「ンなわけねえだろ、連射してンじゃねえか！」

「ディコックは連射可能な狙撃手だ。おまけにライフルを大量に持っていてリロード時間が無い」

「冗談だろ……？」

「未来にいたとき、この目でみた。明らかにバケモノだが、実在する伝説レジェンズだ」

　わたしたちはヤツの歴史、病院皆殺しの現場に巻きこまれてしまったのだ。

「陰から出ないように、さっきおまえが開けた通用口に向かえ。あそこなら狙撃の死角だ」

　アリスは中腰で壁伝いに移動を始める。バンプも続く。

　窓に大量のカラスがみえる。建物ギリギリを飛び回っているのだ。

　銃声。カーテンの裏に隠れていた医者の一人が撃たれる。続けて銃声。壁かべ貫ぬきしてきた弾丸が、バンプの肘ひじをかすった。

「バンプぅ!?」

「心配すんな。にしたって、俺たちの位置が見抜かれてねえか？」

　確かにバンプの言う通りだ。銃声から察するにディコックの狙撃ポイントは遠い。忍び足の音を聴き取れるわけがないし、陰に隠れて移動しているわたしたちを見抜けるはずもない。

　──どういうことだ？

　馬車のほうでルーカスの声がする。

「野郎ども、突撃しろッ！　俺はヴォルドマウンテンに戻って手下をかき集めてくる！」

　ヴォルドマウンテン──？　スポーンタウンの北にある死火山で、八年前まで鉱山があった。連中の本拠地は、そこか！

　大勢で駆け出す足音。と、同時に大型馬車が走りだす。どうやら部下を囮おとりにして逃げる算段のようだな。銃声が次々に鳴って、足音は途絶えていく。良い囮だ。こっちも乗らせて貰うか。わたしたちは裏口から出る。柵を乗り越え、小川を通って病院を離れる。

　遠ざかっていく、不気味なハーモニカの音色が、ふと──『逃がさないノット・エスケープ』──と言っているように聞こえて、スプリングが重く軋んだ。




　　　　†




　悪夢の病院をあとにして、いったんスポーンタウンに戻る。大通りに入ったが普段通りだ。ルーカスはヴォルドマウンテンに向かったし、その他の生き残りはわたしたちだけ、ということだろう。

　馬を街一番の宿に寄せる。店先のランタンの明かりで、バルコニーの椅い子すに座っているロッキーがみえる。

「もうっ、遅いですわよ！　何度も何度も！」

「ごめんね、ロッキー……」

「その格好、何ですの？　シスター……？」

「細かい話はあとだ。出発だ。街を引き払うぞ」

「仕事は達成いたしましたの？」

「まだだ……が、これ以上は危険すぎる」

「えっ、ちょっと待ってよ、ミスターってば。仕事を投げ出すのッ？」

「落ち着けってンだ、アリス。ミスターが正しいぜ。いまヴォルドマウンテンに向かえば、命は無いかもしれねえ」

「どういうこと……？」

　わたしが説明する。

「おまえも病院の有様はみたろう。同じ症状の患者だけを集めている。中毒患者だ。おそらくは薬物の……な。そして依頼を思い出せ。取引されているのは、何だ？」

「…………麻薬……？」

「そうだ。未来でもディコックは麻薬を運ぶ馬車を襲った。復ふく讐しゅうするために病院に来たのではない。あの馬車に積まれたブツが欲しかったのだ」

「たったそれだけの理由で、皆殺しなの……？」

「おそらくな」

　アリスが言葉を失って、静まり返る。

「刻紋弾エンブレムド・バレットは欲しいが、ヴォルドマウンテンに向かえばディコックとも対決することになる」

　次の瞬間、アリスがわたしを抜いて──、

「──ちがうよっ！　刻紋弾エンブレムド・バレットのためなんかじゃない！」

　怒ど鳴なり声だ。辺りにいた市民たちが足を止める。

「お、おい、アリス……」

　少し冷静になってくれたらしい。アリスは静かな口調で続きを話す。

「あのルーカスって人、アゴちゃんの大事な人を殺したんだよね？」

「そうだが、アゴンロジの私し怨えんのために仲間を命の危険に曝さらすわけには……」

「ショートリーフにも麻薬で人生をダメにした人いたよ。あれって、とっても悪いお薬だよね？」

「…………」

　反論が出なかった。

　すこしアタマが冷えたからだ。わたしもまた冷静ではなかった。ディコックという悪夢に直面し、逃げることしか念頭になかったのだ。

　アリスは悪いお薬と言ったが、大事なのはそこだ。この戦いは単なる仕事という以上に、重要な意味がある。麻薬が野放しになれば、多くの者の人生がボロボロになる。これは合衆国フロンティア・コモンズの未来を守るための戦いなのだ。

「おまえは、言いだしたら聞かないからな……」

「ミスター……？」

「仕方ない。ヴォルドマウンテンに向かう」

　アリスは輝くような笑顔をしたかと思うと、わたしを抱きしめる。

「ありがと、ミスタぁあああ！」

　アゴンロジも気持ちがいっぱいこもった瞳で、わたしを見上げる。

「礼を言う。《予言すりゅ者》……」

「そいつはアリスに言え」

　まったくこいつといると、つられて〝正義〟なんてものを追いかけたくなる。

　１エルクにもならない仕事を増やすなんて、どうかしているぞ、アホ主人マスターめ。

　だが……、

　どうかしているのは、わたしも同じかもしれない。アリスが反対してくれたことが、嬉しかったのだから──。
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　馬で北東に向かうこと二時間。この先は、歩いていくしかなさそうだ。

　景色が異様なまでに変化する。見渡す限り黒い沼とねじくれた樹木。足元には紫色の草スネイク・グラスが茂っている。

「不気味なところね」

「確かにな。亡ぼう霊れいが出たっておかしくねえ」

「……やめてよぅ」

　アリスが怖こわ々ごわとバンプから離れようとしたとき、ギャッ、ギャアとカラスの声が一斉に上がり──、

「きゃああ、アゴちゃあああんっ！」

「アゴンロジと呼ばにゅか」

　半泣きのアリスに抱きつかれて頰ずりされて、ほっぺたゆんたゆんされながらも、アゴンロジは無表情だ。

「安心ちりょ、亡霊はおらにゅ」

「ホント？」

　アゴンロジは枝に集つどうカラスを見上げる。

「ただ……こやちゅらは、怯おびえちぇおりゅな」

「肉食獣か？」

「いいや、〝苛いら立だたしい咆ほう哮こう〟が来ちゃと」

「何だそいつは？」

「判らにゅ。用心ちぇよ」

　そう言ってアリスを突き放し、先頭を歩き始める。アリスも怖々とついていく。

　スポーンタウンの北は、沼しょう沢たく地帯だ。沼の水面は黒い。夜だから、ではなく水そのものが黒い。

　沼を横切り、濁にごった湿地を踏ふみながら、ヴォルドマウンテンに向かう。しだいに地面がぬかるむ。密に根を張った水草なのか陸生なのかも判らない植物だらけで、足場はスポンジのように沈みこむ。

「ドレスに泥水が……あああっ」

「……なんだぁ、こりゃあ」

「おまけに臭くさい……」

「沼気だ。よどんだ沼が年月をかけて有害菌を蓄積し、水蒸気と一緒に飛ばす。新大陸にきた最初の開拓者たちは、大勢これにやられて死んだ」

「死ぬの!?　引き返さなきゃ！」

「慌てるな。致死性のものではないから、埋め立てられずに残っている。確かに毒ではあるし、不快ではある。だが、逆に言えばだな……」

　進路にヴォルドマウンテンがみえてくる。周辺には廃はい屋おくばかり。沼気が少しずつ人を減らし、集落を廃はい墟きょに変えたのだろう。

「誰も寄らない場所だから、何かが隠されるのには都合がいい」

　沼沢地が途切れる場所で、妙な音を耳にした。

「待て」

　沼の一角でこぽこぽと気泡が湧わいている。

「……なにあれ？」

「メタンだ。アレの近くでは銃を使うなよ。発火して焼け死ぬ」

「ひっ……」

　ガスを迂回させる。

　近くにイヌの耳に似た形の岩山がある。見晴らしは良さそうだが、険しいので登るのは難しそうだ。一一時の方角にはヴォルドマウンテンの頂上がみえる。

　しばらく歩くと岩場に出た。ヴォルドマウンテンの麓ふもとだ。

「何で険しいほうから登るの？」

「見張りがいるだろうからな。ここから頂上まで登って鉱山を確認して、すぐに撤てっ退たいする」

「戦わないの？」

「大統領に電報を打って、騎き兵へい隊たいを派遣して貰う。ムダに命を賭ける必要はない」

　傾斜のキツイ山道を進む。アリスとアゴンロジは軽快なテンポで、バンプも体力的には問題ない。問題は……こいつだな。

　崖がけをよじ登るところで、やっぱりロッキーが音をあげる。岩を抱いてへばっている。

「もっ……むり……です…………わ」

「気力をふり絞れハング・イン・ゼアー」

「だって、こっそりみるだけ……ですわよね？わたくしがいなくても……」

「参ったな。おまえが必要なんだが」

　呟つぶやいた瞬間に、へばっていたロッキーが顔を上げる。頰がみる間に紅潮し──……、

「やりますわッッッ!!」

「体力切れではないのか……？」

「治りましたわ！」

　猛然と身を起こし、傾斜を登り始める。しかもさっきの倍ぐらいのペースで。何なんだ……。

　ヴォルドマウンテンはさほど高い山ではない。崖を過ぎると山道になる。そこを上ると頂上だ。腰ぐらいの高さの岩がごろごろしていて、大勢が隠れられるような岩場も二つある。ブッシュはあるが、木がない。生えてはいるが切り株になっている。なぜ、伐ばっ採さいを？

「アリス、アゴンロジ──隠れながら向こうの斜面に。バンプとロッキーはゆっくりついて来い」

　一同は慎しん重ちょうに進んで、向こうの崖際に行く。岩場になっていて、短く迫せり出しているのでよじ登っていく。

「見張りは？」

「いないわ」

　視覚同調キャストアイして、眼下を見下ろす。

「なにゅら……ありゅは……」

　アゴンロジが呆然と呟いたが、わたしも同感だ。

　これは予想を遙はるかに超えた光景だぞ。

　無数の松明に照らされ、作業に従事する男たち。並べられた巨大な鉄てつ鍋なべを焚たき火が炙あぶりまくり、ドロドロした紫色の液体を煮立てている。

「宿屋で嗅いだ臭い……」

　あの液体から漂ってくる臭気は、確かに宿屋や病院で嗅いだものと同一だ。

　鉄鍋は木材を組んで作られた牽けん引いん機きで持ち上げられ、トロッコに中身をそそぎ込む。そして運ばれた先では乾燥済みの粉を、細かくちぎった葉に混ぜている。

　タバコか？　紫色のタバコ──といえば。

　バンプが気づいたらしい。舌打ちする。

「ミスター、こりゃあ……」

「ああ、ベノム・スモークだ」

「なあにそれ？」

「恐怖心と痛みを忘れさせる麻薬……たしか、どこかの先住民エルダーズから製法が伝わったと」

「ワクヒリ族にょ《戦士のパイプ》──ありぇは使ってはなりゃぬモノにゅ」

「ならず者がここ一番ってときに使う代物だがな。やったヤツのほとんどが常習者になっちまう。確かに使ったあとは強えよ。だが、二、三週間でもう廃人ってザマさ」

　平へい衡こう感覚の喪そう失しつによる、身体の揺れもベノムの中毒症状の一つだ。間違いないだろう。

「ナドゥアは、パイプを吸しゅっれいら……」

「タバコの葉に少量混ぜて渡せば、気づかずに吸っちまう。中毒になりゃ、あとは連中の言いなり──ってのが、ギャングの手口だ」

　バンプの言葉を聞いたアゴンロジは、無言でうつむく。静かに哀しみに耐えている。

　アリスの瞳が怒りを宿す。

「……あのルーカスって人、絶対に許せないわ」

　馬車が、畑から紫色の草を運んでくる。

「ベノムの原料はスネイク・グラスだったのか」

「どうしてこのような場所に隠しますの？」

「未来の世界ではベノムは取り締まりの対象だ。連中は法律が変わるのを見越して、工場を丸ごと隠したのだろう。未来の合衆国フロンティア・コモンズで、ベノムの流通が減らなかったわけだ」

「任務完了……ですわね。後味悪いですけれど」

「帰るぞ」

「やっと終わりかよ」

　バンプが崖を下りようと後ろを向く。崖際に迫り出した岩場で、一段高くなっている地形だ。

　ぞわ、と銃身に悪寒が走る。

　この崖際の高台からは、麓が一望できる。それはつまり、向こうからもみえるということ……。

　ディコックが麓にいたら、この瞬間は無防備なのだ。だが、落ち着け。無防備なのはこの斜面を滑すべり下りる、ほんの数秒だけだ。

　だが、その数秒が命取りになった──。

　吹いてきた風に乗るように、恐怖の音色が忍び寄って来た──……、




　──ハーモニカの音────だ。




　上空をカラスの群れが過ぎり、ギャアギャア喚いて──、

「全員、急いで滑り下りろッ！」

　叫んだが、遅かった。

「がグッはっ！」

　銃声一いっ閃せん、バンプの肩が血に染まったかと思うと、途中から転がり落ちる。

「きゃあああバンプッ!?」

「狙撃だ！　バンプを引っぱって滑り下りて、岩陰に隠れろッ！」

　全員でバンプを運んで岩に隠れる。

「いまのはなんら《予言すりゅ者》……」

「しっ──」

　聴音増幅をかける。オロゴというエネルギーを多く消費するが、遠くの物音まで察知出来る。わたしの能力の一つだ。

　増幅した途端、狂ったハーモニカの音色やカラスの声まで大きくなり、聴き取りにくくなる。何とか集中して聞き分ける。ベノム工場の見張りが騒がしくなってきている。どうやらディコックの銃声によって警戒し、わたしたちの存在に気づいたのだろう。

　ルーカスの声を聴き取った。雑音が多くてすべては聞こえないが、どうやら崖道を回りこんで登らせるつもりらしい。

「工場側からは二〇人ほどが登ってくる。逆側には狙撃手スナイパーだ……《刻闇の狂想曲ダーカー・カプリチオ》ディコック──二挺ライフル連発狙撃の使い手で、ヤツにリロード時間は無い。いつでも、相手が何人でも皆殺しに出来る」

「ありえませんわ……」

「そういうファンタジー紛まがいな連中が、スモーキー＆ロックスの伝説レジェンズになる」

　空を見上げる。月に薄い雲が掛かっている。

「いまなら暗いので逃げられますわ」

「闇は味方にならない」

「…………はい？」

「ディコックは夜には〝外さない〟という伝説がある。ヤツの夜目は尋常じゃない」

「冗談でございましょう……？」

「現実をみろ。光源を持っていないバンプがこうして撃たれている。まだ生きているのは、発射のあとに風が吹いたせいだ。でなきゃいまごろ、ヤツの脳天は赤いカーニバルだ」

「くいこんだ弾は取り除いちゃが、血がとまらにゅ……呪術師ウィチャシャ・ワカンの治ち療りょう必要ひちゅようぞ……」

　動脈に入ったかもしれない。だとすると、応急手当では止血出来ない。

「このままじゃ、バンプが死んじゃうよ」

　状況は最悪だ。狙撃されるから岩場を出られない。治療も必要なのに医者は居ない。

　悪夢だ──。

　ずず、と鼻をすする音がする。アリスが悠ゆう長ちょうに泣いていやがる。

「どずるの……ミスター……このままじゃ」

「鼻水を拭ふけ、アホアリス」

　不思議なものだ。この間抜け面づらを見ていたら、わたし自身の絶望がバカらしく感じてきたのだからな……。

　司令塔であるわたしがしっかりしていなくて、どうするというのだ？

　これしきの窮きゅう地ちで音をあげられるものか。絶望など、コヨーテに食わせてしまえ。そんなチープな感情は、わたしには似合わない。

　心を静めて考え抜き──《光明》を探す。

　ほんの小さな光だが、みつかった。

「…………策はある」

　アリスの目が見開かれる。ロッキーとアゴンロジがふり向く。

「まずはロッキー、アゴンロジに鏡を渡せ。アリスは、わたしをアゴンロジに渡せ」

　アリスがきょとんとする。

「ミスターを？」

「そうだ。急げ！」

　アゴンロジは、わたしと鏡を受け取る。

「鏡を持って、双ふた子ごの大岩に向かえ。身を低くしろ。絶対に気け取どられるな」

　アゴンロジは頷うなずき、匍ほ匐ふく前進する。向かう大岩の付近は、大小様々な岩がひしめいている。遮しゃ蔽へい物ぶつだらけなのでディコックの狙撃も躱かわせるだろう。

　一羽のカラスがアゴンロジの上空を通過していく。そのすぐあと、ディコックが一発撃ってくる。岩に当たって、火花が散る。

　──やはり、隠れても位置が見抜かれているのか。どういうことだ？

　双子岩の後ろに隠れる。視覚同調キャストアイを開始する。わたしの視界が、アゴンロジの見ているそれへと変わる。アリスほどではないが、アゴンロジも夜目が利く。視力もある。

「動かしたのが判らないぐらい、ゆっくり……鏡を出せ」

　岩の陰から手鏡を出していく。もう意図は察したのだろう。アゴンロジは鏡でハーモニカの音を辿り始める。

　音がしてくるのは、イヌの耳めいた形の岩山だ。その頂きに────いた。

　魔物じみた魚眼をこちらに据えた、寝間着にナイトキャップの狙撃手。

　ディコックだ。月が雲を抜け、淡い銀色の光がヤツを照らし出す。

　二挺ライフルを手に、ハーモニカを吹きつつ身体をゆらゆらと揺らしている。地面には八挺のウインチェスター73ライフルが並べられている。あのライフルの装弾数は一四。つまりヤツは一三九発までリロードしない。神はなんてトチ狂ったバケモノを創造しやがったんだ──。

　ヤツの足元に、何かみえる──光る文字、いや、《耳》をモチーフにした紋様がある。おそらくは呪紋チャーム・エンブレムだ。

　ハーモニカの音色に合わせて、呪紋チャーム・エンブレムの光量が変化している。しかもハーモニカに視覚装置ボルトレンズに似た部品がある。明らかに呪物クラ　フトだ。

　ディコックはあのハーモニカを通じて、何らかのチャームを行っているのだろう。もし強力なチャームがハーモニカに内蔵されているというのなら、あの人間離れした技量も合が点てんがいく。

　……にしたって、なぜここを狙撃ポイントに選んだのだ？

　ベノムの馬車を追ってきたのなら、路地で待ち伏せするはず。だが、敢えてヴォルドマウンテンを望む岩山に陣じんを張った。

　銃声で見張りを釣り、斜面におびき寄せれば敵のルートは山道に固定される。

　──工場の連中も、皆殺しにする気か。

　殺し終えたのち、工場にあるすべてのベノムを奪うつもりだ。貪どん欲よくにもほどがあるぞ。

　アゴンロジの髪が揺れる。風向きが変わったのか……？　ハーモニカのメロディも変わり、

カラスが数羽アゴンロジの上空を通過し──、

　不意に、ディコックの左の銃から閃光が上がる。

「鏡を下げろッ！」

　間に合わず、鏡は撃ち抜かれて粉々になってしまった。

「アゴちゃんっ！」

「大丈夫らいじょうぶら」

　アゴンロジは指の傷を舐めてから、ペースト状の薬を塗っている。

「すまんな、ロッキー。鏡をダメにした」

「また買えばよろしいですわ」

　妙な点があった。撃つときに、ディコックの目は動いていなかった。

　空を見る。大量のカラスが旋回しつつ舞っている。もう寝静まる時刻だというのに。

　わたしに〝口〟があれば不敵に笑んでいたろう。ディコックの夜目の秘密が判ったのだ。

「アゴンロジ、敵の位置は判ったな？」

「うみゅ」

　指示する前に弓を取り出している。さすがお師匠様。キャストアイを解除して周囲を見渡す。

　月光に照らされた草のそよぎ。どうやら風の通り道は二つあり、どちらも断続的に吹いたり止やんだりしている。

　鏡で探る間、ヤツは撃たなかった。鏡に気づかなかったと考えていたが、どうやらちがう。

　撃てない理由があったのだ。

　アゴンロジが矢を手にして、毒の入った細い壺つぼに鏃やじりを入れようとしたので慌てて止める。

「毒はいい。アリス、火ほ口くちを出してくれ」

「えっ？」

　アゴンロジは岩場にいる。アリスたちとは八バレッセルほど離れている。段差があり、岩場からではアリスたちの援護が出来そうにもないが、こいつはここに残してディコック戦に集中させよう。

「ランタンのオイル瓶も持っていたろう？」

「うん、あるよ」

「枯れ草と乾いた枝をかき集めて、オイルをかけて焚き火を作れ。オイルは少し残して、アゴンロジに渡せ。アゴンロジは鏃やじりに布を巻き、オイルを塗る」

「火矢を用いりゅのか……なぜら？」

「風が、花火ファイヤーワークスの導火線になる」

「どういう意味りゃ？」

「合図したタイミングで小屋に向かって射てくれ。そうすれば判る」

　アリスが焚き火を作る。アゴンロジにオイル瓶を投げ渡し、鏃の布に塗り、着火して火矢にする。

「ロッキー、散弾ショットシェルから炸薬ガンパウダーを抜け」

「なぜですの？」

「消毒と、止血だ」

「はい……？」

「おまえの所持する弾には黒色火薬ブラック・パウダーが入っている。布にパウダーを散らして燃やせば、高温の炎を発する」

　ロッキーはバンプの傷口と弾をみる。

　やっと理解したのだろう。

「……ムリ…………ですわよ」

　声が震えている。だろうな。ロッキーは深窓でぬくぬくと育ったお嬢様だ。生傷を火薬で灼やけ、なんて命じられても出来ようはずがない。

「ミスター、あたしがやる。弾から火薬抜けばいいんでしょ？」

「ロッキーは前に雑貨店で、ガンパウダーの詰め直しをやっていたな」

「ええ……古そうな弾でしたし。作業そのものはバンプに教わりましたわ」

「なら、やれるだろう？　アリスだと扱いも不安だしな」

「不安って何よっ！」

「ですが……」

「そうか。残念だ」

　わたしは銃口からため息を漏もらす。

「おまえだけが、頼りだったのに…………」

　その言葉を聞いた途端、ロッキーの表情が変化した。目をキラキラ輝かせて、わたしに迫る。

「やりますわ！　ええ、やりますともっ！　わたくしにしか出来ないのであれば、するのは当然ですわッ！」

　ときどき、ロッキーの性格が判らなくなる……。

　ロッキーは弾丸を回し、火薬を取り出す。自分のドレスを裂さいて布きれを作り、ガンパウダーの包みにする。その布をバンプの傷口に乗せると、燃えた枝を拾って包みに火をつける。

　バシュウウウと閃光を発しながら布が燃え、バンプがこの世のものとは思えないような絶叫を上げて──火が収まって、また脱力する。

　さすがに激痛なんてレベルじゃないだろうな。バンプがタフだから保っているだけだ。

「ひっ。ごめんなさいィ」

　ロッキーは涙ぐんでいる。

「よくやった……」

　敵の足音が聞こえてくる。時間切れだ。

「立て続けで悪いがロッキー、ショットガンを構えろ。敵集団、ご到着だ」

「やりますわよ」

　涙を拭いてウインチェスター・ショットガンを二挺持ち、くるっと回転給弾スピン・コッキングする。

「一挺にしろ。伏せるからスピンコッキング出来ない」

「──出来ますわ」

　二挺目のショットガンを頭上に据えたかと思うと、銃をバトンのように横回転させて給弾コッキングする。

　実にあっさりとやったのだが……いまのサイドロール・スピンコッキングは〝未来のロッキー〟が得意にしていた技だ。もっと先の未来で習得するはずだったのに。

　アリス同様、ロッキーも短期間で急激な成長を遂とげている。きっとこいつらは、新しい未来で〝未来の自分レジェンズ〟すら超えていくのだろう──。

「月の方角にあるスネイク・グラスの茂みに入れ。銃身を草に沈めて待機。危なくなったらすぐに横に転がって、岩に隠れろよ。アゴンロジ、わたしをアリスに」

　アゴンロジが投げて、アリスは難なくキャッチ。

「アリスも伏せて、そこの切り株を盾たてにしろ」

「頼りなくない……？」

「ディコックに背中を狙われたいのなら、自由な場所に陣取るがいい」

　ツバを飲んで、切り株のところに行く。

「この待ち伏せポイントからだと、有利に射撃出来る状況が二回ある。まずは敵が崖から出た瞬間。敵が最初の遮蔽物カバーを得るまで、一二バレッセル走らなければならない。なるべくここで始末したいが、アリスは射程外だから撃つな。敵が岩場に入ったら、そのあと丘に行くまでに七バレッセル走らなければならない。ここが第二の射撃チャンスだ。アリスも撃ちまくれ」

「──ロッキー頼りじゃない」

　銃口がわずかに震えているな。

「そしてツケを払うのはおまえだ。不公平だからって泣きわめくか？　ベイビー・アリス」

　マイ・マスターは、くすっと笑う。

「ふん……デキる女マスター・レディに何を言っているのよ、ミスター〝お子様キッド〟」

　銃口の震えが──収まる。

「言い返せるなら上等だ、レディ。来るぞ」

　崖を駆け登る足音が近づき──、

　先頭の男が、崖から姿を現す。シルエットだけしかみえないそれに、ロッキーが狙いをつける。




「──冥めい土どにご案内致しますわッ」




　吼ほえる銃声を聞いて硬直した男は、頭にモロくらって崖へ転落していく。

「撃たれたぞッ」

「怯むな！　ベノムをキメて突撃しろ！」

　いまのはルーカスの声だ。崖の裏側にいる。

　三人一度に上がってきたが、ロッキーがスピンコッキングしながら撃ちまくり、潰つぶす。

　ベノムの影えい響きょうだろう。急所にくらったというのに、撃ち返してくる。そのまま三発ほど撃ちながら走っていたが、糸が切れたマリオネットのように唐とう突とつに倒れる。痛みを一切感じなくなるのか。恐ろしい薬だ……。

　さらに六人いっぺんに崖を滑り下りてくる。

　銃声がして、二人死んだ。撃ったのはロッキーじゃない。ディコックだ。ヤツはベノムを奪うことしか念頭に無いので、わたしたちも敵だが、ルーカスたちも敵だ。これを利用しない手はない。

　敵が一斉に突入してきた。崖の斜面を大勢が滑り下りてくる。この量は、ロッキーだけでは捌さばき切れない。

「──アリス、上に撃て！」

「上？　カラスしかいないよ？　それに不意打ちするんじゃ……？」

「カラスが連中の上に行くよう、けしかけろ！」

「……ほぇぇ？」

「いいから、やれッ」

　アリスがしぶしぶ上に向かって撃ち始める。一発がカラスの一羽にかすり、群れが猛然と騒ぎだし、敵のいる辺りに逃げている。

　突とつ如じょ、ライフルの連射音が轟とどろく。ディコックの狙撃は敵集団を瞬またたく間に地に這はわせる。一発で倒れなければ二発、三発と狙撃されてギャングたちが倒される。

　ロッキーは撃つのも忘れて、目を丸くする。

「なっ、なんですの!?」

　──思った通りだ。ディコックの《目》は、目ではない。あいつの《目》は──、

「ミスター、あれッ！」

　アリスの鋭するどい叫び。銃口を向けられた先には、崖の険しいところから頂上へと登ってきた一団がある。別働隊か、クソシットッ。こいつらの位置じゃ、ディコックからは撃たれない。

　連中が威い嚇かくに加わり、威嚇の弾幕が厚くなる。ロッキーが孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしているが、スピンコッキングしている間に銃床ストックへと着弾して、はじき飛ばされ、一挺が転がっていってしまった。残ったショットガンに残弾は無い。

　その隙にギャングが四人、岩場に駆けこむ。

「まぐれ当たりとはド畜ちく生しょうですわね」

　上品なんだか下品なんだか判らない言葉を吐はき棄すて、ロッキーは横に転がって岩に隠れ、リロードを始める。

「アリス、出番だぞ」

「判ってるわよ、ミスター……」

　手を切り株の上に乗せ、狙いすます。

　その瞳に、猛もう禽きんの輝きが宿る。

　譲ゆずれない戦いを迎えたとき、アリスはこの目をする。この目をしたときのアリスは、とてもアホとは呼べないだろう。

「──荒々しき稲妻ライトニング・ワイルドの本気をみせてやるわ」

　こいつはやがて、スモーキー＆ロックスの大いなる伝説グレート・レジェンドになる女──。まだ磨みがかれきっていないが、あまりに美しい宝石の、原石なのだ。

　岩から躍おどり出てきた敵を、アリスは次々と撃ち倒していく。待ち伏せ出来なかったので反撃もくらいながら、だ。腕に一発かすり、服に少量の血が滲にじむ。だが、射撃を続行する。ロッキーの援護やディコックの狙撃も加わり、丘へ続く道に屍しかばねが積み重なる。

「チッ、これじゃ進めねえぞ」

「安心しろ、こいつでトドメだ！」

　何をする気だッ!?　聴音増幅して敵の物音を収集する。銃声だけでなくハーモニカやカラスがうるさくて中々聴き取れないが、一瞬だけジジジという音を察知……これは、ダイナマイトの導火線の音だ！

「《我と繫がるすべての叡智よミタクエ・オヤシン》──」

　チャームをスタンバイする。視覚同調キャストアイよりも強力なチャームを使用出来るようにしたのだ。

　アリスの足元に光る象形文字のようなものが現れる。動物や古代人の生活の様子などが描かれたその紋もん様ようは、アリスの体内へと吸いこまれていく。

　通常ならこんな場所で呪物精製クラフトなど出来ない。しかし、不可能をやれる人間が一人だけいる。

《ライトニング・ワイルド》アリス──魔女さえうらやむほどの、常識を超える精霊体質を持つ彼女なら、オロゴの地以外での触しょく媒ばいなしクラフトを実現出来る。

「《精霊狼シュンカマニトゥ・タンカに祈る──インスタント・クラフト、赤き燃やし尽くす風アシール・ウノレ》」

　わたしのシリンダーが回り、高速回転し始める。金属表面が赤熱して、炎を発し始める。

　シリンダー内部で、通常弾に刻紋エンブレムが刻まれる。これがインスタント・クラフト──わたしは時間制限つきの刻紋弾エンブレムド・バレットを生成出来る機能を有しているのだ。

「火遊びの時間だ、アリス！」

「安心して──、」

　岩の陰から投げ放たれたダイナマイトが、宙を舞う。何本も縄なわで束ねられた強力なヤツだ。アリスは見事なスピードで狙いをつける。

「大人に怒られる遊びは──得意なのよねッ！」

　マイ・マスターが引き金に地じ獄ごくを宿す。

　銃口から飛びでたのは弾丸ではない。赤しゃく銅どう色いろした炎の竜巻が、闇を鮮せん烈れつに彩いろどる。激しい熱波を感じた次の瞬間、炎がダイナマイトに到達する。




　──大爆発──。




　閃光と爆音で感知装置がキャパオーバーを起こし、しばらく何も判らなくなる。爆風で圧おされてアリスが転がる。手から離れそうになったが、何とか凌しのいでくれた。アリスに視覚共有キャストアイしたが、こっちも目をつぶっている。

「アリス！　目を開けろ」

　自分の声が聞こえないので、言えたかも判らないし、アリスも聞こえないのか、目を開けない。うぅと唸っている声が聞こえた。聴音装置バレルマイクが再起動したかもしれないので視覚共有キャストアイを解除する。聴音は弱いながらも回復したようだ。わたしの目レンズの一つもぼんやりとみえている。……草？　スネイク・グラスだ。風にそよいでいる。オロゴを送って映像を鮮明にする。戦せん闘とうは続いている。火の海になった場所にギャングがいる。身体が燃えているのに構わず撃っているのがみえる。そいつは三発撃って、力尽きて前のめりに倒れた。

　大勢の敵が迫っている。素しろ人うとでもマグレで当たる距離だ。危険すぎる。援護を求めようとしたが、ロッキーまで気を失っている。

「アリス、目を覚まさないと命がないぞ！」

　クソ……どうすれば！

　頼みの綱つなのディコックがまったく撃たない。このままではアリスが殺される。

「起きろォオオ！」

　アリスは、身動き一つしない。

　クソッタレ、こいつはわたしの主人だ！　こんな場所で死なせるわけには──……ッ、

「起きなければ、ロリポップ二ヶ月禁止だ！」

　アリスがバチッと目を覚ました。

「何で禁止するのォ!?」

「命よりロリポップが大事か……」

　鼻先をかすめた弾丸に、ひゃっとのけぞる。横に転がりながら迫って来た敵に撃ち返し、一発で仕留める。さらに転がりながら扇撃ちファニング・ショットという掌てのひらで撃鉄を引っかけて速射する技をくり出し、迫ってきた四人を片づける。

　硝しょう煙えんの流れが変わったのに気づいて、周囲を見回す。草木が、さっきまでとちがう方向になびいている。風向きが変わったのだ！

「アゴンロジ、いまだ！　火矢を放てッ!!」

　しゅる、と弦の鳴る音がした──しめた！　アゴンロジが動いたぞッ！

　空を見る。カラスがいない。あの爆発で逃げ出したのだ。

「立ち上がれ！　残りを始末する」

「立っていいの!?　狙撃は!?」

「いま、ディコックは盲もう目もくだ！」

「へッ？」

　戸惑いながらも鳥が離陸するような勢いで跳び起きると、アリスは猛ダッシュを始めた。

「どゆことッ!?」

「ヤツの目は、肉眼ではない。音波だったのだ」

「音波？」

「あのハーモニカは呪物クラフトなのだ。出す音は、カラスなどの動物を苛立たせ、鳴き声を上げさせるための物。集音のチャームによって音響の反射具合を精密に測定し、標的の位置を割り出している。コウモリと似た原理だな」

「……えっと……？」

「もう、説明するだけムダだ！　おまえは駆け抜けて撃ちまくれ！」

「よく判らないけど、判ったわ！」

　滑かっ空くうストライド走法で敵集団に接近しながら、リロードする。いつもより指の動きが速い。いつもこのぐらい本気でやれ！

　ロッキーに殺到しようとしていたならず者たちを横撃ちで倒しまくって、ロッキーを守ってから弾幕を避けて岩場に入る。

「丘の上の岩に駆け上って、ジャンプしろ！」

　アリスはリロードしながら凄すさまじい速さで岩へと駆け寄り、壁走りをして頂きに辿り着くと、そこを蹴ってさらにジャンプ。

　全弾撃って、下にいるならず者を倒して──、

「麓の小屋をみろッ！」

　視覚共有キャストアイして、アリスの目を借りる。ディコックがいる。ハーモニカを吹きながら、身体を揺らしている。到来する火矢をその目は追っていない。

　追えないのだ。ヤツが闇を見抜くために必要なカラスは遠くで鳴いているので、反響を得ることは出来ない。

　矢が、メタンガスの風に火をつける。

　そのとき、やっとディコックは空をみて、演奏を止めた。逃げるにはもう遅い。火は空を覆おおい尽くし、炎の風となって地表へと襲いかかる。

　アリスが着地したので、ディコックの末路はみえなくなったが、崖の向こうからハーモニカのメロディが聞こえてきた。

　切なくて、鮮やかで、美しい響きだった。

　燃え尽きる前の、ほんのワンフレーズだけ、ヤツは音楽を奏かなでて────果てた。

　伝説レジェンドが一つ消えた。《刻闇の狂想曲ダーカー・カプリチオ》ディコック──彼は麻薬に侵おかされ、狂ってはいたが、最さい期ごまで音楽家であったのだ。

「花火ファイヤーワークスって、これのことね？」

「正解だ」

　危なかったが、どうにか死闘を制したようだ。

　ライトニング・ワイルドとして異名を馳はせた、未来の大アリスとでは勝てなかったディコックに、この小アリスと組んで勝てたのは信じがたい。

　だが、アリスや仲間たちが、やり直しの歴史リローデッドによって着実に力をつけているのは、わたしも実感せざるを得ない。

　頼もしい──なんて感じるのは、時期尚しょう早そうか？

　だが、いまはそう感じていたい。

　いずれ伝説が実現するそのときを、心に描くくらいの贅ぜい沢たくは許されてもいいだろう……。

　敵はベノムが切れたのか、急に逃げだしている。どうやら撃退したようだな。

　任務完了──だ。

　アリスは息を整えながら仲間のもとに歩いていく。ロッキーもアゴンロジも重い負傷はない。

「よし。バンプを医者の元に連れて──、」

　そこまで言ってから音に気づいた。金属の鳴る音だ。聞き覚えがある音だ。何回聞いたかも覚えていない音だ。

　撃鉄を起こす、音だ。

　音は近い。アリスの真後ろだ。

「……………………あ……」

　アリスが青ざめて硬直している。

　こいつも、ようやく気づいたのだ。




　背中を────取られたことに。




　握りグリップの下部にあるレンズをゆっくり動かし、気取られないように後ろをみる。

　ルーカスが、大口径拳銃ＳＡＡをアリスの背中に突きつけている。

「神の使いであるシスター様に、失礼を致しやがりますが、散々やってくれやがった手前、こうしないとダーク・スワンプ団の頭目ボスとして示しがつかねえのでございます」

　敬語とスラングの混じった奇妙な口調が、逆に不気味な威圧感を醸し出している。

　アリスが、ゆっくりとツバを飲む。

「ミスターの不意を打つなんて……」

「これでも若い頃は《忍び寄る牙スニーク・トゥース》の名で鳴らしたクチでいやがりまして」

《忍び寄る牙スニーク・トゥース》だと──ッ!?　こいつ、伝説レジェンズじゃないか！　だが《忍び寄る牙スニーク・トゥース》はコールズという人物の異名のはず……、

　……待てよ。言葉遊びアナグラムだ。Caulsの順番アルファベットを入れ替えてLucasか。ふざけやがって。

　その足音は皆無サイレント・フットスタンプ──と恐れられた伝説の男なら、わたしの高性能集音装置バレルマイクをかいくぐった結果も納得がいく。

　未来のバンプの言葉が、脳裏を過ぎる。

『《忍び寄る牙スニーク・トゥース》コールズって男と対決したが、ディコックの圧勝だったらしいぜ』

　ディコックをわたしたちが倒し、未来を変えてしまったので、ルーカスはディコックと戦わなかった。だから、わたしたちが標的にされた。

　疑念を抱くべきだったのだ。コールズが皆殺しの件に絡からんでいなければならないのに、この歴史では兆候すらない。そこを不審に思えばルーカスとコールズが同一人物だと見抜けたかもしれないのに。

　…………わたしのミス、だ。

　アリスの顎から流れ落ちた汗が、一粒、地面に落ちる。

「シスター様。銃を棄てやがれです」

「えっと、信者だよね……？　よく判らないけど、殺しは……神様が許さないんじゃない……？」

「一人殺したら、三人救いやがります」

「ハァ？」

「ベノムを吸ったヤツは幸せになりやがります。つまり、わたしは吸ったヤツを苦しみから救っていやがるのです。ベノムを大陸中に広げることで、わたしは天国行きしやがるのです」

「…………そんな……」

　アリスは絶句している。そうだろうな。あまりに末期的だ。

　こいつルーカスの脳は、神でも救えないほど壊れている。

　ＳＡＡシングル・アクション・アーミーの銃口がアリスの背中を突く。

「銃を棄てなければ、シスター様は天国行きになりやがりますが？」

　小声で指示する。

（アリス……従え……）

　マイ・マスターが泣きそうな顔をして、唇をわななかせる。アホ。そんな顔をするな。別れの場面に思えてくるだろうが……。

「──棄てやがりください」

　わたしはアリスの手を離れ、地面に転がった。

　起き上がったロッキーが、スピンコッキングしようとする。

「動けば、シスター様の背中に穴が空くぜ？」

　アゴンロジがトマホークに手をかけようとしたが、そっちにも反応する。

「トマホークを棄てやがれ」

　アゴンロジはその姿勢のまま、ルーカスを睨みつけている。

「……きしゃまは、ナドゥアを……」

　ルーカスが酷こく薄はくに笑む。

「あの女は、先住民エルダーズだが美しい天使様だった。だから念入りに救ってやった。ベノムで過去の痛みを消し、解放してやった。美しく痙けい攣れんし、美しく目を剝きながら、美しいヨダレを垂らしまくって、最高の天国行きを迎えたぜ」

「許ちゃない……」

　アゴンロジはトマホークの柄つかに、いまにも手をかけそうだ。目は復讐の輝きを宿している。

　だが──、このまま戦いになれば、どうあがいてもアリスは死ぬ……判っているのか？　こいつはおまえの弟子なんだぞ？

　アゴンロジ……頼む。冷静になってくれ。

　絶望的な状況だ。アリスを救いだそうと焦あせるばかりで作戦が思い浮かばない。

　わたしは、なんて無能な拳銃なんだ……。




　そんな中、動いたヤツがいた──。




「懺ざん悔げします。あたし、アリス・ヘイワードは罪を犯しました」

　信じがたい。発砲直前の銃口を前に、懺悔を始めたのはわたしの主人マイ・マスターだ。

　やめろ、アリス。

　祈って死んでいったヤツなら山ほどみてきたが、祈って助かったヤツはみたことがない。

　そいつは死んでいくヤツがすることなんだ……。

「禁止されてるロリポップを隠れて買って、トイレで舐めてました……」

　死ぬってときも、アホな告白しやがって。

「だから神様、ごめんなさい……この通り、跪ひざまずいて祈りますので、許してください」

　アリスは祈るために手を組んで、両りょう膝ひざをつく。

　ルーカスは声を立てて笑う。

「シスター様、暴食は大罪でいやがりますよ。その罪、このわたしが裁いて差し上げやがります。天国行きしやがって下さい」

　凶信者が、引き金に指の力を込め──……‥

「‥……──アーメン──」




　────重く鈍い銃声が、鳴り渡る。




　すべての終わりを告げる銃声。

　わたしの心が絶望に染まる。







　アリスを失ったのだ。







　失ったあと、わたしはどう生きればいい？

　希望は断たれた。生きる意味などない……。

　土つち埃ぼこりを立てて倒れこむ、身体。










　アリスの最期だ。










　…………と思いきや、

　倒れたのは、その後ろにいた男だ。




「………………………………………へ……？」

　硝煙が流れてきたので、出所を探る。震える手でヴォルカニック連発拳銃リピーター・ピストルを持つ男がいる。

　バンプ、だ。

　血の気のない顔で、濁った目をして、それでも何とか意識を保っている。

　ルーカスが素早く身を起こす。ベノムの作用で痛みを感じないのだろう。拳銃ＳＡＡを拾おうとして、もう一発撃たれる。腹だが、真ま芯しんに入っている。

　動きが止まって、腰から下がまったく動かなくなっても、ルーカスは這いずっている。

「なぜ撃ちやがるのですか、牧師様……わたしは神に選ばれやがったはず……この世から痛みを消すために選ばれた聖者でいやがるのですよ……？」

「テメェなんぞ、クソ神野郎ファッキン・ゴッドでさえ願い下げだぜ。いいか、よく聞けよ──」

　バンプはヴォルカニックの撃鉄を起こす。

「この世に消せる痛みなんざ、一つもねえ。墓場に埋められても、痛みは残る。地獄の果てまで、痛みと戦い続ける。それこそが人の生きザマだぜ。テメェのしてるそれは、ただの逃とう避ひにすぎねえ」

　アゴンロジがトマホークを拾ってふりかぶったが、バンプは「よせ」と止める。

「あんたがやれば怨うらみは晴れるか？　ちがうだろが？　やっちゃいけねえよ、アゴンロジ。あんたは、そこに踏み込んじゃいけねえンだ」

「………………」

　アゴンロジはトマホークを下ろす。

「良い子だ。それにな……こいつは、神の使徒に殺されなきゃ判らねえ。そういうクズ野郎ピース・オブ・シットだ」

　静かに狙いすましてから、バンプは愛銃の引き金を絞る。

「──痛みを知りやがれ、凶信者ファナティックが」

　ルーカスの顔が、悦びに輝く。

「牧師様……これでわたしは天国行きしやがりますか？」

「いいや……地獄行きしやがります」

　ルーカスの顔が、恐怖に染まる。

　壊れた心の持ち主にせよ、こいつは信徒。天国の門をくぐるための、こいつなりの信仰があった。しかし、いまこの瞬間に崩れ去った──。

　バンプが『神の使徒に殺されなきゃ判らねえ』と言った理由がここにある。ルーカスの魂は救済されることなく堕ちるのだ。ヤツの最も恐れる場所に。

「牧師様……わたしは……、」

　最後まで言わせない。乾いた銃声が、古い伝説に幕を下ろす。かつて《忍び寄る牙スニーク・トゥース》と呼ばれた男は、眉み間けんにくらってなお、十字を切ろうとして、その途中の姿勢のまま逝いった──。

　終わっても、誰も動かない。

　この戦いはそれほど、際どかった。誰かが死んでもおかしくなかった。一夜に二つの伝説レジェンズと戦ったのだ……生き残れたのは奇跡だ。

　もう二度と、あの大統領からの依頼は受けるまい──と心に誓った。

　バンプは銃を下ろして、ため息してから言う。

「なあ、ロッキーよォ」

「…………は……い？」

「止血か消毒か知らねえが、次からはもっと優しく頼むぜ？」

　ぷ、とアリスが吹きだして、そこからみんな一斉に笑い出した。

「死んれしまっらかと思っちゃろ」

「これしきで死んでたまるかよ」

「バンプが目を覚ましたの判ってたんだけど、あたしが邪魔で撃てないと思って。あたしが跪いたときがチャンス、って言いたかったんだけど言えなくて、気づいてくれるか判らなくて、ホッント、ドキドキしたよう！」

「問題はそこじゃねえだろ。あの演技じゃ見抜かれてもおかしくなかったぞ」

「がっ、がんばったよ!?　ちょっとだけ、おかしかったかもしれないけど……」

　わたしはため息して、言う。

「あの状況でよく冷静に動いたな。ナイスファイトだ、アリス」

　堪こらえていたのだろう。アリスの目に涙がじわっと滲んだ。

「…………怖かったよう！　みすたぁぁああ」

　そこからはわたしを拾い上げて抱きしめながら大泣きだ。

　今回は一つ、良いことを学んだ。

　祈って死んでいったヤツなら山ほどみてきたが、祈って助かったヤツなどみたことは無い。そう思っていたのだが──。

　祈らなければ助からない、なんてケースも、あるようだな。

　ひき揚げるぞ、と言おうとしたときだ。アリスが涙を拭きながら妙なことを言いだした。

「……よし！」

「よし？」

　アゴンロジのほうを向いて、腕をふり上げる。

「行くわよ、アゴちゃんッ！」

「うみゅ！」

「……待て、おまえらどこに行く気だッ!?」

「決まってるじゃないの！　あんな工場、残しちゃダメだよ！」

　アリスは火口側の崖へと歩きながら、わたしに弾を込める。

「それは騎兵隊の仕事だ！　あそこにはまだ何十人もいるんだぞ！」

「悲劇を止めりゅには元を断ちゅしかあるまい」

　アゴンロジも、砥と石いしでトマホークの刃を研とぎながらアリスに続く。

「こいつらを止めてくれ、ロッキー」

「謹つつしんでお断りしますわよ」

　ロッキーが転がったほうのショットガンを拾い、素早くリロードする。全弾詰めこんでから、二挺ショットガンして左右同時にサイドロール・スピンコッキングし、歩き始める。

「あのまぐれ当たり、どうしても許せませんわ！　ショットガン・クイーンの名に泥を塗られた気分ですの！　蹴散らしてスカッとしないと収まりませんわッ！」

「ロッキー、おまえもかッ！　バンプはさすがに止めてくれるだろう？　負傷していることだし、危険すぎ……」

「悪りィな、ミスター。撃たれるなんて失態みせつけて夜を終わりにしちゃあ、ぶっ殺し野郎バンプの名が廃すたるぜ」

「いやいや、廃らないから思い直せッ！」

　全員から……睨まれた。何だ、このアウェーな空気は……？

「つべこべ言わないの、ミスターっ！」

　アリスは、わたしの銃口を麻薬工場に向ける。




「────行くわよォ！　突撃ィイイイ!!」




　鬨ときの声を上げ、三人は崖を下りて工場に突入。応戦するギャングたちの弾幕をかいくぐりながら撃ちまくる。

「ロッキー、突破するわよ！」

「言われなくてもですわ！」

「おまえら、待てェェエエ──」

　待ち伏せにも果敢に突撃し、命からがらの場面を何度もくり返している。銃弾が首をかすめても微動だにせず撃ち返す。こいつら、命が惜おしくないのか……ッ！

　バンプが篝かがり火びを倒して工場に火をつけ、別働しているアゴンロジが高台のライフル使いを静かに潰していく。

　気づけば背後は──火の海、屍の山だ。

　……もう、いい…………勝手にしろ……。




　　　　†




　ヴォルドマウンテンの戦いから一夜明けた。目覚めて最初に思ったのは、こっちが悪夢なんじゃないか、ってことだ。

　なにせ、銃口に花が活いけてあったんだからな。

　誰の仕し業わざかなんて判っているさ。知り合いに脳がクソッタレお花畑ファッキン・フラワーガーデンなヤツがいるからなッ！

「アァァァアアア、リィィイイイ、スゥウウウウウ──ッッ！」

　アリスがビクッとふり返る。

「バッ、バレた……？　えへへ。花瓶なかったから、ちょっとの間……いッ、いいいいい一瞬だけだよっ！　ちゃんと思い直して別のところに置こうとしたところだよっ！」

「このアホが、このアホアホが、アルティメットアホがッ！」

「究極アルティメットなんて決めつけだよっ！　世界にはまだ誰にも知られていない、革命的なアホがいるはずだよ!?」

「そんな世界級ワールドワイドなアホと渡り合えること自体が問題だろうがッ！」

　フルセットで説教かまして旅たび支じ度たくさせ、宿の部屋を出る。後ろから撃たれる心配はない。

　ヴォルドマウンテンから戻って、大統領宛あてに電報を打って四時間後、保安官事務所へ郡保安官シェリフが押し寄せ、ルーカスの手下どもを根こそぎ逮捕していったからだ。

「ねえ、どう？　このコート」

　アリスは嬉しそうに赤いコートを見せびらかしている。

「まあ……」

「何よっ、まあって！　イヤね。ミスターは乙おと女め心ごころって物を全然理解していないんだからっ」

　似合っている──なんて褒めようものなら、すぐ調子に乗るだろうが。アホ。

　二階の廊下を歩いていると、蹄ひづめの轟きが聞こえてきた。窓から見える大通りに騎兵隊の姿がある。百騎ほどだ。北に向かっている。

　おそらくベノム工場掃そう討とう作戦だ。現地に行ったらさぞかし啞あ然ぜんとするだろう。なにせ、工場にいたギャングどもは根こそぎ始末されているのだからな。しかも、その大仕事をやったのが、たった三人のガンファイターだとは夢にも思うまい。

　スポーンタウンのベノム事件は幕を閉じた。ベノムが消えた分だけ、のちの歴史はちょっとマシになるかもしれない。

　宿を出たとき、高そうな馬車が寄ってくる。近くに停まって、中からボコボコに顔を腫はらした黒服マッチョが出て来る。

「ミス・アリス。報酬をお持ちしました」

「おまえらも大変だな……」

「あれ以外は、敬意に値する大人物ですので」　刻紋弾エンブレムド・バレットを受け取ってから、アリスは馬に跨がって街の入り口へ。

　アリス以外は、もう支度を終えている。




　ロッキーが金色の懐かい中ちゅう時計を眺めてから、相変わらずのムスッとした顔で出迎えてくれる。

「まったくもう、遅いですわよ」

　こいつは、いつもこうだ。




　牧師姿のバンプが面倒そうにアタマを搔きながら、教会の壁にツバを吐いているので、通りがかりの貴婦人に眉をひそめられている。

「さっさと行こうぜ、ミスター。この街の酒は不ま味ずくて仕方ねえ」

　こいつは、いつもこうだ。




　教会の屋根からヤギのように飛び下りてきて、一回転して自分の馬の鞍くらに着地したアゴンロジが、あぐらをかいて座る。

「戦いにしょなえりょ、《予言する者》よ。これよりしゃき、苦難の道みちゅが訪れりゅれあろう」

　こいつは、いつもこうだ。




　苦難の道…………か。




　わたしたちはガラにもないが、世界を救おうとしている──。

　判っているさ。途方も無い話だってことはな。だが、この仲間たちがいれば出来る気がする。

　やがて伝説になる、《荒々しき稲妻ライトニング・ワイルド》アリスとなら、いつか達成出来ると──そう固く、信じている。







「…………いこうよ、ミスター・マグナム」




　命がけの旅だってのに、楽しそうな微笑ほほえみ──。

　こいつは、いつもこうだ。




　苦難もへったくれも、この笑顔が吹き飛ばしてくれる。わたしは心に湧く温かい気持ちを込めながら「出発だ」と口にした。
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